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　　　プロローグ　とある原稿







　大おお阪さか市し浪速なにわ区く──日につ本ぽん橋ばし。

　そこは東京の秋あき葉は原ばらと似た性質をもつ街だ。もとは純粋な電気街だったが、いつしか堺さかい筋すじから西に入った「オタロード」と呼ばれる通りを中心に、同人誌やフィギュア、トレカなど、ホビーを扱う店舗が乱立し始め、西日本最大のオタク街へと変化した。

　もちろん完全にシフトチェンジしたわけではなく、少し裏道に入れば、小規模の中古家電店やパーツショップが数多くひしめいている。古き良き街の姿を残す、日につ本ぽん橋ばしの記憶回路ストレージといえる領域だ。このように新旧入り混じった街の構成も、秋葉原との酷似点のひとつだろう。

　とはいえ、面積や知名度では、世界の秋葉原には及ばない。ただ日につ本ぽん橋ばしは立地上、混こん沌とんとした多重性が内包されている。それこそがこの街最大の特徴だと、私は思うのだ。

　可能ならば、お手持ちの端末で日につ本ぽん橋ばしの周辺地図を呼び出してほしい。東に隣接する夕ゆう陽ひが丘おかという土地は、無数の寺院が林立する閑静な寺町だ。北東に隣接するのは、鮮魚店が約半数を占める「天下の台所」の黒くろ門もん市いち場ば。日につ本ぽん橋ばしの北、なんさん通りを挟んだところには、包丁や鍋、電光看板といった商売道具を専門に扱う道具屋筋があり、その奥には笑いの殿堂、大阪芸人の本丸といえる大劇場がある。南に目を向けると、そこは串カツ屋や立ち飲み屋がずらりと並ぶ通天閣のお膝元、大阪情緒が漂う街、新世界だ。

　こうした街の配置が、中心にある日につ本ぽん橋ばしの多重性に一役買っている。日につ本ぽん橋ばしはオタク層だけでなく、東西南北から僧侶や商売人、漫才師や酔っ払いが流れ込んでくる特殊な街なのだ。




　そのなかに、魔術師や悪魔、妖怪なんて存在も紛れていると言えば、貴方あなたは笑うだろうか。




　多様な人々が集まる混こん沌とんの街だからこそ、そういった存在がいてもおかしくはない。なにより、夢があるではないか。タダ同然の値段でパーツの叩たたき売うりをしているジャンク屋で、高性能のグラフィックボードを見つけたときのように、混こん沌とんの街で摩ま訶か不ふ思し議ぎな存在と邂かい逅こうできた貴方あなたは、諸もろ手てをあげて歓喜することだろう。

　この記事は、そんな嗜し好こうや憧どう憬けいをもつ皆様のために書いている。

　それではまた会う日まで。今回はこの言葉で締めくくるとしよう。




　大おお阪さか日につ本ぽん橋ばしは、さまざまな夢で溢あふれている────。
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　　　第一話　日曜日








◇　13時00分…………黒くろ塚づか恭きよう介すけ　◇






　やっぱ、異能バトル系の主人公って最高だな。

　その少年は強い憧れを胸に、マンガの立ち読みをしていた。開いているページは、発火系の能力をもつ主人公が、敵の妖怪を近くのトラックごと爆破しているシーンだった。

　異能力者、妖怪、悪魔、幽霊────なんでもいい。もしそういった超常的存在が本当にいて、人知れず激闘を繰り広げていると考えたら、胸が高鳴る。でも所詮はフィクションということを、少年はきちんと理解していた。なぜなら生まれてこのかた、超常現象の類を一度も目にしたことがないからだ。

　……いや、待てよ。ひょっとして俺がそういうのを見たことがない理由って、この『魔眼』が奴らの存在自体をかき消しているからじゃ……うん、そういう設定にしておこう。ふふ。

　少年──黒くろ塚づか恭きよう介すけは、不敵に微ほほ笑えみながらマンガを棚に戻した。

　そこはアニメイトの大おお阪さか日につ本ぽん橋ばし店。

　あたりからは標準語や外国語もちらほら聞こえてくるが、なにしろ大阪なので、関西弁が圧倒的に多い。テレビでしか聞いたことがない方言に囲まれていると、改めて自分は大阪にいるのだと痛感させられる。恭きよう介すけはため息と同時に独り言を吐いた。

「俺、本当にこの街でやっていけるのかな……」

　恭きよう介すけは東京生まれの東京育ち。東京より西に行ったのは、中学の修学旅行先だった長野県が最高記録。それが先日、親の転勤で急きゆう遽きよ大阪に引っ越すことになった。友人たちと、「高校生になったら、アニメ的に美少女が転校してくる展開とかあるんじゃね？」なんて話をしていた矢先、まさかその自分が、進学から一ヶ月も経たたないうちに転校するなんて思いもしなかった。

　今日はゴールデンウィークの最終日だ。明日から新天地大阪での高校生活がスタートするわけだが、不安でいっぱいだった。

　恭きよう介すけが大阪に抱いているイメージは次のとおり。

・面白いことを言わないと干される。

・たこ焼き器を買わないと干される。

・お好み焼きとごはんを一緒に食べないと干される。

・そもそも関西弁が怖くて干される。

　……どう考えても東京人の自分は、干される未来しか見えない。

　両親が引っ越しの話を切り出してきたときは、全力で反対した。関東圏の親戚の家に厄介になりたいと言っても、迷惑がかかるという理由で許してもらえなかった。

　それなら大阪についていく代わりに、せめてアニメの主人公のように一人暮らしをさせてくれと頼み込んだ。これが両親と恭きよう介すけの間で交わされた譲歩案。こうして恭きよう介すけは、両親の転居先の近所だが、格安のボロアパートにおいて、一国一城の主あるじとなった。

　最初は喜んだ。食費だけはバイト代でまかなうという条件だったが、高校一年生のうちから一人暮らしができるのだ。まさにアニメの主人公になった気分だった。

　しかしだ。

　学校の宿泊行事では一度もホームシックにかからなかった恭きよう介すけだが、やはり見知らぬ土地での一人暮らしは、わけが違う。家族以外の知り合いは誰もいないし、周りは関西弁だらけ。さらに一人暮らし初日から、さっそくアニメ的に美少女……ではなく謎のオッサンが部屋を訪ねてきて、「兄ちゃん、今日の天気を教えてくれへんか？」なんて恫どう喝かつをされた（少なくとも恭きよう介すけはそう思った）。言葉も違えば、人種も違う異国にきた気分だった。

「はあ……俺が求めてるのは現代異能バトルもので、異世界転生ものじゃないのに……」

　勢いで一人暮らしを始めてまだ数日しか経たってないが、すでに悔悟の念が芽生えている。それを助長させているのは、圧倒的な孤独感。引っ越して以来毎日、日につ本ぽん橋ばしに通っているのは、その孤独を埋めるためだった。この街は、大好きだった秋葉原の街を彷ほう彿ふつさせるから。

　ただ、日につ本ぽん橋ばしの街は秋葉原と似ているようで、微妙に違う。オタクショップは豊富だし、トルコアイスを売っている陽気な外国人もいるのだが──。

　アニメイト店内を見る。レシピの参考にしたいのか、料理マンガだけを次々とカゴに放り込んでいく紫アフロヘアのおばさん。少年スポーツアニメが放映されているテレビモニターを見ながら、阪神の話で盛り上がる背番号44の縦たて縞じまユニフォーム姿の女子たち。

　表の通りを見る。呼び込みをしているメイドに、たこやきを差し出しながら話しかけている若い男。カップ酒を片手に、独り言を口にしながらふらふらと歩いている中年男性もいる。それらを背景に、何台ものママチャリが往来を横切っていく。

　そういった光景は、あまり秋葉原で見たことがない。それでも時折アニメやラノベについての会話が耳に入ってくると、恭きよう介すけはある種の安心感を覚えるのだった。

　ふと、隣でマンガの新刊を探していた男たちの会話が、耳に入ってきた。

「そういや昨日の夜も、例の爆発があったらしいで」

「ああ、また配水管ごと爆破されたんやろ。テロ行為、マジで怖いな」

　その爆発事件については、恭きよう介すけもニュースで知っていた。

　ことの発端は数日前の深夜。大きな爆発音で目を覚ました近隣住人が現場に駆けつけると、アスファルトに深い穴があいており、下を通る配水管も破裂して水が噴き出していたという。

　そして昨晩も、同様の事件が起きた。いずれの現場も、ここからさほど離れていない場所だそうだ。二度も起きた以上、爆破テロの疑いがあるとして、捜査が行なわれているらしい。

　男たちが立ち去ったあと、恭きよう介すけは不敵に笑った。

「……あれは爆破テロじゃない。『結社』に属する『魔術師』の仕業なのさ」

　という、自分設定で楽しんでいるときだった。

「なんですって？　いまなんて言ったの？」

　後ろにいた女の子が反応した。

　あ、やべ。つい脳内設定が声に出ちゃった。

　慌てて口を押さえても後の祭り。女の子は怪け訝げんな目で、恭きよう介すけをじっと見つめている。

「あんた何者なの……まさか」

「え、えっと、そう──俺がその魔術師だ」

　メガネを押し上げてクールに笑ってみせた。女の子は呆あきれて立ち去るかと思いきや、

「……所属の魔術結社はどこ？」

　えっ、乗ってきてくれるの？

　恭きよう介すけは嬉うれしい。自分の厨二ごっこに付き合ってくれるのは、東京のオタク友達だけ。もちろん全員が男。こんなふうに、女の子が反応するのは初めてのことだった。

　そしてこの女の子は、かなりかわいい。手ですくえばサラサラと音がしそうな長い黒髪に、少しつり上がった二重まぶたの大きな瞳。キリッと結ばれた唇も相まって、気の強そうな印象を受ける。大好きなアニメ『蒼そう穹きゆうのソルフェージュ』に登場するツンデレヒロイン、時とき宮みや凛りん子こに似ていると思った。ちなみにそのアニメは、やはり異能バトルものである。バトルシーンでは女性キャラのパンチラが多く、しかも毎回パンツの柄が変わることで有名だ。

　黒髪の女の子が詰め寄ってくる。

「答えて。所属の魔術結社はどこ？　あなたの名前は？」

　静かだが厳しい口調。いい反応だった。これには恭きよう介すけもノリノリで答えなければならない。

「魔術結社『ネオ・ワルプルギス』所属、天才魔術師の黒くろ塚づか恭きよう介すけだ」

「ネオ・ワルプルギス……？　聞いたことないわね。大陸の結社なの？」

「ああ。紀元前から存在が確認されている古い結社でな。なかには『世界の転覆』を企たくらむ連中も紛れているから気をつけろ。俺は『奴ら』の監視役として招かれた、『客員魔術師』なんだ」

「………どうして例の爆発事件が、魔術師の仕業だって思うの？」

「だって俺が関与してるんだからな。善良な市民を襲う『異次元人バシャール』と、『聖せい槍そうロンギヌス』を召喚した俺との激しい戦闘。例の爆発はその痕跡なのさ」

　黒髪の女の子は大きくため息をつくと、

「ただの厨二病か……じゃあね」

　踵きびすを返かえして歩き出した。どうやら唐突に興味を失ったらしい。

　あれっ!?　急になんで!?　さすがに『異次元人バシャール』はやりすぎだったか!?

「ま、待ってくれ！」恭きよう介すけは彼女の前に回り込んだ。「その、変な設定で混乱させたのは謝る。こっちは大阪に引っ越してきたばかりで話しかけられて、嬉うれしかったんだ。だからその……」

　そう言うと、女の子は少しだけ笑った。

「別にあたしは冷たくするつもりじゃなくて忙し」

「だからその……もう一度、今の遊びに付き合ってくれ！」

「さよなら」

　女の子は足早にアニメイトを出て行った。

　……ま、そうなるわな。わかってるよ、うん。あーあ、本当に魔術があったらなあ。

　恭きよう介すけはため息をついて、自分もアニメイトを出た。

　次はとらのあなにでも行こうか、と思ったとき。




「あいつら、ひったくりやぞ！　誰か捕まえたれ！」




　通行人の大声が聞こえた。同時に人の群れが、一斉に左右に割れる。その間を縫うようにして、一台のバイクがこちらに向かって走ってきた。

　バイクの男は、大きなトートバッグを抱えている。どうやら通行人の誰かが、バイクの男にそれを奪われたらしい。

　あれって大阪名物の、ひったくり……？

　恭きよう介すけは震える手で、メガネを押し上げた。そして無理やり口元に笑みを作る。

　主人公スイッチ──オン。

「……ったく、しゃーねーな」

　こわばっていた表情が一転。瞳に強気な光が宿る。自分に主人公補正をかけた恭きよう介すけは、バイクの前に躍り出た。バイクに向けて左手を差し伸ばすと、

　パーンッ！

　派手な音とともに、恭きよう介すけのジャケットの袖口から、盛大な花吹雪が飛び散った。

　驚いたバイクの男は、ブレーキをかけながらハンドルを切る。減速した状態で、恭きよう介すけの傍そばを抜けて────走り去っていった。

「……やれやれ。噂うわさ通どおりの街だな、ここは」

　スカシ型やれやれ系の主人公になりきっていた恭きよう介すけの手には、いつの間にかトートバッグがしっかりと握られていた。バイクの男が持っていたものだが、驚かせて減速させたあと、すれ違いざまに強引に奪い取ったのだ。

　一連の行動を見ていた通行人たちから、拍手が巻き起こる。

「すげーな兄ちゃん！　ひったくりからバッグを取り返すなんて！」

「さっきの花吹雪は、どういう仕掛けやねん!?」

　少し照れ臭かったが、大げさにガッツポーズをみせた。羞恥心を隠すための行為である。

　よし。ちょっと怖かったけど、今日もしっかり主人公指数を稼いだぞ。

　トートバッグを奪い返したときの反動で、路上にはその中身が散らばっている。財布のほかに、筆箱、ドライヤー、鳩はと時ど計けい、クリームパン、その他もろもろ。なんの統一性もない。

　ひったくりの被害者って、一体どんな人なんだ……？

　恭きよう介すけは不思議に思いながらも、それらを拾い始めた。

「……ふーん。やるじゃない」

　声をかけてきたのは、アニメイトで出会った黒髪の女の子だった。彼女も通行人に紛れて、見ていたらしい。

「今の、どういう手品？」

「手品じゃない。夢む創そう魔術だ」

「ムソー魔術？」

「夢、幻を創生する魔法の術と書く。太古から伝わる魔術体系のいずれにも属さない、最新鋭の魔術だ」

　実際は改良クラッカーを左の袖口に仕込んでおり、腰の後ろまで伸ばした長い紐ひもを見えないように右手で引っ張っただけの手品……というより隠し芸なのだが。

「わたくしのバッグを取り返していただいて、ありがとうございます」

　端整な顔立ちをした金きん髪ばつ碧へき眼がんの女性が、歩み寄ってきた。年齢は二十歳ぐらい。彼女が今のひったくりにあった被害者らしい。見た目は外国人そのものだが、日本語はとても流りゆう暢ちようだ。

「いえ、それは別にいいんですけど、なんでこんなものを持ち歩いていたんですか？」

　恭きよう介すけはガラクタを拾いながら尋ねた。

「わたくしは、武器の収集癖がありまして」

　意味のわからない答えが返ってきた。やはり日本語には慣れていないようだ。気にせず、ドライヤーや鳩はと時ど計けいをトートバッグに詰めていく。黒髪の女の子を始め、周囲の通行人たちも手伝ってくれた。

　……あれ、これは？

　路上に散らばるガラクタのなかに、一冊の小冊子があった。手に取ってみる。

　こ、これ、『赤あか盤ばん不ふ可か避ひ』の新刊じゃねーか!?

　赤あか盤ばん不ふ可か避ひとは、恭きよう介すけが大好きな同人サークルだ。十八禁以外にも、全年齢対象のオリジナル同人誌も数多く出している。これは表紙からして、前者のようだった。

　もしかして、この女の人が買ったのか？　こんなドスケベな同人誌を？

「気になるようでしたら、差し上げますよ」

　恭きよう介すけと目があった金きん髪ばつ碧へき眼がんの女性が、そう言った。

「え、いいの!?」

「ええ。バッグを取り返していただいたお礼です。その同人誌はどうせ廃棄する予定だったので、お気になさらず」

　金きん髪ばつ碧へき眼がんの女性はガラクタ入りのトートバッグを担かつぎ上あげると、もう一度お辞儀をして歩き去った。ダンベルやフライパンなんてものも入っているのに、重そうな素振りはなかった。

　これはツイてる……やっぱり人助けはするもんだな。

　恭きよう介すけはもらった赤あか盤ばん不ふ可か避ひの同人誌を、自分のショルダーバッグに入れた。

「なにをもらったの？」

　黒髪の女の子が覗のぞき込こんできた。

「み、見るな！　これは『魔力』の暴走を招くやばい『禁書』なんだ！　うっ！」

　エロ同人誌を隠すように背を向けると、空から嘔吐えずきをして口元を押さえた。そして──口から国旗が連なる紐ひもをずるずると引きずり出した。気を逸そらすために披露したこれも、恭きよう介すけが得意な手品のひとつである。

　黒髪の女の子は口元に手を当てて笑った。

「……変な人。ふふっ」
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　やっぱりかわいい。相手は見知らぬ土地で初めて話しかけてくれた貴重な女の子。やや幼さが残る顔立ちからして高校生みたいだし、できることなら友達になりたい。

　しかし、それを素直に口に出せないのが恭きよう介すけだった。

「お前、高校生だよな。学校名を言ってみろ」

「なんで？」

「街で顔見知りになった主人公とヒロインは、のちに学校で奇跡的な再会を果たし、『なんでお前がここに!?』『それはこっちのセリフよ！』という会話を展開する。それが王道。俺はさっき稼いだ主人公指数により、そのフラグが立った。きっと俺とお前は同じ学校になるはずだ」

「？？？？？」

　黒髪の女の子はきょとんとしたあと、口を開いた。

「あたし、南みなみ夕ゆう陽ひが丘おか高校一年の緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い。同じ学校だったら、よろしくね」

　結ゆ衣いと名乗った女の子は、にっこり笑って立ち去った。




「えー、本日〝恵え美び須す橋ばし高校〟に転入してきました。黒くろ塚づか恭きよう介すけです」

　と挨拶したのが、昨日の月曜日のこと。こうして恭きよう介すけは見事、結ゆ衣いと違う高校に通うことになった。そううまくいかないのが現実である。

　……しかもググってみたら、南みなみ夕ゆう陽ひが丘おか高校って女子校じゃねーか。あの女、なにが「同じ学校だったら、よろしくね」だ。ざけんじゃねーぞ。

　恭きよう介すけは教室の自分の席で、スマートフォンを見ながら歯ぎしりをした。

　もう会うこともないだろうけど、見た目はかわいい子だった。自分の厨二話にも合わせてくれたし、同じ学校だったら仲良くできたかもしれないのに。

　それに比べて……。

　隣の席を見る。三つ編みに瓶底メガネといった素朴な女の子が、ＢＬマンガを読みながら、ひとり「ぐふふ」と笑っていた。名前は湊みなと町まち子こ。休み時間になっても、誰も彼女に話しかけようとしない。恭きよう介すけは今日で転入二日目だが、町まち子こが誰かと話しているところは、まだ一度も見たことがなかった。

「え、えっと、その、なにを読んでるんだ？」

　勇気を振り絞って話しかけてみた。町まち子こはちらりと恭きよう介すけを見たあと、なにも言わず再びＢＬマンガに目を落とした。そして「ぐふふ」と笑う。

　これだもんな。会話が成立しないんだ。そりゃ、友達もできないだろ。

　まあ、俺もなんだけど。

　そもそも転入の挨拶がいけなかった。大阪人はみんなお笑いが大好きと思っていた恭きよう介すけは、自己紹介をしたあと、ウケ狙いで夢む創そう魔術（手品）を披露した。その術式は、新聞紙に包んだグラスを消すという初歩的なもの。しかし緊張のあまり、見事に失敗。足元に落としたグラスは、派手な音を立てて割れてしまった。

　静まり返る教室内。完全にスベった。

　それでもホームルーム後に、「さっきの手品、おもしろかったで」と話しかけてくれる男子たちもいた。そこでの返しも失敗だった。「手品じゃない。夢む創そう魔術でグラスの時空転移を試みたんだ」と言ったことで、またしてもダダスベり。痛い奴だと思われてしまい、みんな生暖かい目で席を離れていった。

　初しよっ端ぱなで躓つまずくと、あとはどうしようもない。関西弁で盛り上がっている連中に話しかけるのも気後れするし、話しかけられるのを待っていると思われるのも、なんとなく嫌だ。

　だから恭きよう介すけは休み時間になると、ひとりスマートフォンをいじって、自ら距離をとっているように演じる。「それでも話しかけてくれるなら、喜んで対応するよ」という無言のアピールなのだが、もちろん誰にも伝わらない。そして同じく友達のいなさそうな隣の席の湊みなと町まち子こに話しかけても無視される。新天地大阪での高校生活は、最悪の「ぼっちスタート」を切った。

　……向こうでは普通に友達もいたのに、大阪って土地柄が俺にコミュ障の状態異常を付与しやがる。やっぱ俺を満たしてくれるのは、オタク文化で溢あふれる日につ本ぽん橋ばしの街しかないな……。

　そう考えた恭きよう介すけは、放課後を心待ちにしながら、スマートフォンで適当なアニメのサイトをチェックし続けた。「あ、それって『蒼そう穹きゆうのソルフェージュ』やろ？」なんて話しかけてくる人はいないかなー、と期待しつつ。
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　　　第二話　火曜日








◇　15時30分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






「もしもし、ママ？　うん、こっちはなんとかやってる。パパは相変わらずだけど、説得する算段も立ったから。意外と早く東京に連れて行けると思うわ」

　黒髪の少女──緋ひ良ら坂さか結ゆ衣いは、東京に残してきた母との電話を終えて、ふうと息を吐いた。

　生まれは大阪だが、諸事情により、小学三年生のときに母と二人で上京した。そんな母のもとを離れて、ひとり父のいる大阪に戻ってきたのは、つい先日。高校進学と同時だった。現在は大阪の日につ本ぽん橋ばし近郊で、父と二人暮らし中である。

　松屋まつちや町まち筋すじを南下して、学園坂の交差点を西に折れる。前方に巨大なモビルスーツが描かれたスーパーキッズランド・キャラクター館を見据えながら左へ。堺さかい筋すじを挟んで、オタロードの反対側に位置するその一帯は、人通りの少ない雑居ビル街だ。

　……この近所で会った男の子、変な奴だったけど面白かったな。元気だといいけど。

　思い出すと、頰が緩んでくる。厨二病の節はあったが、ひったくりを撃退した正義感の持ち主。あの人混みのなかで、向かってくるバイクの前に躍り出たのは彼だけだった。

　あの手品、夢む創そう魔術とか言ってたっけ。はは。

　雑居ビルのひとつに入って、エレベーターで三階に上がる。廊下に並ぶドアのひとつをインターフォンも押さずに開けた。

　そこは二十畳ほどの広さがある、がらんとした部屋。結ゆ衣いが暮らしている家ではない。簡素なキッチンがついている事務所用の物件だ。部屋にあるのは、安っぽいソファーと、中古のガラステーブル、そして年代物のブラウン管テレビと、床にそのまま置いてある型落ちのデスクトップ型パソコン。それ以外はなにもない。広いスペースの無駄遣いだ。

　部屋には二十歳過ぎの若い男がひとりだけいた。坊主頭にキャップ、薄い口ひげを生やしている。室内なのにサングラスをかけているのは、彼のこだわりらしい。

　結ゆ衣いは、ソファーに座ってテレビを眺めていたその男──桐きり崎さき優ゆうに話しかけた。

「パパは？」

「あー？　知らねーよ。チェケラ」

　桐きり崎さきはソファーの背もたれ越しに、結ゆ衣いに向かって拳を突き出した。重ね合わせろ、という彼なりの挨拶だ。面倒臭いと思った結ゆ衣いだが、とりあえず拳をごちんと当てた。

「オーケー、ポッセ（仲間）！　ＨＡ、ＨＡ！」

「そのよくわかんない言葉を使う癖、やめてくれない？　だいたい桐きり崎さきさんって生きつ粋すいの関西人のくせに、なんで関西弁じゃないわけ？」

「なに言ってんだ。関西人でも関西弁を使わねー奴なんて、ディグれば（探せば）山ほどいるんだぜ。チェックしとけー？」

　結ゆ衣いはため息をついて学がく生せい鞄かばんを置くと、ブラウン管テレビに目を向けた。

　どうやらオカルトについての討論番組らしい。スタジオの右側と左側に分かれたパネラーたちが、激しい議論を交わしている。

『ですから、魔術結社は実在するんです。世界中に点在していて、超常的な力をもった魔術師たちが、夜な夜な魔術の儀式を行なっているんですよ』

『仮にあるとしても、カルト教団の類でしょう。超常的な力をもつ魔術師なんて、存在するわけがない。だいたい、儀式ってなんですか』

　議論は魔術師についての話に及んでいた。肯定派のパネラーが写真を見せて、「これが撮影に成功した魔術結社です」と息巻いている。写真がクローズアップされた。床の魔法陣を囲むようにして、黒いローブに身を包んだ怪しい男女たちが儀式用の剣を掲げている。

「ははっ、なんだよあれ。いくらなんでも、ベタ過ぎんだろ」

　桐きり崎さきの言うとおり、非常に胡う散さん臭くさい写真だった。きっと番組が用意した作り物だろう。

　立ち上がった桐きり崎さきは、キッチンへ向かった。流し台の棚から袋ラーメンを取り出す。日につ本ぽん橋ばしのご当地インスタントラーメン専門店『さくら』で買った、北海道の利尻昆布ラーメンだ。

　水で満たした鍋をガスコンロに置く。コンロのつまみをひねっても、なかなか点火しない。

「おいおい、ガス代まだ払ってなかったのかよ……ったく」

　桐きり崎さきは鍋の側面に、人差し指を当てた。文字を描くように、すらすらと指を滑らせていく。




　魔術師なんて存在するわけがない、か……まあ、ここにいるんだけどね。




　結ゆ衣いがテレビに視線を戻すと同時、その背後で鍋の水が沸騰する音を聞いた。

　ガスを使わずに水を沸騰させたのは、桐きり崎さきの魔術によるものだ。この男は見た目とのギャップが激しいが、高度なルーン魔術を扱う優秀な魔術師である。

　ルーン魔術は北欧に伝わる魔術で、本来はルーン文字という特殊な文字体系を用いて神秘の力を行使する。桐きり崎さきの場合、使用するのは彼独自の文字列らしい。それを人差し指で対象に描くだけで、さまざまな効果を発揮するのだ。

　いま鍋の側面に描いたのは、対象の温度を急速に高める文字列。それで熱くした鍋からの熱伝導で、水を沸騰させたのだ。ただし描いた文字列の効果は持続しないため、鍋の温度は徐々に下がっていく。桐きり崎さきは粉末スープを入れて、冷めないうちにさっさと食べ始めた。麵はまだ固そうだった。

「ここもあのテレビみたいに、仰々しい魔術結社だったら、ちょっとかっこよかったかもな」

「どうだっていいわ。そんなこと」

　結ゆ衣いは床に直接置いてある、型落ちのパソコンを立ち上げた。

　デスクトップに、寄り添う夫婦をモチーフにした水墨画調の絵と、「銀色の婚礼団」という字を組み合わせたロゴが浮かび上がる。

　西洋魔術結社『銀色の婚礼団』。

　それが結ゆ衣いたちの所属する魔術結社の名前。テレビに映っている作り物と違い、このガランとしたなにもない部屋こそ、本物の魔術結社なのだ。

　魔術結社とは言うが、別に会社のような機能はない。誰かから月給をもらえるわけではないので、みんな本業をもっている。平たく言えば、魔術師が集まるサークルのようなものだ。

　突如、テレビ画面にノイズが走って、映像が見づらくなる。桐きり崎さきが舌打ちした。

「ったく、いい加減に買い換えろっての。未いまだにブラウン管テレビなんてありえねーって」

「文句があるなら、あんたのお父さんにも、お金を出してもらえるように言ってよ」

「無理だって。そもそも親おや父じは魔術師稼か業ぎようなんかに興味ないし、こんな意味のない魔術結社に払う金は、一銭もないって言ってるんだ」

　それには結ゆ衣いも、まったくの同意見だった。

　大おお阪さか日につ本ぽん橋ばしに拠点を置く銀色の婚礼団には、現在十人の魔術師が所属している。本来なら、全員でお金を出し合って、事務所となるこの物件を借りなければならない。しかし、そのほとんどが籍を置いているだけの状態で、顔を出すことはない。どうせ行かない場所なんだから金なんて払いたくないというのが、所属の魔術師たちの言い分だった。

「あの人ってどうしてるのかな。ほら、証券会社の社長で、お金をいっぱい持ってる……」

「数秘術師の藤とう堂どうさんだろ。あの人が今さら来るわけねーよ。俺だってお前が東京に引っ越すときにみんなでやった鍋パーティ以来、会ってねーんだ。息子さんには魔術の修行もやらせてないらしいぞ」

「じゃあ、ケルト魔術の使い手だった那な賀が倉くらのお姉さんは？　優しい人だったわよね」

「あの人は今、道どう頓とん堀ぼりのキャバ嬢だよ。えげつない手で社長連中から大金を巻き上げてるくせに、この魔術結社に払う金はビタ一文ねーってさ」

　今でも銀色の婚礼団に顔を出している魔術師は、結ゆ衣いと桐きり崎さき、そして結ゆ衣いの父の三人だけ。桐きり崎さきは無職のフリーターなので、結ゆ衣いの父だけでここの家賃を払っている状況だった。

　魔術師たちは、『委員会』の呼称で通っている上層組織によって、いずれかの結社に所属する義務が課せられている。ただしそれは『委員会』が世界各地の魔術師を管理しておくための、いわば「名簿代わり」の側面が強いので、拠点の物件なんて別になくても構わない。たくさんの魔術師を抱える大きな結社ならまだしも、銀色の婚礼団のような少数サークルの場合、有事の際に連絡を取れるリストさえ提出しておけば問題ないのだ。

　それでも拠点にこだわっているのは、銀色の婚礼団の代表を務める結ゆ衣いの父、緋ひ良ら坂さか宗そう平へいの強い意向だった。

　──魔術結社を名乗るなら、拠点になる『結社』があったほうが、かっこいいやろ──

　それだけの理由。

　まあ、本業で稼いでいて、余裕があるなら文句は言わない。しかし父の宗そう平へいは、本業と呼べる職がなかった。たまに入る日雇いで日銭を稼いでいる自転車操業の自由人なのだ。そのうえギャンブル中毒者で、一般人の母がパートで稼いだ生活費にまで手をつける穀ごく潰つぶしぶり。

　結果、結ゆ衣いが小学三年生のときに、母は結ゆ衣いを連れて東京の実家に帰ってしまった。離婚にはまだ至ってないが、それも時間の問題だと思う。借金だらけの父は母に仕送りをしないどころか、生活費の無心までする始末だから。

　結ゆ衣いが大阪にやってきた理由も、そんな父を説得して、どこかの会社で真面目に働いてもらうためだった。しかし今のところ、父が会社勤めをする気配はまるでない。父、宗そう平へいは言う。

　──魔術師なんやから、社員になったら負けやろ。事件が起きても自由に動けんし──

　魔術結社は利益団体ではない。ただし、国の治安維持組織だけでは解決不能な難事件が起きた場合、『委員会』直属の機関から捜査依頼がくることもある。その際、報酬という形でお金をもらえるのだ。

　宗そう平へいはそれをアテにしているようだが、日本という国では、ほぼあり得ないことだった。

　別に日本が平和だからという理由ではない。むしろ大阪という土地は、重犯罪の未解決事件数が全国ワースト１なのだ。その多くは魔術絡がらみの事件である。だから『委員会』がもっとも警戒している都市のひとつなのだが────。

　結ゆ衣いのスマートフォンに電話がかかってきた。着信はまさに父の緋ひ良ら坂さか宗そう平へいから。

　電話に出ると、宗そう平へいの楽しげな声が耳じ孔こうを貫いた。

『すまん結ゆ衣い。言い忘れとったんやけど、もうすぐサンテレビで始まるパチンコの特番、録画しといてくれ』

　くっ、この親おや父じは…………！

　結ゆ衣いはスマートフォンを握りつぶす勢いで、力を込めた。

「せっかく式しき部ぶ庁ちようから直々に依頼がきたっていうのに、一体どこで、なにやってんのよ!?」

　日本最大の魔術結社──式部庁。

　世界を股にかける上層組織『委員会』の直属で、この国で起きた魔術絡がらみの事件捜査を一任されている秘匿の国家機関だ。所属の魔術師は神しん道とう系や仏教系など、日本古来の宗教に関する魔術を習得している。

　一方、結ゆ衣いたち銀色の婚礼団は、西洋魔術を習得した魔術師が集まる西洋魔術結社。式部庁は銀色の婚礼団をはじめ、日本にあるすべての西洋魔術結社を毛嫌いしていた。国の様式美に反する外と様ざまの異能者集団と見ているからだ。

　それでも今回は、銀色の婚礼団に式部庁から直々の依頼がきた。理由は単純で、手の空いている魔術師がいないから。依頼をもってきた式部庁の担当官は「どうせ西洋魔術結社は暇だろうから、仕事をやるぞ」という高圧的な態度だった。

『依頼のことなら忘れてないで。最近日につ本ぽん橋ばしの周辺で起きてる、爆破事件の調査やろ』

　とは言うものの、どうも宗そう平へいからは意気込みが伝わってこない。この事件を解決すれば式部庁から多額の報酬がもらえて、緋ひ良ら坂さか家の借金を返すアテだってできるのに。

　父の道楽のおかげで、緋ひ良ら坂さか家はずっと貧乏。魔術結社の物件に家具類が見当たらない理由も、維持費のために売り払ったからだ。結ゆ衣いが転がり込んでいる父の住居は、築五十年の六畳１ＤＫ。家賃はもちろん、光熱費の支払いにだって四苦八苦している状況だった。

「今回の報酬が入ったら、それで借金を返すのよ。そしたらこんな意味のない魔術結社の拠点なんて、引き払ってもらうからね。それから一緒に東京のママのところに行って、まともな職についてもらうんだから」

『待て待て、そんな話は聞いてないで。普通の仕事を始めたら、魔術師稼か業ぎようもできへんやろ』

「あのね、魔術師稼か業ぎようって言うけど、式部庁からの依頼なんて滅多にないじゃない。魔術師には魔術秘匿の義務もあるわけだし、それでどうやってお金を稼ぐわけ？」

『ワシら銀色の婚礼団のモットーは、〝見返りだけを求めない、大事なことはその先にある〟や。別に依頼なんかなくても、ヤクザに絡からまれてる若者をこっそり魔術で助けたり、木に引っかかった子供の風船を、ちょちょいと魔術で取ってあげたりできるやろ。パパは誰かの助けになりたいから、仕事もせんと毎日パトロールを』

「だから、そんなお金にならないことをやってて生活できるわけ!?　何度も言ってるけど、あたしは魔術師なんかに興味ないの！　普通の仕事をしてくれるパパやママと一緒に、ただ普通の生活を送りたいだけなの！　魔術師として関わる事件は、おたがいこれが最後だからね！」

　宗そう平へいはまだなにか言っていたが、一方的に通話を切った。

　遠慮がちに見ていた桐きり崎さきが、おずおずと言う。

「ここを引き払ったら、俺の秘密基地がなくなるじゃねーか。今後どうしろって言うんだ？」

「知るわけないでしょ！　せめて働いてから言って！」

　結ゆ衣いはどっかりと座り込んで、床に直接置いてあるパソコンに向かった。開いた日につ本ぽん橋ばし周辺の地図には、ここ数日で立て続けに起きている爆発事件の現場を記してある。それらを睨にらみつけながら、改めて誓った。

　魔術師でいることにも、魔術絡がらみの事件にも興味はない。だけど式部庁からたくさんの報酬がもらえて、パパが作った借金を綺き麗れいにできるなら、絶対にこの事件を解決してやる。そうすればパパだって、きっと目を覚ましてくれるはずなんだ。

　それで今度こそ、ちゃんと働いてもらって、東京で家族みんなと暮らすんだから！





◇　19時45分…………ミーナ　◇






　爆音を流す音響機器が、会場の空気と、人々の身を振動させていた。

　赤を基調にしたライトで照らされているステージは、幅五メートル強。ひらひらのアイドル衣装を着た二人の女の子が激しく踊りまわっているため、余計に狭さを感じさせる。

「いっくよーッッッ！」

　淡い栗くり色いろの髪をリボンでまとめた女の子が叫ぶ。隣のふわふわボブカットの女の子が狂乱のエアギターを始めると同時、リボンの子はアイドル衣装のまま、客席に向かってダイブした。

「うおおおおおおおお！」

　飛んできたアイドルにさわれることが嬉うれしいのか、客席のボルテージは最高潮に達した。とはいっても、最大キャパ二百人の会場で二十人程度の客しか集まっていないため、リボンの子もすぐフロアに降りることになるのだが。

　ステージ後方に掲げられた垂れ幕には、こう書かれている。

『らぶキュン☆すいーつ　～血塗られた堕天使と終末の前夜祭・たとえば僕が死んだら～』

　前者はアイドルユニット名。後者はイベント名。まったく嚙かみ合あっていない印象を受ける。

　それが彼女たち、『らぶキュン☆すいーつ』のライブだった。




「はあ、今日も客席はガラガラやったわ。なにがあかんのかな……」

　ライブ終了後、楽屋の長机に頰ほお杖づえをつきながら、リボンの女の子──『らぶキュン☆すいーつ』のミーナは、ため息をついた。

　相方のふわふわボブカットの女の子は、我関せずといった様子で、嬉うれしそうにカップアイスを食べている。彼女の名前はエル。正式名称は「エル・ザ・アイスクリーム」で、ミーナのほうは「ミーナ・チョコレート・ジハード」という。

　この二人が大おお阪さか日につ本ぽん橋ばしの地下アイドルユニット、『らぶキュン☆すいーつ』だった。

「ちょっとエル、聞いてる？　どうしたら私たちのライブにも、お客さんが入るんやろ」

「んー？」おっとりとした様子でエルは首をかしげると、「そうだねー、お客さんを全員、ブチ殺しちゃうとか？」

　エルの言うことは、基本的にわけがわからない。

　ため息をついたミーナだが、ある種のひらめきを覚えて両手を叩たたく。

「あ、オモチャの短剣でお客さんを刺し殺すって演出？　それ面白いかも！　じゃあ次のイベント名は、『密室シンドローム・殺さつ戮りくの舞踏祭と血まみれの円ロ舞ン曲ド』でどうやろか!?」

「それが客の入らない理由だろ。まったく……」

　スーツの男性が、ため息まじりに楽屋にやってきた。このアイドルバー「ピンク・ダイヤモンド」のプロデューサー、陣じん内ない慎しん吾ごだ。

「うちに所属してるほかのアイドルたちを見ろ。『しゃるろって』も『星空カンパネルラ』も、みんな満まん員いん御おん礼れいだ。それは彼女たちが、ブリブリのアイドル路線を貫いているからに他ならない。それに比べて、お前らのステージはどうだ。あんな過激なライブだと、客はサイリウムも振れないし、ケチャだってできん。お前ら、本当にアイドルをやる気はあるのか？」

　ミーナがおずおずと答える。

「も、もちろんありますよ。お客さんに夢を与えるアイドルは、私の憧れですもん。ただ私はそこに、ビジュアル系バンドのテイストを取り入れたいだけで……」

　ミーナが好きなビジュアル系バンドは、「猟奇、退廃、耽たん美び」をキーワードとした、コテ系と言われる昔ながらのジャンルだった。歌詞は自分たちで作っており、曲作りの担当者にもそれっぽい曲を要請していた。

　プロデューサーの陣じん内ないは、ぴしゃりと切り捨てる。

「そんなテイストはいらん。やはり売れるアイドルは、ブリブリ路線。これ一本だ」

「で、でも、『てんぱ組』も、『ＷｉＳＨ』も、『バスコート』も、そんな路線じゃないですよ。それにほら『メリーメタル』なんて、メタルとアイドルを融合させてるじゃないですか。ちなみに私は、もがメタルちゃんの大ファンです。エルは誰のファン？」

「んー、鳥とり肌はだ実みのるさんかなぁ」

「ぶっふぅ！　いや、その人は確かに神やけど！　ある意味、地下アイドルやけど！」

　ミーナが楽しそうにエルの背をばしばし叩たたく。

「俺の話を聞けぇッ！」

　陣じん内ないが怒声をあげた。

　ミーナはしゅんとして肩を落とす。エルは平然とカップアイスを食べ続けていた。

「……とにかく、今うちが求めているのは、ブリブリ路線のアイドルだ。ビジュアル系バンドのノリなんて、前のプロデューサーが勢いで許可してしまった負の遺産だろ。前から思っていたことだが、今度こそブリブリ路線に方向転換してもらう」

「えええええっ!?　い、今さら……？　そ、そんなの、パイプ椅子で客をどつきまわしていた悪役レスラーが、のんびりパパ系の役者に転向するようなもんですよ……」

　あ、今のたとえ、割とうまいんちゃうかな。そうでもない？

「別に問題ないだろう。お前たちを見にくる客はほとんどいないし、そもそも最初はブリブリ路線でやっていたじゃないか。ポテンシャルは認めているんだから、今後はそっちでいけ」

　陣じん内ないはタバコに火をつけて、紫煙をゆっくりと吐き出した。

「それに次の土曜日、うちでやるフェスがあるだろう」

　このアイドルバー、ピンク・ダイヤモンドに所属する地下アイドルたちが一堂に会して開かれる、月に一度の音楽フェス、『ぴんだいアイドル祭』。

　当たり前だが、客は基本的に目当てのアイドルが出演する日を狙って来店するので、人気のないアイドルのステージはなかなか見てもらえない。しかし多くのアイドルが出演するフェスの場合、自分たちに興味のないファンにもステージを見てもらえるため、新規ファンの獲得が期待できるのだ。

　ミーナとエルの『らぶキュン☆すいーつ』の集客力は、二十人程度。ピンク・ダイヤモンドに所属するアイドルたちのなかで、もっとも低い。だからこそ大勢の客が集まるフェスにも、今まで全力で挑んできた。

　結果────ファン数はほとんど増えていない。最初は様子見でステージを眺めていた客がいても、ミーナの超高速ヘッドバンギングや、エルの火を吹くパフォーマンスなどを見れば、やはりフロアから出て行ってしまう。

　そして、人気の『しゃるろって』や『星空カンパネルラ』の出番がくると、待ってましたとばかりの大歓声をあげて、詰め寄せるのだ。ミーナたちは、まだまだこの店の客層に受け入れられていなかった。

「そのフェスに急きゆう遽きよ、音楽雑誌のライターが取材にくるという連絡が入った」

「え、取材!?」ミーナは目を輝かせた。「聞いたエル!?　これで私ら『らぶキュン☆すいーつ』の知名度も、一気に上がるんちゃうかな!?」

「うん、そうだねー。そのライターさん、血祭りにあげなきゃね」

　エルは口元についたアイスを手でぬぐって、「にい」と笑った。

「血祭りか……あ、そうや！　前に一回、十字架の磔はりつけ台だいを使ったやんな!?　あれ持ってきて、ライターさんを磔はりつけにしようや！　そのままジャイアントスイングすれば、バカウケちゃう!?」

「だから俺の話を聞けぇッ！」

　陣じん内ないが大声をあげた。

「さっき方向性を変えろって言ったばかりだろ！　それは取材も考慮してのことだ！　あんなバカなステージを見せたら、この店そのものの評判が落ちるんだよ！」

　しゅんとしたミーナは、深々と頭を下げた。

「……すいません」

「とにかく、今やっている曲はすべて封印。これからはフェスに向けて、お前らが初期のころにやっていたブリブリ路線の曲に切り替えてもらう。そのライターは、正統派のアイドルしか認めない人間だからな」

「えええっ!?　そんな急に……土曜日のフェスなんて、もうすぐじゃないですか！」

「急に取材が決まったんだから仕方ないだろう。あと初期のブリブリ路線の曲とはいえ、改めて俺が全部の歌詞を書き直してやったから、明日までにきちんと覚えてくるように」

「え……？　あの曲の歌詞を変えたんですか？」

「当たり前だ。前のプロデューサーが書いた歌詞なんて、センスのかけらもないからな」

　そう言われたミーナはカチンときたが、にっこりとした笑顔で返した。




「……ふーん、これが陣じん内ないさんの書き直した歌詞なんや」

　ミーナは読んでいたプリントの束を、テーブルにぱさりと置いた。そして面白くなさそうにため息をつく。

　そこは難なん波ば駅えきに近いドトールコーヒー。ミーナとエルは、ピンク・ダイヤモンドからの帰り道、二人でそこに立ち寄っていた。どちらもステージ用のメイクは残したまま。知名度なんてほぼ皆無の地下アイドルなので、誰かに指を差されることもない。

「どれどれぇ？」

　エルは注文したパフェを食べながら、テーブル上のプリントに目を落とした。

「…………んー、竹たけ隈くまさんの歌詞、ひとつも残ってないねぇ」

　エルが言う「竹たけ隈くまさん」というのは、ピンク・ダイヤモンドを立ち上げた人で、かつて陣じん内ないの上司だったプロデューサーだ。

　竹たけ隈くまは少し強引なワンマンプロデューサーだったが、その仕事ぶりは誰もが認めるものだった。店の経営や広報活動を始め、所属アイドルが歌う曲の作詞作曲まで、すべて自分が中心になって手がけていた。

　そして、ミーナをスカウトしたのも竹たけ隈くまだった。




　日につ本ぽん橋ばしの街は毎年三月になると、メインストリートの堺さかい筋すじを歩行者天国にして、パレードやコスプレ大会を行おこなうオタクの祭典、「日につ本ぽん橋ばしストリートフェスタ」が開かれる。去年、ミーナが大人気のブラウザゲーム『艦とれ』のコスプレで参加したときに、竹たけ隈くまから声をかけられたのだ。「アイドルに興味はないか？」と。

　ミーナはビジュアル系バンドだけでなく、人々に夢を与えるアイドルも好きだった。しかしそれはあくまで、観みる側での話。自分がステージに立つなんて考えたことは一度もない。私なんかに務まるわけがないと言って断ったのだが、竹たけ隈くまは引き下がらなかった。

「うちは基本的にスカウトをしてへん。それでもキミをひと目見たとき、この子はすごい表現者になるって確信した。もし興味があったら、一度うちのステージを見にきてほしい」

　そこで名刺を渡された。

　最初はなかなか踏ん切りがつかなかった。騙だまされているかもという不安もあった。それでも一度、アイドルのステージを生で見てみたいと思ったミーナは、勇気を出してピンク・ダイヤモンドのステージを見に行った。

　驚嘆、歓喜、感動──それらの感情が津波のように押し寄せてきた。ステージで踊る女の子たちが輝いて見えたのは、決してまばゆいライトのせいではない。女の子全員のダンスが、歌が、表情が、彼女たちを輝かせていたのだ。まるで生きている宝石だと思った。

　自分もアイドルをやってみたい。そう決意するのに十分すぎる魅力があった。

　そして正式にピンク・ダイヤモンドに入店したあと、どのグループにも馴な染じめずに困っていたエルと一緒に、『らぶキュン☆すいーつ』を結成する。

　アイドル活動を始めたばかりにしては、悪くない滑り出しだった。竹たけ隈くまが作詞作曲した歌を歌い、ファンも少しずつだが獲得していく。そんなある日、竹たけ隈くまからこんなことを言われた。

「キミをスカウトしたときの輝きが、いまひとつ発揮されてないな。もしかして、本当にやりたい路線は別にあるんとちゃうか？」

　竹たけ隈くまはよく見ていた。実際ミーナには、挑戦してみたいことがあったのだ。

　それがアイドルとビジュアル系バンドの融合。試しに自分で「猟奇、退廃、耽たん美び」をテーマにした歌詞を書き上げ、竹たけ隈くまに見せてみた。怒られるのを覚悟していたが、意外にも面白いと言われた。そしてその歌詞をもとに、激しいラウドロック調の曲を提供してもらった。

　それをライブで披露すると、客はみんなドン引きだった。次のライブでも、その次のライブでも、反応はすこぶる悪い。もともといたファンも、どんどん去っていった。

　これでは拾ってくれた竹たけ隈くまに申し訳がない。やはりもとの路線に戻すべきかもしれない。

　そう考えていた矢先、竹たけ隈くまは突然倒れて病院に搬送されてしまう。あとで知ったことだが、心臓に重い病気を患わずらっており、それを押し殺してまでアイドル事業に奔走していたそうだ。

　そんな竹たけ隈くまは入院先のベッドでも、まるで我が子のように、所属アイドルのことばかりを気にかけていた。ミーナが見舞いに行ったときもそうだ。自分の病状については一切話さず、ミーナの悩みを見抜いて、こんなアドバイスをくれたのだ。

「もしかして、もとの路線に戻そうと思ってないか？　やりたい路線があれなら、やりとおせばええねん。本当にやりたいことをやってる人間が、一番輝いて見えるんや。そして輝いてる人間は、いつか必ず人を惹ひきつける。だから今は客の反応が悪くても、精進していこうな」

　相談したわけでもないのに、その重病の恩師はミーナたちをよく見ていたのだ。

　以来、ミーナは賛同してくれるエルと一緒に、ひたすらビジュアル系路線の曲を練習して、ライブに挑み続けた。少しずつ、本当に少しずつだが、熱狂的なファンが現れ始めた。




　──本当にやりたいことを続けていれば、いつか必ず結果が出る──




　それが竹たけ隈くまの教えで、まさにそのとおりになりつつあった。

　竹たけ隈くまさん、私がんばる。いつかピンク・ダイヤモンドを私たちのファンでいっぱいにする。それからテレビにも出て、武道館にだって行く。それまで絶対に見守っててな。

　しかしその願いが叶かなう前に、竹たけ隈くまは容体が急変して、帰らぬ人となってしまった。

　ミーナは最後まで、自分たちの成長を見せることができなかったのだ。

　ピンク・ダイヤモンドは、竹たけ隈くまの下にいた陣じん内ないが引き継いだ。陣じん内ないはワンマンだった竹たけ隈くまを快く思っていなかった節があり、亡なくなったあとになって、「あの人にはセンスがなかった」とバカにする。

　今回の路線変更もそうだ。確かにミーナたちは集客力が低いので、否定されるのは仕方がない。でもそれは、自分たちの実力不足が原因であって、決して竹たけ隈くまが悪いわけではないのだ。

　それを証明するためにも、あの路線で続けたかった。本当にやりたいことで多くのファンを獲得し、天国にいる竹たけ隈くまに「あなたの言ったことは間違ってなかった」と伝えたかった。




　……でも、仕方ないもんな。陣じん内ないさんにも経営者としての立場があるし。

　ミーナは深いため息をつくと、もう一度、テーブルに置いたプリントの束を見た。

「だからって、さすがにこの歌詞はないと思うけど」

　書かれている歌詞は、だいたいこんな感じだ。

『やっと起きたのマイダーリン。手作りマカロンが朝ごはん。口にクリームついてるわ。指でぬぐってあげちゃうもん。ドゥッピ、ドゥッピ、ドゥピ、イェーイ、イェー……』

　エルがおっとりと口を開いた。

「あの人、これでよく、竹たけ隈くまさんにはセンスがないって言えるよねー」

　ミーナもまったくの同意見だった。なにが「ドゥッピ、ドゥピ」やねん。

「ねえ、ミーナちゃん。その『ドゥッピ、ドゥピ』の部分だけ、『ぬっぷ、ぬぷ』に変えちゃおっかー？　それでちょっとは、耽たん美びにならないかなぁ？」

「え？　『ぬっぷ、ぬっぷ、ぬぷ、イェーイ、イェー』ってこと？　意味わからんやんか。それやったら、『憎ぞう悪お、嘔おう吐と、琴こと、イェーイ、イェー』のほうが耽たん美びじゃない？」

「うーん、『くっちゅ、くっちゅ、くちゅ、イェーイ、イェー』も捨てがたいなぁ」

「いや、それやったら、『ルージュ、封ふう呪じゆ、無む垢く、冥めい衣い、霊れい』のほうが……」

　ミーナとエルは、歌詞を好き放題にいじって仲良く遊んだ。

　もちろんただの遊びであって、本当にそれをライブで歌うわけではない。

　……フェスに来る音楽雑誌のライターさんに変な印象をもたれて、ピンク・ダイヤモンドに迷惑をかけるわけにもいかんもんな。ごめん竹たけ隈くまさん。やっぱり私ら、路線を戻すわ……。





◇　21時00分…………紫し乃の笛ぶえ理り人ひと　◇






「今宵こよいは月が美しいな……」

　銀髪の青年──紫し乃の笛ぶえ理り人ひとは、電気をすべて消した薄暗い部屋で、窓から覗のぞく月を眺めていた。ロッキングチェアーに体重を預け、グラスを傾ける。琥こ珀はく色いろの液体のなかで、氷がカランと音を立てた。

　静寂の闇に浮かぶ青い月を楽しんでいるところに、無粋な音が鳴り響く。机の上に置いていた、紫し乃の笛ぶえのスマートフォンだ。

　苛いら立だった紫し乃の笛ぶえは、ディスプレイを確かめずに電話に出た。

「もしもし、紫し乃の笛ぶえだ」

『例の件、考え直してもらえたかな？』

　電話の男は名乗りもせず、こちらの状況を聞きもせず、いきなりそう切り出してきた。

　紫し乃の笛ぶえはグラスの氷を指で回しながら、忌いま々いましく言う。

「……シェンルンよ、何度も言わせるな。あれは二度と作れん」

　電話の相手、中国人の李リー・神シエン輪ルンには、おとといの日曜日にも同じことを告げていた。




　その日の夜。シェンルンは紫し乃の笛ぶえの部屋にやってきて、こう言った。

「以前キミが制作していた、あの魔導具を譲ってもらいたい。手附金として、一千万円。望むなら、もっと出そう。キミは友人である前に────偉大な錬金術師だからね」

　札束が入ったトランクを見せられても、紫し乃の笛ぶえはまったく動じなかった。

「ほほう、あれに気づいていたとは、さすがだな。しかし残念ながら、あれはすでに破棄したあとだ。いくら俺ほどの天才錬金術師とはいえ、同じものは二度と作れないだろう」

「破棄した、だと？　なぜ……？」

「気に入らなかったからだ。それ以外に理由はあるまい」

　驚いたシェンルンは、細い目を大きく見開いた。

「馬鹿な……あの魔導具を捨てるなんて」

「ふっ、俺が気に入らないものは、すべて駄作だ。貴様もそんなものなど求めず、店頭に並ぶ俺の著作でも読んでおくのだな。あんな魔導具などと違って、それらはすべて自信作だ」

「……相変わらず、気難しい男だな」

　険しい顔をしたシェンルンは、札束入りのトランクを片付けた。そしてこう付け加える。

「キミがその気になれば、もう一度作ることも可能だろう。また連絡するよ」




　そして立ち去ったシェンルンだが、こんなにもすぐ連絡してくるとは思わなかった。

「何度電話をしてきても無駄だぞ。作れないものは作れない。あれは偶然の産物だったのだ」

『……答えは変わらずか。仕方がない。あれを手に入れる手段なら、ほかにもあるんでね』

　どういうことだ？

　それを言う前に、通話は切れた。一方的にかけておきながら、一方的に切る。やはりこの男は、あまり好きになれない。

「……まあ、魔導具なんてどうでもいい。俺は錬金術師である前に、作家なのだ」

　スマートフォンを持ったついでに、紫し乃の笛ぶえは助手を務める女性に連絡をとることにした。数回のコールのあと、相手の女性、ステファニア・コルトローゼは電話に出た。

『こちら、ステファニアです。いかがなさいましたか、マスター？』

　彼女は立ち振る舞いだけでなく、その声まで凛りんとしていた。

「先日納品した、我が書籍の売れ行きはどうだ？」

『無論、好調な滑り出しです。今回の作品には、店主も圧倒されておりました』

　満足した紫し乃の笛ぶえは、グラスに残る琥こ珀はく色いろの液体を一気に飲み干した。

「ふっ、それも当然だ。あれは近年で最高の出で来き栄ばえだからな」

『わたくしもそう思います。ああ、そうでした。例の書籍ですが、修正前のものが一冊だけ、わたくしの手元に残っておりましたよ』

「なんだと……？」紫し乃の笛ぶえの眉がぴくりと動いた。「もちろん処分したのだろうな？」

『はい。見知らぬ少年に差し上げました』

「な、なにぃ……？　それは処分と言わんだろうが！」

　たまらず大声をあげた。

『失礼しました。その少年は、マスターの著作の熱心なファンだったようで────』

　ステファニアはまだなにか言っていたが、放心した紫し乃の笛ぶえの耳には届いていない。

　あの修正前の未完成品は、存在してはならないもの。もしそれがネットにアップされたり、売りに出されたりしたら……考えただけでゾッとする。すぐにでも回収しなければならない。




　そう、たとえば、「とらのあな」の中古同人コーナーに並んでしまう前にな……！




　紫し乃の笛ぶえは部屋の電気をつけた。六ろく畳じよう一ひと間まのワンルームが途端に明るくなる。

　壁には無数のアニメポスターが貼られており、本棚には大量の商業マンガや同人誌、美少女フィギュアなどが盛りだくさん。

　それが錬金術師兼、同人作家の紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの部屋だった。

「ステファニアよ。どんな少年に俺のエロ同人誌を渡したのか、詳しく話せ……！」

　電話を繫つないだまま、空のグラスに新しい琥こ珀はく色いろの液体を注ぐ。紙パックの麦茶だった。





◇　22時05分…………手て代しろ木ぎ寿とし也や　◇






『ストパ西にし村むら、熱愛報道をネタに漫才披露！

　お笑いコンビ・ストレートパーマの西にし村むら健けん（25）が、沖縄で開催中の「吉木国際映画祭」内の漫才ステージに出演。熱愛が噂うわさされている人気ファッションモデルをネタにして、会場の爆笑を誘った。西にし村むらは先月、大阪市内の自宅付近で、「お忍びデート」の様子が撮られ……』




　手て代しろ木ぎ寿とし也やはそこまで読んで、スマートフォン用のサイトを閉じた。

「西にし村むらの奴、超売れっ子やんか……昔はよく居酒屋に連れて行ってたのになぁ」

　そこはなんさん通りから横に伸びる道具屋筋の前。スマートフォンで確認した時間は、夜の十時過ぎだった。目と鼻の先にある日につ本ぽん橋ばし電気街は、夜八時を過ぎたあたりから各店舗のシャッターが閉まり始めるので、途端に人通りが少なくなる。

　一方、道具屋筋の付近は別だ。大阪ミナミの玄関口、難なん波ば駅えきのすぐ近くということもあり、多種多様な居酒屋やバーが軒のきをつらねている。あたりは終電まで飲み倒そうとするサラリーマンや、二次会でカラオケに向かおうとする若者たちで溢あふれかえっていた。

　とにかく人が多いのに、道行く人々は誰ひとり、お笑いコンビ「並列回路」の手て代しろ木ぎ寿とし也やの存在になんて、気にも留とめない。

　それも当然のこと。手て代しろ木ぎは売れない芸人だった。

　……いや、俺なんて芸人って言っていいんやろか。

　手て代しろ木ぎは現在、二十六歳。ちょうど六年前に、大手芸能事務所の芸人養成所を卒業した。いま大阪でもっとも人気のあるコンビ、ストレートパーマの西にし村むらは一期下の後輩にあたる。

　養成所を卒業しても、すぐに正式な芸人になれるわけではない。大抵の場合、毎月行なわれる事務所主催のオーディションに合格して劇場に上がることで、初めて事務所所属の正式な芸人として扱われるのだ。

　そして手て代しろ木ぎのコンビは、オーディションの落選が続く未所属組だった。

　そんな芸人たちのなかには、芸能事務所が関わっていないインディーズライブに出演して、芸を磨く者もいる。手て代しろ木ぎも同様で、さっきまで阿あ倍べ野の区くの市民学習センターで行なわれていたインディーズライブに出演していた。客や構成作家の反応は、すこぶる悪かった。養成所を卒業後、すぐさまテレビ局の漫才コンテストで優勝し、売れっ子芸人の階段を着実に登りつつあるストレートパーマとは、天地の開きがあった。

「やっぱ俺、お笑いの才能ないんかな……」

　そうつぶやいたとき、肩に太い腕を回してくる男がいた。

「よう手て代しろ木ぎ。儲もうかってるか？」

　野太い声でそう言ってきた男は、上下黒のスーツ姿。ネクタイはしていない。胸元を開いたシャツの下に、金色のネックレスが見え隠れしている。

　関西最大のヤクザ組織「龍りゆう臨りん会かい」の三次団体、宇う城しろ組ぐみの上うえ林ばやしだ。

「は、はは……俺が儲もうかってるかどうかなんて、わかってるでしょ」

　乾いた笑いを見せると、上うえ林ばやしは「まあな」と言ってタバコをくわえた。手て代しろ木ぎはすぐさまポケットにある百円ライターで、それに火をつけた。

　インディーズライブ終了後、打ち上げにも参加せずにここに直行したのは、上うえ林ばやしに呼び出されていたからだ。呼び出された理由の詳細は聞いていないが、なんとなくわかる。

「そんなお前に、新しい仕事を持ってきてやったぞ」

　……やっぱりか。

　手て代しろ木ぎは今まで何度も、上うえ林ばやしから「仕事」をもらっていた。相手がヤクザだと知りつつも。




　その出会いは三ヶ月ほど前。ひとりで夜道を歩いているときに、いきなり後ろから声をかけられた。ひと目でヤクザだとわかる風貌。それが上うえ林ばやしだった。

「さっき相方と公園でネタ合わせをしていただろ。お前、売れない芸人だな。金に困ってないか？」

　もちろん困っていた。芸人の世界で上下関係のルールは絶対。先輩芸人や偉い構成作家から呼び出されたら、断るわけにもいかず、なんとか理由をつけてバイトを休ませてもらう。そのため、バイトはすぐにクビになる。後輩から飲みに連れて行ってほしいと頼まれたら、やはり割り勘ではなく、手て代しろ木ぎが全額を支払う。結果、ずっと金欠状態が続いていた。

「はは、べ、別に困ってませんよ」

　手て代しろ木ぎは噓うそをついた。ヤクザが怖かったからだ。しかし上うえ林ばやしは引かなかった。

「まあ聞けよ。いい金になる仕事があるんだけど、手伝ってみねーか？」

　手間は取らせない、ちょっとした仕事だと上うえ林ばやしは言う。普段から「ＮＯ」と言えない性格の手て代しろ木ぎでは、強面こわもてヤクザの圧を跳ね返すなんて、到底できない。結局は押し切られる形で、その仕事とやらを引き受けてしまった。

　それは、大きなバッグを持って、街角に三十分間立っているだけという仕事だった。バッグの中身は絶対に見るなと釘くぎを刺されていたので、見ていない。そして三十分後、上うえ林ばやしがそれを受け取りにきて仕事は終わり。たったそれだけで、十万円もの大金を得た。

　思わぬ臨時収入で舞い上がった手て代しろ木ぎは、そこでつい、上うえ林ばやしと連絡先を交換してしまった。

　それが失敗のもと。以来、上うえ林ばやしからちょくちょく連絡がくるようになり、その都度、怪しげな仕事を依頼されるようになった。

　いい加減、手を切らなければまずいとは思っているのだが、やはりそれも口に出せなかったりする。相手はヤクザだからだ。




「え、えっと、それで、今回の仕事はなんでしょうか……？」

　手て代しろ木ぎが尋ねる。上うえ林ばやしはスーツの内ポケットから、一枚の写真を取り出した。

「この男を探せ。おそらく、日につ本ぽん橋ばし界かい隈わいにいるはずだ」

　受け取った手て代しろ木ぎは、その写真をまじまじと見つめる。

「え、こ、これ、男……ですか？」

　それは紙に描かれた似顔絵を撮影した写真だった。似顔絵はあまりにも稚拙で、一見しただけでは、男かどうかすらわからない。自分のほうがまだ上手に描けると思った。

「ああ。その似顔絵はへたくそすぎて、俺も困ってるんだ。それだけで探せっていうのも無理だろうから、もうひとつの手がかりも渡しておくぜ」

　そう言った上うえ林ばやしは、もう一枚の写真を手渡してきた。

「え？　えっと、あの……これはなんですか？」

「見りゃわかるだろ。いちいち言わせんな」

　上うえ林ばやしが次のタバコをくわえたので、手て代しろ木ぎはすぐさま百円ライターで火をつける。上うえ林ばやしは煙を細く吐き出しながら言った。

「その似顔絵の男が、それを持っているらしい。うちの組が欲しがっているのは、似顔絵の男じゃなくて、そっちが本命だ。似ている奴を見つけたら、それを持っているかどうか尋ねろ。もし持っていたら、多少手荒くても構わねーから強引に奪い取れ」

　手て代しろ木ぎは今まで、上うえ林ばやしからいろいろな怪しい仕事を引き受けてきた。山奥まで大量のスコップを運んだこともあったし、ずっしり重い謎の小包を指定されたマンションまで届けに行ったこともある。どれも不可解な仕事だったが、詳細は尋ねていない。怖いから。

　それらに比べても、今回の仕事内容は群を抜いて不可解だった。だからどうしても、聞かずにはいられない。

「あ、あの、なんで宇う城しろ組ぐみが、こんなエロマンガを欲しがっているんですか……？」

「ああ？」

　ドスの利きいた声だった。鋭い眼光で睨にらまれると、手て代しろ木ぎは途端に萎縮する。

「す、すいません！　余計な詮索はしません！　言われたとおりに動きます！」

　何度も頭を下げると、上うえ林ばやしはにんまりと笑った。決して温和な笑みではなく、威圧感たっぷりのものだった。

「ところで手て代しろ木ぎ。さっき、自分にはお笑いの才能がないかもって言ってたよな。もし芸人を辞めるなら、うちを紹介するぞ。うちの組は永久就職だからな。嬉うれしいだろ？」

「は、はは……そ、その、か、考えて、おきます……」

　手て代しろ木ぎは消え入りそうな声でつぶやいた。
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　　　第三話　水曜日








◇　15時30分…………黒くろ塚づか恭きよう介すけ　◇






　放課後。

　校舎を出たところで体操着を忘れたことに気づいた恭きよう介すけは、ため息混じりに教室まで引き返した。教室のドアを開けようとしたところで、手が止まる。中から女子生徒のしっとりした声が聞こえてきたからだ。

「もうリョータ。いきなり私を抱きしめて、どうしたん？　学校やのに、よくないって」

　どうやら放課後の教室内で、恋人同士がよからぬことをやっているらしい。

　くっ、この学校には、俺の嫌いな肉食型ラブコメ系の主人公もいるのか。許せん……。

　少しドアを開けて中の様子を窺うかがう。

　三つ編みに瓶底メガネの腐女子、湊みなと町まち子こが────カーテンを体に巻きつけて遊んでいた。

「ちょっと、やめてや。リョータってば、そんなに私が好きなん？」

　教室には町まち子このほかに誰もいない。リョータなんて男は見当たらない。

　……なにやってんだ、あいつ？

　町まち子こは恭きよう介すけが見ていることに気づかず、謎の遊びを続ける。

「ううん、わかってるって。リョータは私より、タクヤが好きやもんな。ほら、タクヤが嫉妬してるから、仲直りし」

　そう言ってカーテンから出た町まち子こは、反対側のカーテンを引っ張ってきた。二枚のカーテンを接合部のマジックテープでくっつける。

「ほらな。リョータとタクヤは手を繫つないだら離れへんもん。どんだけ沼やねん……はあはあ」

　あいつマジか……？　教室のカーテンに男の名前つけてやがる……。

「もー、二人が仲良しなのはわかったけどさ。それより私のシャーペンのリオンくん知らんかな？　朝にはあったのに、どこでなくしたんやろ……はうっ!?」

　町まち子こは驚いて飛び上がった。恭きよう介すけが遠慮なく教室に入ったからだ。

「あががががが……」

「ああ、気にせず続けてくれ。忘れ物を取りに来ただけだから」

　言いながら自分のロッカーに向かう。町まち子こはリョータ（カーテン）の中に身を隠した。おずおずと顔だけを出して、恭きよう介すけを見る。

「あ、あう……あう……はうぅ……」

「えっと、その、まあ俺もオタクだし、気にしなくていいぞ。急に入ってごめんな」

　体操着を回収して、そそくさと教室を出た。

　湊みなと町まち子こは、あらゆる物質を脳内で美少年に変換できる能力者らしい。誰もいない教室でその能力を試しているなんて、恐るべき奴よ。

　そんなことを考えながら歩き出したところで、ふと足を止めた。

　……そういやあいつ、シャーペンのリオンくんとやらをなくしたって言ってたな。

　気になった恭きよう介すけは、もう一度教室の前まで戻って、中の様子をこっそり覗のぞき見た。

　町まち子こは教室をうろうろしていた。なくしたシャーペンを探しているのだろう。教室にひとりで残っていたのも、それが主な理由だったようだ。

　一緒に探してあげたいが、シラフの状態でそれを申し出るのは気恥ずかしい。

　だから恭きよう介すけは、メガネを押し上げて不敵な笑みを作った。

　主人公スイッチ、オン。

　それは、憧れのスカシ型やれやれ系の主人公になりきるための自己暗示。そうすることで、普段より大胆な行動がとれる。困っている人に手を差し伸べることだってできる。

　教室のドアを開け放って、面倒くさそうにため息をついてみせた。

「ふう、やれやれ。探し物があんなら、さっさとそう言えっつーの」

「……？」

　きょとんとする町まち子こ。そこで恭きよう介すけは偶然にも、ドアのそばにあるゴミ箱の裏に、落ちていたシャーペンを発見した。

　普通に拾ってもつまらない。恭きよう介すけはカバンから取り出したノートを一枚破って、そこに水筒の水をかけた。

「ほら、見せてやんよ。俺の夢む創そう魔術、『聖杯によるホーリーグレイル神の啓示・リベレーシヨン』をなぁッ！」

　すると濡ぬらしたノートの切れ端に、うっすらと文字が浮かび上がってきた。




『ゴミ箱の裏』




「……だ、そうだぜ。探してみ？」

　遠慮がちに頷うなずいた町まち子こは、言われたとおりにゴミ箱の裏を探す。

「あ、あった……な、なんで……？」

　困惑と喜びを混ぜ合わせた複雑な顔で、目的のシャーペンを拾い上げた。

「俺の夢む創そう魔術にかかれば、探し物を見つけるぐらい造ぞう作さもねーのさ」

　実際はただの手品。文字はノートを破ったときに、石せつ鹼けんのかけらを使って素早く書いておいた。石せつ鹼けんを塗ったところはほかよりも先に水を吸うので、濡ぬらせば見えなかった文字が浮かび上がってくるのだ。このように恭きよう介すけのカバンには、いろんな手品グッズが入っている。

「ああ、別に礼なんて……」言い終わる前に、町まち子こは教室から姿を消していた。「いや、ひと言ぐらいあってもいいだろ」

　……まあいいや。力になれたなら、よしとすっか。

　突然、教室のドアが開いた。町まち子こが戻ってきたのかと思ったが、違った。

「なんや黒くろ塚づか。まだ残ってたんか。早く帰れよ」

　担任の先生だった。恭きよう介すけはわざとらしく、頭を搔かいてみせた。

「へいへい、わーったよ、センセ」

「おお？　なんや、その口の利きき方は？」

　しまった。まだスカシ型主人公の気分が抜け切れてなかった。




　学校を出たあとは、そのまま新世界に向かった。

　電気街日につ本ぽん橋ばしの最南端、阪神高速道路の高架を抜けた位置にある繁華街のことだが、そこは文字通りの「新世界」だった。

　恭きよう介すけは大阪に引っ越してきて以来、何度かそこに足を運んでいるが、そのたびに異様な光景を目撃する。道の端でカップ酒を片手に宴会を開いているオジサン連中がいたり、上半身裸でビンタ対決をしている外国人観光客とオジサンの二人組がいたり。

　さっきは自動販売機を持ち上げようとしているオジサンを見かけた。なにをしているのかと眺めていたら、「自販機と相撲をとってるねん。どっちが勝つと思う？」なんて言われてしまった。知らんわと言ってやればよかった。

　とにかく新世界についてわかったことは、半分が観光客、もう半分はちょっと変わった地元の酔っ払いで溢あふれているということだ。

「え、お嬢がいなくなった？」

「そうらしい。手の空いてる組員は、一刻も早く探せって命令やで」

　街角にいた黒スーツの男たちが、なにやら慌てている。「組員」という言葉からして、どうやらこの街には酔っ払いだけではなく、ヤクザまでいるらしい。

　くっ、俺の魔眼『アストラル・ジャッジメント』が、この街は危険と告げている……バイト先の選択、間違えたかな……。

　飲み屋の角を曲がり、「ディスカウントショップ」の電光掲示板が一部切れて「デスカウントショップ」になっている店の隣。そこが恭きよう介すけのバイト先。『串カツ松まつ原ばら』だ。




　こんにちは、と挨拶をして、のれんをくぐる。

「おっ、恭きよう介すけくん。待ってたで」

　テーブル席でノートパソコンを触っていた法はつ被ぴ姿すがたの女の子が、笑顔を見せた。赤髪をツインテールでまとめた幼い顔立ち。身長は低く、恭きよう介すけの胸元までしかない。カウンターに引っ込んだときには、顔の上半分しか見えなくなってしまう。女子中学生と言われても納得できる風貌だった。

「なんや自分。ウチに見とれてもーとるがな」

　ケラケラと笑うその女の子の名前は、松まつ原ばら八や重え花か。この串カツ屋「松まつ原ばら」の店長だ。恭きよう介すけもバイトの面接に来たときは驚いた。絶対に店長の娘かなにかだと思ったからだ。

　ちなみに年齢を聞いても教えてくれない。「女にトシを聞くとか、自分寒すぎるで」というのが八や重え花かの言い分だった。

「ほんま、恭きよう介すけくんが入ってくれて助かったわ。自分が面接に来た日は、ちょうど前のバイトが辞めた次の日やったんやで。さてはウチのこと狙ってたやろ？」

「いや、日につ本ぽん橋ばし近辺で検索をかけてたら、たまたまここがヒットしただけなんで」

「たぶんウチと恭きよう介すけくんは、出会うべくして出会ったんやろな。好きになってもええよ」

「なりません」

　身をくねらせて「いけずー」と言っている八や重え花かを無視して、店の開店準備を始めた。




　串カツ松まつ原ばらは、新世界という立地のせいか、奇妙な客が多かった。恭きよう介すけはまだこのバイトに入って三日目だが、すでにいろんな珍客を目の当たりにしていた。

　自前の大きな将棋盤を持ってきて、テーブル席で日本酒を飲みながら一局指し始めるオジサンたちや、「全員注目」と叫んで、その場でスクワットを始める酔っ払い。「八や重え花かちゃん、俺ヴィトンの財布買ったで」と言って、明らかにパチモンを見せつける大学生などなど。

　とはいっても、基本的には繁はん盛じようしていない。今も店にいる客は、若い男ひとりだけだった。

「はあ、俺なんかが芸人をやってて、大丈夫なんかな……」

　瓶ビールを飲みながら、独り言をぶつぶつ言っている。どうやら彼は芸人らしい。いろんな人間がいるものだ。

「失礼いたします」

　ドアが開かれて、新しい女性客が入ってきた。

「いらっしゃいませー」

　恭きよう介すけは笑顔で応対したが、その女性客は店内を見回しているだけで、店に入る様子がない。

　あれ？　この人って……。

　その金きん髪ぱつ碧へき眼がんの外国人女性には見覚えがあった。おずおずと声をかける。

「あの、お客さんはこの間、日につ本ぽん橋ばしで俺に、赤あか盤ばん不ふ可か避ひの同人誌をくれた人ですよね」

　女性客は恭きよう介すけを見て、にっこりと微ほほ笑えんだ。

「あら、その節はありがとうございました。こちらで働かれていたのですね。ところで、店長さんはどちらにおられますか？」

「店長なら、そこにいますよ。店長！」

　恭きよう介すけは一見誰もいないカウンターに向かって、声をかけた。八や重え花かがカウンターの下から、ぴょこんと顔を出す。営業中なのにノートパソコンでも触っていたのだろう。

「おっ、ステファニアさんやんか。いらっしゃい」

　背の低い八や重え花かは、必死に首を伸ばして、カウンター越しに笑顔を見せた。

「ご無沙汰しています店長さん。ところで、マスターは来ていませんか？」

「今日は来てへんで。そや、さっさとツケを払えって言っといて。あの男、今まで飲み食いした分、タダやと思ってるんちゃうか」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女性客──ステファニアは、「承りました」と言って、丁寧に頭を下げた。

　その一挙一動のすべてが美しい。まるでどこかの貴族令嬢のようだ。

「あの、ステファニアさんって、どういった方なんですか？」

　好奇心に突き動かされた恭きよう介すけは、遠慮がちに尋ねてみた。

　するとステファニアは、口元にかすかな笑みを浮かべて、きっぱりと言った。

「異世界転生者です」

「………………え？」

　聞き間違いかと思った。それだけこの凜りんとした女性とは、不釣り合いな言葉だった。

「正確には、逆異世界転生者ですね。わたくしは、神聖グランロイド王国の聖騎士ステファニア。向こうの世界では魔王軍とも戦い、モンスターは千体以上も滅ぼしています」

　……ああ、なるほど。そういう設定ね。びっくりした。

「ははっ、まさかの異世界転生系できましたか。俺とは違うジャンルだけど、やっぱり流行も追いかけないとダメですよね。おすすめの作品ってなんですか？」

　しかし彼女はそれに答えず、にっこり笑ったまま、首をかしげるだけだった。

「それでは店長さん、また。世せ界かい樹じゆの女神、ティア・ファイフの恵みがあらんことを」

　聖騎士ステファニアは、そう言って店を出て行った。

　……やっぱりこの店、面白い人が集まってくるなぁ。





◇　18時30分…………ミーナ　◇






【やっと起きたのマイダーリン。手作りマカロンが朝ごはん。口にクリームついてるわ。指でぬぐってあげちゃうもん。ドゥッピ、ドゥッピ、ドゥピ、イェーイ、イェーッッ！】

　開店前のアイドルバー、ピンク・ダイヤモンドのステージで、ミーナとエルは全力で新曲の練習をしていた。

　新曲とはいっても、もともとデビュー当時に歌っていた曲だ。歌詞をプロデューサーの陣じん内ないに書き直されただけで、メロディと振り付けはなにも変わっていない。客前で披露していたのは半年以上も前だが、今でもそれなりの形になっていた。

「はいはい、ストップ、ストップー」陣じん内ないが手を叩たたいて曲を止めた。「昨日新しい歌詞を渡したばかりなのに、ほぼ完璧の仕上がりだ。やっぱりお前らは、こっちの路線が合っているな」

「えへっ、ありがとうございまーす！」

　ミーナは握った両手を口元に添えて、身を揺すった。過激なビジュアル系路線を封じられたことで、やけくそになっているのだ。

「ただ、あえて言うなら、まだちょっと表情が硬いな。それから振り付けも、もっとブリブリ感を出そう。【ドゥッピ、ドゥッピ、ドゥピ、イェーイ、イェー】だ」

　言いながら陣じん内ないは、お尻を突き出してフロアを跳ね回った。

　やけになっているミーナも、それに倣ならう。

【ドゥッピ、ドゥッピ、ドゥピ、イェーイ、イェーッ！】

「もっと、お尻を突き出せ。【ドゥッピ、ドゥッピ、ドゥピ、イェーイ、イェーッ！】」

【【ドゥッピ、ドゥッピ、ドゥピ、イェーイ、イェーッッ！】】

　ミーナとエルは指示されたとおり、絶叫しながらお尻を突き出して跳ね回った。




「あかん……私もう、恥ずかしくて爆死しそうやわ……」

　今日は出番がないミーナたちは、区切りのいいところで練習を切り上げて店を出た。本日ピンク・ダイヤモンドのステージに立つのは、大人気グループの『しゃるろって』。開場三十分前なのに、すでに大勢の客が並んでいた。ミーナたち『らぶキュン☆すいーつ』とは大違いだ。

　別にブリブリな曲が嫌いなわけではない。むしろ観みる分には大好物だ。ただ、あくまで観みるのが好きなだけであって、自分たちでやるのは、まったくガラじゃないと思う。

「これは精神的に堪こたえるで……学校でも恥ずかしいことがあったあとやのに……」

　一方、エルはあまり気にしてない様子で、アイスバーをしょりしょりとかじっていた。

「学校でなにかあったの？」

「いやまあ、その、いろいろな……」

「ふーん。それじゃ、ミーナちゃん。明日のミニライブも、がんばろうね」

　エルは手を振りながら交差点を曲がっていった。

　ミニライブか……。

　明日の木曜日は、日につ本ぽん橋ばし公園で『らぶキュン☆すいーつ』のＰＲを兼ねたミニライブが予定されていた。もちろんそこで披露するのは、例のブリブリ曲だ。

　ミーナはエルを見送ったあと、スマートフォンを取り出した。イヤホンを装着して、同期している曲を再生する。大好きなコテ系のビジュアル系バンド『ガレット』だ。

【嘆きの影は死への葬そう送そう、淫みだらな鏡は万まん華げ鏡きよう。吐露した罪が私をいざなう、悠久の空……】

　美しくも退廃的な歌詞。そして鼓膜で爆裂するハードロックサウンド。

　うん、やっぱこれ、最高やで。私もアイドルの立場で、こんなん歌いたいなぁ……。

　曲を聞きながら、難なん波ば駅えきに向かって歩き出した。

　時刻はすでに八時近く。日につ本ぽん橋ばしの街は、点在するバーや居酒屋などを除いて、各店舗がシャッターを閉め始める時間帯だ。静まりゆく街で歩ほを進めていると──。




「いいから、さっさと見せろやゴラァ!?」




　爆音で曲を聴いていても、耳に入ってくるほどの怒号。

　そちらに目を向ける。道の片隅で、茶髪と坊主頭の二人組に詰め寄られている男性がいた。

　その男性は、震える手でビニール袋から数冊の薄い本を取り出す。表紙からして、十八禁の同人誌のようだった。

　茶髪と坊主頭の二人組は、それらを手にして表紙を確認している。二人でなにか話し合っているようだが、イヤホンをしているために聞こえない。

　……なんやろ、あれ。まさか同人誌のカツアゲ？

　ミーナはイヤホンを外すと、臆することなくそちらに向かった。そして声をかける。

「お兄さんたち、エロ同人誌の横取りとか、ありえへんで。自分で買うのが恥ずかしいん？」

「ああ？」

　茶髪と坊主頭が、ミーナを見た。眉毛を「ハ」の字にして、にじり寄ってくる。

「なんやお前？　お嬢ちゃんみたいにかわいい子が、こんな時間にうろつくのはよくないな」

「えっ、かわいい？　ほんまに？」

　ミーナは少し嬉うれしくなった。

「ああ。だからさっさと帰れ」

「褒めてくれたのは嬉うれしいけど、その同人誌、そっちのお兄さんに返してあげて」

「うるせぇ！　早く帰らんと、犯すぞコラ！」

　茶髪がミーナの胸ぐらを摑つかみあげた。それと同時。

　ミーナの頭突きが炸さく裂れつした。ふらついた茶髪の横よこっ面つらにめがけて──。

「ひび割れた鏡に映るキミを抱いたボクッ！」

　耽たん美びだと思う詞を口にしながら、掌打をブチ込んだ。その一撃で、茶髪は数メートル先まで転がっていく。

「お、おい、テメェ！　ひっ!?」

　残った坊主頭が摑つかみかかるより早く、ミーナは近くに置いてあった自転車を──なんと片手で拾い上げた。身を反転させると同時、まるで小枝のように軽々と振り回す。

「犯すって言葉を使っていいのは、ビジュアル系バンドの歌詞だけや。女の子にそんな恐ろしいことを言う輩やからは、このママチャリでしばき倒したる」

　片手で自転車を担かついだまま、鋭い眼光を放つ。

「……ま、まさかお前────ポンバシのワルキューレ!?　す、すいませんでした！」

　坊主頭は倒れた茶髪の身を起こすと、脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

　絡からまれていた男性も、地面に散らばった同人誌を素早くかき集めると、「ありがとうございました！」とひと言、足早に消える。

「ただの脅しやのに……てか、ポンバシのワルキューレってなんなん？」

　一人取り残されたミーナは、担かついでいた自転車をゆっくりと置いた。

　ポンバシの戦女神ワルキユーレ。本人が知らないところで囁ささやかれている、ミーナのあだ名だ。

　日につ本ぽん橋ばしには、かわいいくせに、やたらとケンカが強い女の子がいる。これまでブチのめされた不良の数は二十人以上。オタク狩りをしていた不良連中の間では、有名な都市伝説だった。




「すごい女の子ね……」

　遠巻きにその様子を見ていた黒髪の少女──緋ひ良ら坂さか結ゆ衣いが、ぽつりとつぶやいた。





◇　20時05分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






　魔術絡がらみと思われる爆発事件の現場付近を歩いていた結ゆ衣いは、お腹なかが空いてきたので、そのまま新世界に向かった。その街には顔かお馴な染じみで安くしてくれる店があるのだ。

　新世界の中心にそびえる通天閣を見上げる。

「明日も晴れ……か」

　地元でも知らない人は多いのだが、通天閣のてっぺんにある円柱型のネオンは、明日の天気を示している。白色が晴れで、オレンジ色が曇り、そして青色が雨だ。

　多くの呼び込みや酔っ払いで溢あふれかえる新世界の町並みを歩き、「デスカウントショップ」となっている悲しい電光掲示板の店の隣に入る。そこが目的の店、串カツ松まつ原ばらだ。

「いらっしゃいませー」

　法はつ被ぴ姿すがたの男の子が笑顔で出迎えてくれた。

　あれ、この人って……？

「ああーっ、お前は時とき宮みや凛りん子こ!?」

　その男の子──黒くろ塚づか恭きよう介すけが大声をあげた。

「誰よそれ。あたしは緋ひ良ら坂さか結ゆ衣いだって言ったでしょ」

　恭きよう介すけは視線を落として、ぼそぼそと独り言をつぶやいた。

「なんだよ、『蒼そう穹きゆうのソルフェージュ』も知らないのか……オタクなら、押さえとけっての」

「あたし、オタクじゃないし！」

　入り口でそんな会話をしていると、店長の松まつ原ばら八や重え花かが、カウンターの内側からぴょこんと顔を出した。相変わらず、中学生のように幼く見える人だ。

「おっ、結ゆ衣いちゃんやんか。いらっしゃい」

「ごめん、八や重え花かさん。あの、言いにくいんだけど……」

　結ゆ衣いがもじもじしていると、八や重え花かはにっこりと笑った。

「大丈夫や。今日も五割引きでええから。てゆーか、うちの恭きよう介すけくんとは知り合いなん？」

「知り合いっていうか、一度日につ本ぽん橋ばしで会っただけなんだけど」

「そうかそうか。だったら恭きよう介すけくんも一緒に食べ。まかない、まだやろ？」




　テーブル席で法はつ被ぴ姿すがたの恭きよう介すけと向き合う形で座る。並べられたものは、串カツと焼き鳥の盛り合わせ。サービスでご飯もつけてくれた。

　恭きよう介すけは口数が少なく、ちらちらと結ゆ衣いを見ては、静かに焼き鳥を口に運んでいる。

「……さっきからなに？」

「いや、緋ひ良ら坂さかさんって、制服まで時とき宮みや凛りん子こに似てるなーって思って……」

　結ゆ衣いはまだ南みなみ夕ゆう陽ひが丘おか高校の制服姿。白のブレザーに、黒のリボンタイ。黒と緑のチェック柄のスカートだ。

「だから、凛りん子こって誰なのよ」

「異能バトルアニメ、『蒼そう穹きゆうのソルフェージュ』に登場するツンデレ系ヒロインだ。その作品のバトルシーンは、女キャラのパンチラが多いことで有名なんだよ。だから俺はあんたのパンツの柄もわかる。制服時は────黒のレースだ」

「は、はあ!?　なに言ってんのあんた!?」

　図星だった。

「ふっ、照れるな凛りん子こ。どうせみんな知ってることだ」

「みんな知ってるの!?」

「もちろんだ。なぜならお前は時とき宮みや凛りん子こで……」

「だから結ゆ衣いだってば！　あたしもあんたのこと恭きよう介すけって呼ぶし、ちゃんと呼んでよね！」

「え」恭きよう介すけは唐突に固まった。「い、いや、いきなり下の名前で呼べとか、アニメ的展開すぎるだろ……お前、ヒロイン指数が高すぎないか？」

　結ゆ衣いはぴんときた。おそらく恭きよう介すけは、同い年の女子と話したことがあまりない。だから下の名前で呼べと言われると、かなり抵抗があるのだ。

「なるほどねー。ほら早く結ゆ衣いって呼んでみてよ。ほらほら」

　テーブルに両肘をついて、意地悪な笑みで恭きよう介すけを見つめる。恭きよう介すけは──、

「ゆ、ゆ……………………結ゆ衣い、さん」

　消え入りそうな声で、小さく言った。

「あははっ、照れてる。あんたってオタクで厨二病だけど、結構かわいいところあるのね」

　赤面した恭きよう介すけは視線を落として、焼き鳥を口に運ぶ。

「お前だって、オタクのくせに……」

「だからあたし、オタクじゃないし！」

「じゃあなんでこの間、アニメイトにいたんだよ。こそこそ通ってる隠れオタなんだろ」

「ち、違うわよ。あれは……」

　日につ本ぽん橋ばしで立て続けに起きている爆発事件の調査で街を歩いていただけ……なのだが、アニメイトの店頭に貼ってあった美少女キャラのポスターが気になったのも事実だった。

「あ、そ、そうだ」

　恭きよう介すけの値踏みするような視線から逃れるためにも、話題を変えた。

「そういやさっき、かわいい女の子が不良っぽい男たちを叩たたきのめしてる現場を見たわ。あの子、何者なんだろ」

「かわいい女の子がヤンキーを？」

　恭きよう介すけは興味をもったようで、食いついてきた。

「本当にかわいかったんだろうな？」

　え、そっち？

　意表を突かれたが、気にせず続けた。

「その不良たちは、カツアゲしてたみたいでね。被害にあっていた人のエッチな同人誌を欲しがっているみたいだったわ」

「……エロ同人誌のカツアゲをしていたヤンキーを、かわいい女の子がフルボッコ？　わけがわからん。それが大阪クオリティか？」

「だって本当だもん。ねえ、八や重え花かさん。最近このあたりでは、そんな事件が頻繁にあったりするの？」

　結ゆ衣いはカウンターの奥に向かって言った。八や重え花かがぴょこんと顔を出す。

「いやー、知らんなぁ」

　恭きよう介すけが串カツを頰張りながら、ため息をついた。

「あの中学生もどきが知るわけないだろ。エロ同人誌の存在自体、知っているわけがない」

「は？　ウチ、めっちゃエロいで？　いつも紐ひもパンやし」

　なんてこと言うの、この人は……。





◇　20時50分…………手て代しろ木ぎ寿とし也や　◇






　……なんか、やけに騒がしいな。

　串カツ松まつ原ばらのテーブル席で、ひとり瓶ビールを飲んでいた手て代しろ木ぎ寿とし也やは、寝ぼけ眼をこすった。どうやら飲みすぎて、いつの間にか少し眠っていたらしい。

　奥のテーブル席では、バイトの少年と黒髪の女子高生が、食事をとっていた。

「ククク、俺の魔眼が、店長はビッチだと見抜いた。ロリ顔のくせにやるな」

「八や重え花かさんは純情な人なの！　そうじゃないと犯罪的だわ！」

　騒がしい原因は、あの二人か……。

　手て代しろ木ぎは自分の学生時代を思い返す。友達はほとんどおらず、休みの日はずっと動画サイトで、芸人のネタを見ているだけの毎日だった。

　やっぱり俺みたいな暗い男が芸人を目指すのは、無理があるんちゃうかな……。

　追加のビールを頼みたくても、財布事情があるので頼めない。使い古してボロボロになったボディバッグから、例の写真を取り出す。宇う城しろ組ぐみの上うえ林ばやしから渡された、男の似顔絵の写真だ。

　何度見ても、へたすぎる。こんなの見つかるわけがない。

　なんでヤクザがエロ本なんかを欲しがってるんやろか……って、あかんあかん。

　詮索しないのが、上うえ林ばやしからもらっている「仕事」のルール。余計なことは考えず、どうにかして似顔絵の男が持っているという本を手に入れるだけ。それで大金がもらえるのだから。

「ちょっと恭きよう介すけ！　今なにしようとしたの!?」

　奥のテーブルの女子高生が大声で叫んだ。なにごとかと目をやる。

「え？　なにって、串カツをソースにつけようとしただけで……」

「あんた串カツ屋のバイトのくせに知らないの？　大阪では、串カツをソースに二度づけするのは禁止されてるのよ」

　バイトの少年は串カツを手にしたまま、困惑している。

「だったら途中でソースをつけたくなった場合、どうすればいいんだ？」

「えっと確か……ソースの入れ物を持って、直接かけるのよ。うん。やってあげるわ」

　女子高生はソースが入った銀色の容器を傾けて、串カツのトレイにぼとりとかけた。

「なんでやねん！　ひたひたになるやんけ！」

　手て代しろ木ぎは思わず大声でツッコミを入れてしまった。

　バイトの少年と女子高生が、きょとんとした顔で手て代しろ木ぎを見る。

　……あかん、つい職業病が出てしまった。

　手て代しろ木ぎは素早く会計を済ませると、足早に退店した。




　ちなみに串カツの二度づけ問題は、添え物のキャベツをソースに浸して塗るのが正解である。





◇　22時10分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






　串カツ松まつ原ばらをあとにした結ゆ衣いは、家に帰る前にもう一度、例の爆発現場に立ち寄っていた。

　電気街から少し奥まったところにある、閑静なマンション街付近。もう遅い時間なので、あたりにひと気はない。その路地裏、警察が置いた立ち入り禁止用のポールの内側に、直径二メートルほどの大きな穴があいていた。その下には配水管が通っている。爆破直後は破裂していたのだが、そちらはすでに修復されていた。

　身を屈かがめて、アスファルトの穴の縁に手を触れた。

　微弱な魔力の痕跡を感じる。爆破テロと報じられているが、やはり魔術による事件と見て、間違いない。

　結ゆ衣いはこれまで、式しき部ぶ庁ちようからもらった資料をもとに、大阪近郊にある魔術結社へ何度も足を運んでいた。爆発が起きた時間、それぞれの魔術師はどこにいたのかを調べるためだ。調査はまだ途中だが、いまのところ怪しい人物は浮上していない。

「……もしかすると犯人は、魔術師じゃないのかも。なんらかの魔導具を手に入れてしまった一般人が、面白半分にやったってことも考えられるわね」

　この爆発事件は、立て続けに二度も起きている。法則性もなければ、爆発させる理由も見当がつかないため、そんな推測が浮かんだ。

　本当に効力のある魔導具は、意外と怪しい呪術ショップでも取り扱っていたりする。そこまで捜査範囲を広げるのはひと苦労だが、家の借金を返すためにもやるしかない。

　立ち上がって「ふう」と大きく息を吐いたとき。

「あら……？」

　電柱の陰から、おどおどと顔を覗のぞかせている少女に目が止まった。綺き麗れいな黒髪ショートヘアに、どこか気弱そうな大きな瞳。子供用の白いパーカーにジーンズ。見た目からして、小学生のようだ。保護者の姿は見当たらない。

「こんな時間に、ひとりでどうしたの？」

　結ゆ衣いが近づいても、その少女は電柱の陰から出ようとしなかった。

「もう遅いから、早くお家うちに帰りなさい。お姉ちゃんが送ってあげようか？」

　腰を曲げて、少女と目線を合わせる。それでもなにも言わず、首を左右に振るだけだ。

「お家うちに帰りたくないの？」

　こくり、と頷うなずく。

「どうして？」

「………………」

　なにも答えない。

　ため息をついた結ゆ衣いは、少し強引だが、少女の手を引いて交番に連れて行こうと思った。

　するとそのとき。

「…………ひっ！」

　少女が短い悲鳴をあげた。そして結ゆ衣いの腰にしがみつく。その視線は結ゆ衣いの後ろに向けられていた。

　振り返る。スーツを着た細身の男が、こちらにゆっくりと近づいてきていた。どうやら少女は、その男に怯おびえているらしい。

「面倒をかけて申し訳ないね。彼女を渡してほしい」

　スーツの男が言った。年齢は四十歳前後。髪はオールバック。面長で糸目。紳士然とした立ち振る舞いだが、全身から湧き上がる殺気を隠せていない。

　結ゆ衣いは後ろに隠れる少女を一いち瞥べつした。結ゆ衣いの制服の裾を握ったまま、小刻みに震えている。

「……なんだか、怖がってるみたいだけど」

「ちょっとわがままな子でね。ほら、こっちに来なさい」

　糸目の男がさらに近づく。少女はとうとう結ゆ衣いの制服を離して、走り去ってしまった。

「面倒な子供だ」

　そのあとを追いかけようとする糸目の男の前に、結ゆ衣いが立ちはだかった。

　この男は危険────それは魔術師としての勘だった。

「待ちなさい。どういう目的で、あの子を」

「悪いが急いでいるのでね」

　糸目の男は一度、スーツの内ポケットに手を差し込んでから、それを突き出してきた。

　ぞわりとする感覚。それが結ゆ衣いの身を反射的にのけぞらせた。後方にあったマンションの駐車場の金網が、小さな音を立てて爆はぜる。目だけで追うと、一部が焼き切れていた。糸目の男が、スーツの内ポケットからなにかを投げつけたのだ。

「……いま、なにをしたの？」

　じりじりと距離を取りながら、結ゆ衣いが言う。

「ちょっとした手品だよ。そこをどいてくれないかな」

　従うわけにはいかなかった。不思議な術を使うこの男が、どういうわけか、さっきの女の子を追っている。それも魔術絡がらみの事件が起きているこの街で。例の爆発現場の近くで。関連性を考えるなというほうが無理だ。

「退ひく気はない……か。あまり驚いていない様子からして、もしや、ただ者ではないのかな」

　糸目の男は、再びスーツの内側に手を忍ばせた。そしてそれを投げつけてくる。転がってかわした結ゆ衣いだが、今度はどこからも爆音が轟とどろかなかった。

　────上!?

　見上げる。そしてそれを見た。黄色い紙に赤い文字が記された霊符。それが上空をランダムに飛び回っている。糸目の男は、揃そろえた二本の指を縦横無尽に動かしており、飛び回る霊符もそれに呼応して動いているようだった。

「散ッ！」

　糸目の男が指を振り下ろすと同時。結ゆ衣いのいた場所に雷をまとう霊符が、急速に飛来した。

　突如────結ゆ衣いの姿が消える。

　攻撃対象を見失い、地面に突き刺さった霊符は、小爆発を伴って消し炭になった。

「……やはり、キミも魔術師だったか」

　糸目の男はゆっくりと振り返る。まるで瞬間移動でもしたかのように、結ゆ衣いはそこにいた。

「その珍しい移動術は、見たことがあるぞ。キミは悪魔を身に宿してその力を行使する、ソロモンの魔術の使い手だな。『ゴエティア』に記された全七十二柱の悪魔の一柱、セーレと契約しているだろう」

「……よく知ってるわね」

　離れた距離でも、たった一歩の踏み込みで到達できる高速の移動術。それが結ゆ衣いと契約している悪魔、セーレの力だ。

　ただし結ゆ衣いの場合、最大で五メートルまでしか移動できない。瞬間移動ではなく高速移動なので、途中に遮蔽物がある場合も移動は不可能だ。

「そして呼吸の乱れもあるようだ。その極度の緊張、魔術師と相見あいまみえるのは初めてだろう？」

「…………っ！」

　平静を装よそおっていたのに、見抜かれていた。

　糸目の男はまたしても懐ふところから霊符を取り出した。さっきは一枚だったのに、今度は五枚。そこに再び雷をまとわせると、全部一気に放り投げた。

「九きゆう天てん応おう元げん雷らい声せい普ふ化か天てん尊そん。此この符命に准じて、凶魔を灰と成せ。急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう」

　揃そろえた指先の動きに呼応して、すべてバラバラに上空を飛び回る。

　──序列七十番、強大な君主セーレ！　我に宿りて力を示せ！──

　結ゆ衣いがセーレの力を身に宿すと同時、三枚の呪符が雷を伴って次々に落下した。

　ドンッ、ドンッ────ドンッ！

　二枚を高速移動で、一枚をギリギリ転がってかわして、糸目の男の懐ふところに飛び込む。体術には自信がないが、別の攻撃手段ならもっている。

　あたしが契約しているソロモンの悪魔は、あと一柱いるのよ！

　さっきは様子見で攻撃を仕掛けなかったが、今度は違う。糸目の男は素早いバックステップで距離をとったが、それも無駄なこと。

「序列六十四番、地獄の公爵フラウロス！　我に宿りて力を示せぇッ！」

　掲げた手のひらの上に、熱を伴った火球が現れた。ソフトボールサイズのそれを、糸目の男に向かって投げつける。すると────。

　パーンッ！

　糸目の男は、手元に残していた二枚の霊符を扇のように振るい、結ゆ衣いが放った火球を弾はじき飛とばしてしまった。

「なっ……!?」

　最大の攻撃手段が通用しない。その事実が戦意を不安定にする。

「……あんた、何者なの？」

「答える必要はない。この実力差を見てわかったろう。さっさと退ひいたらどうかな」

「あたし、命令されるのが嫌いなの」

「それでも従わせるから命令と言うんだよ」

　糸目の男が次の霊符を取り出して、空に向かって投げる。それはまたしても意志を宿しているかのように空を飛び回り────。

　突如、パシンと音を立てて、ひらりと舞い落ちた。

「…………？」

　糸目の男が首を傾かしげる。なにが起きたのかわからないが、結ゆ衣いはチャンスと考えた。

「今度こそ食らいなさい！」

　契約の悪魔、フラウロスを身に宿して、右手に火球を生成────しようとした。

　魔力の粒子が集まり始めたと思いきや、それもまた、すぐさまパシンと音がして霧散する。

「な、なんで……!?　魔術が使えない……!?」





◇　22時25分…………黒くろ塚づか恭きよう介すけ　◇






　恭きよう介すけは道の先で繰り広げられている光景を、不思議な気持ちで眺めていた。

「くっ、序列六十四番、地獄の公爵フラウロス！　あたしに力を貸してちょうだい！」

「……どうした霊符雷帝？　なぜ思うように飛ばない？」

　道の先にいるのは、結ゆ衣いと黒スーツの男。結ゆ衣いは地獄の公爵がどうのと言いながら何度も右手を振り下ろし、黒スーツの男は周囲に汚い紙をバラ撒まいていた。二人はそれを繰り返しながら、ぐるぐるとあたりを跳ね回る。結ゆ衣いのスカートが風になびいて、パンツが見えた。さっきの予想通り、黒のレースだった。

　……やっぱ結ゆ衣いの奴、ヒロイン指数は高いな。それはそうと、あいつスーツのおっさんとなんの漫才やってんだろ？　なんだか楽しそうじゃないか。

　そう思った恭きよう介すけは、にこやかに近づいた。

「よっ、なんか面白そうことやってるじゃん。俺も混ぜてくれよ」

　結ゆ衣いが驚いて振り向く。

「あ、あんた、恭きよう介すけ!?　なんでこんなところにいるわけ!?」

「なんでって……バイトが終わって帰るとこだけど」

「ここにいたら危ないのよ！」

「ああ、確かに危ないな。俺の魔眼『アストラル・ジャッジメント』も『龍脈』の暴走を感知している。近くに────『妖魅』がいるな？」

　恭きよう介すけは腰を落として、あたりをキョロキョロと見回した。

「……どけ！」

　スーツの男は結ゆ衣いを押しのけると、そのまま走り去っていった。

「あっ、ちょっと、待ちなさい！」

　追いかけようとした結ゆ衣いの肩を、恭きよう介すけが摑つかむ。

「まあ、いいじゃんか。遊び相手なら、ここにもいるだろ。それで、『妖魅』はどこだ？」

「誰が遊び相手よ!?　あの男は危険な……！」

「ああ、わかってる。奴は『仙道』を極めた中国の道士なんだろ。魔術暗殺組織『九龍クーロン黒こく珠じゆ会かい』に属するＳ級の指名手配犯で、破壊神『黄おう龍りゆう王おう』の復活を企たくらんでいる……恐ろしい奴だ」

　恭きよう介すけは地面に落ちていた中国語っぽい文字の霊符を手にして、ノリノリで言った。

「なにが『黄おう龍りゆう王おう』よ！　そうじゃなくて、あいつは女の子を……！」

「なんだと……奴はすでに、処女の生いけ贄にえまで用意していたのか。そいつはまずいな。いますぐ俺の結社『ネオ・ワルプルギス』に協力を要請しよう。きっと『魔人ポーカーフェイス』なら力を貸してくれるはずだ」

　楽しそうにスマートフォンを取り出した恭きよう介すけの傍そばで、結ゆ衣いは肩を落とした。

「……見失ったわ。もう、あんたのせいよっ！」

「なに怒ってるんだよ。俺を混ぜてくれてもいいじゃないか。この地獄の公爵め」

「なっ……！」結ゆ衣いは頰を真っ赤に染めた。「……もしかして、さっきの、見てたの？」

　恭きよう介すけは頷うなずく。

「ああ。バッチリとな」

「え、えっと、その……あ、あれは、ただの手品だから。その、誰にも言わないでくれる？」

「ん？　手品って、なんのことだ？」

　恭きよう介すけはわからない。動揺していた結ゆ衣いは、しばらく見つめたあと、ほっと息をついた。

「……肝心なところは見てなかったみたいね。よかった」

　肝心なところってなんだ？　まさか俺が来る前には、もっと激しい厨二ごっこをやっていたとか？　だとしたらこいつ、かなりレベルの高い隠れオタだぞ。

　恭きよう介すけは仲間を見つけたと思って、さらに嬉うれしくなった。

「お前はさっき、地獄の公爵の契約者だと言ったな。だが俺は、そのさらに上をいく混こん沌とんの魔王、『ダーク・メサイア』の契約者だったことは知るまい」

「知るわけないでしょ！　この厨二病が！」

　結ゆ衣いは恭きよう介すけの手から霊符をもぎ取ると、肩を怒らせて、足早に立ち去った。

「……なんだよ、あいつ。自分だって厨二病のくせに」

　恭きよう介すけはぽつりとつぶやいたあと、大きく息を吐いた。

　アニメみたいに、現実でもどこかで本物の異能バトルが起きたらなぁ。いや、どうせそんなのないって、わかってるけどさ……はあ、つまんねーの。





◇　22時40分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






　結ゆ衣いは魔術結社、銀色の婚礼団の事務所に戻るなり、大声をあげた。

「パパはどこ!?」

「んあ？　今日はまだ一回も顔を出してねーよ。チェケラ」

　ボロいソファーでテレビを見ていた桐きり崎さきが、拳を突き出してきた。重ね合わせろという合図だが、今の結ゆ衣いにそんな余裕はない。

「電話にも出ないし、家にもいないし……あの人、一体どこにいるのよ!?」

「俺が知るわけねーだろ。お前も一緒に、この映画を見ようぜ」

　桐きり崎さきが見ていたのは、伝説のヒップホップグループ『Ｎ・Ｗ・Ａ』の活躍を描いた伝記的映画、『ストレイト・アウタ・コンプトン』だった。

「それどころじゃないのよ！　桐きり崎さきさんも銀色の婚礼団の魔術師なら聞いて！」




「───で、その糸目の男が使っていたのが、その霊符ってわけ」

　結ゆ衣いはさっきの出来事をひと通り説明した。

「なるほどねぇ……」

　桐きり崎さきは結ゆ衣いから受け取った霊符を手にしたまま────テレビを見ていた。

「ブチ殺すわよ」

　ドスを利きかせた声色で言うと、桐きり崎さきは慌てて顔を向けた。

「ちゃ、ちゃんと聞いてるっての。この霊符はあれだ。たぶん大陸の魔術師が使うものだぜ。それ以外のことは、俺もよくわからねーよ」

　あのとき恭きよう介すけは言っていた。奴は仙道を極めた中国の道士だと。厨二設定で話していただけなのだが、案外、的を射ているかもしれない。

　結ゆ衣いはソファーにどっかりと腰を落とした。緊張と興奮で忘れていた疲労が、一気に押し寄せてくる。

「……初めて、銀色の婚礼団以外の魔術師と戦ったわ。それも訓練じゃない真剣勝負で」

　テーブルのマグカップに手を伸ばす。そこで初めて、手が震えていることに気づいた。

　紅茶をひと口飲んだあと、ソファーの背もたれに体重を預けて、天井を仰ぎ見る。目を閉じても、まぶたの裏に写るのは蛍光灯の残光ではなく、さっきの糸目の男だった。

　かつての結ゆ衣いは、同じくソロモンの魔術を扱う父から魔術を学んだ。初めてセーレと契約できたのは、小学一年生のころ。小学三年生になると、フラウロスとの契約に成功した。銀色の婚礼団の仲間たちも、父の宗そう平へいも、幼くして二柱の悪魔と契約できた結ゆ衣いを天才と呼んだ。

　その後、結ゆ衣いは宗そう平へいのもとを離れて母と一緒に東京に引っ越したので、魔術の鍛錬は行なっていない。そもそも普通の生活に憧れていた結ゆ衣いは、魔術師なんかに興味はなかった。

「あのまま戦っていたら、あたしは殺されていたかもしれない。あの男との間には、それだけ大きな差があった……鍛錬をしてなかったとはいえ、天才が聞いて呆あきれるわ」

「でもまあ、無事だったんだから、良しとしようじゃねーか。チェケラ」

　並んでソファーに座っている桐きり崎さきが、拳を突き出してきた。

「人の気も知らないで……桐きり崎さきさんって、本当に能天気よね」

　結ゆ衣いは桐きり崎さきの拳に自分の拳をゴチンと当てた。

「お前もその糸目の男も、同時に魔術の発動ミスがあったんだろ。きっとお前は、ヒップホップの神に愛されてたんだよ」

　魔術の発動ミス。長年、魔術の鍛錬をしていなかった結ゆ衣いならともかく、あの糸目の男までそんなことがあるだろうか。

　人差し指を立てて、ぽつりとつぶやく。

「序列六十四番、地獄の公爵フラウロス。我に宿りて力を示せ」

　指先に、豆電球ほどの火球が生成された。ちゃんと使える。発動できなかったのは、あのときだけだ。

　指を振って火球を消す。あれは本当に発動ミスだったのか。こんなにも簡単に、出したり消したりできるのに。

「で、どうすんだ？　やべー魔術師が絡からんでるなら、この件から降りてもいいんじゃね？」

「だめよ、お金がかかってるんだから。桐きり崎さきさんは凄すご腕うでなのに協力してくれないの？」

「俺は平和を愛するピースなＭＣだからな。魔術バトルじゃなくてラップバトルなら、いくらでも参戦してやるぜ。チェケラ」

　桐きり崎さきも結ゆ衣いと同じく、魔術には興味がない人間だった。魔術師の大半は世襲制なので、幼いころに親の教えを受けて、とりあえず習得させられただけに過ぎない。結ゆ衣いの学校には、小さいころにピアノを習わされた、書道を習わされた、というクラスメートがたくさんいるが、その全員がピアニストや書道家に憧れているわけではない。それと同じだ。

「……あたしだって、こんな危険な仕事、報酬が約束されてなければ絶対に引き受けなかったんだから」

「ってことは、捜査を続けんのか？　やめとけよ、危ねーし。そんなの場数を踏んでる式しき部ぶ庁ちようの連中に任せとけばいいじゃねーか」

「お金のためには、やるしかないの！」

　桐きり崎さきはやる気がないし、父の宗そう平へいには連絡がつかない。やはり頼りになるのは、あの情報屋だけだ。

　スマートフォンに登録されている番号に電話をかける。その相手はいつものように、きっかり四コール目で電話に出た。

『……もしもし』

　中性的な声。通話口越しだと、男か女かもわからない。

「もしもし、キツネ？　あたしだけど」

　情報屋キツネ。銀色の婚礼団を始め、関西圏に存在する各魔術結社が御ご用よう達たしにしている情報屋だ。大阪市内に住んでおり、近郊の情報なら、かなりの精度で調べてくれる。

　結ゆ衣いは端的に事情を説明した。すべて話し終えると、キツネは一拍の間を置いて、ゆっくりと告げる。

『……聞いた限りだと、それは道教の符術師が使う術だな』

　そして古今東西の魔術にも造ぞう詣けいが深い。

『その点から考えるに、おそらくその男は、李リー・神シエン輪ルンで間違いないだろう』

「シェンルン……？」

『ああ。中国広かん東とん省しように拠点を置く魔術結社「白虎牙パイフーヤア」の所属だ。もともとは妖怪退治が専門の退魔師だったが、現在は心霊医としての活動を中心に、病人を治しながら各地を渡り歩いていると聞く。今は大阪の日につ本ぽん橋ばし近辺にいて、たまにヤクザ関係者と会っているとの話もある』

　心霊医とは、魔術を用いて病人を治す魔術師のことだ。その大半は魔術師ですらなく、怪しい護符を売りつけて法外な値段を請求する詐欺師なのだが、なかには本物も混じっている。

　本物の魔術師なら、『委員会』が強しいている魔術秘匿の義務を守らなければならない。人助けとはいえ、そのルールは絶対なのだ。もし大幅に露見してしまうことがあれば、処罰の対象になる。それでも心霊医という存在は、『委員会』にバレないようにこっそりと、あるいはルールに抵触しないギリギリのラインで、病人を治療する。魔術秘匿の義務はあるものの、それでも苦しんでいる人は見捨てられないというのが、本物の心霊医に共通する志なのだ。

　だったらそのシェンルンは、処罰を恐れずに人々を治す正義の魔術師だっていうの……？

　結ゆ衣いはとてもそうは思えなかった。あの男は怯おびえている少女をつけ狙い、それを邪魔した自分を排除しようとしてきたのだから。

「ねえ、キツネ。そのシェンルンについて、もっと調べてくれない？　あと、繫つながりがあるっていうヤクザ組織のことも。できれば直接本人と会って話がしたいわ。どれぐらいかかる？」

『……二日は待ってもらおう』

「あんたにしては、時間がかかるのね」

『これでも忙しい身でな。銀色の婚礼団は支払いが滞りやすいから、後回しにさせてもらう。金は信用だよ、緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い。お前ならよくわかるだろう』

　そこで通話が切れた。

　結ゆ衣いはスマートフォンを下ろすと、ふうとため息をついた。

　お金は信用か。確かにそのとおりだわ。





◇　20時45分…………紫し乃の笛ぶえ理り人ひと　◇






「静かな空間だ……この隠れ家は本当に居心地がいい」

　偉大な錬金術師、兼同人作家の紫し乃の笛ぶえ理り人ひとは、黒を基調にしたその空間で、ひとり優雅にグラスを傾けていた。

「本当に静かだ。まるでこの世界に、俺ひとりが取り残されてしまったかのように。ふっ、俺はさしずめ、無限の宇宙を永遠にさまよい続ける究極生命体アルテイミツト・シイングだな……」

「失礼します」

　無粋なノックとともに、ドアが開かれた。紫し乃の笛ぶえはため息をつく。

「……使用人の男よ。我が平穏を妨げるとは、よほど急を要する用件なのだろうな」

「お連れ様が到着されました」

　使用人の男──そのネットカフェの店員は、それだけ言って立ち去った。

　入れ替わりで、金きん髪ぱつ碧へき眼がんのステファニアがツインＰＣのフラットシートルームに入ってくる。

「こちらにいらしたのですか、マスター」

「俺が例の場所と言えば、このアジトに決まっている」

　昨晩、自分が描いた修正前の同人誌が人の手に渡ったと知った紫し乃の笛ぶえは、売りに出された可能性も考えて、同人ショップを手当たり次第に探し回った。それでも見つからなかったため、このネットカフェに入り浸って、インターネットから情報をあさっていた。

　そこにステファニアから連絡が入ったので、今後の作戦会議のために呼んだのだ。

「ずいぶん時間がかかったが、貴様はいままで、どこでなにをしていたのだ」

「日につ本ぽん橋ばしの街を探索しておりました。その路地裏で、興味深い武器を見つけたのです」

　ステファニアはそう言って、手に持っていたものを見せつける。

「おそらくこれは、近接戦闘向けの殴おう打だ用ようの鈍器。かつてわたくしがいた世界には、存在しなかったものですね」

　取っ手を握って、ぶんぶん振り回す。紫し乃の笛ぶえは淡々と言った。

「愚か者が。それは、やかんだ」

　ステファニアも淡々と返す。

「なるほど、これがやかんですか。確か水属性の武器だと聞き及んでおりますが」

「だから武器ではない。更ざら木き剣けん八ぱちの名言に『剣は両手で振ったほうが強い』というものがあるが、その取っ手を両手で振ったところで、強くはならない。なぜなら武器ではないからだ」

「大変勉強になりました」

「以前にも尋ねたことだが、貴様は本当に異世界転生者なのか？」

「無論です。わたくしは神聖グランロイド王国の聖騎士、ステファニア・コルトローゼ。天空の城で手に入れた雷神の剣で、古いにしえの魔獣ホルスラードを滅ぼしたこともあります」

「ふむ……」

　二人の出会いは、一年前にインテックス大阪で開かれた同人誌即売会『コミックタウン』の会場だった。そこで出展していた紫し乃の笛ぶえの個人サークル、赤あか盤ばん不ふ可か避ひの同人誌を読み、歓喜の声を轟とどろかせたのがステファニアだった。

　──美しい女エルフが、野卑なオークを逆に陵辱するというリアリティ。わたくしの世界で起きていたことを、ここまで正しく表現できていたのは、あなたが初めてです──

　そして「感動したから助手にしてほしい」と切り出してきた。以来、紫し乃の笛ぶえはステファニアを同人制作のアシスタントとして雇っている。素性はよく知らないが、本人が異世界転生者を名乗っているのだから、そうなのだろうと、紫し乃の笛ぶえは単純に思っていた。

「ところでマスター、一体なにを見ておられたのですか？」

　ステファニアがパソコン画面を見た。ネットの掲示板だった。

「ここを探れば、修正前の作品を手に入れた者がいるかもしれないと思ってな。しかし残念ながら、そういった者は見当たらない。ただ、気になる書き込みを見つけたぞ」

　スレッドのタイトルは、『同人サークルについて語ろう』。それをスクロールさせて、該当部分を指し示す。




35：同人好きの名無しさん

　さっき日につ本ぽん橋ばしで、赤あか盤ばん不ふ可か避ひの新作を探してるヤンキー集団を見かけたんだが。

　なんか、とらのあなの前で検問張ってて、同人が好きそうなオタに、赤あか盤ばん不ふ可か避ひの新作は持ってないかって脅してた。みんな気をつけろ。




「もしかするとこのヤンキー集団とやらは、例の修正前の同人誌を探しているのかもしれん。あれは本来なら廃棄するはずだった幻の一冊なので、売れば必ずプレミアがつくからな」

　ただ問題は、一体どこでその情報が漏れたのかということだが……。

「ところでマスター、質問です。この、『冨と樫がし見てるか』という書き込みはなんでしょう？」

　ステファニアがスレッドの下のほうを指差して言った。

「ふむ。氏はマンガ界に君臨する現あら人ひと神がみでな。神である以上忙しく、新刊がなかなか刊行されない。それを心待ちにしている信徒はたくさんいるため、刊行速度が早い作家と比べられて、しばしばそういった祈りの言葉が書き込まれる。無論、俺も神の信徒だ」

「神ですか。その方は一体どういった作品を？」

「貴様はそれでもマンガに携わっている人間か。『レベルＧ』を読んで出直してこい」

「勉強不足のほど、大変失礼しました。しかし、なかなか刊行されないと言うなら、ラノベの世界にもいたような気がします。たとえば高畑京」

「待て。それは言わないほうがいい。いくら我々が電撃文庫を愛読しているとは言ってもだ」

　紫し乃の笛ぶえはスレッドを閉じると、ステファニアに向き直った。

「……さて、無駄話はここまでだ。我がサークル、赤あか盤ばん不ふ可か避ひの緊急臨時会議を始める」

　紫し乃の笛ぶえは琥こ珀はく色いろの液体に満ちたグラスをあおった。麦茶だった。

「まずは整理しよう。すべて破棄したはずの修正前の作品が、一冊だけ残っていた件についてだが────」

　紫し乃の笛ぶえの同人マンガは基本手描き。仕上げだけをパソコンで行なう。新作を完成させた紫し乃の笛ぶえは、そのデータを印刷所に回して三千部製本。見本誌として十冊を手元に送ってもらった。

　それを見て驚きよう愕がくする。改めて確認した製本版は、どうしても許せない出で来き栄ばえだったのだ。

　紫し乃の笛ぶえはすでに納品していた各同人ショップに連絡を入れて、「そちらに届いた新作は、すべて破棄してほしい」と伝えた。

　そして生原稿から修正し、再び印刷所で三千部製本。もちろん費用はかかったが、作家の意地の前では、微々たる問題だった。

　改めて届いた修正後の十冊の見本誌と引き換えに、手元にあった修正前の十冊の見本誌もすべて破棄……したはずだった。それなのに。

「こちらの手違いで、貴様に献本した一冊が、その修正前のものだったのだな」

　ステファニアは頷うなずいた。

「そのようですね。新しい見本誌が届くまで、修正前の見本誌を手元に残しておいたのが原因だったのでしょう。表紙だけではわからないので、間違えるのも無理はありません」

「むう……俺としたことが、なんというケアレスミスを……」

　紫し乃の笛ぶえは頭を抱えた。徹夜作業が続いたせいで、集中力がおろそかになっていたのだ。

　ステファニアに破棄する予定の見本誌を渡してしまったのが、先日の日曜日。彼女はそれに気付いた直後、バイクのひったくりにあって、助けてくれた少年にプレゼントしたという。

　残りはすべて破棄したので、いま世の中に存在する修正前の同人誌は、その少年が持っている一冊だけということになる。

「ですが、それほど気にすることでしょうか。廃棄を免まぬがれた奇跡の一冊が、マスターの熱心なファンの手に渡っただけでしょう。とても喜ぶ彼を見て、わたくしも幸せでした」

　紫し乃の笛ぶえは落ち着きを取り戻すためにグラスの氷を口に入れた。しゃりしゃりと嚙かみ砕くだく。

「……貴様はなにもわかっていない。作家にとって、修正前の作品を一番見られたくない相手がファンなのだ。それに万が一、あれが……」

　ステファニアが両手をぽんと叩たたいた。

「ああ、そういえば、後日『らしんばん』に行ったときも、それを欲しがっている方とお会いしましたよ。確かマスターの友人の────シェンルンさん、とおっしゃいましたか」

「なに？」紫し乃の笛ぶえの眉がぴくりと動く。「シェンルンだと？　あの中国人の李リー・神シエン輪ルンか？」

「ええ。そう記憶しています」

「ちょっと待て。どういうことだ。詳しく話せ」

「あれは昨日のことです。『らしんばん』の店内で、偶然シェンルンさんとお会いしたのです。彼は店頭に並ぶマスターの作品を見ながら言いました。『例の本は、確かにすべて破棄したのか』と。わたくしは一冊だけ残っていたこと、それを少年にプレゼントしたことを伝えました。するとシェンルンさんは、『どうしても譲ってもらいたいので、どんな少年に渡したのか教えてほしい』とおっしゃいました」

　紫し乃の笛ぶえは思案を巡らせながら、おそるおそる口を開いた。

「……まさか貴様、本当に教えたわけではあるまいな？」

　ステファニアは端的に答える。

「無論、教えました」

「ああ!?」

　普段クールな態度を崩さない紫し乃の笛ぶえだが、このときばかりは大声をあげた。

「貴様ぁ、なんで教えた!?」

「困っている人には、救いの手を差し伸べる。それが聖騎士の務めですので」

「なんということだ……」

　シェンルンにあの同人誌の存在を知られることは、もっとも避けたかった。紫し乃の笛ぶえは確信していたのだ。奴ならどんな手段を使ってでも、それを手に入れようとするだろうと。

　苦く悶もんの声を出す紫し乃の笛ぶえを無視して、ステファニアは淡々と続ける。

「マスターにもお伝えしたとおり、その少年はメガネ以外の外見的特徴に乏しく、口頭で伝えるのが困難でして。だからシェンルンさんにも、彼の似顔絵を描いて渡しました」

「…………貴様が描いた似顔絵だと？」

　その言葉を聞いた紫し乃の笛ぶえは────安あん堵どの息を吐いた。

「だったら、ひとまずは安心だ。シェンルンは俺と同じで、まだその少年を特定できていないはずだからな」

「なぜでしょう？」

「貴様は壊滅的に絵がヘタだからだ。触手モンスターを描かせたら、やたらとうまいのにな」

「お褒めに与あずかり光栄です」

　紫し乃の笛ぶえは腕を組んで、思案を巡らせた。

　自分の不注意によって、修正前の同人誌がステファニアの手に渡る。そして彼女はそれをファンの少年に渡してしまった。その後、同じものを欲しがっているシェンルンに出会い、少年の似顔絵を描いて渡す。

　そして現在、街では不良連中が、同人誌好きの人間を追い回している────。

「……なるほど。その戦犯は貴様だ」

「どういうことでしょう？」

　ステファニアは似顔絵が下手。それを描いたところで、人物の判別はまず不可能。そこでシェンルンは人海戦術を使い、同人誌が好きそうなメガネの少年を手当たり次第に探すことにした。紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの新作を譲り受けたという人間を見つけたら、ひとまず奪い取れと命じて。

　推測の域は出ないが、紫し乃の笛ぶえはそう結論づけた。

「……シェンルンに金で雇われた不良連中なら、なにをするかわからない。なかには面白半分で俺のファンを襲ったりする連中だって、いないとも限らない。おのれ、そんな真ま似ねをされたら、俺の評判まで落ちるではないか……！」

　ステファニアは、おずおずと手を挙げた。

「あの、本当にシェンルンさんは、そんなことをしてまで例の同人誌を欲しがっているのでしょうか？　確かにあれは幻の一冊なので、相当なプレミアがつくと予想されますが」

「奴ならやりかねんのだ……！」

　シェンルンは先日、こう言っていた。

　──以前キミが制作していた、あの魔導具を譲ってもらいたい──

　つまり奴は知っている。修正前の同人誌に隠された秘密を。




　あれは俺が偶然作ってしまった、究極の魔導書だということをな……！




　紫し乃の笛ぶえが破棄しようとした理由のひとつがそれだった。最初に製本した同人誌はすべて、見る人が見ればわかる魔導書になっていた。だから生原稿から修正して、再び印刷し直した。

　しかし未いまだに、魔導書の側面をもつ修正前のものが、一冊だけこの世に存在している──。

　シェンルンがそれを手に入れようとしている理由まではわからない。わからないが、渡すつもりは微み塵じんもない。魔導書うんぬんに関係なく、作家が気に入らない時点で、それは失敗作だと紫し乃の笛ぶえは思う。失敗作なら回収しなければならない。作家としての意地だった。

　街の不良連中にそれを手に入れろと命じているのも、シェンルンで間違いない。なにしろ奴はその魔導書を買い取るために、一千万円もの大金を用意してきたほどなのだ。放置しておけば、こちらにも迷惑がかかる。恐るべき風評被害を生む。

「それで、今後はどう動きますか、マスター？」

　もちろん答えは決まっている。一刻も早くあの魔導書を回収して、事態の収拾を図るのだ。

「……シェンルンの蛮行は阻止しなければならない。どんな手段を使ってもだ！」

「御意でございます」

　ステファニアは敬礼の姿勢をとった。

「よし、今後の指針が決まったところで……ひとまず麦茶のおかわりに行こう」

　紫し乃の笛ぶえとステファニアは、空のグラスを持ってフラットシートルームを出た。
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　　　第四話　木曜日








◇　17時10分…………ミーナ　◇






「すいません、遅くなりました！」

　黄色いひらひら衣装を着たミーナが駆けつけてくると、すでに集まっていたファンたちから大きな歓声が上がった。手を振りながら、楽屋代わりの簡易テントに入る。

　テントの中には、アイスバーをかじっている緑のアイドル衣装のエルと、苛いら立だった様子で腕時計を見ているプロデューサーの陣じん内ないがいた。

「待ってたよー、ミーナちゃん」

「なにをタラタラしていたんだ。あと二十分で開演だぞ」

「本当にすいません！　マイクテストお願いします！」

　まだ学生のミーナは、放課後になると急いでピンク・ダイヤモンドに向かい、そこでメイクをしてステージ衣装に着替えて────そのまま、この日につ本ぽん橋ばし公園にやってきた。

　いつもは閑散としている公園だが、今日はちょっとしたＰＡ機器や折りたたみ式のステージが設置されている。『らぶキュン☆すいーつ』のＰＲを兼ねた野外ミニライブのセットだ。

　セットを見た通行人たちは、何事かと足を止めて様子を窺うかがってくる。あくまで公園の外からで、中に入っている客の数は二十人程度しかいない。

　その二十人は、数少ない『らぶキュン☆すいーつ』の熱狂的なファンたちだ。それぞれステージでマイクテスト中のミーナに歓声を送ったり、うっとりと眺めたりしていた。

　マイクテストと簡単な進行確認を終えたあと、テントでぼーっとしていたエルに尋ねる。

「急いで来たから、ちゃんとメイクできてるか心配やわ。なあエル。私、大丈夫？」

「うん。今日もばっちり、かわいいよー。べろべろに舐なめまわしたいくらい」

　エルは本当にミーナの顔を舐なめようとしてきたので、「やめい」と両手で押さえつける。

　改めて公園内を見た。集まっているのは、いつも『らぶキュン☆すいーつ』のライブに顔を出している固定客ばかりで、新規の客はほとんどいない。

「私もさっきまでソフマップの近くで一生懸命、告知のチラシ配りをしたんだけどねー」

　と、エル。

「まあ野外ライブやし、音を聞いて見にきてくれる人だっているかも……あっ！」

　なにかを見つけたミーナは、小さな声をあげてエルに向き直った。

「本当に私、メイクできてる？」

「うん。ばっちりだよー。ズダズダに切り刻みたいくらい、かわいいよー」

「そ、そう……なら、いいけど。切り刻むのはやめてな」





◇　17時25分…………黒くろ塚づか恭きよう介すけ　◇






「ふーん、地下アイドルの野外ライブねぇ……」

　恭きよう介すけは日につ本ぽん橋ばし公園を見渡して、ぽつりとつぶやいた。

　放課後、いつものように日につ本ぽん橋ばしをぶらぶらしていたら、ソフマップ前でかわいい女の子から告知チラシをもらった。とくにすることがなかったため、暇つぶしに来てみたのだが。

　……ステージはしょぼいし、集まってるファンは少ないし。売れない地下アイドルって不ふ憫びんだなあ。まあマイクテスト中にちらっと見た女の子たちは、かわいかったけどさ。

　公園内には、恭きよう介すけと同じくチラシを手にしている連中がちらほらいる。ステージ前に陣取っているのは、雰囲気からして古参のファンらしい。そっちに行くのは抵抗があったので、恭きよう介すけは後ろにあるベンチで鑑賞することにした。

　ベンチには先客がいた。

　うつろな目でぼんやりしている女の子。黒髪ショートヘアに白いパーカーといった、小学生ぐらいの少女だった。

「隣、ごめんな」

　と言って、腰を下ろす。

「………………っ!?」

　ぼんやりしていた少女は、途端に我に返ったようで、大きな両目をぱちくりとさせた。

「あ、あれ……？　ここは……なんで」

　少女は独り言のように、そうつぶやいた。困惑している様子で、両手で顔を覆う。

「もしかして、また……ぐす」

　……なんだ？　よくわからないけど、泣くのか、泣いちゃうのか!?

　そう思った恭きよう介すけは、メガネを押し上げて不敵な笑みを作った。

　主人公スイッチ、オン。

「ったく、世の中は相変わらず平和だぜ。こんな日は、『不滅の虹玉』でも生成してやっか」

　わざとらしく言いながら、学がく生せい鞄かばんから市販のシャボン玉セットを取り出した。シャボン液につけたストローをゆっくり吹く。虹色に輝く大きなシャボン玉が、ひとつだけできあがった。

　泣きそうだった少女は、眼前でふわふわ浮かぶそれを一いち瞥べつして、また視線を落とした。

「……ただのシャボン玉じゃん。すぐに割れちゃうし、不滅じゃないもん」

「と、思うだろ？」

　にやりと笑った恭きよう介すけは、ゆっくり落ちてくるシャボン玉の下に手を差し出した。

　すると──シャボン玉は割れるどころか、恭きよう介すけの手で鞠まりのように跳ねた。

「え、あれっ？　なんで……？」

　目を丸くしている少女に、自信たっぷりで言い放つ。

「シャボン玉に強化の術をかけたのさ。これが俺の夢む創そう魔術だ。すげーだろ」

　実際はシャボン液に、ヒアルロン酸入りの化粧水を混ぜただけなのだが。膜に保湿力を与えることで、シャボン玉には弾性が生まれるのだ。

「……ふふ、変なお兄ちゃん」少女はようやく笑った。「ちょっと元気出たかも。ありがとう」

　そう言うと、ベンチから立ちあがって駆けていった。

　見送った恭きよう介すけは満足げに頷うなずく。

「うむ。今日もまたひとり、迷える子羊を『闇の波動』から救い出してやったぜ」

　──主人公になりきっていれば、誰かの力になれる。

　恭きよう介すけがそれに気づいたのは、今の少女と同じぐらいの小学生の頃だった。




　当時、恭きよう介すけのクラスには「お前、マンガの世界の住人だろ」と言いたくなるような、主人公っぽい男子がいた。名前は孔く雀じやく院いん終しゆう夜や。名前だけでもすごいのに、孔く雀じやく院いんの家は「加賀神命流」という実戦派古武術の十二代目宗家だったのだから、なおさらすごい。

　そんな孔く雀じやく院いんは、小学五年生のときに古武術で大人の暴漢を叩たたきのめし、テレビ取材を受けて一躍全国区の人気者になった。男友達はもちろん、女子人気もすさまじかった。

　そのうえ、世話を焼きたがる幼おさな馴な染じみの女の子までいる始末。

「もう、終しゆう夜やったら、ちゃんと宿題やってきたんでしょうね？」

「うっせうっせ。俺はジイちゃんとの修行で眠ぃんだよ。あとでお前のを写させてもらわぁ」

「ほんと修行バカなんだから……はい、今日のお弁当。おいしくないかもだけど」

「腹が膨れりゃ一緒だっつーの。ま、お前の弁当は、そ・こ・そ・こ、味もいいけどなっ」

　これって絶対、マンガの台本あるよな？　しかもなんか古いやつ。

　当時の恭きよう介すけはそう思っていた。

　孔く雀じやく院いんは決して嫌な人間ではなく、強さと優しさを兼ねた、まさに主人公タイプの少年だった。困っている人を見かけたら、たとえ見知らぬ他人だろうと積極的に手を差し伸べる。人気があるのも当然だった。

　一方、恭きよう介すけは孔く雀じやく院いんと違って、消極的な少年だった。自転車で転んだおばさんや、道がわからなくて困っている老夫婦を見かけても、心の中で「大丈夫かな」とつぶやくだけで精一杯。孔く雀じやく院いんなら積極的に助けるのに、恭きよう介すけにはそれができない。困っている人に声をかけるのは、どうしても気恥ずかしく、抵抗があったのだ。

　孔く雀じやく院いんみたいに、いざってときにも動けない俺は、所詮モブでしかないんだな。

　そう思っていたある日、一本のアニメと出会った。炎の能力者が主人公の異能バトルモノ。

　その主人公は、孔く雀じやく院いんのように積極的に人助けをするタイプではないが、誰かがピンチになると「やれやれ……」と言いながら、面倒臭そうに駆けつける。その姿がまたかっこよくて、強烈な憧れを抱いた。

　あるとき恭きよう介すけは、重そうな荷物を持って信号を渡ろうとしている老婆を見かけた。力になってあげたいが、どう声をかけたらいいかわからない。そこで例の主人公を真ま似ねてみた。

「やれやれ……おい、ばあちゃん。しゃーねーから、荷物持ってやるよ」

　メガネを押し上げてクールに笑うと、すんなり言葉が出てきた。主人公スイッチ誕生の瞬間だった。

　このタイプの主人公だったら、俺でもイケる。なりきってしまえば、いつもと違って大胆になれる。孔く雀じやく院いんのように、かっこよく人助けだってできる。

　隣の席の女子が教科書を忘れて困っていると、「やれやれ、寝坊でもしたのか？」と言って、自分から机をくっつける。泣いている低学年の子供がいれば、すでに趣味だった手品で喜ばせる。「お兄ちゃんって何者？」「ちょっとした魔術が使えるだけの小学生さ」なんて言って。

　それは、ますますオタク趣味に傾倒し、厨二病をこじらせた現在でも変わっていなかった。




　恭きよう介すけはシャボン玉セットを学がく生せい鞄かばんにしまって、ぽつりと言う。

「ふっ、天才魔術師の俺にかかれば、少女の涙を止めることなど造ぞう作さもない……お、このセリフ、なんか主人公指数、高くね？」

　気分がよくなったところで、ちょうど地下アイドルのミニライブが始まった。

「お集まりのみなさーん！　今日は私たち『らぶキュン☆すいーつ』の野外ミニライブにお越しくださって、ありがとうございまーす！」

　小さな簡易ステージで、黄色い衣装の女の子が元気に挨拶した。

「じゃあさっそく自己紹介にいきまーす！　怠たい惰だで薄汚れた終末世界で、罪というケロイドを剝がしにかかる暴力性血みどろ堕天使、ミーナ・チョコレート・ジハードでーす！」

「お、おい、自己紹介はそのままなのか……！」

　彼女たちのプロデューサーらしき男が、ステージ脇でうろたえていた。

　続いて緑色の衣装の女の子が、のんびりと手を挙げた。

「はーい、世界に跋ばつ扈こする鬼畜レイプ魔どもには、硫酸入りアイスクリームをぶっかけちゃうぞ♪　ちょっぴりセンチな肉欲マグマ、エル・ザ・アイスクリームでーす」

「うおおおおおおおおおおおお！」

　ステージ前に陣取っているファンたちが、拳を振り上げて絶叫した。それ以外の物もの見み遊ゆ山さんでやってきた客たちは、全員ぽかんとしている。恭きよう介すけも同様だった。

　……血みどろ堕天使のミーナ・チョコレート・ジハードに、肉欲マグマのエル・ザ・アイスクリーム？　わけがわからん。大阪には変な地下アイドルがいるんだなあ。

　と思っていたのだが、曲が始まると意外と普通だった。

【ドゥッピ、ドゥッピ、ドゥピ、イェーイ、イェーッ！】

　ミーナとエルは、少し恥ずかしい歌詞を熱唱しながら、狭いステージをきゃぴきゃぴと跳ね回る。

　変な自己紹介だったけど、結構かわいいじゃないか、うん。





◇　17時55分…………ミーナ　◇






「みなさん、今日は本当にありがとうございましたー！　明後日あさつての土曜日には、私たちの本拠地、ピンク・ダイヤモンドでフェスがありますので、ぜひそちらにもお越しくださーい！」

　予定されていた五曲を歌い終わったあと、ミーナは公園に集まっている客にそう告げた。

　いつの間にか公園には、五十人近い客が集まっていた。そしてその全員が、惜しみない拍手を送ってくれた。

　手を振りながらステージを降りたミーナとエルを、陣じん内ないが満足そうに出迎える。

「やっぱりお前らのポテンシャルは高いな。路線変更をして大正解だったろう」

「はい、まあ……」

　本当はいつもやっていた過激なビジュアル系路線の曲もやりたかったのだが、プロデューサーの意向には逆らえない。

「アンコール！　アンコール！」

　客が手拍子とともに、声を揃そろえて叫び始めた。

　しかしその要請に応えられる曲はない。陣じん内ないが歌詞を書き直したブリブリ路線の曲は、いま披露した五曲しかないからだ。

「いつもの激しいやつも、やってくれよー！」

　ステージ前方にいる熱狂的なファンのひとりが、大声で言った。

　いつもの激しいやつ。ミーナが本当にやりたいビジュアル系路線の曲だ。

「陣じん内ないさん、どうしましょう？」

　ミーナが言っても、陣じん内ないは渋い顔で首を左右に振る。

「無理に決まっている。あれは黒歴史として封印するんだ。お前らは今日から生まれ変わった新生『らぶキュン☆すいーつ』だぞ。フェスにも今の五曲で挑むんだ」

「でも……」

　客のアンコールは鳴り止やまない。「いつもの激しいやつ」と聞いて、古参のファン以外からもそれをやってほしいという声が上がり始めた。

　ミーナはしばらく考え込むと、意を決して言った。

「……陣じん内ないさん、やっぱり私は、やってみたいです」

「あのな、確かに客の要望に応えるのもアイドルの務めだが、もしそれでウケが悪かったら、せっかく増えそうだったファンを逃がすことになるんだぞ」

「もちろん覚悟の上です」

　なおも続くアンコール。陣じん内ないは迷っているようだったが、やがて小さく告げた。

「……だったら試しに、一曲だけやってみろ」

「あ、ありがとうございます！　やろうよ、エル！」

　ミーナは頷うなずいたエルと一緒に、もう一度ステージに上がった。

　自分たちを見つめている客の数は、およそ五十人。半分以上が、今のステージしか見ていない新規の客だ。ここで過激なビジュアル系路線の曲をやれば、また一気に減るかもしれない。

　それでも、私は試したい。自分が本当にやりたい路線で、たくさんの拍手をもらいたい。

　ミーナはマイクを握りしめ、客席が静まり返るのを待ってから告げた。

「アンコールありがとうございます。今から聞いていただくのは、私たち『らぶキュン☆すいーつ』が、もともとやっていた曲です。びっくりしちゃうかもしれませんが……聞いてください。曲名は────」

　そこで溜ためを作ると、大声で絶叫した。




「出会い厨・殺劇ロンド！」




　音響機材から爆音のラウドロックが鳴り響く。エルが狂乱のエアギターを披露して、ミーナは超高速のヘッドバンギングを開始した。

「ぼおおおおおおおおおおおッ！」

　マイク越しに自慢のデスボイスを轟とどろかせたあと、万感の思いを込めて歌い始めた。

【深い夜霧が立ち込める、厳おごそかなるは森の池。罪深き獣が舌を出し、奴は貴女あなたを狙っている。出会いがほしくて仕方がない、そんな獣は出会い厨！　血ち濡ぬれたチェーンソー用意して、バラしに行こうぜ出会い厨！　鎖鉄球用意して、ツブしに行こうぜ出会い厨！】

「撲殺！　撲殺！　出会い厨！　撲殺！　撲殺！　出会い厨！」

　ステージ最前列の古参ファンたちが、モッシュをしながら拳を振り上げる。遠巻きに見ていた新規の客たちは……帰っていない。啞あ然ぜんとはしているが、帰ったりしていない。

　今はそれで十分。続けていれば、必ず結果が出るんやもん。そうやんな、竹たけ隈くまさん……！

　わずかな手応えを感じて、ミーナが叫ぶ。エルが跳ねる。

　すると公園の入り口に。




「おい、いたぞ！　あいつがポンバシのワルキューレだ！」




　見るからにガラの悪そうな男たちが、三十人ほどいた。それぞれ金属バットやゴルフクラブで武装している。

　その先頭にいるのは、昨晩ミーナが殴り倒した茶髪の男──。

　なんやの一体……まさか昨日の報復!?

「ブチ殺せぇぇぇぇぇぇッ！」

　茶髪が率いる三十人の男たちは、ミーナがいるステージに向かって突撃する。ライブで盛り上がっている五十人の客を次々と蹴散らしながら。

「ひいいいいいいい!?」「うわああああああああ!?」

　突然の不良集団の乱入によって、会場は大混乱に陥った。それまでミーナたちのステージを楽しんでいた客たちは、それぞれ悲鳴をあげて逃げ惑う。

「な、なんだね、キミたちは!?」

　プロデューサーの陣じん内ないが割り込むよりも早く────ミーナは動いていた。なんの罪もない大切なお客さんに手を出された。行動を起こすには十分すぎる理由だった。

　ブチ切れたミーナには、相手が何人いようが、いくら武装していようが、関係ない。

【出会い目的のブタどもを、沈めてやるぜ血の池に！　琵び琶わ湖こに勝るその面積！　それとも吊つるすか通天閣!?　死体よ流れろ大和やまと川がわ！　臓物引きずれ上うえ町まち台だい地ち！】

　ミーナは熱唱しながら、不良集団の中心に飛び込んだ。そして容赦ない裁きを開始する。

　ゴルフクラブで攻撃する男。かわしてボディブロー。羽交い締めにしようとする男。そのまま背負い投げ。集団の中心にいるはずなのに、あらゆる攻撃がミーナに当たらない。歌は聞こえてくるのに、その姿が見えなくなる。そして死角から飛び出してきては、慌てふためく男たちに、昏こん倒とう必至の重い回し蹴りを浴びせる。

　それが繰り返される。立っている不良集団の数は、面白いように減っていった。

「な、なんや、この女!?　めちゃくちゃ強ぇぇッ!?」

「ミーナちゃーん、これも使おうよー」

　いつの間にか、ミーナに続いてステージを降りていたエルが、公園のゴミ箱を軽々と投げてよこした。片手で受け取ったミーナは、それを茶髪にかぶせる。そして。

【撲殺！　撲殺！　出会い厨！　撲殺！　撲殺！　出会い厨！】

　歌いながらゴミ箱の上から、拳の連打を叩たたき込こんだ。鉄製のゴミ箱なのに、どんどんひしゃげていく。ミーナの拳の重さを物語っていた。

「ひいいいいいいいい！　わ、悪かった悪かった！　もう許してくれぇぇぇ！」




　その公園のベンチで、呆ぼう然ぜんと一部始終を見ていた恭きよう介すけは、小さく頷うなずいて立ち上がった。

「うん、俺の好きな感じじゃないな。帰ろっと」

　どうせなら、ただの乱闘騒ぎじゃなくて異能バトルを見せてほしいと思いつつも、そんなの現実にあるわけないしな、と落胆する恭きよう介すけだった。





◇　19時15分…………紫し乃の笛ぶえ理り人ひと　◇






「ええ、見つけました。おそらく、この男だと思います。はい、例のものも持っています」

　すっかり陽の暮れた新世界の裏路地で、坊主頭の不良少年は電話をしていた。

　その脇には、アニメキャラのＴシャツを着たメガネの高校生がいる。腫れた頰に手を添えており、両目には涙がにじんでいた。

「なんで僕が、こんな目に……僕は友達から同人誌をもらっただけやんか！」

　電話を切った坊主頭は、メガネの高校生から奪った同人誌を一いち瞥べつした。

「俺も知らん。ただ宇う城しろ組ぐみのヤクザが、この同人誌を欲しがってるんや」

　そのとき路地の先の暗闇から、第三者の声がした。

「ほう、それは聞き捨てならんな」

　街灯に照らされて浮かび上がったその姿は、同人作家の紫し乃の笛ぶえ理り人ひとだった。

「誰や、お前？」

　坊主頭が一歩前に出る。紫し乃の笛ぶえは自慢の銀髪を搔かき上あげると、クールに言った。

「その同人誌を見せてほしい。なに、手間は取らせん」

「はあ？　まさかお前も、宇う城しろ組ぐみに金で雇われてんのか？　残念やけど、これは俺が手に入れたんや。だからお前には──」

「渡せないと言うか。なら仕方あるまい」

　紫し乃の笛ぶえは白シャツの前ボタンを外した。鍛え抜かれた腹筋があらわになる。

「力づくで奪おうってか。でもな、俺だってボクシングをかじってるんやで」

　坊主頭が腰を落として身構えようと、紫し乃の笛ぶえは自分のペースを崩さない。淡々と続ける。

「貴様は今、俺が誰かと尋ねたな。答えてやるから、耳をかっぽじってよく聞け」

　そして深呼吸をすると、大声で言った。




「我が名は、二十六の軍団を率いる、序列二十八番の悪魔ベリト！　世界よ、その名を認識するがいい！」




　途端、紫し乃の笛ぶえの体が赤く発光する。

「な、な……!?」

　坊主頭は絶句していた。脇にいるメガネの高校生も同様だ。それもそのはず。目の前にいた銀髪クール系の美青年が、まるで別人の姿に変貌したのだから。

　紫し乃の笛ぶえの割れた腹筋は銀色の体毛で覆われ、額からは羊のような角が伸びている。そしてその顔は……銀毛に覆われた馬そのものになっていた。

　悪魔ベリト──それが同人作家、紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの正体だった。

「お、おま、お前……い、い、一体……？」

「いま名乗ったとおり、悪魔ベリトだ。そんなことより」

　紫し乃の笛ぶえは馬の顔をもつ悪魔になっても、淡々とした口調は変わらなかった。恐れのあまり、うまく舌が回らない坊主頭に向けて、威厳たっぷりに告げる。

「同人誌をよこせ」

「ひいいいいいいいいッ！」

　坊主頭は手にしていた同人誌を放り投げて、一目散に逃げ出した。悪魔から同人誌をよこせと言われた人間は、おそらく彼が世界初だろう。

「あ、あわ、あわ……」

　メガネの高校生は腰が抜けたようで、その場から立ち上がれないでいた。

　紫し乃の笛ぶえはそれを気にも留とめず、坊主頭が落としていった同人誌を拾い上げる。そしてパラパラとめくりながら。

「ふむ、このこだわり抜いた靴下の脱がせ方……これは修正後の完成版だな。我ながら素晴らしい出で来き栄ばえと言えよう。おい、そこの貴様。これと表紙は同じだが、内容が微妙に違う同人誌の存在を知っているか？」

　メガネの高校生に話しかけても、彼は怯おびえた目を向けるだけで声を発しない。

　紫し乃の笛ぶえはため息をついて、ズボンのポケットからスマートフォンを取り出した。そのカメラでメガネの高校生を撮影すると、メールに添付して助手のステファニアに送った。

　するとそこで。

「う、噓うそ…………悪魔!?」

　後ろからそんな声が聞こえた。紫し乃の笛ぶえは振り返る。そこにいたのは、長い黒髪の女子高生だった。

　全身に緊張を走らせた女子高生は、通つう学がく鞄かばんを放り投げて、戦いの構えをとった。

「あたしは魔術結社、銀色の婚礼団所属の緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い。どうして実体をもった悪魔が、こんなところにいるの？」

　結ゆ衣いと名乗った女子高生に対して、紫し乃の笛ぶえはとぼけてみせた。

「……悪魔？　一体なんのことだ」

「あんたに決まってるでしょ！　どこからどう見ても、人間じゃないし！」

「失礼な。人を見かけで判断すると、ロクなことがないぞ」

「見かけで判断できるのよ！　馬の顔をした人間がどこにいるわけ!?」

「し、しかし、マンガ『ゴリラーメン』の主人公は、ゴリラ顔をしているが」

「あんたのそれは、馬うま面づらってレベルじゃなくて、実際に馬なのよ！　一体何者なの!?」

　紫し乃の笛ぶえは逡しゆん巡じゆんした結果、その場から逃げることにした。

「あ、待ちなさい！」

　結ゆ衣いの制止が聞こえたが、悪魔状態の紫し乃の笛ぶえには誰も追いつくことができない。足は二本だが、本物の馬を超える速度で、あっという間にその場から消えた。




　新世界から日につ本ぽん橋ばしの裏路地まで駆け抜けたところで、悪魔状態を解除。もとの人間の姿に戻ると、ステファニアに連絡をとった。

「もしもし、俺だ。さっき送ったメールの添付画像は見たか？」

『はい、確認いたしました。あの写真がなにか？』

「その写真の男は、貴様が例の同人誌を渡した少年と同一人物か？」

『いいえ、違います。彼はもう少し瘦せ型でした』

　紫し乃の笛ぶえは短く息を漏らした。

「やはりハズレか。おのれ、俺の同人誌は一体、どんな人間の手に渡ったのだ……」

　早く回収して、同人誌狩りを止めたいところだが、一向に見つかる気配がない。昨日からシェンルンには何度も電話をかけているが、それも繫つながらなかった。紫し乃の笛ぶえを警戒して、無視しているのだろう。

　するとステファニアは、ひどくあっさりと言い放った。




『わたくしが同人誌を渡した少年でしたら、串カツ屋の松まつ原ばらでアルバイトをしていましたが』




「なにぃ!?　それはどこの情報だ!?」

『昨日、わたくしがこの目で見ました』

　いつもクールで冷静な紫し乃の笛ぶえだが、さすがにスマートフォンを握る手に力がこもった。

「貴様ぁ……なぜ昨日の緊急会議でそれを言わなかった!?」

『申し訳ありませんマスター。聞かれなかったもので』

「天然なのか、俺を舐なめているのか、どっちだ貴様……？」

『無論、マスターのことは尊敬しております。そうでしたか、マスターは例の同人誌を持っている少年を探しておいででしたか。シェンルンさんの蛮行を阻止すると言っていたので、同人誌狩りをしている不良集団を撃退したいだけかと思』

　紫し乃の笛ぶえは聞き終わるより早く、通話を切った。

　……まあいい。やっと同人誌の行方を摑つかめたのだ。今回はそれでよしとしておこう。

　気を取り直して、さっそく新世界の串カツ松まつ原ばらに向かったのだが。

　店は閉まっていた。

「………………」

「どないしたんや、兄ちゃん？」カップ酒を飲みながらリヤカーを引いている中年男性に声をかけられた。「松まつ原ばらやったら、今日は定休日やで」

「むう…………！」

　紫し乃の笛ぶえは重く静かにつぶやいた。





◇　19時25分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






「ベリト？　さっきの奴は、確かにそう名乗ったの？」

　結ゆ衣いの問いかけに、メガネの高校生は頷うなずいた。

　それって、あたしが契約してるセーレやフラウロスより、序列の高い悪魔じゃないの……。

　悪魔ベリト。古代イスラエルのソロモン王が使役していたとされる七十二柱の一柱。序列は二十八番。錬金術師たちから崇拝される悪魔で、自身も錬金術を得意とする。

「い、一体なんなんですか!?　さっきのあれは、本物の悪魔なんですか!?」

　メガネの高校生はひどく混乱していた。それも無理はない。

　人間界とは違う次元に棲せい息そくしている生命体。それが悪魔だ。次元間の壁は不可視であり、系も閉じているため、本来なら生身のまま行き来することはおろか、覗のぞき見ることもできない。結ゆ衣いが扱うソロモンの魔術も、あくまで別次元に存在する悪魔から、その精神体だけを呼び寄せて身に宿し、力を使わせてもらっているに過ぎないのだ。

　しかし、ごくまれに、事象の乱れによって次元の壁に歪ゆがみが生じることがある。その場合、歪ゆがみの近くにいた存在が、違う次元へ飛ばされることになる。いわゆる神隠しだ。

　それは別次元に存在する悪魔が、生身の状態で人間界に来てしまうことも意味していた。

　結ゆ衣いが実体をもつ悪魔と出会ったのは初めてだが、各魔術結社にはそんな悪魔と交戦したという記録も残っている。つまり悪魔は、この世界にも人知れず存在しているのだ。

「僕にはわけがわからん……ヤクザだけでもあれやのに、悪魔とか非現実すぎるわ……」

「さっきのあれは、きっと悪魔じゃないわ。だから忘れなさい」

　結ゆ衣いはメガネの高校生を落ち着かせるためにそう言った。それでもきっと、彼は納得していないだろう。そして悪魔を見たという噂うわさが、ネットの掲示板を中心に流る布ふされるのだ。ほとんどの人間は信じないだろうが。

「それで、あなたが狙われた理由ってなんなの？　わかる範囲でいいから教えて」

「……たぶん、この同人誌やと思います。宇う城しろ組ぐみのヤクザが欲しがっているみたいでした。あと、さっきの悪魔も……ただ、その悪魔は、『これは違う』って言ってましたけど」

　結ゆ衣いはメガネの高校生からその同人誌を受け取ると、パラパラとページをめくってみた。

「…………!?」

　慌てて閉じる。一瞬だけ、パンツを脱いだ幼女がＭ字開脚をしているシーンが見えた。

「な、なによこれ！　ただのえっちなマンガじゃない！」

「はあ、それがエロ同人誌なんで……」

　メガネの高校生が結ゆ衣いから同人誌を取り上げて、気恥ずかしそうに言う。

　なんでヤクザや悪魔が、そんなものを欲しがるわけ……？

　まったく意味がわからない。しかし例の悪魔は、「これは違う」と言ったらしい。なんらかの仕掛けがある別の同人誌が存在するということだろうか。

　結ゆ衣いが追っているのは、日につ本ぽん橋ばし近辺で起きている連続爆破事件。しかし、ヤクザだけでなく悪魔まで探し求めている同人誌というのは、妙に引っかかる。もしかすると、事件はどこかで繫つながっているのかもしれない。魔術師としての勘だった。

　メガネの高校生が言うには、その同人誌の作者は紫し乃の笛ぶえ理り人ひと。赤あか盤ばん不ふ可か避ひというサークルの主宰らしい。同人誌の世界に詳しくない結ゆ衣いは、聞いたことがない名前だった。

　メガネの高校生を帰らせたあと、結ゆ衣いはスマートフォンで電話をかけた。連絡先は情報屋のキツネだ。

『また新しい仕事か、緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い』

「仕事っていうか、ちょっと聞きたいだけなんだけど……」

『私に情報を求めるなら、それは仕事であり、金が発生する。ツケが利きく飲食店とは違うぞ』

　相変わらず、お金にうるさい奴ね……。

「じゃあ仕事ってことでいいわよ。紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの同人誌って知ってる？」

『ああ。最近、宇う城しろ組ぐみが街の若い連中を使って、奴の新作を探しているようだな』

「そこまで知っていたのね。だったらその目的はわかる？」

『目的まではわからないが……その同人誌の内容なら知っている』

「それなら、あたしもさっき見たわ。ただのえっちな本でしょ。いや、待って。一応キツネが知っている内容についても教えてくれない？」

『……口頭では伝えにくい。あとでメールする』

「ありがとう。あと、その作者の紫し乃の笛ぶえ理り人ひとって男だけど、どういう人なの？」

『奴か……』

　キツネは一旦そこで言葉を区切ると、結ゆ衣いにとって衝撃の事実をもたらした。

『奴なら悪魔だよ』

「なっ……!?　ま、まさかそれって、あのベリトって奴!?」

『ああ。同人作家、紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの正体は、悪魔ベリトだ。そのことは式しき部ぶ庁ちようも知っているぞ。私と同じで、要監視対象者に指定されている』

　さっきの悪魔は、作者本人だったのね……。

「てゆーか、式部庁も知っていたって……日につ本ぽん橋ばしに悪魔がいるなら、そこに拠点を置く銀色の婚礼団にも教えてくれたっていいじゃない」

『式部庁は、お前たち西洋魔術結社を煙たがっているからな。魔術師同士の縄張り争いは、いつ見ても醜いものだ。それで、ほかに聞きたいことは？』

　いろいろ聞きすぎてもお金がかかるので、ひとまずはそこまでにしておいた。

『……では、今回の情報料は、あとで請求する。またいつでも頼ってくれたまえ』

「財布に余裕があったらね。あと、昨日頼んだシェンルンの情報も待ってるわよ」

　キツネは『了解』と言って、通話を切った。

　紫し乃の笛ぶえ理り人ひと……悪魔ベリト。昨日のシェンルンといい、妙な連中が日につ本ぽん橋ばしに集まっている。

「一体、この街でなにが起きているの……？」

　ぽつりとつぶやいたとき、スマートフォンがメールを受信した。さっそくキツネが、例の同人誌の内容を文面で送ってきたらしい。

　連続爆破事件の捜査は暗礁に乗り上げかけている。結ゆ衣いは事件がどこかで繫つながっている可能性を考えて、ひとまず悪魔やヤクザが探している同人誌を追ってみることにした。

　まずはその内容を把握して、同人ショップに聞き込みを……。

　メールを開いて確認する。

「…………こ、この内容で、聞き込みをしなきゃならないの？」





◇　19時30分…………ミーナ　◇






　日につ本ぽん橋ばしのアイドルバー、ピンク・ダイヤモンドの事務所に、怒声が轟とどろいた。

「お前ら、自分でなにをしたか、わかってるのか!?」

　陣じん内ないのその迫力に、ミーナはびくっと肩を震わせる。

　いつものんびりしているエルも、さすがに今回ばかりは反省しているらしい。ミーナと並んで壁かべ際ぎわに立ち、しゅんと項うな垂だれていた。

「お前らは、ライブで大乱闘をしたんだぞ!?　そんなアイドルは前ぜん代だい未み聞もんだ！」

「で、でも、あいつら、お客さんにまで手を出したから、つい、カッとなって……」

「言い訳はいらん！　三十人の不良相手に大暴れするアイドルなんて聞いたことあるか!?」

「……ありません」

　日につ本ぽん橋ばし公園のミニライブで起きた大乱闘は、茶髪たちが逃げ出したことで終息した。ただし客も同様に逃げ出しており、騒動が収まったころには、公園から完全に人の姿が消えていた。

　もちろんライブはそこで中断。そして撤収。現在にいたる。

「警察沙汰にならなかったから、まだよかったものの、ＳＮＳでは────祭りだ」

　ミニライブに来ていた客の何人かが、その大乱闘の様子を自分のＳＮＳに投稿していたらしい。いくつかの投稿は、さっき陣じん内ないに見せられた。「地下アイドルがヤンキー相手に大暴れ！」「戦うアイドルは、超強かった」といった投稿が、バッチリ写真つきでアップされており、たくさんの「いいね！」がついていた。ミーナたちにとっては、まったく「いいね！」じゃない。

「もしあんな投稿が、今度取材にくる音楽雑誌のライターの目に入ったら、お前らは終わりだぞ。いや、せっかく集まったファンを逃がした時点で、もう終わりだな」

「……本当にすいませんでした」

　ミーナはもう一度、深々と頭を下げた。エルもそれに倣ならう。

　ため息をついた陣じん内ないは手近な椅子に腰掛けた。タバコに火をつけて、煙を吐き出す。

「……まあいい。これでお前らのファンはゼロになったと思え。もう一度、ブリブリ路線で再スタートを切るんだ。例の過激な路線の曲は、今後二度とやらせない。いいな？」

「え……二度と、ですか」

「当たり前だ。本来ならクビ宣告をされてもおかしくない立場なんだぞ。お前らが本当にやりたい路線なんて、どうでもいい。黙ってプロデューサーの俺に従っていればいいんだよ」

「…………はい」




　エルと二人で、ピンク・ダイヤモンドを出る。どちらも反省しているため口数は少なく、ほぼ無言のまま一緒に歩き、難なん波ば駅えき付近で別れた。

　……はあ、やっちゃったな。

　ひとりになったミーナは、大きなため息をついた。落ち込んでいるときは、ビジュアル系バンドの曲を聞くに限る。スマートフォンにイヤホンを差して、耳に装着しようとしたとき。

「あ、探したぞ！」

　脇の道から、大勢の男たちがやってきた。夕方に日につ本ぽん橋ばし公園で叩たたきのめした不良集団だ。リーダー格の茶髪もいる。

「……なんか用？」

　意気消沈しているミーナは、ケンカ腰にもなれない。

　すると意外なことに、茶髪を筆頭にした不良集団全員が、一斉に頭を下げてきた。

「さっきは悪かった！」

「…………？」

「大事なライブをめちゃくちゃにしてしまって、ほんま申し訳ない！　許してくれ！」

「……別にいいよ。キレた私も悪いし。それじゃ」

　ミーナは踵きびすを返かえして、歩き出そうとした。

「待ってくれ！」茶髪が呼び止める。「俺たちはその……あんたのファンになったんや」

　耳を疑った。さっきケンカしたばかりなのに、この男たちはなにを言っているのか。

「三十人もいた俺たちを相手に、まったく怯ひるまないその度胸といい、あの激しい歌といい、あんたは最高やった。超かっこいいって思った。なあ？」

　茶髪が仲間たちに振り向くと、全員が「ああ」と頷うなずいた。

「……それがほんまなら、めっちゃ嬉うれしいけど」

「マジやって。あんたみたいなアイドル、見たことないわ」

　茶髪が言うと、仲間たちもそれに同調した。

「ああ、かわいいし、かっこいい！」「それにあの、撲殺撲殺って歌もすげーいいし！」

「……ありがとう。ありがとう！」

　ミーナは茶髪の両手を握って、ぶんぶんと振り回した。

　本当に嬉うれしかった。かわいいと言われたことはもちろん、なにより、自分がやりたい路線で認めてくれたことが。

　やっぱり、私を拾ってくれた竹たけ隈くまさんの言ったとおりや。続けていれば、いつか必ず結果が出る。誰になにを言われようと、自分の信じる道を貫き通したらええねん。こんなふうに、わかってくれる人だっていてるもん。

　フェスの取材に来るライターは、正統派アイドルしか認めない人物。それでも茶髪たちは、ビジュアル系路線の曲が好きだと言ってくれた。簡単に承諾してくれるとは思えないが、やっぱり陣じん内ないに、一曲だけでもやらせてほしいと頼んでみよう。ミーナはそう思った。

「……あのさ、それとは別で、頼みがあるんやけど」

　茶髪は少し言いにくそうに切り出した。

「あんたは日につ本ぽん橋ばしでアイドルやってるぐらいやし、街のことにも詳しいやろ。じつは、ちょっと恥ずかしいんやけど……俺らは、ある同人誌を探してるねん。赤あか盤ばん不ふ可か避ひってわかるか？」

「うん。紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの同人サークルやろ。私も好きやし、恥ずかしがることじゃないで」

　赤あか盤ばん不ふ可か避ひは十八禁だけでなく、全年齢対象のオリジナル同人誌も出している。その何冊かはミーナも持っていた。

「はは、話が早くて助かる。この間、その赤あか盤ばん不ふ可か避ひの新作が出たんやけど、一冊だけ内容の違う激レアな同人誌があるらしいんや。俺らはそれがどうしても欲しいねん」

「一冊だけ内容が違うもの？　なんなんそれ」

「俺らもよく知らんけど、いま出回ってるのは修正後の第二版で、修正前の初版本が一冊だけ存在するって噂うわさや」

「へえ、それは確かに激レアやん。あ、もしかしてこの前、同人誌のカツアゲをしてたのは、それを探し回ってたからか!?」

　ミーナが睨にらむと、茶髪は少したじろいた。

「い、いや、その……あれは悪かったと思ってるよ」

「……まあ信用するけど、カツアゲはほんまあかんで。それで、その激レア同人誌を手に入れて、どうするつもりなん？　売るの？」

「はは、そんな激レアなもの、売るわけないやん。コレクターとして欲しいだけや」

　それを聞いたミーナは、満足そうに頷うなずく。

「うんうん、なるほどなー。お兄さんたちは、紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの熱狂的なファンってわけか。そういうの素敵やと思うで」

　茶髪は口元を釣り上げて続けた。

「噂うわさによるとその初版の同人誌は、金髪の外国人がメガネをかけた高校生の男にプレゼントしたらしい。その男さえ見つかれば、譲ってもらえるか聞けるんやけど」

　金髪の外国人に同人誌をプレゼントされた、メガネの高校生……？

　ミーナには思い当たる節があった。

　先日の日曜日にアニメイトビルの近くで起きた、ひったくり事件。ミーナはそのとき近くにいた。そしてそのひったくりを撃退したメガネの高校生に、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの外国人女性が同人誌を渡したところも見ている。

「あれか……」

　その独り言に茶髪が反応した。

「心当たりがあんのか!?　さすがは日につ本ぽん橋ばしを代表する地下アイドル、その情報網も半はん端ぱじゃないな！　なんとかその男を探し出して、譲ってもらえるか頼んでみてくれへんか!?」

「うーん……」ミーナは考え込む。「まあ、ファンになってくれたお兄さんの頼みやし、レアな同人誌を欲しがる気持ちもわかるし、できればそうしてあげたいけど……」

「なにか問題でもあるんか？」

「……いや、なんていうか、同人誌が好きな男の子に、それを譲ってほしいとは言いにくい。まあ、その子がどこかの店に売ってしまった可能性もあるし、一応その辺りの同人ショップを探してからやな」

「サンキュー！　もしその同人誌を手に入れてくれたら、俺ら全員でフェスに行くから！　楽しみにしてるで、撲殺、撲殺、出会い厨」

　茶髪はミーナと連絡先を交換したあと、仲間たちと一緒に夜の雑踏に消えていった。

　それを見送ったあと、ミーナはぽつりとつぶやく。

「……激レアな同人誌を譲ってほしい、か。私に言えるかな……」













　　　幕間　とある原稿







　大おお阪さか日につ本ぽん橋ばしには、魔術師や悪魔、妖怪といった存在が、たくさん紛れている。

　懐疑的な貴方あなたなら、「そんなものは見たことがない。だから存在しないはず」と言うかもしれない。しかし彼らは、確かに実在するのだ。

　では、なぜ多くの人々は、そういった存在を目にする機会がないのか。それには世界に満ちている神秘否定の波動エネルギー、「ケイノン波」の影響がある。

　ケイノン波は「超常現象なんて存在しない」といった人々の無意識から生み出される不可視の波動で、事象の変異を拒絶する働きがある。

　魔術師の魔術は信仰の力。「神秘の力は存在する」といった信仰が、魔術を存在たらしめている。その一方で、世界に満ちているケイノン波──すなわち、人々が無意識的に放出している神秘否定の波動エネルギー値が上昇していくと、どうなるか。

　魔術の効力が弱くなり、術者の魔力次第では、魔術そのものが使えなくなってしまう。

　文明の発達によって、「超常現象なんて存在しない」という風潮はどんどん強くなり、ケイノン波のエネルギー値は、時代とともに少しずつ上昇している。だから昔は大勢いた魔術師も、現在では極端に減ってしまったのだ。

　悪魔や妖怪の場合はどうだろうか。彼らは本来、別次元に棲息する生命体なので、人間界にいること自体が非常に稀まれだ。もともと数少ない存在なのに、その全員がヒトに近い姿を維持している。そのため、正体に気づく人はまずいない。それもまた、世界に満ちているケイノン波の影響によって、本来の姿では人間界にとどまっていられないからだ。




　だから貴方あなたが魔術師や悪魔、妖怪といった存在と出会いたいのなら、まずは信じてみよう。

　超常現象はある。神秘の力は存在する。

　そう信じる人が世界中に増えていけば、神秘否定の波動エネルギー、ケイノン波の数値は下降線をたどり、やがて貴方あなたの前にもそういった存在が姿を現すことだろう。




　肝心なのは夢を抱くこと。夢とは憧れの世界を現実にする魔法の鍵である。
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　　　第五話　金曜日








◇　16時10分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






「えー、『赤あか盤ばん不ふ可か避ひ』、『陵辱』、『ロリ巨乳』、『アナル』、『ドリル浣かん腸ちよう』で検索したんですけど、やっぱり見つかりませんね。あ、検索ワードを『アヌス』に変えてみますか？」

「いちいち声に出さないで！」

　結ゆ衣いは日につ本ぽん橋ばしの小さな同人ショップで、例の同人誌に関する聞き込みをしていた。

　宇う城しろ組ぐみのヤクザや、悪魔までもが探し求めている同人誌。そこに一体、どういう仕掛けがあるのかはまだ摑つかめていない。摑つかめていないが、きっと事件に繫つながる秘密があるはずなのだ。

「……あ、今朝の買い取り履歴のなかに見つけました。えっと、タイトルは『真性・ジャイアニズム宣言　～お前のアナルをギッタギタ～』でお間違いないですか？」

「だから声に出さないでってば！」

　パソコンで検索をかけていた店員が、「いま持ってきます」と言って、店の奥に消えた。

　その小さな同人ショップの店内には数人の客がおり、それぞれ好奇心いっぱいの目で結ゆ衣いをちらちらと見ていた。

　くう……こんなの、公開処刑だわ。

　恥ずかしそうにもじもじしているところへ、店員がその同人誌を手に戻ってきた。

「お待たせしました。こちらになります」

　結ゆ衣いはそれをもぎ取ると、中身を確認した。

　昨日見たものと同じ、なんの変哲もないエロ同人誌だった。

　これはたぶん、ヤクザや悪魔が探しているものとは違うわね……。

　と思った瞬間、隣にいた客が、顔をぬっと突き出して覗のぞき込こんできた。

「ちょっ!?」

　慌てて本を閉じる。その客は、三つ編みに瓶底メガネという素朴な感じの女の子だった。制服姿なので女子高生らしい。

「ぐふふ……」

　彼女は不気味な笑顔を残して、立ち去った。

　……な、なんなの、あの子。

　その瓶底メガネの女子高生が店を出ようとしたところで、同じく制服姿の少年が入店してきた。恭きよう介すけだった。

「あ、湊みなとさん」

　恭きよう介すけが瓶底メガネの女子高生を見て言う。同じ学校なのかもしれない。

「……あ、あう、え、えっと。あう……」

　湊みなとさんと呼ばれた女子高生は、恭きよう介すけを前にして、なぜか挙動不審になっている。

　恭きよう介すけはそんな彼女の傍そばを抜けて、結ゆ衣いに近づいた。

「隠れオタじゃないか。俺の行きつけの同人ショップにいるなんて、さすがだな」

「た、たまたま寄っただけだし！　あたしオタクじゃないし！」

「とか言いながら、手にしているそれはなんだ？」

　まだエロ同人誌を持ったままだった。慌てて店員に突き返す。

「今のは赤あか盤ばん不ふ可か避ひの新作だろ。しかも十八禁で、どぎつい陵辱モノ。お前……やるな」

「ちょ、ちょっと手に取っただけじゃない。あんたはここでなにしてるの？」

「バイトまで時間を潰してたんだよ。それがまさか、こんなところでお前に会うなんてな。さてはお前、天才魔術師の俺を監視するために『機関』から派遣されたエージェントだろ」

「……いちいちツッコミを入れるのも面倒だわ」

　ふと入り口のほうを見た。恭きよう介すけとのやり取りを見ていた湊みなとが、店を出て行くところだった。

「あの子、恭きよう介すけの知り合いなの？」

「ああ。同じクラスの湊みなとさんだよ。いつもＢＬ同人誌を読んでる腐女子なんだ。話しかけても無視されるんだよな、ちくしょう」

「気が弱いだけじゃないの？」

「まあひとつ言えるのは、湊みなとさんは俺やお前と同じで、ゴリゴリのオタクってことだ」

「だからあたしはオタクじゃないってば！　忙しいし、もう行くからね！」

　結ゆ衣いは恭きよう介すけを残して、そそくさと店を出た。




「……なんでついてくるわけ？」

　結ゆ衣いは並んで歩く恭きよう介すけを見た。

「ぐううううう……！」唐突に恭きよう介すけが、メガネの上から片目を覆った。「お、俺の魔眼、『アストラル・ジャッジメント』が疼うずく……隠れオタの本性を暴けと疼うずいている……！」

　ようするに、バイトの時間まで暇なのだろう。

「悪いけど、あんたの遊びに付き合ってる暇はないの。あと、あたしオタクじゃないから」

「果たして本当にそうかな？　あの店を見ろ」

　急にシャキッとした恭きよう介すけが、前方の店を指差した。

　オタロード沿いにある「コトブキヤ」。入り口の上部にはアニメの告知看板が、でかでかと掲げられている。

「あの店は女性向けのアニメグッズも豊富でな。入ってみたいと思うだろ？」

　別に、とそっぽを向いた。

　確かに昔はアニメが好きだった。でもそれは、小さいころの話だ。深夜にも放送枠があると知るまでの結ゆ衣いは、アニメは子供が見るものだと思っており、成長するにつれて意図的に見ないよう心がけていた。

　……まあ、『ラグライブ』だけは好きなんだけど。

　女子アイドルグループの奮闘アニメ。深夜に放送していたそれをたまたま見て、一気に心が奪われた。あれにハマる男の子の気持ちはよくわかる。女の自分から見ても、二次元の女の子が歌って踊る姿は、超絶にかわいいのだから。

　そのアニメが好きなことは、誰にも言っていない。クラスの友達に知られたら、「結ゆ衣いってば女子のくせに、そんなゴリゴリの萌もえアニメが好きなん？」とバカにされるのは目に見えているからだ。

　……でも本当に面白いのにな、ラグライブ。

「お、今日はなんか、限定品が売ってるみたいだぞ」

　恭きよう介すけがコトブキヤの前で立ち止まった。結ゆ衣いもつられて足を止めると───。

　あ、あれは、ラグライブの……!?

「コトブキヤ限定、ラグライブのキャラクターフィギュアを販売中でーす。残り少なくなっておりますので、お早めにお買い求めくださーい」

　店員がメガホンを使って呼び込みをしていた。そのフィギュアは店頭に置かれたワゴンに積まれており、次々と客が押し寄せている。やはり女性よりも男性のほうが多かった。

「あ、あ……」

　結ゆ衣いは思わず両手を差し出して、ふらふらと近づこうとした。

「なんだその反応？　あ、お前ひょっとして、ラグライブの信者だな？」

「ち、違うし！　もうあたし、行くからね！」

　とは言ったものの、その場から動けない。

　ワゴンに積まれた限定フィギュアは、どんどん消費されていく。

「数量限定のフィギュアなんて跡形も残らないぞ。本当にいいのか？」

　と、恭きよう介すけ。結ゆ衣いは頭を抱えた。

「ううううう……」

　恭きよう介すけはワゴンの側まで行くと、結ゆ衣いを見て手招きをする。

「なにも恐れることはない。さあ、お前もこっちの世界に飛び込んでこい！　勇気を出せ！」

「ううううう…………うううううおおおおおおおおおおおッ！」

　結ゆ衣いは飛び込んだ。




　殺到する客たちと押し合いながら、限定フィギュアをゲットする。それで箍たがが外れてしまった結ゆ衣いは、勢いそのままに店内にも突撃した。そしてラグライブのラバーストラップや、タオル、缶バッジといったグッズを次々に買いあさった。お金が許す限り買いあさった。

　冷静になったあと、少しずつ後悔が襲い始める。式しき部ぶ庁ちようからもらっていた捜査依頼の前金にまで、手をつけてしまったからだ。

「はあ、はあ……や、やってしまったわ」

　そんな結ゆ衣いとは裏腹に、恭きよう介すけはとても嬉うれしそうだった。

「おめでとう隠れオタ。いや、お前はそこから脱皮した真のオタクだ。あらゆるグッズを吸い込んでいくその姿、まるでバキュームカーだったぞ」

「だからあたしはオタクじゃないの！　あんたにラグライブのなにがわかるのよ!?」

　結ゆ衣いの手には二つの紙袋。そのすべてが、ラグライブグッズ。これでオタクじゃないと言ったところで、説得力はない。

「とにかくあたしは忙しいんだってば！　早くどっか行ってよ！」

　恭きよう介すけを無視して歩き出したところで、

「兄ちゃんたち、なんか買って行かへんか」

　怪しいリヤカー引きの中年男性に捕まった。

「今日の目玉はこれや。世にも珍しい、逆向きに回転する扇風機。換気扇としても使えるで。二千円でどや？」

　中年男性はリヤカーの荷台に積んだガラクタの山から、型の古い扇風機を取り出した。

「え、いりませんよ」

　恭きよう介すけがおそるおそる言った。

「そうか？　じゃあ、このスイッチが潰れたアイロンなんてどや。文鎮代わりになるで」

　結ゆ衣いはリヤカーの中年男性を無視して、恭きよう介すけの背を押した。

「あんた、そろそろバイトの時間じゃないの？　ほらほら、早く行かなきゃ」

「え？　あ、ああ、ちょっと早いけど……じゃあ、またな」

　結ゆ衣いに追い払われる形で、恭きよう介すけは立ち去った。

　完全に人混みの中に消えたことを確認して、リヤカーの中年男性に向き直る。

「……あれでも一応、あたしの友達なんだからね。変なものを売りつけないでよ、パパ」

　中年男性──緋ひ良ら坂さか宗そう平へいは、手に持っていたカップ酒をぐびりと飲んだ。

「ほんまに、ただの友達なんか？　パパは結ゆ衣いが変な男にナンパされてんのかと思って、金をふんだくったろうと……」

　西洋魔術結社、銀色の婚礼団の代表、緋ひ良ら坂さか宗そう平へい。

　まともな職に就いていない宗そう平へいは、毎日リヤカーを引いて、新世界の裏路地で買ったガラクタを売り歩いている。本人いわく「街のパトロールと情報収集」を兼ねているらしいが、お酒を飲んでいるところからして非常に怪しい。

「そうや結ゆ衣い。捜査の進展はどうや？」

　宗そう平へいはただの酔っ払いから、魔術結社代表の顔つきになった。わざとらしいと思う反面、ちょっぴり頼もしいという気持ちも少しだけある。

「例の同人誌を探してるところよ。連続爆破事件と関係があるかは、まだわからないけど」

「そうか。気をつけろよ結ゆ衣い。お前の報告やと、今この街には、大陸の符術師に悪魔までおるわけやからな。危ないと思ったら、すぐに手を引くんやぞ。ところで……それなんや？」

　宗そう平へいは結ゆ衣いが持っている二つの紙袋を顎で指し示した。

「あ、そうだった。ごめん、パパ。式しき部ぶ庁ちようからもらった前金で買ってしまったの……資金に手をつけるなんて、ほんとに情けないわ」

　すると宗そう平へいは豪快に笑った。

「だっはっは！　安心しろ結ゆ衣い。パパもさっき、その金をパチンコに突っ込んで、メタメタにやられてきたところや。やっぱりワシらは、似たもの親子やな！」

「報酬の前金でパチンコしたの!?　しかもそれで負けちゃったわけ!?」

「だから言ってるやろ。銀色の婚礼団のモットーは、『見返りだけを求めない。大事なことはその先にある』ってな。つまりパチンコなんて勝てんでもええねん。大事なのは、プレミア演出を見られるかどうかや」

「賭け事に見返りを求めないなら、ギャンブルって言わないのよ！　いや、その前に捜査もしないで、なにやってんの!?　バカなの!?」

「なんで怒ってんねん。お前かって、前金で買い物を楽しんどるやないか」

　それを言われると、ぐうの音も出ない。どうしてこんなところで似てしまうのか。

「あ」宗そう平へいが素っ頓狂な声をあげた。「ええか結ゆ衣い。それぞれの事件はどこかで繫つながってる可能性が高い。危ない連中も関わってるわけやし、慎重に行動しろよ。魔術師は冷静さを失ったら終わりやからな」

　真面目な顔でそれだけ言うと、リヤカーを引いて走り去った。それも驚異的なスピードで。

　どうしたんだろ、パパ……？

　首をひねる結ゆ衣いだが、その理由はすぐにわかった。

「待てや緋ひ良ら坂さかァ！　支払い期限はとっくに過ぎてるんやぞコラァッ！」

　走り去った宗そう平へいのあとを、黒スーツのヤクザたちが追いかけていく。緋ひ良ら坂さか家にもよく訪れる借金取りだった。

「……はあ、うちって、いつまで貧乏なのかな。お金ほしい……」

　独り言をつぶやいたとき、ポケットの中のスマートフォンが振動した。紙袋を持ったまま器用に取り出して、首に挟む。

「もしもし？」

『私だ。シェンルンについて、いくつかわかったことがある』

　相手は情報屋のキツネだった。

『現在、悪魔や宇う城しろ組ぐみのヤクザたちが探している例の同人誌。どうやらシェンルンも、それを探しているらしい。というより、宇う城しろ組ぐみに探せと命じたのがシェンルンのようだ』

「なんですって……」

　あの符術師まで、例の同人誌を狙っている。この符合は一体なにを意味するのか。

『例の同人誌には秘密が隠されていてな。それは────』

　ちょうどそこで、大きなトラックが道を横切った。エンジン音に邪魔されたが、結ゆ衣いはかろうじてそれを聞き取ることができた。

「あの同人誌に、そんな秘密が……？　信じられないわ……」

『シェンルンがそれを求めている理由はまだ調査中だ。寝床も判明していないが、さっき堺さかい筋すじ沿いにある防犯グッズ店の店頭カメラをハッキングしたところ、奴の姿を捕捉した。数分前のことなので、まだ日につ本ぽん橋ばし界かい隈わいにいるだろう』

　どうやらシェンルン自ら、同人誌獲得のために動いているらしい。

　結ゆ衣いは礼を言って通話を切ると、緊張感を胸に、改めてあたりを探すことにした。

　ああもう、ラグライブグッズが邪魔ね……！　コインロッカーどこかな……。





◇　17時00分…………黒くろ塚づか恭きよう介すけ　◇






　少し早めの時間に串カツ松まつ原ばらに向かった恭きよう介すけは、その途中で、ちょうど買い出しに向かうところだった店長の八や重え花かとばったり遭遇した。暇なら付き合ってほしいと言われたので、一緒に近くのスーパー『玉手』にやってきた。

「いやー、恭きよう介すけくんが来てくれて助かったわ。ウチひとりやと、重い荷物も持たれへんし」

　八や重え花かはるんるんと踊りながら、恭きよう介すけに持たせたカゴにキャベツを放り込んでいく。こうして見ると、本当にただの中学生みたいだ。

「開店直前に買い出しなんて、仕込みとかできてるんですか」

「当然やん。昼過ぎから、必死のパッチでやってたで」

　必死のパッチ。阪神タイガースの選手がヒーローインタビューで多用する謎の関西弁。その意味は関西人でもよくわかっていない────らしい。

「ほんま、いつ来ても激安のスーパー玉手さんは庶民の味方やで。あとは……おやつかな。ほら、恭きよう介すけくん。こっちこっち」

「まさか、おやつまで経費で買うわけじゃないですよね」

　試しに言ってみたのだが、八や重え花かはぴたりと足を止めた。しばらく思案したあと、恭きよう介すけの腕にしがみついてきた。

「お兄ちゃーん、お小遣いちょうだーい」

「誰がお兄ちゃんだ。店長は俺にバイト代を払う立場でしょうが」

　身を離したロリ顔の八や重え花かは、大人顔負けのあくどい表情をする。

「ちっ、ケチ臭いのう。うちはツケを許しとる店やから、結構赤字やねんぞ。くそがぁ……」

　それにあんまり繁はん盛じようしてないですしね、と言いかけた恭きよう介すけだが、八や重え花かの顔つきが怖かったので黙っておいた。

「ん？　なんだこれ？」

　惣そう菜ざいコーナーに差し掛かったところで、不思議なものを発見した。

　紅ショウガの天ぷら、だと……？

　八や重え花かが首をかしげる。

「もしかして恭きよう介すけくんは、紅ショウガの天ぷらって知らんの？」

「……知らん。こんなものは見たことがない。おいしいんですか、これ？」

「めっちゃうまいで。そうかそうか、東京にはないんかー。こっちには紅葉の天ぷらだってあるのにな」

　葉っぱまで食うのかよ、大阪人……。

　八や重え花かは優位性を感じたのか、にんまりと笑って続けた。

「そや、東京にはあれもないんちゃう？　激安居酒屋の『鳥とり士し族ぞく』とか」

「あ、それならあります。サラリーマンにも大人気みたいです」

「うそん!?」大おお袈げ裟さに飛とび退のいた。「やるやん東京……でもさすがに『５５２の蓬ほう雷らい』はないやろ。あれを食べられへんなんて、かわいそうやなー」

「もちろんあります。あそこの肉まん、おいしいみたいですね」

「豚まんって言え！　ちゃんとからしもつけるんやで！」

「え、なんで肉まん……いや、豚まんにからしをつけるんですか？」

　大阪のコンビニで肉まんを買うと、必ずからし入りの小袋がついてくる。それをつけて食べるのが主流なのだ。

　食文化の違いに困惑しながら、惣そう菜ざいコーナーを抜ける。次に通りかかったドリンクコーナーで、恭きよう介すけは知人を見かけた。

　その人物は手にしたカフェラテを見つめながら、ぶつぶつと独り言をつぶやいている。

「ぐふふ……ハンスってば、そんなに私を見つめてどうしたん？　あ、違うな。私の肩越しに天井のラインハルトを見つめてるんか。でも、どんなに見つめ合っても、二人は決して届かない距離にある。これ悲しい話やで…………はうっ!?」

　相変わらず物質を美少年に脳内変換していた湊みなと町まち子こは、真横にいた恭きよう介すけを見て飛とび退のいた。

　向こうが気づいた以上、無視するわけにもいかない。恭きよう介すけは片手をあげて応じた。

「さっきも同人ショップで会ったよな。えっと……湊みなとさんも買い物か？」

「あがががが……」

　恭きよう介すけだって、あまり話したことがないクラスメートには声をかけづらいのに、町まち子こはそれよりもひどい極度のコミュ障。だからいつも無視されるか、すぐに立ち去ってしまうのだが。

「あ、あの、ああ、あああ、あのの、え、ええええ、えっと、とと……」

　今回は様子が違う。なにか言いたいことがあるようだった。

「おーい、恭きよう介すけくん！　なにしてんのー!?」

　ひとりで先に進んでいた八や重え花かが、遠慮のない大声で呼ぶ。

「あ、すいません店長。ちょっと知り合いと会ったんで……あれ」

　町まち子こはいつの間にか消えていた。

　一体なんだったんだ。湊みなとさん、なにか言おうとしてたみたいだったけど……。




　その疑問は、串カツ松まつ原ばらに戻ったあと、さらに膨れ上がることになる。

　ノートパソコンをさわっている八や重え花かを尻目に開店準備を進めていると、恭きよう介すけのスマートフォンに電話がかかってきたのだ。その湊みなと町まち子こから。

　店内の掃き掃除の手を止めて、訝いぶかしく尋ねる。

「あのさ、なんで俺の番号を知ってるんだ？」

『……くく、クラスの、れれ、れ、連絡網…………ぐふふ』

　はっきり言って、不気味極まりなかった。急に電話があったことはもちろん、その重くたどたどしい口調まで、なにもかも。

「あのさ、切っていいかな？」

『ま、待って……そ、その、あ、明日の朝、あ、あいてる？　はあ、はあ……』

　明日は土曜日で学校は休み。だから朝はあいているのだが、なんだか危険な香りがする。

「用件は？」

『きき、き、聞きたいこと、ある……るる……』

「だったら今聞いてほしいんだけど。てか、なんでさっきのスーパーで聞かなかったんだ」

『……も、もう、ここ、これ以上は、無理……あ、明日、十一時に、すす、スーパーキッズランドの、キャラ館前……がはっ！』

　そこで通話が切れた。ツー、ツー……。

「単純に怖い」

　八や重え花かが興きよう味み津しん々しんの顔を向けてくる。

「なんや恭きよう介すけくん。さっきの女の子からデートに誘われたん？」

「いや、そういうわけじゃない……と思うんですけど」

　八や重え花かは忍び笑いを残して、店の奥に引っ込んだ。ホールには恭きよう介すけひとりになる。

　……湊みなとさん、一体なんの用事だろ。まさか店長の言うように、本当にデートの誘い？　いやいや、ロクに話したこともないクラスメートだぞ。アニメじゃあるまいし……はっ!?　まさか俺のなかに眠る主人公属性がついに覚醒したとか!?　そして俺はこれから魔術師としての力が開花して、非日常の異能バトルに巻き込まれていく運命さだめに……。

「……ふふ、だったらいいな。『そこにいるのはわかっているぞ！』なんて言ったりして」

「ほう、よく気づいたな」

　後ろから声がしたので、振り向いた。

　現在ホールには自分ひとりだと思っていたのに、いつの間にか見知らぬ男が立っていた。

　銀髪のクール系美青年。まだのれんも出してないのに、勝手に入ってきたらしい。

「あの、まだ開店前なんで……」

　言うと同時、相手の男は言葉をかぶせてきた。

「気配を断っていたつもりだったが、まさか勘付かれるとはな…………貴様、何者だ？」

　おっ、なんだよ、この人。結構ノッてくれそうじゃないか。これは遊ぶしかないだろ。

「……黒くろ塚づか恭きよう介すけ。魔術師だ」

　口元を釣り上げて言った。ここは相手に対して、やや半身になるのがポイントだ。

「魔術師だと？　すると貴様は、あの同人誌の秘密にも気づいているわけだな」

「え、同人誌の秘密？」途端に白けてしまう。「いやいや、悪くない雰囲気だったのに、そういう単語を持ち出してきたらダメでしょ。小道具設定を入れるなら、せめて『魔導書』とか言ってほしいんですけど」

　銀髪の美青年はペースを崩さず、無表情のまま言った。

「やはり知っていたか。いますぐよこせ。貴様が以前、金髪の女からその同人誌を譲り受けたことは調べがついているのだ」

「えっと……それって赤あか盤ばん不ふ可か避ひの新作のことですか？　確かにもらいましたけど、なんですか急に。あげませんよ。とにかく外で待っていてください。すぐに店を開けますから」

　厨二遊びが中断されたと思った恭きよう介すけは、銀髪の美青年に背を向けた。

「ふむ……渡す気がないなら仕方ない。こちらも手段を選んでいるわけにはいかんのでな」

　銀髪は深呼吸をすると、大声で叫んだ。




「我が名は、二十六の軍団を率いる、序列二十八番の悪魔ベリト！　世界よ、その名を認識するがいい！」




　その言葉で恭きよう介すけは振り返った。それはもう、嬉き々きとして。

「……ははっ、なんだよお客さん。やっぱりノリノリじゃないですか。同人誌の話ばっかりするから、やる気ないのかと思っちゃいましたよ。再開ってことでいいですね？」

　銀髪の美青年は首を傾かしげていた。

「なぜだ。なぜ悪魔化できん……？　世界よ、我が名はベリトだ！　認識せよ！」

「ふっ、無駄ですよ。お客さん」

　恭きよう介すけはまた半身になって言った。

「たった今、この俺が禁呪結界『永遠に眠りフイールド・オブし王の聖域・エンデユミア』を展開しました。そこでは悪魔の力が無効化されてしまうんです。つまり、あなたの目もく論ろ見みは────失敗したんですよ」

「禁呪結界だと？　貴様、さてはただの魔術師ではないな!?」

「おっと失礼。さきほどの挨拶では足りませんでしたね。天才魔術師の黒くろ塚づか恭きよう介すけです」

「むう……！　どうやらこの街には、恐るべき男がいたようだ……！」

「ククク、気づくのが遅かったようですね。さあ己の無力さを嘆き、月に咆ほう哮こうするがいい！」

　恭きよう介すけがノリノリで指を突きつけたとき。

「なにを遊んどるんや」

　後ろから八や重え花かがハリセンで頭を引っ叩ぱたいた。どうしてそんなベタなアイテムがあるのかは恭きよう介すけも知らない。銀髪の美青年は彼女に指を突きつけた。

「松まつ原ばらぁ！　貴様、とんでもない能力者を手駒にしたな!?」

「なに言ってんねん。恭きよう介すけくんはちょっと厨二病が入ってるだけやから、気にせんといて」

　恭きよう介すけは唇を尖とがらせて拗すねた。

　……別に厨二病だっていいじゃんか。現実に異能バトルが起きないなら、遊ぶときぐらいそれに浸ってもさ……。

「厨二病？　いや、そんなバカな。確かに俺は……」

　考え込む銀髪に向かって、八や重え花かはひらひらと手を振った。

「ほらほら、もう店を開けるんやから出て行って。それとも、今まで溜たまったツケを払ってくれるんか？」

「……くっ、おい貴様！　バイトをあがる時間は何時だ!?」

　恭きよう介すけが「十時」と答えると、銀髪は「そのとき、また来る」と残して店を出て行った。

　それを見送ったあと、恭きよう介すけは八や重え花かに向き直った。

「この店って、面白いお客さんが多いですね。今の人は常連さんなんですか？」

　八や重え花かは面白くなさそうに答える。

「うん。紫し乃の笛ぶえ理り人ひとっていう同人作家らしいわ。ツケばっかりのな」

「紫し乃の笛ぶえ理り人ひと!?」

　恭きよう介すけは目を見開いた。八や重え花かがきょとんとした顔で頷うなずく。

　今の客が、俺の尊敬する赤あか盤ばん不ふ可か避ひの紫し乃の笛ぶえ理り人ひと……そうか、その作者が同人誌をよこせって言ってきたのは、サインをしてやるからよこせって意味だったのか。

「そうとも気づかずに俺は……くっ、これじゃ、ファン失格じゃねーか……！」

　紫し乃の笛ぶえは十時にまた来ると言った。それはつまり、まだサインをもらえるチャンスが残されているということだ。そう結論づけた恭きよう介すけは、

「すいません店長！　俺、家から同人誌を取ってきます！」

「ええっ？　ちょっと待ちーな、恭きよう介すけくん！　もう開店時間やで!?」

　八や重え花かの制止も聞かずに、店を飛び出した。





◇　18時05分…………手て代しろ木ぎ寿とし也や　◇






「はい、では移動になりまーす」

　日につ本ぽん橋ばしの北、千日前サウスロードを歩いていた手て代しろ木ぎは、テレビのロケ隊を見つけた。ちょうど撤収するところらしく、カメラや照明のスタッフたちがロケ車に機材を戻している。

　興味本位で眺めていると、すぐにその好奇心を悔いた。見知った男の姿を見つけたからだ。

「あ、手て代しろ木ぎさん！」

　相手も手て代しろ木ぎに気づいて、駆け寄ってきた。撮影スタッフと話していたその演者は、人気の漫才コンビ・ストレートパーマの西にし村むらだった。

　手て代しろ木ぎは苦笑いをして、片手をあげる。

「……よう、西にし村むら。この収録はお前の？」

「はい。今度やる特番で、ピンの街ブラっす」

　西にし村むらはコンビだけではなく、ピンの仕事も増えつつあるようだった。

「そうか。がんばってるな西にし村むら」

「いやー、俺なんて、まだまだっすよ。手て代しろ木ぎさんはここでなにをやってたんすか？」

　宇う城しろ組ぐみから依頼されたブツを求めて、あてもなくうろついていた。なんてことは言えない。

「ははっ、ちょっと次の漫才ネタを考えるために、街を歩いていただけや」

　西にし村むらは素直にそれを信じた。

「相変わらず、研究熱心ですね。養成所時代に見せてもらったネタ、めちゃくちゃ面白かったですもん」

「何年前の話やねん。俺は未いまだに事務所の舞台にも上がれてないのに」

「でも俺は手て代しろ木ぎさんのコンビ、すげー面白いって思ってます。構成作家やプロデューサーの見る目がないんすよ」

　手て代しろ木ぎにとって、西にし村むらは素直で謙虚で、本当にかわいい後輩だ。だからその言葉にも裏がなく、純粋に褒めてくれているのだと思う。しかしその純粋さから出た言葉は、ときに刃物となって胸をえぐる。売れていない先輩が売れている後輩から「面白い」と言われたところで、それはお世辞どころか、ただの暴力でしかない。

「西にし村むらくん。ファンと喋しやべってないで、早く次の現場に行くよ」

　ロケ隊のディレクターらしき男が言った。

「違いますよ。この人はファンじゃなくて、俺の先輩……」

「いや、ええ」手て代しろ木ぎは西にし村むらの言葉を遮った。「俺はお前の、ただのファンや」

　西にし村むらが乗ったロケ車を、笑顔で見送る。もしかすると引きつっていたかもしれないが、それでも見えなくなるまで、ちゃんと見送った。

　……俺はあいつの先輩芸人やのに。

　胸中でそうつぶやくのが精一杯。単独ライブもこなし、テレビにまで活動の場を広げている西にし村むらは、自分にとって確かに憧れの的なのだ。ただのファンと言ったのも間違ってはいない。

　突然、太い腕が首の後ろから巻きついてきた。

「よう手て代しろ木ぎ。暗い顔してやがるな」

　宇う城しろ組ぐみの上うえ林ばやしだった。

「それはそうと、例のブツは見つかったのか？」

「す、すいません、まだです……似顔絵はへたすぎるし、あんなエロ本を持ってる男なんて、そう簡単には見つかりませんよ」

「エロ本じゃない。同人誌と言うらしい」

「はあ……」

　これまでずっとお笑い一筋だった手て代しろ木ぎは、同人誌という単語にも馴な染じみがなかった。詮索はしない約束なので聞けないが、どうしてヤクザがそんなものを欲しがっているのか、気になって仕方がない。

「待てや緋ひ良ら坂さかァァァッ！」

「もう少しだけ猶予をくださぁぁぁぁい！」

　手て代しろ木ぎたちの目の前を、中年の男が横切っていった。その後ろを黒スーツの男たちが追いかけていく。

　上うえ林ばやしがタバコをくわえて、つぶやいた。

「あれはうちの組の回収担当でな。さっきの男から借金の取り立てをしているところだ。お前もああなりたくなかったら、早く売れっ子になるんだな。これでも応援してるんだぜ」

　とは言うものの、まったく感情は込められていない。上うえ林ばやしにとって手て代しろ木ぎなど、路ろ傍ぼうの石のようにどうでもいい存在なのだ。

　そこで、ぐうとお腹なかが鳴る。

「なんだお前？　腹減ってんのか」

「は、はい。節約のために、一日一食にしているんです……」

　上うえ林ばやしはディオールの財布から一万円札を取り出した。それを手て代しろ木ぎのポケットにねじ込む。

「取っとけ」

「え？　い、いやいや、いいですよ！」

「二度も言わせるな。これは報酬の一部前倒しだ。つまり、お前はなにがあっても、例の同人誌を手に入れなければならない。もしできなければ、その一万円は俺がお前に貸した借金として、必ず取り立てる。金利はトイチだ」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ……」

「そうだ、あとこいつもやる。うまく使えよ」

　続いて渡されたのは、手て代しろ木ぎもよく通っている串カツ松まつ原ばらの割引券。上うえ林ばやしはそれ以上なにも言わず、踵きびすを返かえして立ち去った。

　あかん……上うえ林ばやしさんから、金を借りてもうた。これはいよいよ、本気で探さんとやばいで。

　冷や汗を拭った手て代しろ木ぎは、受け取った松まつ原ばらの割引券を見た。上うえ林ばやしの一万円には手をつけたくないが、空腹時の割引券の魅力は相当なものだった。

「まあ、軽く腹ごしらえしとくか……それにしても上うえ林ばやしさん、こんな串カツ屋の割引券を持ってるなんて、意外と庶民的なところがあるんやなぁ」




　新世界まで歩き、串カツ松まつ原ばらののれんをくぐる。女子中学生のような店主が笑顔で出迎えてくれた。相変わらず、客はほかに誰もいない。

　いつものテーブル席に着いた手て代しろ木ぎは、ビールの中瓶と串カツの盛り合わせを注文した。

　それでも千円ちょっとの安さ。万年金欠の手て代しろ木ぎには、本当にありがたい店だ。さらに上うえ林ばやしからは、全品50パーセントオフの割引券をもらったので、五百円程度で済んでしまう。

　報酬がかかってる以上、上うえ林ばやしさんの依頼もなんとかしたいけど……。

　鞄かばんから例の似顔絵を撮影した写真と、同人誌の表紙写真を取り出す。手がかりはこれだけ。似顔絵はへたすぎるので、メガネをかけた男という以外はまったくわからない。どう探したらいいか、皆目見当がつかない。

「ごめんなー、お客さん。ちょっとバイトの子が出払ってて、全部ウチひとりでやらなあかんねん。ほんま、なにしとるんやろ、恭きよう介すけくんは……」

　店主の八や重え花かが、冷蔵庫から中瓶を取り出したところで。

「ただいま戻りましたー」

　前にも見たことがあるバイトの少年が駆け込んできた。鞄かばんは持っておらず、丸めた薄い冊子を手にしている。

「恭きよう介すけくん、もうお客さん来とるんやで。ほら、はよ運び」

「はーい」

　恭きよう介すけと呼ばれた少年が、その冊子をカウンターに置いて、八や重え花かから中瓶を受け取る。

　手て代しろ木ぎは何気なく、本当に何気なく、それを見た。

　そして驚きよう愕がくする。戦慄が走る。

　あ、あれは…………ッッッ!?

　手にした同人誌の写真と、カウンターに置かれたそれを見比べる。表紙はまったく同じ。スクール水着を着た女の子が、切なげな目でこちらを見ている絵だ。

　そしてそれを持ってきたのは、へたくそな似顔絵と同じ、メガネをかけた少年────。

「もろたぁぁぁぁぁッ！」

　手て代しろ木ぎはカウンター上の同人誌を掠かすめ取とった。そのまま身を反転させて、店を飛び出す。

「ああっ!?　俺の同人誌！」

　背中に飛んでくる恭きよう介すけの悲鳴。

　目的の同人誌を強奪した手て代しろ木ぎは、胸中で詫わびながら新世界の街を駆け抜ける。手近な駐車場に飛び込むと、車の陰に身を潜めて電話をかけた。相手はもちろん上うえ林ばやしだ。

「上うえ林ばやしさん！　例のブツを手に入れました！」

『……本当か？』

「はい、たぶんこれで間違いありません！」

『よくやった手て代しろ木ぎ。ジョーシン電機の裏手にある日東公園はわかるか。そこに例の人を呼んでおくから、直接渡してこい』

「了解し…………あっ！」

　駐車場の外に、制服姿の恭きよう介すけがいた。手て代しろ木ぎを追いかけてきたのだ。あたりをキョロキョロと見回しながら、

「どこだ食い逃げ犯!?」

「いや、まだ食ってへんやろが！」

「そこかぁぁぁッ！」

　見つかってしまった。

　あ、あかん、つい芸人のサガでツッコミを……！

　手て代しろ木ぎはスマートフォンをポケットに入れると、素早く駆け出した。





◇　18時40分…………黒くろ塚づか恭きよう介すけ　◇






「はあ、はあ、くそっ、なんだよ、あいつ！　めちゃくちゃ足速ぇ……ッ！」

　恭きよう介すけは同人誌を盗んだ若い男を追って、ひたすら走っていた。

　そもそも運動は苦手なのだ。体育のランニングでも最高記録は後ろから三番目。女子と一緒に走ったマラソンだって、全員に追い抜かれてしまったほどだった。

　それでも足を止めるわけにはいかない。あれは大切な同人誌で、紫し乃の笛ぶえ理り人ひとからサインをもらう予定なのだ。絶対に盗とられたくないという気持ちが、火事場の底力を生む。

「うおおおおおおおおおおおおッ！　俺の同人誌返せぇぇぇぇぇッ！」

　前を走る男には追いつけなくても、なんとか引き離されずについていく。そのまま阪神高速道路の下を抜けて、日につ本ぽん橋ばしに入った。そこはひと気ない街の裏手だ。必死で足を交互に動かして、犯人の男を追う。追う。追う────。

　やがてその男はジョーシン電機の近くにある、日東公園に駆け込んだ。その公園に佇たたずんでいた黒スーツの糸目の男に「あんたがシェンルンさんやな!?」と言いながら、押しつけるように同人誌を渡す。

　そして後ろの恭きよう介すけを一いち瞥べつすると、「ほんまごめん！」と言い残して、走り去った。

「はあっ、はあっ……」

　恭きよう介すけは公園に入ったところで、膝に手をついた。肩で息をしながら、糸目の男──シェンルンと呼ばれたその男に、ゆっくりと近づく。

　シェンルンは逃げることもせず、受け取った同人誌の中身を確認していた。

「……間違いない。これだ」

「はあっ、はあっ……そ、それは俺の同人誌なんだ。返してくれ……」

　そこでようやくシェンルンは、恭きよう介すけを見た。いままで存在にも気づかなかったような目で。

「悪いがこの本は、私に譲ってほしい。いくら払えばいいかな？」

　言いながら、ズボンの後ろポケットに手を入れた。

「はあ、はあ、金なんていいから返してくれ……」

「子供のくせに、大人の言うことを素直に聞かないのは感心しないな」

　シェンルンは細い目に、鋭い殺気をみなぎらせた。

　……この人、どっかで見たことがあると思っていたら、前に結ゆ衣いと厨二ごっこで遊んでいた中国人じゃないか。高校生から同人誌を取り上げるなんて、最低のオタクだな……。

「譲る気はない、ということかな」

　動かない恭きよう介すけを見て、シェンルンはため息をついた。

「だったら申し訳ないが、少し眠ってもらおう。手荒な真ま似ねを許してほしい」

　言いながらスーツの内ポケットに手を入れる。

　…………!?

　拳銃でも出されるのかと思った。それだけの迫力が、シェンルンにはあった。

　まさか同人誌のためにそこまで……？　と考えたのも束つかの間ま。ポケットから取り出されたのは、独特の筆使いで記号のような文字が記された霊符だった。

「滅鬼除悪────破ッ！」

　裂れつ帛ぱくの息を吐いたシェンルンが、その霊符を勢いよく投げつけた。霊符は空気の抵抗を受けて、ひらひらと舞いながら、ゆっくりと地面に落ちていく。

　シェンルンは首を傾かしげていた。

「またか。なぜ私の魔術が発動しない？」

　その男と同様に首をひねっていた恭きよう介すけだが、やがてふっと笑った。

「……はは、なるほどね。おじさんもそうでしたか。いや、一瞬、本気でビビっちゃっいましたよ。ほんと大阪には、ノリノリな人が多すぎますって」

「なんのことかな？」

　怪け訝げんな顔をしているシェンルンの前で、恭きよう介すけは満足そうに何度も頷うなずいた。

「あれでしょ？　おじさんは俺が結ゆ衣いと同類だと思って、厨二ごっこがしたくなったんですよね。同人誌……いや、『魔導書』をめぐる魔術バトル。だったら最初からそう言えばいいのに」

　まったく、オタクをこじらせた大人って、回りくどいなあ。

　そう考えながらも、今度こそ厨二ごっこができると思った恭きよう介すけは、やっぱり嬉うれしかった。さっきの紫し乃の笛ぶえとの遊びは、八や重え花かの無粋なひと言で中断されてしまったから。

「なにを言っているかわからんが……私の魔術を封じたのは、キミの仕業か？」

　いい感じだ。もちろん恭きよう介すけはノリノリで答える。相手に対して半身になるのも忘れない。

「そのとおり。俺の魔眼『アストラル・ジャッジメント』が、魔術を無効化するフィールドを展開した。これでもう、あんたに勝機はないぜ。わかったらその『魔導書』を返しな」

「……この本が魔導書ということまで知っているのか」

　シェンルンも恭きよう介すけに倣ならい、半身になって身構える。

「どうやらキミも魔術師のようだが、どういった魔術を使うのかな？」

「あらゆる魔術系統に属さない、最新鋭の魔術。それが俺の扱う────夢む創そう魔術だ」





◇　18時55分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






　なんなの、あいつ……？　ただの厨二病じゃなかったの……？

　結ゆ衣いは日東公園の遊具の陰で、恭きよう介すけとシェンルンの対たい峙じをこっそり覗のぞき見ていた。

「本当にシェンルンの魔術を使えなくしてるみたいだし……一体何者なのよ」

　キツネからシェンルンの居場所について情報をもらった結ゆ衣いは、数分前、この公園で目的の男を発見した。先に公園にいたのは結ゆ衣いで、シェンルンはあとからやってきた。急なことだったので、つい咄とつ嗟さに、遊具の陰に隠れてしまったのだ。

　聞きたいことはいろいろあった。先日はなぜ少女を追っていたのか。なぜ紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの同人誌を探しているのか。連続爆破事件には関与しているのか。

　普通に切り出してもはぐらかされるのは明白だったが、いつまでも隠れているわけにはいかない。ひとまず真っ向からぶつかってみようと思ったところで、同人誌を持った二十歳過ぎの男が現れ、そのすぐあとに、恭きよう介すけがやってきたのだ。

　しかもその恭きよう介すけまで、同人誌をよこせと言っている。

　まさかあいつも、この事件になんらかの関係が……？

　そう思った結ゆ衣いは、もう少しだけ隠れたまま様子を見ることにした。しかし相手は自分よりも格上の符術師、シェンルン。かつては妖怪退治を生なり業わいにしていた退魔師とも聞いている。もし恭きよう介すけがピンチになったら、いつでも飛び出せるよう身構えながら。

「ムソー魔術？　聞いたことないが」

　シェンルンが言った。結ゆ衣いだってそんな魔術は聞いたことがない。

「夢、幻を創生する魔法の術と書く。あんたが知らないのも無理はないぜ。なにしろ俺が編み出した独自の魔術体系だからな」

「それが事実なら、キミはよほど優れた魔術師ということになる。名前を聞いておこうか」

「天才魔術師の黒くろ塚づか恭きよう介すけだ」

「黒くろ塚づか恭きよう介すけ……なるほど。その自信、本物のようだな」

　シェンルンがわずかに後退した。

　あの男が恭きよう介すけに気け圧おされている。こっそり見ている結ゆ衣いは、まだ信じられなかった。

「どこの魔術結社かは知らないが、まさかこの街で、キミのような魔術師に出会うとは思わなかったよ。魔術を無効化するフィールドを展開したと言っていたが、攻撃してこないところを見ると、それはキミ自身にも適応されるのではないかな？」

「…………くっ」

　恭きよう介すけは苦い顔をした。

「ふっ、図星か。一方、私には少しばかり体術の心得もある。キミはまだ未熟な高校生のようだし、徒手空拳の私でも十分に退しりぞけられるだろう」

　シェンルンは同人誌を手にしたまま、腰を落として肉弾戦の構えをとった。対する恭きよう介すけは、身動きひとつしない。

　……もしかして、やばい感じ!?

　結ゆ衣いが遊具の陰から飛び出そうとしたときだった。

「…………くっ、くっくっく、ふはーっはっはっは！」

　恭きよう介すけが突然、高笑いを始めた。

「なにがおかしいのかな？」

　結ゆ衣いの胸中を代弁したように、シェンルンが言う。恭きよう介すけは眉間を押さえながら、やれやれと首を左右に振った。

「確かに俺が展開したのは、魔術を使えなくするフィールドだ。でもな、当然ながら天才魔術師の俺に、その法則は通用しない。刮かつ目もくせよ……カエヤ・ラバツマ・ロゲア・イダトイバ！」




　謎の呪文を発した恭きよう介すけは、手のひらに────炎を生成した。




「なにぃ!?」

「う、うそ……!?」

　シェンルンと同様、こっそり様子を見ている結ゆ衣いでさえ、驚きのあまり声をあげた。

　やっぱりあいつ、本物の魔術師なんだ……！

「ば、バカな……！」

　シェンルンは戦いの構えを維持したまま、じりじりと後ずさった。恭きよう介すけは右手の炎を維持しつつ、ゆっくりと間合いを詰めていく。

「魔術を封じられたあんたと、未いまだに使える俺。形勢逆転だな。それに俺には体術の心得なんてないから……武器を使わせてもらうぜ」

　すると右手の炎が、瞬時にステッキに変化した。

「むう、魔導素子を瞬間的に組み替え、炎から棍こんを生成したか……相手にとって不足なし！」

　シェンルンが飛びかかろうとした刹那、恭きよう介すけはステッキを振り抜いた。敵の足元が派手な音を立てて、小さく爆はぜる。

「くっ、爆裂系の魔術まで扱うか……なっ!?」

　カチャン。

　いつの間にかシェンルンのすぐ隣にいた恭きよう介すけは、敵の左手と公園の街灯を素早く手錠で繫つないだ。シェンルンが爆はぜた地面に気を取られている隙に、近づいていたらしい。

「別のものに意識を向けさせておき、こちらは大胆にほかの行動をとる。夢む創そう魔術の基本となるミスディレクションだぜ」

　魔術だけでなく、行動まで封じてしまった。恭きよう介すけはそんな無抵抗の男から、軽々と同人誌を取り上げた。

「ま、待て、貴様……！」

「やれやれ……最強の魔術師の俺を倒したければ、核兵器でも持ってくるんだな」

　そして颯さつ爽そうと去っていく。

「……す、すごいわ。本当になんなのよ、あいつ……？」

　結ゆ衣いはまだ動けなかった。自分でさえ勝てなかったシェンルンを、こうもあっさりと手玉に取ってしまった男、黒くろ塚づか恭きよう介すけ。ただの厨二病と思っていたが、認識を改めなければならない。

　あいつ、うまく正体を隠していた凄すご腕うでの魔術師だったのね……やられたわ……！

　手錠で左手と街灯が繫つながれているシェンルンは、なんとかそれを引きちぎろうと躍起になっている。結ゆ衣いは選択を迫られた。そんなシェンルンから情報を引き出そうと試みるか、同人誌を手に入れた恭きよう介すけを追いかけるか。

　思考は一瞬のこと。結ゆ衣いは恭きよう介すけを追うことにした。キツネが言ったとおりなら、あれは危険なものなので、最優先で確保しておきたい。恭きよう介すけが魔術師だと判明した今なら、なおさらだ。

　それにシェンルンなら、こっちが同人誌を手に入れておけば、いずれ向こうから接触してくるに違いない。目的を聞くのはそのときでいい。

「問題は、あたしの実力で、あの凄すご腕うでの恭きよう介すけから同人誌を奪えるかどうかね……」

　それでも絶対にやってみせる。結ゆ衣いは決意と緊張を胸に、日東公園を飛び出した。




　結論から言うと、あまりにも簡単に、あまりにもあっさりと、それは成功した。

　近くの信号で足を止めていた恭きよう介すけは、同人誌を持ったまま、スマートフォンで電話をかけていた。「勝手に店を出てすいません！」と謝っていたので、おそらくバイト先の八や重え花かに電話していたのだと思われる。

　結ゆ衣いはその隙にこっそり後ろから近づいた。そして腋わきに抱えていた同人誌を、素早く掠かすめ取る。拍子抜けするほど、容易たやすく奪取できてしまった。

「あっ、お前まで、俺の同人誌を!?」

「ごめん、ちょっと借りるだけだから！」

　あとはシンプル。逃げる結ゆ衣いと、追いかけてくる恭きよう介すけ。恭きよう介すけの足は遅かった。

　さらに日につ本ぽん橋ばしの北東に隣接する黒くろ門もん市いち場ばまで逃げると、後ろからこんな声が聞こえてきた。

「待ちーな、兄ちゃん。そんな怖い顔で女の子を追い回してたらあかんで」

「ち、違う！　あいつが俺の同人誌をパクったんだ！　くそが、待ちやがれ隠れオタぁッ！」

　市場の店主たちに囲まれてしまった恭きよう介すけは、それ以上追ってこなかった。

　こうして結ゆ衣いは、恭きよう介すけから同人誌を奪って逃げ切ることに成功したのだった。

　あのシェンルンを手玉にとった相手にしては、呆あつ気けなさすぎる。本当に凄すご腕うでの魔術師なのか疑いたくなるほどに。しかし魔術を無効化できる点だけは、疑いようのない事実なのだ。

　今にして思えば、あの水曜日もそうだ。結ゆ衣いとシェンルンが戦っているところに、恭きよう介すけはやってきた。その途端、どちらも魔術が使えなくなった。そしてさっきの、恭きよう介すけとシェンルンの戦い。シェンルンはそこでも魔術を使わなかった。使えなかったのだ。




　腑ふに落ちない結ゆ衣いは、ひと気のない路地まで来たあと、キツネに電話することにした。

『なんの用だ、緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い。今忙しいのだが』

「ごめん、ちょっとだけ教えてほしいの。この街に、魔術を無効化してしまう魔術師がいるって、聞いたことない？」

　キツネはしばらく黙りこんだあと、重々しく告げた。

『……黒くろ塚づか恭きよう介すけのことだな』

「知ってるの!?」

『ああ。私も興味があって調べてみたのだが、奴は魔術師ではない。普通の家庭に生まれた、普通の男子高校生だ。少々、厨二病が入っているようだな』

「で、でも、確かにあいつの前では、魔術が使えないのよ？　恭きよう介すけがなんらかの術を使っているとしか……」

『それでも黒くろ塚づか恭きよう介すけは魔術師ではない。まだ少し調べた程度だが、おそらく奴の先祖も魔術師の家系ではないだろう』

　それはこの現代において、ほぼ間違いなく一般人であることを示していた。

　昔と比べて、今は魔術の発動自体が非常に困難。その習得には、連綿と受け継がれる血筋が絶対条件と言える。だから結ゆ衣いたち銀色の婚礼団のメンバーはもちろん、ほぼすべての魔術師たちは、父か母、あるいはその両方が、魔術師の家系なのだ。

　キツネは続ける。

『ところで緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い。お前も〝ケイノン波〟の存在は知っているな？』

「もちろんよ。魔術師で知らない人はいないわ」

　超常現象なんてない。魔術なんてあるはずがない。人々のそういった無意識から生み出される神秘否定の波動エネルギー、「ケイノン波」。

　ケイノン波は世界中に満ちていて、文明の発達や、『委員会』が課している魔術秘匿の義務などの影響により、そのエネルギー値は年々、少しずつ上昇している。魔術の発動が困難になっているのもそのためで、このままいけば、いずれ魔術師自体がいなくなると予測されている。

　おそらく『委員会』はそれを狙っているからこそ、魔術の大幅な露出を制限しているのだろう。魔術は危険な兵器にもなり得るので、世界の平和のためには、誰も魔術が使えない世の中にしたほうがいいという考えなのだ。

『そのケイノン波が魔術の効果を弱め、悪魔や妖怪を本来の姿で存在できなくしている。そうだな？』

「ええ。『幽霊の、正体見たり、枯かれ尾お花ばな』の句も同じ理屈よ。現実主義者はそれについて、パレイドリア効果とかシミュラクラ現象って言葉を並べるけど、実際はそこに幽霊がいるはずなのに、そんなものは存在しないっていう思い込みが、幽霊を見えなくしている」

『いいたとえだ。しかし人間のなかには、幽霊を見てしまう者もいれば、一生かかっても見られない者もいる。その差はなんだと思う？』

「……それは、個々で生み出すケイノン波の波動エネルギーに差があるからじゃない？　つまり幽霊なんて絶対にいない、と強く思い込んでいる人は絶対に見られないし、ひょっとしたらいるかもしれない、と思っている人は稀まれに見ることがある────あっ」

　結ゆ衣いはキツネの言わんとしていることに気づいた。

『おそらくそういうことだ。黒くろ塚づか恭きよう介すけは厨二病でありながら、どうせ現実には超常現象なんて存在しない、魔術なんてあるはずがない、と強く思っている男なのだろう。創作物への憧れが人一倍強い分、その落胆と諦めの気持ちは我々の想像以上に大きいのかもな』

「つまり恭きよう介すけは、自分の常識の範囲内で起こることしか、絶対に信じない……」

『そうだ。黒くろ塚づか恭きよう介すけの目に映っている世界は、創作物とは程遠い、超現実的な世界。ただでさえ神秘否定の波動エネルギーは世界中に満ちているのに、奴が見ている空間にいたっては、その数値がさらに上昇する。おそらく限界近くまでな。すなわち──』

　キツネは溜ためを作ると、一気に言った。




『奴の視界に入ってしまえば、誰も魔術を行使できなくなり、悪魔や妖怪は本来の姿に戻れなくなる。あらゆる超常現象が否定され、打ち消されてしまうのだ』




「それって、本当に魔眼じゃないの……」

　厨二病のくせに、どうせ超常現象なんて絶対にないと思っている。誰よりもそれを見たいはずなのに、決して見ることができない。なんと悲しい男だろうか。

　確かに結ゆ衣いが魔術を使えなかったのは、恭きよう介すけの見ている前だけだ。それ以外の場所でなら、普通に使うことができた。

『あくまで私の推論だがな。奴の視界のなかで魔術を行使できないのは間違いなさそうだが、その理由までは確証がもてない。だから今回の情報料は不要だ。金は信用なので』

　キツネはそれだけ言うと、通話を切った。

「……魔眼、『超常エネルギーの審判アストラル・ジヤツジメント』とか言ってたっけ」

　その名前には、恭きよう介すけの超常現象に対する憧れが込められているように思えた。

　魔術に興味のない自分が魔術師で、それに憧れをもつ恭きよう介すけが、絶対に超常現象を見ることができない目をもっている。それを考えると、結ゆ衣いは複雑な気持ちになるのだった。

「ああ、そうだった。同人誌のこと忘れてたわ……」

　結ゆ衣いは手にしているそれを見た。悪魔やシェンルンが探し求めているものが、自分の手のなかにある。ひとまず中身を確認してみようと思った。

　最初のページをめくる。軽く目を通しただけで、全身がぞわりと総毛立った。

「こ、これは……予想以上のものだわ……！」

　ちょうど近くを若い親子連れが通りかかった。

「ママー、あのお姉ちゃん、えっちな表紙の本を読んで、予想以上とか言ってるー」

「しっ、そんなこと言ったら聞こえるでしょ……えっちな本に興味をもつ年頃なのよ」

　結ゆ衣いは赤面した。

　くう……なんでこんなものが、唯一無二の魔導書なのよ……！





◇　22時30分…………紫し乃の笛ぶえ理り人ひと　◇






　紫し乃の笛ぶえはボロアパートの自室で、アニソンを熱唱していた。

【夢で、たーかく、とーんだー、からーだーはぁッッ！】

　ストレスが溜たまったときは、アニソンに限る。お世辞にもうまいとは言えないが、紫し乃の笛ぶえにとって重要なのは叫ぶことなのだ。

「マスター、今日は一段と叫んでおられますね」

　床に直接座っているステファニアが言った。座っていても、凛りんとした態度は崩れない。

　紫し乃の笛ぶえは苛いら立だった様子で、パソコンのカラオケ音源を止めた。

「当たり前だ！　あともう一歩で、あの同人誌を取り戻せたのだぞ……！」

　それを持っているバイト少年の帰宅時間、十時を狙って、紫し乃の笛ぶえはもう一度、串カツ松まつ原ばらまで足を運んだ。

　しかしそこで言われたのは、「さっきまで持っていたのに、盗まれた」という最悪の答えだった。盗んだのは緋ひ良ら坂さか結ゆ衣いという女らしい。昨日の夜、通天閣付近で悪魔姿を見られてしまった黒髪の女子高生だ。

　バイト少年はひどく落胆している様子だったので、Ｔシャツにサインを書いてやった。その後、店を出てステファニアと合流、そして自室に戻ってきたのだ。

「誰が持っているか判明しただけでも、よろしいのではないでしょうか。それよりも、これを見てください」

　ステファニアが脇に置いていたダンボール箱を手繰り寄せた。中のひとつを手に取る。

「ふむ。さきほどから気になっていたのだが、それはなんだ？」

「近接戦闘用の手甲です。非常に軽いだけでなく、敵の攻撃を防ぐと同時に煙幕まで散布する特殊効果を有します。攻撃と防御の両面で期待できる優秀な武器と言えるでしょう」

「違う。それは黒板消しだ」

　紫し乃の笛ぶえが言うと、ステファニアは「なるほど」とひと言、手にはめた黒板消しを見た。

「これがそうでしたか。初めて知りました。確かにクリティカル率は低そうですね」

　紫し乃の笛ぶえはちらりとダンボール箱を見た。

「ちなみにだが、その箱の中身はすべて黒板消しだなんて言うまいな？」

「はっ。すべて黒板消しでございます。今回も我々のサークルの経費で購入いたしました」

　おそらく、百個は詰まっている。ひとつ五百円とすれば、五万円の出費だ。ステファニアはいつもサークルの経費で「武器」と思い込んだものを買ってくるため、赤あか盤ばん不ふ可か避ひの財政状況はつねに逼ひつ迫ぱくしていた。

「シェンルンに例の同人誌を渡せば、一千万円という話だったな……」

「なるほど。マスターはお金のためにそれを探しておいででしたか」

「違う。失敗作が出回ると、作家の沽こ券けんに関わるから回収したいだけだ」

「……本当ですか？」

「くどいぞ」

　ステファニアは少し考え込んだあと、口を開いた。

「失敗作にも拘かかわらず、なぜシェンルンさんは、それに一千万円も支払おうとするのでしょう」

「……ふむ」紫し乃の笛ぶえは顎に手を当てる。「貴様には俺が悪魔だという話はしていたか？」

「いいえ。それが事実なら、わたくしは聖騎士として、マスターを斬らねばなりません」

「だったら忘れろ。とにかく俺は、同人作家であると同時に、錬金術師でもあるのだ」

「それは以前に伺いました。わたくしは半信半疑ですが」

「異世界転生者を自称する貴様が、それを口にするのか」

「どういう意味でしょう」

　無表情の二人が淡々と会話を続ける様子は、非常にシュールだった。

「とにかくだ。俺が失敗作だと言っていたあの同人誌は、危険な魔導書でもあるのだ」

　紫し乃の笛ぶえは語り始めた。

　彼の正体、悪魔ベリトは、偉大な錬金術師の側面をもっている。人間の錬金術師では絶対に執筆できない魔導書を作ることも可能だった。

　同人誌に多大な愛情を注ぐ紫し乃の笛ぶえは、もちろんそんなものを作るつもりはなかった。純粋に面白いマンガを作ろうと、一心不乱で描き上げただけだ。そしてデータを納品した印刷所から十冊の見本誌が届き、改めて読み返してみると────驚きよう愕がくした。

　偶然。本当に偶然だが、コマ割りの角度や描き文字の配置、その発音や執筆時に込められた紫し乃の笛ぶえの念など、あらゆる要素が完璧な黄金比となって、唯一無二の魔導書たらしめていたのだ。たとえそうと知らなくても、魔術師が見れば一目で魔導書だとわかるほど、膨大な魔力が溢あふれている代物。もしそれをなんらかの魔術的儀式に利用すれば、一時的に術者の魔力を大幅に増幅させることが可能となる。

「たとえば、次元の裂け目を意図的に生み出して、向こうに住まう悪魔や妖怪を実体ごと召喚することも、人間と悪魔を同化させる禁術を使うことも可能だろうな」

「よくわかりませんが、同人誌を描いていたら偶然にも魔導書になっていたなんてこと、あるのでしょうか？」

　紫し乃の笛ぶえはグラスに満ちている琥こ珀はく色いろの液体を飲んだ。麦茶だ。

「貴様は『無限の猿定理』というものを知っているか。猿がキーボードをランダムに叩たたき続ければ、いずれシェイクスピアと同じ作品ができあがるというものだ。無論、そんな確率などほぼ無に等しい。しかし『ほぼ』というだけで、無限の時間を与えれば可能性はゼロではない」

「なるほど。何億年かかるかわかりませんが」

　ステファニアの言葉に、紫し乃の笛ぶえは満足そうに頷うなずく。

「その点、俺は猿などと違い、悪魔の錬金術師なので、当然その確率はぐっとあがる。すなわち、同人誌を描いていたら偶然コマ割りや描き文字が完璧な黄金比となって、魔導書になってしまうということは、十分に起こり得ることなのだ」

　そして実際、同人誌は魔導書になってしまった。

　それに気づいた紫し乃の笛ぶえは、同人誌としての完成度の低さも重なって、すでに製本済みだった三千部と見本誌をすべて破棄……したはずだった。

　しかしその見本誌が──魔導書の側面をもつそれが一冊だけ残っており、バイト少年の手に渡ってしまったのだ。

「シェンルンさんはその魔導書を手に入れて、一体どうするつもりなのでしょう？」

「それは知らん。ただ言えることは、我々が奴よりも先に、それを回収しなければならんということだ」

「シェンルンさんよりも先に見つけて、お金をいただくためですか？」

「だから違うと言っているだろう！　これは作家としての意地だ！　あんな失敗作は、見つけ次第に破棄する！」

　バイトの少年は緋ひ良ら坂さか結ゆ衣いに盗とられたという。ステファニアが言ったように、所有者が判明しただけでもよしとしておく。明日にでもその女を探し出して、なんとしても取り返すのだ。

　そう思った紫し乃の笛ぶえは、もう一度パソコンを操作した。アニソンを熱唱するために。





◇　22時30分…………黒くろ塚づか恭きよう介すけ　◇






　恭きよう介すけはバイト帰りの夜道を、とぼとぼと歩いていた。

「まだ腹立つぜ……なんで俺の同人誌が、あの隠れオタに盗とられなきゃならないんだ。そんなに欲しかったなんて、あいつかなりのどスケベだな……」

　さきほどバイトをあがる直前に、紫し乃の笛ぶえ理り人ひとがやってきた。同人誌を見せてほしいと言われたが、それはすでに結ゆ衣いに盗とられたあと。どうしても紫し乃の笛ぶえのサインが欲しかった恭きよう介すけは、制服の下に着ていたＴシャツに書いてもらった。このＴシャツは永久保存版にするつもりだ。

「今度結ゆ衣いに会ったら、こいつはどスケベの隠れオタですって大声で言いふらしてやる。究極の精神攻撃魔術、『隠されたプロパガンダ・オ秘密の宣伝ブ・シークレツト』だ。これを食らったら、あいつ発狂するぞ。ふふ」

　自宅のアパート前にやってきたとき、前方から、ふらふらと歩いてくる女の子がいた。

　見覚えがあった。昨日、『らぶキュン☆すいーつ』の野外ライブで会った、黒髪ショートの少女だ。目はうつろで、焦点があっていない。おぼつかない足取りを含め、なにかにとり憑つかれているような印象を受ける。

　こんな遅い時間まで遊んでいたのかよ……仕方ない、家まで送ってやるか。

　ため息をついた恭きよう介すけは、メガネを押し上げて不敵に笑った。主人公スイッチ、オン。

「ったく、ふらふらしてるけど、大丈夫か？　送ってやっから住所教えろよ」

　途端に少女は「はっ」と顔を上げる。

「……あ、あれ？　ここは……どこ？」

　そういや前に会ったときも、こんな感じだったな。

「やれやれ。もう夜の十時過ぎだぞ。ガキはさっさと寝る時間だぜ」

「……あ、昨日の手品のお兄ちゃん」

　少女はようやく、恭きよう介すけの存在に気づいた。

「だからあれは手品じゃなくて、夢む創そう魔術だって言っただろ」

　言いながら、右手に一瞬だけ炎を生成する。

「わあ……」少女が拍手をした。「お兄ちゃんって本物の魔術師だったの？」

「ああ、もちろんだ」

　地面に落としてしまった発火材のフラッシュコットンを、素早く拾い上げた。

「それで、家はどこなんだよ。早く帰らないと、親御さんも心配すんだろ」

　恭きよう介すけは少女にそう言ったのだが────。




　やっぱりこれって、まずい気が……。

　流し台で手を洗いながら、ちらりと横目で見る。

　恭きよう介すけが一人暮らしをしている六畳１ＤＫの居城には、アニメのポスターやフィギュアなど、たくさんの二次元女子が愛らしい笑みを浮かべている。

　そんなオタク要素満載の部屋に、本物の三次元女子がいた。

「お兄ちゃん、この本なに？」

　黒髪ショートのその少女は、マンガやラノベがぎっしり詰まっている本棚から『これであなたも魔法使い　～世界の手品大全～』という本を取り出した。

「だああああああっ！　それは禁断の魔導書なんだから、勝手にさわるんじゃねぇッ！」

「そ、そうなんだ。うん、わかった。お兄ちゃんは勉強熱心な魔術師なんだね」

　恭きよう介すけは少女を家まで送ろうとしたのだが、彼女は頑かたくなに住所を教えてくれなかった。学校を聞いても、なぜこんな時間まで外にいたのかも、一切答えないのだ。

　お腹なかが空いていたようなので、なにか食べさせたらちゃんと帰るということを条件に部屋にあげたのだが、やはり後悔している。謎の女の子が家に転がり込んでくるなんて、まさにアニメ的展開なのだが、相手はおそらく小学生。下手したら親に訴えられるかもしれない。これは現実であって、フィクションの世界とは違うのだ。

　いくら人助けのために主人公スイッチを入れたところで、さすがに気後れする恭きよう介すけだった。

「えっと、ひかるって言ったっけ。やっぱり帰ったほうがいいんじゃ……」

　黒髪ショートの少女──ひかるはもじもじと身を揺すりながら、

「あのね、ひかるはお兄ちゃんと一緒にいたら、なんだか安心するの……だからもう少しだけ一緒にいたい。だめ……？」

　どきっとした。そしてやってくる、言いようのない幸福感。

　俺って、ロリ属性あったっけ？　いやいや、さすがにそれはない。あったらやばい。

　捨てられた子犬のようなひかるの目。それを見ると、なんだか追い返すことも憚はばかられる。恭きよう介すけはため息をついた。

「……ちゃんとメシ食ったら帰るんだぞ」

「うん！　ありがとう、お兄ちゃん！」

　大輪の花が咲いたような笑顔になる。最初はおとなしい子かと思っていたが、本来は明るい性格らしい。

　この子、ひょっとして家出少女じゃないだろうな……。

　訝いぶかしく思いながら、冷蔵庫にあったコンビニ弁当を電子レンジで温める。冷蔵庫も電子レンジも、実家のおさがりだ。

　ちなみに部屋の家賃は四万円。大阪では、ＪＲ環状線の内側になると家賃が跳ね上がると聞いていたが、それに該当する日につ本ぽん橋ばしの片隅において、この値段設定は格安といえた。もちろんそれには理由がある。壁がどうしようもなく薄いのだ。

【夢で、たーかく、とーんだー、からーだーはぁッッ！】

　さっそく隣の部屋から、耳みみ障ざわりな男の歌が聞こえてきた。

「くっ、またか……！」

「あ、この歌知ってる！　眠る、ちーさな、おーもーい♪」

　ひかるは続きを一緒に歌い出した。それはかわいらしくて大変結構なのだが、隣の部屋から毎晩のように聞こえてくるその歌は、あまりにも音痴なので聞くに堪えない。

「せめてうまいなら我慢できるのに……一体どんなアホが歌ってるんだ」

　イライラしながら電子レンジの温めを待っていると────。




　ぼむっ！




　嫌な音を立てて、電子レンジが黒煙を噴いた。

「なっ、なにが起こったんだ!?」

　慌ててレンジを開く。中の弁当はまったく温まっていなかった。あとは何度試しても同じ。ただ食品に照明を当てて回転させるだけ。

「おい!?　お前はフィギュアを展示する箱じゃねーんだぞ！　しっかりしろ電子レンジ！」

「もしかして、今の爆発もお兄ちゃんの魔術なの？」

「違うわ！」

　おのれ……明日新しいのを買いに行くしかないか……。





◇　23時30分…………ひかる　◇






「……本当にここでいいんだな？」

　恭きよう介すけが言った。

「うん。家はもうすぐそこだから。お兄ちゃん、お弁当ごちそうさま。それから……ひかるのわがままを聞いてくれて、ありがとう」

　ひかるが丁寧に頭を下げると、恭きよう介すけは心配そうな顔を残して立ち去った。

　それを見届けたあと、ひかるは夜道を反対方向に歩き出す。

　優しい人だった。普通は自分みたいな素性のわからない小学生を、家にあげたりしない。それもこんな遅い時間に。それでもひかるは、どうしても恭きよう介すけと一緒にいたかった。理由は自分でもよくわからない。

　ひとりになったひかるが向かった先は、自宅ではなく、近くの児童公園だった。コンクリート製の大型滑り台の空洞。そこが今日の寝床。家に帰るつもりは最初からなかった。

「ひかるが家に帰ったら、パパが死んじゃうもん……」

　滑り台の中に入ったひかるは、ぽつりとつぶやいて、自分の身を抱くように丸くなった。

　寒いからではない。自分の身に起きている異変が恐ろしいのだ。




　十日ほど前まで、ひかるは原因不明の病気にかかっていた。体はつねに重く、少し動いただけで倒れてしまうほどの疲労感に襲われる。時折やってくる四十度以上の発熱により、生死の境を彷徨さまよいかけたことも一度や二度ではなかった。

　どんなに名医と呼ばれる医者に診てもらっても、病状は改善されるどころか、原因すらわからない。物心ついたときにはすでに、自分はそんな体質なんだと諦めていた。

　それが先日、あることをきっかけに病気が治った。それまで満足に外を歩けなかった体が、噓うそのように軽くなった。

　ただ問題は、それを機に、自分が何者かわからなくなって、たまに意識が飛んでしまうようになったこと。その間の記憶はない。気がつけばいつも、見知らぬ場所にいるのだ。




「あっ……」

　ひかるは脳内で、別のなにかの声を聞いた。

　同時に襲いくる、意識が漆黒の闇に飲まれていくような倦けん怠たい感。全身の毛穴から汗が吹き出すとともに、自分自身まで体から追い出されてしまいそうな恐怖感。

　得体の知れないナニカが、確実に体を侵食していく。体の深部から爆発するように広がっていくソレは、全身の細胞をまったく別のモノに組み替えようとする。身を流れる血液が、どす黒い悪意の奔流となって、その小さすぎる体のナカで暴れまわる。

　だ、だめ……また、私が、私じゃなくな────……

　ひかるの意識は、そこで途絶えた。
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　　　第六話　土曜日（昼）








◇　10時50分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






『みなさま、おはようございます。大おお阪さか市し浪速なにわ区く日につ本ぽん橋ばしの近辺で起きている連続爆破事件についての続報です。昨夜の十一時半ごろ、日につ本ぽん橋ばし東一丁目の路上で、新たな爆破事件が発生しました。音を聞いて駆けつけた近隣住人によると、現場には深い穴があいており、やはりその下には破裂した配水管があったそうです。なお、犯人らしき人物の姿は確認できておらず……』

　朝のニュースで、キャスターが淡々と原稿を読み上げる。

　魔術結社、銀色の婚礼団の事務所でテレビを見ていた結ゆ衣いは、ため息をついた。

「また新しい事件が起きてしまったわ……」

「せやな。早く犯人を突き止めんと、そのうち、とんでもないことになるんとちゃうか」

　今朝は珍しく、父の宗そう平へいもそこにいた。

「あたしは予定通り、式しき部ぶ庁ちようの役人にこれを渡しに行くけど、パパはどうするの？」

「もちろん、いつもの仕事や。情報収集を兼ねてな」

　そう言うと思ったわ。もう諦めてるし。

　結ゆ衣いが魔導書となっている同人誌を手に入れたことは、昨晩のうちに宗そう平へいに伝えていた。連続爆破事件の捜査を依頼してきた式部庁の担当官にも、定期連絡のついでにそれを伝えると、今日の十三時に現物を持ってこいと言われた。

　指定された場所は日につ本ぽん橋ばし近郊。だから今日はその担当官に同人誌を渡したあと、新たに起きた事件現場の調査に向かうつもりだ。

「パパはこんな感じだし、桐きり崎さきさんはついてきてくれるんでしょ？　あたしひとりで、式部庁の役人に会うのは、なんだか嫌だもの」

　テーブルでインスタントラーメンを食べているラッパー桐きり崎さきにそう言った。

「んー、どうしても行かねーとだめか？　今日はドープな（かっこいい）ヒップホップを聞きながら、新しいリリック（詩）を作ろうと思ってたんだけどよ」

「……あんた、自分も銀色の婚礼団所属の魔術師だって忘れてない？」

　桐きり崎さきは首をカクカクと動かして、ラップを放ち始めた。

【イェー、俺は別にない興味、正味、行きたくねーと思ってる今日び……】

　ため息をついた結ゆ衣いは、ソロモンの魔術で悪魔フラウロスを身に宿すと、右手に火球を生成した。そして無表情のまま凄すごむ。

「これブチ込まれたくなかったら、黙ってついてきなさい」

「お、おう……わかった……」





◇　10時50分…………手て代しろ木ぎ寿とし也や　◇






『なお、今回の爆発による怪け我が人にんはいないとのことです。それでは次のニュース……』

　手て代しろ木ぎはヤマダ電機のテレビコーナーで、連続爆破事件についての報道を見ていた。

「ほんま、わけのわからん事件が続くなぁ……」

　例の同人誌をシェンルンに渡したことで、宇う城しろ組ぐみから報酬を受け取っていた手て代しろ木ぎは、開店と同時にふらっとこの店にやってきた。受け取った報酬額は、なんと百万円。あんなエロ同人誌にそれだけの大金を出すなんて、ヤクザは本当に意味がわからないと思う。

　まあ、終わった仕事のことなんて、どうでもいい。今日は手に入れた大金で、思いっきり羽を伸ばすだけだ。多額の臨時収入を得たことで、手て代しろ木ぎは浮かれていた。

　よっしゃ、今まで手が出んかったお笑いのＤＶＤを買かい漁あさるで！

　大型テレビの傍そばを離れ、ＤＶＤが陳列されているコーナーに行く。ヤマダ電機は映画やアニメだけでなく、お笑いの種類も豊富なのだ。陳列棚をざっと見て回っていると。

「あ……」

　あまり見たくないものが目に入った。そのＤＶＤのタイトルは、『ストレートパーマ単独ライブ　～パーマ液～』。手て代しろ木ぎがかわいがっていた後輩、西にし村むらのコンビのＤＶＤだ。

「そっか……あいつらの単独ライブ、映像化されたんか……」

　単独ライブどころか、まだ事務所の劇場にも上がれていない手て代しろ木ぎは、さっきまで浮かれていたのが噓うそのように、一瞬で現実に引き戻された。

　後輩芸人のライブＤＶＤには、「売れ筋です！」といったポップがついている。有名な芸人たちのＤＶＤと一緒に並んでいるところを見ると、人気の差を痛感させられると同時に、とても羨ましく、そして妬ましくなるのだった。

　俺がお笑いのＤＶＤを出すことってあるんやろか……。

　手て代しろ木ぎは西にし村むらたちのＤＶＤの隣にある、大御所コンビ「下町兄弟」のＤＶＤを手に取った。

　下町兄弟は、手て代しろ木ぎが芸人を目指すきっかけになった伝説の漫才コンビだ。

　小学校時代の手て代しろ木ぎはクラスでいじめにあっており、友達は誰もいなかった。それでも下町兄弟のネタを見ているときだけは幸せで、お腹なかがよじれるほど笑わせてもらった。いじめにあっていることなんて、完全に忘れられる時間だったのだ。

　芸人ってすごい。どんなに落ち込んでいても、笑わせてくれる。楽しい気持ちにさせてくれる。明日もがんばろうって思わせてくれる。

　そして手て代しろ木ぎは自分も下町兄弟のように、人を笑顔にできる芸人になりたいと思った。落ち込んでいる子供の涙を止められるような、そんな芸人になりたいと願った。

「いま下町兄弟さんのネタを見たら、また元気をもらえるかな……」

　そのＤＶＤに手を伸ばしたとき。

「あの、すいません」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの外国人女性に声をかけられた。

「お尋ねしたいのですが、この円盤状のものは投とう擲てき用ようの武器でしょうか？」

「そやな。軍がミサイル迎撃用に開発した……って、なんでやねん。それはＤＶＤ‐Ｒやがな」

　芸人のサガで、ついノリツッコミをしてしまった。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女性は「つまり武器ではないのですね」と言って立ち去った。

「……いきなり大喜利を要求されるなんて、もしかして俺のこと知ってたんかな」

　ノリツッコミはスベってしまったようだが、手て代しろ木ぎは少しだけ気分がよくなった。

　よっしゃ、金はいっぱいあるんやし、下町兄弟さんのＤＶＤ全部買ったろ。




　目的のＤＶＤを購入して、ヤマダ電機を出る。

　ちょうどそこで、電話が鳴った。スマートフォンの画面を確認すると、相方の北きた野のだった。

　電話に出ると、北きた野のの暗い声が聞こえてきた。

『……悪い、ちょっと相談したいことがあってな。いや、相談いうか、報告なんやけど』

「なんや北きた野の。次のネタ合わせの時間を変更したいってか？」

　北きた野のも手て代しろ木ぎと同じく万年金欠で、派遣のバイトを数多くこなしている。急な仕事が入ってネタ合わせを延期にすることはよくあった。

『いや、そういうことじゃないんやけど……その、俺、芸人辞めようと思ってんねん』

「は、はあ!?」

　つい声が裏返ってしまった。それだけ驚いた。

『その、俺らっていつまで経たっても売れへんやろ。テレビどころか、劇場の舞台にも上がれてないやん。もうええ歳としやし、まともな職に就こうかと思って……』

「ちょ、ちょい待てや。お前が辞めるって言ったら、俺らのコンビはどうするねん!?」

『……並列回路は今日で解散にしたい。勝手に決めて悪いんやけど』

「待ってくれ北きた野の。一回二人で話し合おう」

『無理や。お前と会ったら、引き止められるのは目に見えてる。だから電話で打ち明けようと思ってん。金だって限界やし、お前も辞めようって思ってたんちゃうか？』

　もちろんその考えは、何度もちらついた。だけどそれを言ったら、本当に終わりだと思っていた。だからギリギリまで我慢していた。ヤクザから怪しい仕事を引き受けていたのは、なんとかしがみつこうと必死だったからだ。

「と、とにかくもう少しだけ、続けてみようや！　な!?」

　手て代しろ木ぎは食い下がったが、北きた野のの決意は変わらなかった。

『……だから無理やって。俺らは養成所を卒業して、もう六年もこの状態やぞ。やっぱり才能っていうのはあるねん。人にはそれぞれ限界があるねん。俺らみたいに才能のない人間は、夢を見るだけ無駄ってわけや。じゃあ……仕事が決まったら、また連絡するわ。ごめんな』

　そこで通話は切れた。虚むなしく響く「ツー……ツー……」という音が、北きた野のがいなくなったことを如によ実じつに痛感させる。

　コンビの解散。それは手て代しろ木ぎが漫才をできなくなったことも意味していた。

　人にはそれぞれ限界があるねん──そんなことはわかっている。

　俺らみたいに才能のない人間は──そんなことはわかっている。

　手て代しろ木ぎは芸人を目指すと決めたとき、クラスメートたちからも、いろんなことを言われた。

　──お前みたいに暗い奴が芸人とか無理に決まってるやろ──芸人ってのは一部の人間しか売れへんねんで──そんな無謀な夢は見るだけ無駄ちゃうんか──

　わかってる、わかってる、わかってる、わかってる…………！




「そんなことは、わかってんねん！」




　手て代しろ木ぎは大声をあげた。周囲の通行人が、何事かと振り返る。そんな視線など気にせず、膝から崩れ落ちた。アスファルトに拳を叩たたきつける。

「なんやねん北きた野の……そりゃ、俺かって辞めるべきかもって思ったりしたけど……でも、必死になってしがみついてたやんけ……俺はなんのために、今までヤクザと……いまさら別の相方なんて見つかるわけないし、解散とか言われたら、俺も辞めるしか道はないやんけ……！」

　涙がぼろぼろとこぼれてきた。目の前には、さっき購入した下町兄弟のＤＶＤが散らばっている。合計十枚は買ったのだが、手持ちのお金はまだまだ残っていた。

「いくら金があっても、一番欲しい才能だけは買われへん……それが買われへんなら、大金なんて、ただの紙切れじゃ……！」





◇　11時10分…………黒くろ塚づか恭きよう介すけ　◇






『日につ本ぽん橋ばしでまた爆破テロ。真犯人は今どこに？』

　恭きよう介すけはスマートフォンのニュースサイトで、その記事を読んでいた。

「むう……『結社』と『異次元人』の争いは、より激化しているようだな。そろそろ天才魔術師の俺にも、救援要請がくるに違いない……ふふふ」

　自分設定をつぶやいて、ひとり悦に入る。通行人たちから、ひそひそ話を向けられた。

　くっ、いちいち反応してんじゃねーよ。冷静になると恥ずかしいだろ。

　そこは堺さかい筋すじ沿いにある、スーパーキッズランド・キャラクター館、通称「キャラ館」の前。昨日の湊みなと町まち子こからの電話で指定された場所だ。

　一方的な電話だったので、律りち儀ぎに来る必要はなかったのだが、学校も休みだし、とくにやることはない。未いまだに大阪の学校に馴な染じめず、クラスに友達がいない恭きよう介すけは、もしかするとこれをきっかけに仲良くなれるんじゃないかと思った。たとえ相手が不気味な湊みなと町まち子こでも、学校で話し相手ができるなら、やはり嬉うれしいのだ。

「それにしても、遅いな……」

　スマートフォンで時間を確認する。すでに待ち合わせの十一時は過ぎていた。

　やっぱりあれって、イタズラ電話だったのか……？　あの湊みなとさんが、まともに話したこともない俺を呼び出すなんて、どうもおかしいし……。

　そんなことを思いつつ、なにげなく、後ろの通りに視線を投げてみると────。

「うおわっ!?」

　湊みなと町まち子こがそこにいた。いつもの三つ編みに、瓶底メガネ。顔にはそばかすがちらほら。そんな彼女が、ぬぼーっと立っていた。

「……いつから、そこにいたんだ？」

「あ、あう、え、えっと……じゅ、十一時、から……」

　視線を落としておずおずと言うその姿は、かなり挙動不審だった。

「来てたんなら、そう言ってくれたらいいのに。まったく気づかなかったぞ」

「そ、その、なな、なんて、声をかけたら、いいか……わわ、わかんなくて。はあはあ……」

　なぜか吐息まで荒くなっている。

「……まあ、いいや。それで、昨日の電話で言ってた、俺に聞きたいことってなんだ？」

「あ、あばば、くくく、黒くろ塚づかくんに……あばば、や、やっぱ、このままじゃ、無理……はあ、はあ、ちょ、ちょっとだけ、ま、待ってて……がはっ！」

　町まち子こは口元を押さえると、そそくさと走り去っていった。限りなく不気味だった。

　……やっぱり湊みなとさんと仲良くなるのは難しいかもしれない。





◇　11時20分…………湊みなと町まち子こ　◇






　町まち子こは南なん海かい難なん波ば駅えきに併設されているショッピングセンター、「なんばＣＩＴＹ」の地下に向かい、馴な染じみの美容サロンに駆け込んだ。そのサロンには、自由にメイクやセットができる無料のセルフコーナーがあるのだ。

　三つ編みをほどき、店に常備されているドライヤーで髪をセットする。そして自分のポーチから化粧道具を取り出して、素早くファンデーションを塗り始めた。すぱぱぱぱん！

　ああ、もう！　寝坊せんかったら、家でしっかりメイクしてこれたのに……！

「お客様、なにかメイクでわからないところがありましたら…………あ、あら？」

　やってきた女性店員は、おそらく新人だ。メイクには無頓着な印象の町まち子こが入店してきたので、アドバイスをしようと声をかけたのだろうが────。

　そこには、入店時の姿とは程遠い美少女に生まれ変わろうとしている女子がいた。

「ほんま失敗したわ……ビジュアル系バンドのライブ映像なんて見てないで、さっさと寝たらよかった。あんなん見始めたら、テンションぶち上がって寝られへんに決まってるやんか」

　町まち子こはぶつぶつと独り言を言いながら、瓶底メガネをはずしてコンタクトにする。髪をアップにして、黄色いリボンでまとめる。

　メイクを終えた湊みなと町まち子こは────ミーナ・チョコレート・ジハードとして生まれ変わった。

　化粧台に両手をついて、勢いよく立ち上がる。

「よっしゃ、行くで！　黒くろ塚づかくんから例の同人誌を譲ってもらわんと！」

　そして性格まで変化していた。




　町まち子こは根暗で地味で、極度のコミュ障。他人の前では挙動不審になって、話ができないどころか、空から嘔吐えずきまでしてしまうほど。だから友達はまったくできず、学校の休み時間にはひとりでＢＬマンガを読み、休みの日にはひとりでアニメを見るだけの毎日だった。

　そんなある日。ネットで日につ本ぽん橋ばしストリートフェスタの存在を知る。マンガ好き、アニメ好きの人たちが集まり、それぞれのコスプレを披露するオタクの祭典。ぜひ行ってみたいと思った町まち子こは、その現場で驚きよう愕がくする。

　……なんでなん。なんで次元とリュークが、仲良く肩組んでるんやろ。なんか知らんけど、めっちゃ萌もえるやん！　はあはあ……！

　男のコスプレにも驚きよう愕がくしたが、それよりも感動したのは、女の子のコスプレイヤーだった。どれも完成度が非常に高く、みんな生き生きと各キャラクターになりきって楽しんでいる。それを見た町まち子こは、自分も憧れのキャラクターになってみたいと思った。

　そして翌年、今から一年前の日につ本ぽん橋ばしストリートフェスタにおいて、『艦とれ』のコスプレで参加した。初めて自分で服を買い、初めて自分でメイクをしたのがそのときだ。

　遠慮がちに歩行者天国となった堺さかい筋すじを歩いていると、瞬またたく間まに巨大なカコミができた。みんなが写真を撮らせてほしいと言ってくる。その対応をしているとき、町まち子こは普通に話せていることに気づいた。いや、普通以上に話せていた。きわどいローアングルから写真を撮ろうとしてくるカメラ小僧を蹴り飛ばすことだってできた。

　まるで自分が自分じゃないみたいだった。地味で根暗で腐女子な自分でも、メイクという名の仮面さえあれば、別人になれる。いや、それは別人ではなく、心の奥に眠る本当の自分の姿だったのかもしれない。

　当時のピンク・ダイヤモンドのプロデューサーだった竹たけ隈くまからスカウトされたのも、ちょうどそのときだ。

　町まち子こがアイドル活動をしていることは、学校の誰もが知らない。やはりメイクをせずに登校している学校では、相変わらず地味で根暗で、極度のコミュ障の湊みなと町まち子こ。そんな自分がアイドルだなんて、誰にも知られたくないし、そもそも言う相手だっていない。

　だから放課後になると、こっそりピンク・ダイヤモンドへ行き、『らぶキュン☆すいーつ』のミーナ・チョコレート・ジハードになって、人知れずアイドル活動を行なう。それが湊みなと町まち子この日常だった。




　町まち子こは急いで恭きよう介すけとの待ち合わせ場所まで引き返した。

　──一冊だけ出回っている紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの激レア同人誌を譲ってもらいたい──

　自分のファンになってくれた不良集団の頼みだ。彼らの話を聞く限りだと、それを持っているのは、恭きよう介すけで間違いなさそうだった。

　しかし町まち子こは、どうしても恭きよう介すけに切り出すことができず、結局は今日まで引き伸ばしてしまった。ミーナの姿になった今でも、同じクラスで、しかも隣の席の彼に声をかけるのは、やはり抵抗がある。もしかしたら自分が湊みなと町まち子こだとバレるかも。そんな不安が拭いきれないのだ。

　……でもフェスは今日の夕方。あのお兄さんたちに同人誌を渡したら、フェスにも来てくれるって言ってたし……それにお兄さんたちは、私が本当にやりたい音楽路線を認めてくれた。だったら私も、なんとか力になってあげんとな……！

　決意を胸に町まち子こ──ミーナは、キャラ館の前まで戻ってきた。

「あ、あれ？」

　そこにいるはずの恭きよう介すけがいない。

　スマートフォンで時間を確認する。待ち合わせから、すでに三十分以上が経たっていた。

「もしかして……帰ってもた!?」





◇　11時35分…………黒くろ塚づか恭きよう介すけ　◇






「…………この造形。やるなバンダイ」

　恭きよう介すけはキャラ館の店内で、ガラスケースに展示されている金色のプロテクター戦士のフィギュアを眺めていた。昔のマンガ作品のキャラクターだが、フィギュア店に行くと必ず見かけるそのシリーズに興味が湧き、動画配信サイトで全話見た。そしてハマった。

「ふふ、ギャラクシアン・エクスプロージョンか……車くるま田だ御おん大たいの命名センスには脱帽だな」

　そうつぶやいたとき、ポケットのスマートフォンが振動した。ディスプレイを確認すると、昨日登録したばかりの「湊みなと町まち子こ」の名前が表示されている。電話に出る。

「もしもし？」

『どこおんねん、黒くろ塚づかくん!?』

　あれ。別人みたいに、ハキハキしてるな。

「どこって、キャラ館だけど……」

　あんた、あの湊みなとさんか？　と聞く前に、相手は『店の中かい！』と言って通話を切った。

　首をひねっていると────知らない女の子が駆け込んできた。

「もう！　帰ったと思ってびっくりしたやんか！」

　そう言いながら、激しく両肩を揺さぶってくる。

「…………え、えっと、あの……誰、ですか……？」

　さすがに萎縮してしまう。相手は、ものすごくかわいい女の子だったから。

「はあ？　誰って、そりゃ……」

　そこで女の子は「はっ」として、自分の口を手で塞いだ。その仕草も、またかわいい。

「あ」恭きよう介すけはふいに思い出した。「確かあんた、前に日につ本ぽん橋ばし公園でミニライブをしていた地下アイドルの……えっと、ミーナだったっけ？」

　かわいいくせにヤンキー集団をブチのめしていた、クレイジーなアイドル。さすがに恭きよう介すけの口からそれは言えなかった。

「う、うんうん！　私は『らぶキュン☆すいーつ』っていうアイドルユニットの、ミーナ・チョコレート・ジハード……………ふう」

　ミーナは胸を撫なでおろして、大きな息を吐いた。

　話し方は全然違うけど、この声って湊みなとさんと似てるんだよなぁ。

　そう思った恭きよう介すけは、また別の疑問がわき上がってきた。

「そういや今の電話って、あんただよな。なんで湊みなとさんのスマホから電話してきたんだ？」

「あっ!?　ええと……あ、そうそう、私、湊みなと町まち子この友達やねん」

　あの不気味な湊みなとさんと、この外見だけはかわいいアイドルが友達？　まったく結びつかん。

「まあ、いいや。あんた、あの腐女子の友達なら、今度文句を言っといてくれ。あいつ、俺を呼び出しておいて、いきなりどこかに消えたんだよ」

「違う違う、消えたわけじゃないねん。町まち子こはちょっと恥ずかしがり屋でな」

「恥ずかしがり屋？　ただの暗い女子だと思うけど。話しかけたって、いつも無視されるし」

「む、無視してるわけじゃないねん。ただ言葉が出なかっただけで……だってめっちゃ嬉うれしかったもん！　学校で私に話しかけてきてくれたのは、黒くろ塚づかくんが初めてやったし！」

「え、あんた、俺と同じ学校なのか？」

「ああ、いや、違うねん。町まち子こがそう言ってたんや。うん」

　ミーナはやけに狼ろう狽ばいしている。恭きよう介すけにはその理由がさっぱりわからない。

「それで、その町まち子こはどこにいるんだ？」

「えっと……もう帰ったみたい」

「帰った!?」恭きよう介すけは素っ頓狂な声をあげた。そして怒る。「あの野郎……！　ちょっと待ってろとか言っておきながら、俺を置いて帰るとは……ナメやがって……！」

「ああ、違う違う！　だから町まち子こは極度の恥ずかしがり屋で……って、置いていかれた黒くろ塚づかくんには関係ない話やな。本当にごめん。あの…………町まち子こを嫌いにならんといて？」

　上目遣いで見つめてくる。さすがはアイドルだけあって、相当かわいい。ヤンキー集団を叩たたきのめす暴君じゃなければ、ファンになっていたかもしれない。

「まあ、嫌いにはならないけど……なんであんたが謝るんだ」

「ほんま!?　ほんまに嫌いにならん!?　めっちゃ嬉うれしい！　ありがとう！」

　ミーナは恭きよう介すけの両手を握りしめて、ぶんぶんと振り回した。女の子に手を握られたのは初めてで、しかもその相手は美少女アイドル。喜ばないはずがない。

　にやけそうになる顔を引き締めて、続けた。

「……で？　あんたが派遣されたってことは、湊みなとさんから伝言でも預かってるのか？」

「うん。あのな、町まち子こに頼まれたんやけど、黒くろ塚づかくんって、紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの同人誌を持ってるやろ？　できることなら、それを譲ってほしいんやけど…………だめ？」

　遠慮がちに、もじもじしながら言った。やっぱりすごくかわいい。外見だけは。

「あんたもあれが欲しいのか……そんなの、とらのあなにでも行けばいいだろ」

「ううん、黒くろ塚づかくんが持っていたのは、本当は出回る予定じゃなかった幻の初版本やねん。なんでも、それ一冊しかないらしいわ」

「なんだって……？」

　そうか、だからあの中国人といい、結ゆ衣いといい、みんなが狙っていたわけか。

「くっ、多すぎるだろ、紫し乃の笛ぶえ理り人ひとファン……！」

「無理を承知でお願いするけど、なんとか譲ってくれへんかな？」

　ミーナがもう一度言ってきた。

「悪いけど、無理だ。だってあの同人誌は、結ゆ衣いっていう隠れオタに盗とられたからな」

「う、うそん!?」ミーナは目を見開いた。「黒くろ塚づかくんにも友達おったんや!?」

「そこに反応すんのかよ。まあ、そういうわけなんで、俺は持ってない。じゃあな」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って！　その結ゆ衣いっていう子は、もしかして昨日黒くろ塚づかくんと一緒に同人ショップにおった子かな？」

「え？　ああ、確かにいたけど。なんでそんなことまで知ってるんだ？」

　ミーナは恭きよう介すけの言葉が耳に入っていない様子で、視線を落として独り言をつぶやいた。

「…………そうか。あの子、人から同人誌を盗むような輩やからやったんか。腐女子にとって激レアなスマート本（同人誌）は国宝やのに…………許せん」

　最後のほうはとても小さな声だったので、恭きよう介すけはよく聞き取れなかった。

「とりあえず、もう行っていいかな？」

「うん。教えてくれてありがとう。あ、それから、学校ではたまに町まち子こと話をしてあげてな。じつはすっごい喜んでるから」

「向こうがちゃんと受け答えしてくれるならな」

　恭きよう介すけは主人公っぽく、背中越しに片手をあげて返すと、颯さつ爽そうと歩き出した。

　スマートフォンで時間を確認する。すでに十二時を回っていた。

　うーん、昼飯はコンビニで済ませるかな。





◇　12時20分…………ひかる　◇






　日につ本ぽん橋ばし公園では、数人の子供たちが貴重な休日を満喫しようと、楽しげに駆け回っている。

　ベンチに座っていたひかるは、その光景を羨ましそうに眺めていた。

「ひかるも、あんなふうに、お友達と外で遊んでみたかったな……」

　病弱だったひかるは、休みの日も友達に誘われることはなく、大きな屋や敷しきでいつもひとり。遊びと言ったら、庭の蔵にあるオカルト関係の本を読むことくらいだった。

「ういー、なんやお嬢ちゃん。ひとりでぼーっとして。ひっく」

　リヤカーを引いている中年男性に話しかけられた。右手にはカップ酒をもっている。昼間から酔っ払っているようだった。

「……っ!?」

　ひかるは立ち上がって逃げ出した。酔っ払いが怖いからではない。家の関係者が自分を探しにきたと思ったのだ。

「あ、どうしたんや、お嬢ちゃん？　おっちゃんが怖いんか？　おっちゃんみたいな大人になったらあかんでーっ！」

　リヤカーの中年男性は追ってくる様子もなく、ひかるとは反対方向に歩いていった。

　どうやら家の関係者ではなかったようだ。公園から離れたところで、安あん堵どの息をつく。

「あはは、昔は少し走っただけでも、倒れてたのにな……」

　病弱な体質が改善されたのは、つい先日のこと。いつものように屋や敷しきの蔵でオカルト関係の本を読んでいると、面白い記述を見つけた。余命数ヶ月と宣告されていた男が、悪魔を呼び寄せたことで健康を取り戻したという。

　その男が試したのは、悪魔の召喚術ではなく、悪魔の降霊術。なにが違うのかよくわからなかったが、とにかくひかるは自分もそれを試してみたくなった。

　蔵のオカルト本を参考に、床に魔法陣を描き、燭しよく台だいを立てて、呪文を唱える。もしも本当に元気になれるなら、友達と外で遊んでみたいと願いながら────。

　そこから先の記憶は、ぷつりと途絶えている。

　ただ、気がつけば病状は改善していた。それと引き換えに、時折意識が飛ぶようになってしまったが。

「あっ……また──……」

　ひかるは近くの電柱に手をついた。

　昨夜と同じ現象。自分の内側に潜むナニカに、意識が乗っ取られそうになった。この症状は今まで何度も経験しているが、徐々にその間隔が短く、強くなっているように思う。

「うう、ひ、ひかるは、一体、どうなっ────…………」

　意識が深しん淵えんの闇に沈みきる刹那。

　そこに光が差した。黒が優勢だったオセロの盤面が一気に白に反転するかのように。濁った沼が一瞬で清涼な湖に変化するかのように。重く下がりかけていたまぶたが開き、平穏な日常世界が視界に飛び込んでくる。

「おい、大丈夫か？」

　そこにいたのは、恭きよう介すけだった。

「……お、お兄ちゃん、なんで、ここに……？」

　たどたどしく言葉を紡つむぐ。恭きよう介すけは手にしているコンビニ袋を掲げた。

「そこの公園で昼飯を食おうと思ってたら、お前を見かけたんだよ。昨日みたいに、また目がうつろで変な雰囲気だったぞ。本当に大丈夫か？」

　今、闇に沈みかけていた自分を引きずり出してくれたのは、彼だ。確証はないが、ひかるはそう思った。

「お兄ちゃんっ！」

　ひかるは恭きよう介すけの胸に飛び込んだ。もう少しでナニカに支配されそうだった恐怖感と、助かったという安あん堵ど感が、同時にやってくる。

「な、なんだよ。言っておくけど、俺にロリ属性はないからな。ハーレム系のアニメやラノベだって、ロリキャラは端は役やくが多いんだぞ」

　言っていることはよくわからないが、今のひかるにとってそれはどうでもいい。ただここに恭きよう介すけがいる。そして消えそうだった意識が繫つなぎとめられた。そのことがなによりも嬉うれしい。

「……やっぱり、お兄ちゃんと一緒にいると安心する……」

　そう言って、抱きついている恭きよう介すけの胸に顔を押しつけた。

　くんくん。恭きよう介すけの鼻音。ひかるの髪に鼻先を入れて、匂いを嗅ぎ始めたのだ。

「ちょっ!?　な、なにしてんの!?」

　ひかるは慌てて飛とび退のく。

「お前、やっぱり家出少女だな」

「ち、違うもん……」

「噓うそをつくな。昨日見たときと同じ格好だし、それに……」

　恭きよう介すけはまたひかるに顔を近づける。くんくん。

「や、やめてよ。ひかる、これでも女の子なのに……匂いを嗅ぐなんて。ぐす」

「正直に言え。お前は家出少女なんだろ？　いつから家に帰ってないんだ」

　じっと見据えられたひかるは、観念して小さくつぶやいた。

「……水曜日の夜から」

「じゃあ、もう三日も帰ってないのか。その間、メシとか寝る場所はどうしてたんだ」

「お金は少し持ってたから、ご飯はコンビニで……寝るのは公園とか、いろいろ」

　恭きよう介すけはため息をついた。

「まあ、家出の理由は聞かないけどな。俺も中学生のときにしたことがあったし。ちなみに、のび太は小学生のくせに、十年間も家出したことがあるんだぜ。知ってるか？」

「知らない」

「とにかくだ。昨日もこの近くで例の事件があったみたいだし、今日はちゃんと帰れよ」

「……え？　例の事件？」

　ひかるは首を傾かしげた。

「最近日につ本ぽん橋ばしで起きてる爆破テロ事件だよ。昨日の夜十一時半ごろ、この近くでまた起きたらしいんだ。今ニュースはそればっかりだぞ」

　その時間帯なら、ちょうどひかるが意識を失っていたときだ。意識が戻ったときには、どこかの公園にいた。公園の時計を確認すると、零時を回っていた。

　日につ本ぽん橋ばしの連続爆破事件は、ほかにも二度起きている。そのいずれも、ちょうどひかるが意識をなくしているときに発生したものだった。

　まさか……まさか、それをやったのって…………。

「どうしたんだ？　顔が真っ青だぞ」

　恭きよう介すけが心配そうに覗のぞき込こんでくる。ひかるは逡しゆん巡じゆんしたあと、意を決して言った。

「……あのね、お兄ちゃん。変なこと聞いていい？」

「ん？」

「あ、あのね、もしもだよ。もしひかるが悪魔だったとしても……仲良くしてくれる？」

　あまりにも突拍子のない発言。それでもひかるは、聞かずにいられなかった。

　……こんなこと言ったら、きっと笑われちゃう。でも、お願い、お兄ちゃん。笑ったりしないで。ちゃんと答えて────。

　そう思っていると。

「……当たり前だろ」

　恭きよう介すけは笑ったりしなかった。やけに真面目な顔で、ひかるの両肩をしっかりと摑つかんできた。

「お前が悪魔だろうと人間だろうと、関係ない。お前は……ひかるだ。世界でたったひとりの存在、ひかるなんだよ……！　なあ、そうだろ!?」

「え……驚かないの……？　ひかるは今、自分で悪魔かもしれないって言ったんだよ……？」

「驚くもんか。なぜなら俺は、最初から知っていたからな」

「ほ、本当？　なんで……？」

　恭きよう介すけはきょろきょろと辺りを見回してから、顔を寄せた。

「……なあひかる。秘密は守れるか？」

「う、うん」

「今から言うことは、誰にも内緒だぞ。じつは俺は、ただの魔術師じゃない。人間界の悪魔を監視する役目を担になった『異端審問官』なんだ。善良な悪魔を保護し、逆に危険な悪魔を滅ぼすことが、俺に下された『聖なる命令ホーリーオーダー』。このことは『組織』の人間以外、誰も知らない」

「そ、そうだったんだ。すごい人なんだね、お兄ちゃん。だからひかるが悪魔かもしれないって気づいてたんだ……」

「ああ。お前が善良な悪魔だってことはわかってる。だから安心しろ。俺はお前の味方だ」

　ひかるは胸が熱くなった。自分が悪魔かどうかなんて、この際どうでもいい。確かな安心感をくれるこの人が、味方だと言ってくれる。それがなによりも心強く、そして嬉うれしかった。

「さて」恭きよう介すけがいつもの表情に戻った。「とにかくだ、ひかる。今日はちゃんと家に帰るな？」

「え…………それは」

「夕方にはちゃんと帰るって約束できるなら、それまで俺の任務に付き合わせてやる」

　任務？　と首を傾かしげたひかるに、恭きよう介すけはわざわざ溜ためを作って言った。

「昨日『刺客』から放たれた『呪力』によって破壊された電子レンジの代わりに、新しいものを買いに行く任務だ。ついてくるなら、メシぐらい奢おごってやろう」

　ひかるは満面の笑みで頷うなずいた。

「うん！」





◇　12時30分…………紫し乃の笛ぶえ理り人ひと　◇






　紫し乃の笛ぶえは、例の同人誌を持っているという結ゆ衣いを探して、日につ本ぽん橋ばしを闊かつ歩ぽしていた。

「土曜の昼間は人が多い……この密集度は、『バギ』の地下闘技場の客席レベルだな。あの緻密な描写、スタッフの方々には頭が下がる。なあ、ステファニア？」

　隣を歩いていたはずのアシスタントに目を向けたが、そこには誰もいなかった。

「……むう、あの女。一体どこに消えた？」

　あたりを見回す。後ろのケバブ屋台の近くで、ステファニアの姿を見つけた。

　そのステファニアは、リヤカーを引いている中年男性と話していた。

「これは神聖グランロイド王国にもあった、魔砲身と似ていますね」

「ほう、お嬢ちゃんは目が高いな。その大筒はバズーカとしても使える優れものやで。今なら砲弾つきで、たったの一万円。どや？」

「なんとお買い得なのでしょう。購入いたします」

　ステファニアは中年男性に万札を渡して、一メートル強の長さの大筒を受け取った。オマケでつけてくれた革のベルトを使って、自分の背中に取りつける。

「貴様、なにをやっている？」

　紫し乃の笛ぶえが声をかけた。

「聞いてください、マスター。わたくしはたった今、恐るべき武器を入手いたしました」

「……それは誰の金で買った？」

「無論、我々のサークルの経費です」

「ふむ」頷うなずいた紫し乃の笛ぶえは、リヤカーの中年男性に向き直った。「店主よ、品物を返すので、返金してほしい」

「いや、そんなこと言われても……あっ」

　中年男性は小さく声をあげると、リヤカーを引いて瞬時に走り去った。

　その後ろから、黒スーツを着た数人の男たちが追いかけていく。

「待てや緋ひ良ら坂さかァッ！　返済期限はとっくに過ぎてんやぞコラァッ！」

「むう、我々も追うぞ」

　駆け出そうとした紫し乃の笛ぶえの服を、ステファニアが引っ張った。そしてふるふると首を左右に振る。いつも無表情のくせに、こういうときだけ両目が潤んでいた。

「……この武器は、わたくしのものです」

　小さくつぶやく。親を困らせるわがままな子供のようだった。

「ふむ……わかったから、手を離せ」

　紫し乃の笛ぶえが言うと、ステファニアはそれに従った。

「何度も言っているが、いい加減、その余計なものを買う癖を直したらどうだ？」

「はっ、善処いたします。しかしそう言いながらも、わたくしに財布を預けてくださるマスターは、大変懐ふところの広いお方かと」

　言われて紫し乃の笛ぶえは、「はっ」と息を吞のんだ。気づいていなかった。

「……今後、財布は俺が預かる」

　紫し乃の笛ぶえはステファニアの鞄かばんに手を伸ばした。ステファニアはさっと背を向けてかわす。そしてまた、潤んだ瞳で首をふるふると振るのだった。

「むう……」

「それよりもマスター、早く緋ひ良ら坂さか結ゆ衣いを探しましょう。こんなやりとりは時間の無駄です」

「貴様がそれを言うのか？」

「ここは手分けして探すとしましょう。わたくしは向こうを探してまいりますので」

　一方的に告げたステファニアは、堺さかい筋すじのほうへ歩いて行った。

「むう、手分けという案には賛成だが……また妙な買い物をするのではなかろうな」

　一抹の不安を覚えながらも、紫し乃の笛ぶえはステファニアと違う道を進んだ。





◇　12時30分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






「まったく、桐きり崎さきさんはどこに行ったのよ……！」

　結ゆ衣いはオタロードより一本西にある広い道を歩いていた。式しき部ぶ庁ちようの担当官に言われた約束の十三時まで、あと三十分ほど。ひとりで同人誌を渡しに行くのが嫌だから、桐きり崎さきにもついてきてもらったのに、いつの間にか休日の人混みではぐれてしまった。

　担当官との待ち合わせ場所は、通天閣近くの裏路地。ここからは歩いて十五分程度で行けるのだが、さすがに遅れるのはまずい。観念してひとりで向かおうかと思ったとき。

　人通りの少ないその道で、ひと際目立つ存在が、こちらに向かって猛然と走ってきた。

　ラッパー桐きり崎さきではない。やけにかわいい女の子だった。




「見つけたでぇッ！　あんたが結ゆ衣いやな!?」




　元気よく急ブレーキで止まった女の子が、指を突きつけてきた。

「え、そうだけど……あなたは？」

「私はミーナ！　あんた、黒くろ塚づかくんから紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの同人誌を盗んだやろ!?」

　どきりとした。どうしてこの子が、そんなことを知っているのか。

　その様子を見たミーナは、ふうと息を吐いた。

「やっぱり図星か。残念やわ。同人誌の強奪なんて真ま似ねをするのは、ヤンキーだけかと思ってたのに、あんたみたいな女の子まで……その同人誌は返してもらうで」

「ちょ、ちょっと待って！　確かにあたしは恭きよう介すけから盗んだ形になったけど、あとでちゃんと返すつもりよ！」

　もちろん返すのは、魔導書になっていない別の同人誌だが。

「……ほんまに？　そんなこと言って、もう売ってしまったとかじゃないよな？」

「もちろん売ってないわよ。ほら、ここにあるし」

　結ゆ衣いは鞄かばんからそれを取り出して、見せつけた。売っていないことを証明したいだけだったのだが、ミーナは予想外のことを言い出した。

「今持ってるなら、ちょうどいいわ。私が黒くろ塚づかくんに返しに行くから、それ渡して」

「そ、それはだめよ。あとでちゃんと自分で返すから」

「悪いけど、待ってる時間はないねん。私もファンに頼まれてる身なんや。その同人誌をどうしても譲ってほしいってな。だから早く黒くろ塚づかくんに返して、彼から許可をもらわんと」

　ファン……？

　なんのことかよくわからない結ゆ衣いは、首を傾かしげた。

「まさかそのファンっていうのは、最近同人誌狩りをしている不良集団じゃないわよね？」

「確かにちょっと前までは、そんなことをやってたみたいやけどな。それについてはきっちりお仕置きをして、心を入れ替えてもらったで」

　やっぱりね……。

「ミーナさん、あなたが何者かは知らないけど、そのファンって人たちは、お金が目的で同人誌を欲しがってるだけよ。宇う城しろ組ぐみのヤクザが街の不良たちに命令しているの。それを持ってくれば、大金を渡すってね。あなたはそれに、利用されてるだけなのよ」

「なんやって……？」

　ミーナの眉がぴくりと上がった。

「連中はお金じゃないって言ってた。紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの同人誌が本当に好きやから、コレクターとして欲しいだけって言ってた。でも、じつはヤクザ絡がらみのお金目的で、しかも私まで利用されてるって？　よくもそんな見え透いた噓うそを……なんでヤクザが同人誌に大金を出すねん！」

「う、噓うそじゃないわ。あの同人誌には秘密があって……」

「うるさい！　とにかくあんたは黒くろ塚づかくんから同人誌を盗んだ！　そのうえ、純粋に同人誌が好きなファンまで馬鹿にされて、私は黙ってられへんで！　さっさとそれをよこせぇッ！」

　叫ぶと同時、ミーナは爆発する勢いで飛び込んできた。

　その踏み込みの速度に面食らった結ゆ衣いだが、反射的に身を仰のけ反ぞらせる。刹那、頭があった位置に、大木すら刈り倒しそうな回し蹴りが通過する。

　バックステップで距離をとる。ミーナはあっという間に追いついた。右の正拳。紙一重で回避。振り向きざま、ミーナは道端にあった自転車を片手で取る。振り抜こうとしている。体勢が崩れている今の結ゆ衣いでは、避けきれない。

　──セーレ！──

　声を出さずに叫ぶ。仰のけ反ぞった一歩が、瞬間的に三メートル先まで身を運ぶ。ミーナの振り抜いた自転車が空を切った。

「そこかぁッ！」

　それでもミーナは追撃の手を緩めない。自転車という凶器を振りかざしてくる。結ゆ衣いはさらに悪魔セーレの力を使って回避。二度目の高速移動のあとは、ミーナも追撃してこなかった。

「……おかしいな。あんたが瞬間移動したみたいに見える」

　片手で持っていた自転車を下ろして、言った。

　おかしいのはそっちでしょ……！

　動きの速さといい、自転車を片手で軽々と振り回す腕力といい、明らかに普通ではない。体術では確実にミーナのほうが上だった。そんな相手が本気で同人誌を奪おうとしている。結ゆ衣いはもう、防御に徹していられる状況ではなかった。

　視線だけであたりを見る。オタロードから一本外れたそこは、道幅が広くて、人通りが少ない。ミーナと対たい峙じしているのに、誰もこちらに意識を向けていない。

　……やるしかない。式しき部ぶ庁ちようとの約束の時間はもうすぐだし、ごめんね、ミーナさん！

　悪魔フラウロスの力を借りて、右手に火球を生成した。威力は最小限に抑えてある。

「ごめん、ちょっとだけ眠ってて！」

　火球を投げつけた。それはミーナに向かって一直線に飛ひ翔しようする。しかし────。

「どりゃああああッ！」

　ミーナはのれんでもくぐるかのように、腕を振り抜いて火球を弾はじき飛とばした。

「う、噓うそ……!?」

　ありえない。いくら威力を最小限にしたとはいえ、それは悪魔の火球なのだ。人間が素手でさわって、無事でいられるはずがない。

「なんやの今の手品……あんたは黒くろ塚づかくんかぁッ！」

　ミーナが猛然と突撃してきた。結ゆ衣いはなりふり構わず、次々と火球を飛ばす。しかしそのすべてが、片手で振り払われてしまう。

　な、なんなのよ、この子……ッ!?

　恐るべき格闘センス。もはやそれ自体が魔術と同格だった。魔術を知らない反応からして、一般人であることは間違いない。それでもミーナは、無意識的に身体強化の魔術を使っている可能性がある。近い先祖に魔術師がいたのかもしれない。

　と、考えているところへ、強烈な回し蹴りが結ゆ衣いを襲った。悪魔セーレの高速移動でかわそうとしたものの、わずかに遅れて、左手の同人誌が大きく蹴り飛ばされてしまう。

　結ゆ衣いはそれを拾いに行くこともできず、しっかりと目の前の強敵を見据える。

　……軽度の魔術が通じないなら、威力を上げるしかない……！

　改めて悪魔フラウロスの火球を生み出した。ミーナがため息をつく。

「またその手品か……一体なにがどうなってんねん？」

「それはこっちのセリフよ！　あなたこそ一体、何者なの!?」

「私は同人誌を愛する、ただのアイドルや！」

「は、はあ？　あんたみたいな武闘派が、アイドルなわけないでしょ！　アイドルっていうのは、もっとこう、ラグライブに出てくるような……」

「い、言ったな？　そりゃ私かって、向いてるとは思ってないけど……！」

「とにかく、今度こそ眠ってもらうから！　あたしは忙しいのよ！」

　結ゆ衣いが火球を投げ飛ばそうとしたとき。

　なにかが、路上の同人誌に向かって落下した。それは四枚の霊符となって、同人誌の周囲を高速で飛び回る。

「制鬼、刻鬼、召鬼、使鬼、急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう」

　結ゆ衣いたちの後方でバイクに跨またがっていた黒スーツの男──シェンルンが、指で印を結びながら呪文を唱えていた。路上の同人誌は、周囲を回転する四枚の霊符に運ばれる形で、シェンルンの手元に吸い込まれていく。

「シェンルン……!?　いつからそこに……!?」

　結ゆ衣いが言ったときには、もう遅い。魔術で同人誌を奪ったシェンルンは、バイクのエンジンをかけて、あっという間に走り去った。

「な、なんやねん、この街は手品師だらけか!?　ちょ、待てぇぇぇぇッ！」

　先に動いたミーナが、すでに遥はるか向こうにいるバイクを追いかけていった。

　結ゆ衣いはなにが起きたのか理解できない。脳の処理が追いつかないのだ。だから動けない。シェンルンのバイクが曲がった遠くの角を、ただ呆ぼう然ぜんと見つめることしかできなかった。

「盗とられた……あの子と戦ってる隙に、シェンルンに……」

　約束の十三時までは、もう時間がなかった。




「……それで、その李リー・神シエン輪ルンという中国の符術師に、むざむざ魔導書を奪われたと？」

　バーバリーの高級スーツに身を包んだ男が、苛いら立だたしげに言う。

　式しき部ぶ庁ちよう異能犯捜査第三係係長。それが結ゆ衣いたちに連続爆破事件の捜査を依頼した式部庁所属の役人、比ひ嘉が竜りゆう司じの肩書きだった。

　結ゆ衣いは力なく頷うなずく。

「はい、申し訳ありません……」

　シェンルンに同人誌を奪われたあと、結ゆ衣いは報告のために、比ひ嘉がに指定されていた通天閣近くの路地裏まで足を運んだ。その時点ですでに比ひ嘉がは到着していた。足元に落ちているタバコの吸い殻の数から見るに、予定時間よりも早く来ていたらしい。

　比ひ嘉がは新しいタバコに火をつけると、煙を吐きながら言った。

「……まったく、不穏な連中が狙う魔導書を手に入れたと言うから来てみたら、それはさっき奪われたと言ってくる。肝心の連続爆破事件はまた起きてしまうし、おまけに私が指定した時間にも遅刻する始末。西洋魔術結社の連中は、本当に無能だな」

　どれだけなじられても、結ゆ衣いはなにも言い返せない。比ひ嘉がの言っていることは、すべて正しいからだ。

「まあいい。我々式部庁も、西洋魔術結社などに期待していたわけではない。最初からお前らに解決できるような事件とは思っていないんだよ」

「申し訳ありません。今後は気を引き締めて、捜査に当たりますので……」

「不要だ。あとは我々式部庁で引き受けよう。情報提供ご苦労だった」

「いえ、ですが……」

「わからないのか？　無能なお前らは、もうお払い箱だと言っているのだ」

　比ひ嘉がが容赦ない言葉を打ち付ける。返答に詰まる結ゆ衣いを見て、さらに続けた。

「こちらの霊能者もそろそろ手が空くし、繫つなぎで使っていた西洋魔術結社の魔術師はもう必要ない。ああ、もちろん報酬はちゃんと支払うから安心しろ」

「ちょ、ちょっと待ってください。ここまで関わったんだから、せめて最後まで……」

　結ゆ衣いは食い下がったが、比ひ嘉がはそれを許さなかった。

「だから不要だと言っている。報酬は後日振り込んでやるが、これ以上首を突っ込むなら、それもないと思え。どうせお前らは金に飢えているんだ。タダ働きにはされたくないだろう」

　それだけ言うと、比ひ嘉がはタバコを地面に落として、歩き去った。

　その背を見送った結ゆ衣いは、自虐的に笑う。

「……そうよね。あたしの目的は報酬だもの。事件は解決できなかったけど、それがもらえるなら、よしとしなきゃ。魔術絡がらみの事件に関わるのは、もううんざりだし」

　わざわざ口に出して言ったものの、拳は固く握り締められていた。悔しかったのだ。ここまでやってきた事件の捜査を、あとからきた式しき部ぶ庁ちように取り上げられてしまったことが。

「いやー、遅れて悪ぃ。はぐれちまってから、探したんだぞ」

　ラッパー桐きり崎さきがやってきた。結ゆ衣いはため息まじりに顔を向ける。

「桐きり崎さきさん。あんた、今までなにしてたのよ」

「街の連中に、ラップバトルを挑みまくってたのさ。で、式部庁に同人誌は渡せたのか？」

　今はその話自体をしたくない。

「……どうだっていいでしょ。もうこの事件は終わりよ。報酬はあとで振り込まれるわ」

　首を傾かしげる桐きり崎さきを残して、結ゆ衣いはとぼとぼと歩き出した。





◇　16時15分…………ミーナ　◇






　まもなく夕方になる。今夜行なわれるフェスのリハーサルが迫っていたミーナは、ピンク・ダイヤモンドに向かって、日につ本ぽん橋ばしの街をとぼとぼ歩いていた。

　結局、同人誌を手に入れることはできなかった。同人誌が好きなファンの頼みだったのに、それを叶かなえることができなくて、申し訳なく思う。

　同人誌を奪ったのは、バイクに乗ったシェンルンという男。体力が続く限り追いかけたのだが、やはり追いつくことはできなかった。目の前で、むざむざ盗まれてしまったのだ。

「……私も愛車のバイク、持ってきとけばよかった」

　ミーナのバイクは、身分証代わりに取った原付免許のスクーター。仮にそれがあったとしても、シェンルンの大型バイクには到底追いつけなかっただろう。

　ふと、ゲーマーズ前の駐車場に座り込んで、タバコを吸っている集団を見かけた。ミーナに同人誌の捜索を依頼してきた茶髪たちだった。

　うまい言葉は見つからないが、それでも報告しておかなければならない。

　ミーナは重い足取りで、茶髪たちに向かった。

「あの……」

「んあ？　なんや、色物アイドルか」

　茶髪の反応は以前より素っ気ない。少し気になったものの、ミーナはひとまず頭を下げた。

「ごめん。例の同人誌、手に入れられへんかった。私のファンになってくれたお兄さんたちの頼み、なんとか叶かなえてあげたかってんけど……」

　茶髪たちは一瞬、面食らった顔をした。そして────哄こう笑しよう。

「だっはっは！　そういやあんたにも頼んでたな！　あの件やったら、さっき終わったらしいわ。金がもらえなくて残念やで」

　話がよく見えない。

「あの、お金ってどういうこと？　お兄さんたち、紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの熱心な信者なんやろ？」

「そんなわけないやろ。ヤクザからその同人誌を手に入れたら金をやるって言われたんで、探してただけや。そうじゃなかったら、あんなペラペラのエロマンガなんて欲しがるかっての」

「え……？」

　昼間に結ゆ衣いから言われたことが、脳裏をよぎった。

　──そのファンって人たちは、お金が目的で同人誌を欲しがってるだけよ。宇う城しろ組ぐみのヤクザが街の不良たちに命令しているの。それを持ってくれば大金を渡すってね。あなたはそれに、利用されてるだけなのよ──

　まさか、あれって、ほんまやったん……？　噓うそやんな……？

　茶髪たちはさらに追い討ちをかける。

「だいたい俺らが本気で、お前みたいな色物アイドルのファンになると思ってたわけ？　マジでウケるわ、お前」

「それに歌もキモすぎるねん！　あんなん聞きに行く奴なんて、おるわけないやろ！」

「まあ俺らもその辺の奴らに、絶対に行くなって言ってやったしな。たぶん客席はガラガラになるぞ。あれ？　もしかして、泣きそうになってる？」

　茶髪たちがにやにやと顔を覗のぞき込こんでくる。

　ミーナは拳を震わせながら、睨にらみつけた。

「ひっ……!?　な、なんやねん。また暴力か？」

　茶髪たちが怯ひるむ。ミーナはうつむくと、なにも言わずに立ち去った。

　目元を拭いながら。





◇　16時20分…………黒くろ塚づか恭きよう介すけ　◇






　ひかると一緒に土曜日の活気あふれる日につ本ぽん橋ばしを満喫しつつ、目的の電子レンジを購入して、配送手続きを終えたころには、もう夕方近くになっていた。このあとはどこかの店で軽く休憩してから、ひかるを家まで送ることになっている。

「なんか浮かない顔してるな」

　恭きよう介すけが言うと、ひかるは笑顔を作ってみせた。

「え、そうかな？　それよりもさ、これからどんなお店に行くの？」

　どこか無理をしている顔だった。それでも自分からなにも言わない以上、恭きよう介すけもあえて明るく振る舞うことしかできない。

「そうだな、ここはやっぱり『魔力』であふれる『龍脈スポット』に……」

　適当な店を探していると、コトブキヤから見知った女の子が出てきた。結ゆ衣いだった。

「おい、隠れオタ」

　恭きよう介すけが声をかけた。結ゆ衣いは気の抜けた顔で、ゆっくりと振り向く。

「……あたしはオタクじゃないって言ってるでしょ」

「だったら、手に持っているそれはなんだ？」

　紙袋から丸めたタペストリーが覗のぞいている。かすかに見える絵柄からして、魔眼がラグライブのタペストリーだと見抜く。ほかにぬいぐるみも見えた。

　……こいつやっぱり、ゴリゴリの萌もえアニメが好きなんだな。

「あ、そうだ！　それよりもお前、俺から盗んだ同人誌返せ！」

　そう言うと、結ゆ衣いは気の抜けた顔のまま、がっくりと項うな垂だれた。

「……ああ、そうだったわね。ごめんなさい、あたしも盗まれちゃったの」

「はあ!?　なんだとぉ!?」

「本当にごめん。あたしはどうしようもない無能だわ……能無しで、お金の亡もう者じやで……」

「おまけに隠れオタでもある」

「……もうそれでいいわ……それじゃ……」

　なんだかよくわからないが、ひかると同じく元気のない様子だった。同人誌のことで文句を言ってやろうと思っていた恭きよう介すけだが、いささか気後れしてしまう。

「ねえ、お兄ちゃん。このお姉ちゃんも一緒にご飯どうかな？」

　ひかるも結ゆ衣いの消沈ぶりが気になったらしい。恭きよう介すけは頷うなずいた。




「……それで、どうしてメイド喫茶なの？」

　正面に座る結ゆ衣いが、ため息まじりに言った。恭きよう介すけとひかるは、壁かべ際ぎわのソファー席だ。

「このメイド喫茶の看板メニューは、なんとお好み焼きなんだ。さすがは大阪って感じだろ」

　恭きよう介すけも初めてこの店に来たときは驚いた。秋葉原のメイド喫茶では、オムライスにケチャップアートがセオリーだったが、日につ本ぽん橋ばしのこの店では、お好み焼きにマヨネーズを使って、キャラクターを描いてくれる。青のりや鰹かつお節ぶしを巧みに使って、髪型まで表現してくれるのだ。

　もちろん定番のオムライスもあるのだが、せっかくの大阪なんだから、ということで恭きよう介すけはそれを三つ注文した。

　颯さつ爽そうと立ち去るメイドを見て、ひかるがぽつりと言う。

「ひかる、メイドさん見たの初めて。かっこいいなぁ……」

「まあ、小学生なんて、なかなかこんな店に入る機会ないもんな」

　ひかるは頷うなずいて続けた。

「それにね、こんなにお外で遊んだことも初めてなの。今日は本当に楽しかったな……」

「じゃあいつもは、家でゲーム三昧ってわけか？」

「ううん、ゲームもほとんどやったことない。スマホだって持ってないし。本当はパパと一緒に遊びに行ったりしたかったんだけど、ずっと寝てるか、本ばっかり読んでたの」

「じゃあ、ゲームやってみる？」

　結ゆ衣いがポーチから取り出したスマートフォンを、ひかるに渡した。パズルゲームのアプリを起動して、あれこれと操作方法を教える。恭きよう介すけも横から覗のぞき込こんだ。

「……ずいぶん萌もえ萌もえな女キャラのゲームだな。さすがは隠れオタだ」

「た、たまたま面白そうなゲームを見つけただけよ。本当にたまたまなんだからね！」

「お？　それも『蒼そう穹きゆうのソルフェージュ』の時とき宮みや凛りん子こが言いそうなツンデレセリフだな。そういや今日の私服も、第五話で凛りん子こがピザの大食いに挑戦するときのやつに似てるぞ。ちなみにそのときのパンツの柄は、白と青のストライプだ。今のお前もそうだろ？」

　結ゆ衣いはスカートの裾を押さえた。図星らしい。

「……あんたと話してると、頭が痛くなってくるわ」

「わあ、これ面白いね！」

　スマートフォンで夢中に遊んでいるひかるを見ながら、結ゆ衣いが囁ささやいてきた。

「ねえ恭きよう介すけ。あんた、この子とどういう知り合いなの？」

「どういうって言われても……街で仲良くなっただけだよ」

「…………誘拐、じゃないわよね？」

「当たり前だろ！　俺は誰よりも正義を愛する魔術師だぞ！」

「ひかるはね、お兄ちゃんと一緒にいると落ち着くの。だから一緒にいてってお願いしたの」

　スマートフォンでゲームをしたまま、ひかるが言った。

「落ち着くって……あんたみたいな厨二病が、どうやってこの子を籠ろう絡らくしたのよ？」

「誤解を招くようなことを言うな。俺の夢む創そう魔術を見せて元気づけたくらいだよ。なにしろ俺は天才魔術師だからな。数年前の『邪じや龍りゆう王おう』との戦いに比べたら、落ち込んでいる少女に笑顔を与えることなど、容易たやすいものよ。ふっ……」

　結ゆ衣いは訝いぶかしい顔をして、ひかるに尋ねた。

「ねえ、ひかるちゃん。この厨二病のお兄ちゃんの、どこがいいの？」

「えっと……」ひかるは困った顔をすると、隣の恭きよう介すけに囁ささやいた。「……ねえ、このお姉ちゃんってさ、お兄ちゃんが凄すご腕うでの異端審問官だってこと知ってるの？」

　ああ、そういや、そんな設定にしたんだっけか。

　忘れていた恭きよう介すけは、真剣な表情を作って小声で答えた。

「あいつはただの隠れオタだから、もちろん知らない。だから内緒だぞ」

「わかった。ひかる言わない」

　口にチャックの仕草をする。信じてくれているようで、本当にかわいい。

「なんの話？」結ゆ衣いが首を傾かしげる。

「ふっ、お前のような平凡な一般人には、無縁の話さ。ストライプのパンツでも穿はいてろ」

　結ゆ衣いは軽く息を吐くと、ひかるに向き直った。

「ねえ、ひかるちゃんって、前にシェンルンに追われていたわよね。あれはなんで？」

　恭きよう介すけは初耳だった。

「え、シェンルンって、あのオタクをこじらせた中国人だよな？　あいつ、ロリコン属性まであったのか!?　なにもされてないか、ひかる!?」

「え、えっと、それは……」

　ひかるが口ごもる。恭きよう介すけと結ゆ衣いは、黙って返答を待った。

　それによって、衝つい立たての向こう側の会話が耳に入ってきた。

「どうやら、本は無事に手に入ったらしい。あとはお嬢を探すだけやな」

「そっちの問題もあったな……三日も帰らずに、どこでなにをやってんだか。警察に捜索願を出すわけにもいかねーし……」

　なぜかひかるは、結ゆ衣いのスマートフォンを持ったまま、青白い顔で震えていた。

　どうした？　と声をかけるよりも早く──。

　ひかるは突然席を立って、外に向かって駆け出した。

　衝つい立たての向こうにいた二人組の男が、やや遅れて立ち上がる。

「い、いたぞ！　お嬢だ！」

「すぐ追いかけろ！　応援も呼べ！」

　恭きよう介すけはさっぱり状況が飲み込めない。飲み込めないが、その男たちがひかるを追いかけようとしていることだけはわかった。

　だからメガネを押し上げて不敵に笑う。主人公スイッチ、オン。

　そして素早く、ジャケットの袖口を向けた。

　パーンッ！

　店内に轟とどろく破裂音。袖に仕込んだ改良クラッカーから、国旗の連なる長い紐ひもが噴射された。それが男たちにまとわりつく。

「な、なんやこれ!?　おいクソガキ！　なにしてくれてんねん!?」

「放っておけ！　早くお嬢を追いかけるぞ！」

　まとわりつく国旗を無視して駆け出した男たちだが、店を出る前につんのめって転倒した。国旗の紐ひもには小さなフックがいくつもついており、彼らのスーツにしっかりと食い込んでいたのだ。紐ひもの反対側は、すでにテーブルの支柱に結びつけてあった。

「夢む創そう魔術……『闇皇帝の呪縛インペリアル・バインド』だ。なんでひかるを追いかけようとしたのか知らねーけど、天才魔術師の俺の前でそんな真ま似ねは……」

「テメェ、誰になにやったかわかってんのか!?　俺たちは宇う城しろ組ぐみのヤクザだぞ!?」

　え、ヤクザ……？　なんでヤクザが、ひかるを……？　いや、それよりも、ヤクザ相手にこんな真ま似ねをした俺って、やばくね？

　急に現実に引き戻された恭きよう介すけは、引きつった笑みを浮かべた。

「あ、あはは、そ、その……す、すいません。すぐ紐ひもをほどきますんで……」

　そんな恭きよう介すけの腕を、結ゆ衣いが引っ張った。

「なにやってんのよ！　いいから、ひかるちゃんを追うわよ！」





◇　17時10分…………ひかる　◇






「はあ、はあ、逃げ切ったかな……」

　日につ本ぽん橋ばし公園まで全速力で走ってきたひかるは、荒い息を吐いた。

　ブランコにちょこんと座る。いつでも逃げられるように、あたりに気を配りながら。

　さっきメイド喫茶にいた二人組は、宇う城しろ組ぐみのヤクザだ。本を手に入れたから、あとはお嬢を探すだけと言っていた。

　そのお嬢とは組長の娘────宇う城しろひかるのことを指している。

「帰れないよ……だって、ひかるが帰ったら、パパが死んじゃうもん……」

　ひかるはつい持ってきてしまった結ゆ衣いのスマートフォンを、ぎゅっと握りしめた。

　そして思い出す。病弱な体質を治すため、屋や敷しきの庭にある蔵で、悪魔の降霊術を試したあとのことを────。




　それ以降、病状は改善されたが、時折意識を失うようになってしまった。そんなひかるのもとに、父の宇う城しろ組長が中国人の男を連れてきた。

　不思議な術で病気を治す「心霊医」らしいその男は、李リー・神シエン輪ルンと名乗った。

　シェンルンはひかるに霊符を当てたり、八角形の遁とん甲こう盤ばんを近づけたりしてきた。それがなにを示すのかはわからない。ただ、シェンルンは父に顔を向けて、首を左右に振った。

　二人だけで話をしましょう。そう言ったシェンルンは、父と一緒に部屋を出て行った。

　気になったひかるは、こっそりとあとをつけてみた。客間の向こうに気配を感じたので、襖ふすまに耳を押し当てて、二人の会話を盗み聞きしたのだ。

「確かに娘さんは悪魔に取り憑つかれています。それが暴れだすようになった原因でしょう」

　これはシェンルンの声。暴れだす、と言っているが、ひかるにそんな記憶はない。

「やっぱりそうなんか……せっかく元気になったと思ったのに」

　これは父の宇う城しろ組長の声だ。

「ちなみにですが、宇う城しろさんの家系に魔術師だった方はいらっしゃいませんか？」

「そんなん知らん。ああ、でもうちの蔵には、昔から伝わるオカルト本が大量にあるけど」

「おそらくそう遠くないご先祖に、どこかの結社に所属する魔術師がいた可能性が高いです。つまり、宇う城しろさんには魔術師の血が流れている。その才能の多くを引き継いでいるのが娘さんですね。娘さんは生まれたときから原因不明の重病にかかっていたと伺いましたが、きっとそれも、自分で扱いきれない膨大な魔力が原因でしょう」

「……その膨大な魔力とやらのせいで、今度は悪魔に取り憑つかれたってわけか？」

「はい。ソロモンの魔術の使い手がそうであるように、悪魔を身に宿すことは魔術の素養をもった人間にしかできません。ただ、ソロモンの魔術は術を発動するときだけ、一時的に悪魔を身に宿すわけですが、魔術師ではない娘さんにはその制御ができません。だから永続的に悪魔を宿してしまっている状態なのです。この状態は大変危険で、宿主の意識はどんどん侵食されていき、やがては自我が保てなくなってしまいます」

「難しい話はよくわからん。とにかく娘に宿ったその悪魔を、祓はらうことはできへんのか？」

「もちろんできます。ただし今の娘さんは、身に宿る悪魔の力によって健康を取り戻している状態。それを祓はらえば、また元の病弱な体に戻ってしまいます。それを承知していただけ」

「なんやって!?　娘はいつ死んでもおかしくない、ほとんど寝たきり状態やってんぞ！　だから悪魔のおかげとはいえ、娘が元気になった姿を見たとき、ワシは……！」

　襖ふすまの向こうからテーブルの動く音がする。父がテーブル越しにシェンルンを締め上げているのだろう。その激げき昂こうは徐々にしぼんでいく。

「頼むシェンルンさん……なんとか、なんとか、今みたいな健康状態で、その悪魔の侵食とやらだけを抑えることはできへんのやろか……」

「……方法はないこともないのですが、お勧めはできません」

「方法があるんか!?　だったらやってくれ！」

「まずは話を聞いてください。符術師の私は、使し魂こん阿あ尾び奢しや法ほうという術が使えます。これは幼子に鬼神、すなわち悪魔を宿して意のままに使役してしまう、大変高度な禁術です。私が言った方法というのは、その禁術を使うことなのです。娘さんにはすでに悪魔が宿っている状態ですから、術式も簡略化できます」

「つまり、娘に宿った悪魔を、あんたが使役するってわけか？」

「ええ。そうすれば私がその悪魔に『今後、宿主の意識を侵食することを禁ず』と命じるだけで、沈黙させることができます。身に宿っている悪魔を祓はらうわけではないので、今の健康状態も維持できます。日常生活にも支障はありません」

「おお、それはすごい！　ぜひとも、やってもらいたい！」

「しかし、お勧めはできないと申し上げたでしょう。理由は二つ。ひとつは娘さんの体に悪魔を宿したままになること。今の娘さんは実質的に半分悪魔、半分人間の状態です。日常生活に支障がないとはいえ、そんな状態で生きていくことを、娘さんは了承するでしょうか」

「娘ならワシが説得する。悪魔を祓はらって、いつ死ぬかわからん病状に戻るくらいなら、たとえ半分悪魔でも元気に過ごせるほうがいいに決まっとる」

　半分悪魔で半分人間……ひかるはよくわからないが、それで健康が維持できるなら、なんでもいいと思った。

　しかし問題は、シェンルンの次の言葉だった。

「そして二つ目の問題。これが致命的なのですが……使し魂こん阿あ尾び奢しや法ほうは、器に宿る悪魔と術者の私が主従の契約を結ぶ術です。そのためには練度の高い魔導書と、器と縁の深い人間の魂が必要になります。魔導書は友人のツテがあるのでなんとかなりますが、人間の魂となると、そうもいきません」

「器っていうのは、娘のことやろ。娘と縁の深い人間と言ったら……ワシか」

「確かに宇う城しろさんが最適の人選でしょう。ですが魂が必要ということは、すなわち」

「使ってくれ」

　その端的な父の言葉には、強い意志が宿っていた。

「……ご自分でなにをおっしゃっているか、わかっていますか？　私は生いけ贄にえが必要だと言っているんですよ。それはつまり、あなた自身の死を意味する」

「構わん。娘が……ひかるが元気でいてくれるなら、ワシの命なんかいくらでもくれたる」

　しばらくの静寂。それを破ったのは、シェンルンの低い声だった。

「……それが父親としての覚悟というわけですか」

「ああ。ひかるを助けるために死ねるんやったら、先にあの世で待ってるひかるの母親にも自慢できるわ。ははっ」

　その話を聞いた時点では、まだ半信半疑だった。自分の半分が悪魔だとか、それを押さえつけるためには魔導書と父の魂が必要だとか、あまりにも現実感のない話だったから。

　しかし三日前の水曜日。屋や敷しき内でこんな噂うわさを耳にした。

　宇う城しろ組ぐみの組員が街の不良連中を使って、魔導書の疑いがある同人誌を探している。宇う城しろ組長は魔導書を手に入れるためなら、いくら金を使っても構わないと言っている。

　それを聞いたひかるは、顔面蒼そう白はくになった。

　……やっぱりパパは本気だったんだ。ひかるのために本気で魔導書を手に入れるつもりなんだ。そしてそれが手に入ったら、今度はパパが魂を差し出してしまう。ひかるのために、命を投げ出してしまう……！

　迷いはなかった。父が自分のために死のうとしているのなら、自分がいなくなればいい。

　そう思ったひかるは、家を飛び出した。




「どうしよう……」

　ひかるは公園のブランコでつぶやいた。宇う城しろ組ぐみはとうとう魔導書を手に入れてしまった。あとは自分が捕まってしまえば終わり。ひかるの健康を維持するため、シェンルンに自分のなかの悪魔と主従契約を結ばせるため、父が魂を捧ささげて死んでしまう。

　もう自分の健康なんてどうでもいい。早くに母を亡なくしているひかるは、父にまで死んでほしくはなかった。

「ほんとにどうしよう……もうやだよ……」

　持ってきてしまった結ゆ衣いのスマートフォンを握りしめたまま、うつむいていると──。

「泣いたらあかんで」

　頭上から優しい声が落ちてきた。顔をあげても視界がぼやけていて、相手がよく見えない。そこで初めて、自分は泣いていたのだと気づいた。

「…………っ」

　目元をこすって逃げようとする。自分を探しにきた宇う城しろ組ぐみの組員だと思ったのだ。

　しかし目の前の相手は。

「なんでやアンペア！」

　言いながら、全身でアルファベットの「Ａ」を表現した。

「……え？」

「くっ、や、やっぱウケへんか。並列回路のお決まりのギャグなんやけど。じゃあ……」

　その男は表情を強こわ張ばらせ、全身を小刻みに振動させた。

「た、ただいま、か、感電中」

「…………なにそれ。あははっ」

　ひかるは吹き出した。この人は宇う城しろ組ぐみの人間じゃない。だってこんなに面白いことやる人なんて、いないもん。

「お？　ウケた？　よっしゃ、何度でもやったるで！　びりびり、びりびり、か、感電中」

「あははっ、お兄ちゃん、もしかして芸人さんなの？」

「おう。並列回路の手て代しろ木ぎっていうんや」

　小刻みに振動していた男──手て代しろ木ぎは、照れくさそうに頭を搔かいた。

「……って、もう並列回路は解散したところやけどな。俺も芸人を辞めるねん」

「え、そんなに面白い人なのに、辞めちゃうの？」

　手て代しろ木ぎは自嘲気味に笑って、頷うなずいた。

「はは、ほんまは劇場にも出て、打ち上げ花火みたいに、どっかんどっかん笑いを取ってるところを見せたかったけどな。でも結局は、ただの線香花火みたいな芸人人生やったわ……」

「じゃあ見せてよ。ひかる、本物の打ち上げ花火だって、ちゃんと見たことないし」

「え、花火大会とか行ったことないか？」

「うん、テレビでちょっと見ただけ。ほとんど寝たきりだったから」

「そうか……」

　手て代しろ木ぎは遠い目をすると、ひかるの頭を優しく撫なでた。

「俺はな、お嬢ちゃんみたいに泣いてる子を笑顔にできる芸人になりたかってん。芸人を辞める前に、その願いが叶かなってよかった。それが俺にとっての、最後の線香花火かな。はは……」

　そして踵きびすを返かえすと、公園の出口に向かって歩いていった。

　……あのお兄ちゃん、ひかるが泣いてたから、笑わせようとしてくれたんだ。

　そう思ったひかるは、声を張り上げた。今度は自分が少しでも彼を元気づけるために。

「お兄ちゃーん！　いつか大きな花火、見せてよねー！」

　手て代しろ木ぎは振り向くことなく、片手をあげるだけで応じた。





◇　17時30分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






　結ゆ衣いは恭きよう介すけと一緒に、ひかるを探して日につ本ぽん橋ばし中を駆け回っていた。

　さっきメイド喫茶で彼女を「お嬢」と呼んだのは、宇う城しろ組ぐみのヤクザたち。つまりひかるは、宇う城しろ組ぐみ組長の娘ということになる。ただの家出騒動かもしれないが、結ゆ衣いはどうしても引っかかることがあった。ヤクザたちはこう言っていた。

　──本も手に入れたし、あとはお嬢を探すだけ──

　その言い方が引っかかる。本というのはきっと、宇う城しろ組ぐみが探していた魔導書のこと。それに理由は聞けず終じまいだったが、ひかるは先日、あのシェンルンにも追われていたのだ。

　シェンルンに魔導書を探すよう命じられていた宇う城しろ組ぐみ。そして三日も家出していた宇う城しろ組ぐみ組長の娘、ひかる。この二つのファクターは、間違いなくどこかで繫つながっている。

「ああ、やべえよ……俺はヤクザ相手に、なんてことを……」

　隣の恭きよう介すけは、さっきからずっとこんな調子だ。

「まったく、いつもの強気な厨二病はどうしたのよ」

「そ、そんなこと言っても、アニメの主人公だって、ヤクザにはビビるんだよ……」

　それもそうだ。魔術師の自分でさえ、できることならヤクザと関わりはもちたくないのに、恭きよう介すけはただの一般人。怖がるのも無理はないし、そこに厨二病うんぬんは関係ない。

　成り行きで一緒に来てもらってたけど、やっぱり帰らせたほうがよさそうね……。

　そう思ったとき、恭きよう介すけが「あっ！」と短く大声をあげた。

「あれは…………紫し乃の笛ぶえ理り人ひとだ！」

「は、はあ？　なんですって？」

　前からゆっくり歩いてくる銀髪の男。恭きよう介すけはその人物を指差している。

　あいつが紫し乃の笛ぶえ理り人ひと────悪魔ベリト……！

　初めてヒトの姿をしているその悪魔を見た結ゆ衣いは、緊張を走らせて身構えた。

「見つけたぞ、緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い。俺の同人誌を返せ」

　紫し乃の笛ぶえが手を差し出してくる。

「……あれはシェンルンっていう男の手に渡ったわ。だからあたしは持ってない」

「なんだと？　くっ、すでに奴は、あれを手中に収めたというのか……」

「確かに厄介だな……」

　なぜか恭きよう介すけが真剣な顔をしていた。それを無視して結ゆ衣いは続ける。

「あたしも奴を追っていたけど、お役御免になったわ。今後は式しき部ぶ庁ちようが奴を追うことになる」

「式部庁？　そうか、貴様は奴に関する事件の調査を依頼されていたのか。報酬は払うから、もう関わるなとでも言われたか？　連中が言いそうなことだ」

　また恭きよう介すけが割り込んだ。

「確かに、『奴ら』は縄張りにうるさいところがある。俺の魔術結社、『ネオ・ワルプルギス』もそうだ。以前、『邪神』を滅したときも、『奴ら』に手柄を横取りされたよ」

「ふむ、貴様の魔術結社も、式部庁から横よこ槍やりを入れられたか。みんな苦労しているようだな」

　なぜか紫し乃の笛ぶえは恭きよう介すけに乗っかった。結ゆ衣いはそのやりとりも無視して続ける。

「……あんた、シェンルン側の人じゃないの？　魔導書の作者なんでしょ？」

「俺は作家のプライドで、あの失敗作の同人誌を回収したいだけ。シェンルンがなにを企たくらんでいようと興味はない」

「そしてもちろん俺は奴の『計画』も知っている。禁書の封印を解いて『終ラ末グのナ聖ロ戦ク』を引き起こし、世界を転覆しようとしているんだ。天に昇る『南十字サザンクロス』がそう告げて……」

「ああもう！　あんたは黙っててよ！」

　結ゆ衣いは我慢できずにそう言ってから、改めて紫し乃の笛ぶえに向き直った。

「本当にシェンルン側じゃないの？　あいつに同人誌を渡せば、多額のお金が入るんでしょ」

「……俺は金ごときで動く男ではない。とにかく、貴様が同人誌を持っていないなら、もはや用無しだな。さらば」

　紫し乃の笛ぶえは踵きびすを返かえして、クールに立ち去った。

「あ、待ってくれよ、紫し乃の笛ぶえ先生！　またサイン欲しいんだけどさーっ！」

　恭きよう介すけがその背に呼びかける。紫し乃の笛ぶえは背中越しに親指を立てて応じた。

　……金ごときで動く男じゃない、ですって？　本当かしら。





◇　17時45分…………手て代しろ木ぎ寿とし也や　◇






「あの女の子に笑ってもらえて、嬉うれしかったな……」

　手て代しろ木ぎは日東公園のベンチで、缶コーヒーを飲みながら、小さくつぶいた。

　やっぱり人を笑わせることは最高だ。それも泣いている子供を笑顔にできたのだから。手て代しろ木ぎにとって、こんなに嬉うれしいことはない。

　それだけで満足しとかな……俺の芸人人生の最後にふさわしい客やったやんか。

　何度もそう考えるのは、未いまだに後ろ髪を引かれる思いがあるから。だけど自分に才能がないことはわかっている。相方からも解散を切り出された。

　だから──もうきっぱり辞めることにする。明日から普通の仕事を探そう。そしてお笑いとは無縁の人生を送るのだ。

「……なんでやアンペア」

　手て代しろ木ぎはベンチから立ち上がると、全身でアルファベットの「Ａ」を表現した。

「た、ただいま、か、感電中」

　あの少女に笑ってもらったギャグ。舞台で何度も披露した。そのたびに、スベり倒した。

　これが芸人としての最後の姿。そう考えると、涙が溢あふれてきた。できることなら、もう少しだけ芸人を続けたかった。もっといろんな子供を笑顔にしてあげたかった。

　しかしそれはもう叶かなわない。

「びりびり、びりびり、か、感電中……感電……うおわっ!?」

　涙声を絞り出していたところで、腰を抜かしそうになった。誰もいない公園だと思っていたのに、いつの間にか、自分のすぐ傍そばに人がいたのだ。

「ククク、やるな貴様。大いに笑わせてもらったぞ」

　その銀髪の美青年は、言葉とは裏腹に、ほぼ無表情だった。反射的にツッコミを入れる。

「いや、どこがやねん。口元が微妙に歪ゆがんでるだけやんけ」

「俺は基本的に感情を表に出さない男でな。これでも爆笑しているのだ」

　とてもそうは見えないのだが。手て代しろ木ぎはため息をつくと、自虐的に笑った。

「……まあええ。今のが俺の芸人としての最後のギャグや。見てくれてありがとう」

「ふむ。ただ者ではないと思っていたが、やはり貴様は芸人だったか。しかし最後というのは聞き捨てならんな。俺は今後、二度と今の大爆笑ネタを見られないということか？」

「ああ。俺はもう辞めるねん」

「なぜだ？　貴様には才能がある。辞めるのはもったいないぞ」

　その言葉は槍やりとなって、手て代しろ木ぎに深く突き刺さった。午前中に一度は崩落し、その後はハリボテのように取り繕っていた感情のダムに、小さな穴を確実に穿うがつ。




「……才能？　才能やて？」




　ハリボテのダムはそれだけで決壊する。堰せき止とめていた感情が、怒ど濤とうのように溢あふれてくる。

「そんな言葉、軽々しく使うな！　俺は売れない芸人の手て代しろ木ぎ寿とし也やや！　ほんまに才能があるなら、もっとお笑いで稼いでるはずやろ!?　なあ!?」

　八つ当たりだった。銀髪の男には関係ない話なのに。だけど、どうしても言わずにはいられない。いや、誰かに思いをぶちまけたかっただけなのかもしれない。

　だから叫ぶ。誰にも認めてもらえない世界を呪って、大声を放つ。

「俺は芸人になるのが夢やった！　お笑いで稼ぐのが夢やった！　でも周りの連中はみんな、絶対無理って言ってくる！　人にはそれぞれ限界があるから、お前には才能がないから目指すだけ無駄ってな！　そんなこと……そんなこと、俺かってわかってるねん……！　わかってるねん……だから諦めるんじゃ！　悪いかコラァッ!?」

　手て代しろ木ぎは泣いていた。悔しくて、情けなくて、泣いていた。

　ひとしきり叫んだあと、肩で息をしながらベンチに腰を落とした。そして両手で顔を覆う。

「…………すまん。他人のあんたに言うことじゃなかったな。忘れてくれ……」

「ふむ」

　銀髪の男は顎に手を当てると、思案を巡らせながら言った。

「自己紹介が遅れたな。俺は同人作家の紫し乃の笛ぶえ理り人ひと。大いなる夢を抱く者だ」

「……あんたが、あの同人誌の……」

　手て代しろ木ぎは涙を拭って、銀髪の男──紫し乃の笛ぶえを見上げた。

「ところで貴様に、目指すだけ無駄とか言った連中は、芸人を目指している人間どもか？」

「え？　いや、違うけど……」

「だったら聞く必要はない。なぜ目指してもいない連中が、無理とか無駄とかを知っているのだ。知るわけがない。芸人として成功している人間が、そう言ったわけではないのだろう？」

　成功している人間。たとえば後輩の西にし村むらだ。確かに彼から、そんな話は聞いたことがない。

「……でも、俺かって自分でわかるんや。どうせもう無理やって」

　紫し乃の笛ぶえは自分の口元に人差し指を当てた。そして続ける。

「無理という言葉を口にするのは、本気でなにかをやっていない者、あるいは諦めた者ばかりだ。成功している連中は、絶対に無理など言わない。むしろこう言ってくれるだろう。がんばればできる、とな。なぜなら彼らはその『無理』を覆くつがえして、実際に夢を叶かなえているのだから」

「あ……」

「俺の夢は日本中、いや、世界中の人間を俺の同人誌で楽しませることだ。この壮大な夢はまだ途上なので、今の俺に、がんばればできると言う資格はない。だがな、手て代しろ木ぎとやら。今は不可能なことを、可能にすること。それを夢というのだ。最初からできるとわかっている者など誰もいない。そんなものは夢ですらない。そして本当に無理なら、誰も挑戦しないだろう」

「あ、あ……あ……」

　言葉が出なかった。そしてまた、涙が溢あふれてきた。さっきの涙とは違う、熱い涙だった。

　それが手て代しろ木ぎの冷めていた心を、再び温めていく。熱く、熱く────。

「自分で無理かもしれないと思っているなら覆くつがえすがいい。夢に向かって挑戦する者は、すべて俺の同志であり、友人だ」

「あ……あ……あぐうううううううう！」

　顔を覆って、大声で泣いた。子供以来のことだった。

　紫し乃の笛ぶえの言うとおりだった。自分はなにを惑わされていたのか。芸人を目指していない人間から、辞めると決めた相方から、「人には限界がある」「目指すだけ無駄」と言われたところで気にすることなどなかったのだ。

　そうだ、自分はなにを諦めていたのか。相方から解散を切り出されたところで、まだ終わりじゃない。まだ新しい相方を探そうともしていないし、なんならピンでもできる。

　俺はまだできる……まだまだ、夢を追いかけることができるんや……！

「それから貴様は少々、金に執着しすぎている節があるな」

　手て代しろ木ぎは涙を拭って紫し乃の笛ぶえを見上げた。黙って次の言葉を待つ。

「もちろん金は重要だ。俺も売れたいに決まっている。だがその前に、好きな同人誌を描いて読者に幸せと感動を与えること。それが金よりも重要なことだから、俺は描き続けることができるのだ。貴様も芸人を志した最初の理由は、金ではあるまい」

　それが手て代しろ木ぎの心にくすぶる、最後のしがらみを消し去った。

「……そのとおりや。俺は人を笑顔にしたいから、芸人を志したはず。だったら、稼がれへんから辞めるって理由はおかしいよな。金がなくても続けてる芸人は、いくらでもいるんや」

　そして、そんな手て代しろ木ぎのネタでも笑ってくれる少女がいた。それから、道を示してくれたこの男も。笑ってくれる人がいるなら、応援してくれる人がいるなら──自分はまだやれる。

「ふっ、いい顔になったな。まあ、売れないうちは貧乏なのも仕方がない。俺のサークルもそうだ。製本したあとでも気に入らないと破棄してしまうから、金がたまらん。愚かな助手もいることだしな。それでも、好きなことを続ける楽しさには抗あらがえんよ」

　そう言って、紫し乃の笛ぶえは立ち去ろうとした。呼び止める。なにかお礼がしたかったのだ。いろいろと吹っ切るきっかけを与えてくれた、この天使のような男に。

「……こんなもんしかないけど、もらってくれ。感謝の印や」

　手て代しろ木ぎが渡したのは、上うえ林ばやしからもらった串カツ松まつ原ばらの割引券だった。

「ふむ……この店はあまり好かんのだが、もらっておこう。さっきの爆笑ネタ、また見ることができると信じているぞ。ククク……なんでやアンペア。気に入った」

　その男を見送ったあと、手て代しろ木ぎはスマートフォンで電話をかけた。




「俺を呼び出すとは珍しいな、手て代しろ木ぎ」

　一時間後。日東公園に黒スーツのヤクザがやってきた。宇う城しろ組ぐみの上うえ林ばやしだ。

「まあ、ちょうどいい。新しい仕事がある。いま宇う城しろ組ぐみでは、組長の娘を探していて……」

　胸ポケットから写真を取り出そうとする上うえ林ばやしを、手で制する。

「悪い、上うえ林ばやしさん。もう仕事は受けられへん。来てもらった理由は、これを返すためや」

　手て代しろ木ぎは銀行の封筒を手渡した。中身は報酬でもらった百万円。たくさんのＤＶＤを買って足が出た分は、知人たちから借りた。

「……いらないというなら別に構わないが、もう仕事を受けないとはどういうことだ？」

　上うえ林ばやしはタバコをくわえた。いつもなら手て代しろ木ぎが火をつけるところだが、それもしなかった。

「確かに金は欲しい。でも、ヤクザからの仕事で稼いでも、まったく笑われへん。だから、あんたとも手を切らせてもらう」

「ああ？　お前、なに言ってんだ？　売れない芸人じゃ稼げねーだろうから、俺が……」

「もうええねん！」大声で言った。「貧乏でも続けてる芸人はいっぱいおる！　あの女の子が、俺のネタで笑ってくれた！　涙を止めることができた！　ほんまに……最高やった。ヤクザと繫つながってたら、どんなに面白いことやっても誰も笑ってくれへん！　俺は貧乏でもええから、みんなを笑顔にできる本物の芸人になるって決めたんや！」

　肩で息をする。本当は上うえ林ばやしに啖たん呵かを切るのは、怖くて仕方がない。それでも、まずはヤクザと手を切ること。それが芸人として再スタートを切る第一歩になると思った。

　上うえ林ばやしは相変わらず怖い形相で睨にらんでいたが、やがて「ふっ」と笑った。そして自分でタバコに火をつける。

「まあ、ヤクザに関わらないほうがいいのは事実だな。その覚悟、大切にしろよ」

　そう言って手て代しろ木ぎの肩をぽんと叩たたくと、そのまま歩き出した。

「……え？　殴ったり、しないんですか……？」

　それも覚悟の上だったので、いささか拍子抜けしてしまう。

　上うえ林ばやしは一度振り返ると、笑顔で言った。

「だから前にも言ったろ。これでも応援してるってな。お前をテレビで見られる日がくるのを楽しみにしてんぞ。なんでやアンペアとか言ってたか？　ふふ」

　それを最後に、今度こそ立ち去った。

「俺のギャグを知ってるなんて……応援してるって言葉は本気やったんか、上うえ林ばやしさん……」

　あたりは暗くなり始めていた。藍色の空を見て、手て代しろ木ぎはあの少女の言葉を思い出す。

　──いつか大きな花火、見せてよね──

　もちろん見せたる。いつか芸人として、打ち上げ花火みたいに、どっかんどっかん笑いをとったる。時間はかかるかもしれんけど、もう少しだけ待っててな……。
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　　　第七話　土曜日（夜）








◇　17時50分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






「いた……！」

　恭きよう介すけと分かれてひかるを探していた結ゆ衣いは、新世界の路地裏で、ようやく目的の少女を発見した。ひかるは焦点が定まっていない目で、ぼんやりと道端に座り込んでいる。

「探したのよ、ひかるちゃん」

　言いながら近づいたが、どうも様子がおかしい。自分の声が届いていない様子だった。

　肩に手を置いても、まるで無反応。ひかるは、ただ呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを見つめている。恭きよう介すけと一緒にいたときの明るさは、欠片かけらも見当たらなかった。

「どうしたの？　大丈夫────」

　言いかけたとき、ひかるの身に異変が生じた。

　最初は虚こ空くうを睨にらむ両目が、真っ赤に染まった。続いて艶のある短い黒髪が、みるみる白髪になっていく。さらに額からは羊のような二本のツノ────。

「え、なっ、なによこれ……？」

　変異したひかるの姿は人間ではなかった。悪魔のそれといっていい。

　ひかるはゆらりと立ち上がると、結ゆ衣いに向けて右手をかざした。

　その双そう眸ぼうが一層赤く輝くと同時。結ゆ衣いの足元が広い範囲で盛り上がった。まるで巨人が地底から拳を突き上げているかのように。

　やばい……ッッ！

　すかさず悪魔セーレの力を使って、五メートル跳ぶ。

　直後。

　アスファルトを突き破り、地中から巨大な水柱が爆裂する勢いで立ちのぼった。

「な、なんなのよ!?　一体なにが起きているの……!?」

　顔にかかる水滴を拭うことも忘れて、それを見つめる。

　ふと脳裏をよぎる。これまで日につ本ぽん橋ばし近辺で起きていた、連続爆破事件のことが。現場にはすべて深い穴があいており、地中の配水管が破裂していた。状況は今とまるで同じ──。

「まさか……その犯人は……ひかるちゃん……？」

　問いに答えることもなく、ひかるは、その悪魔は、再び右手をかざした。強力な魔力を充塡するその砲身で、結ゆ衣いを狙っている。配水管の水でアスファルトを突き破る破壊力だ。それをまともに浴びたときのことを考えると、ぞっとした。

　この少女を止めなければ、自分の命が危ない。

　そう思った結ゆ衣いは、悪魔フラウロスの力を借りて、右手に火球を生成した。その威力は昼間ミーナ相手に使った比ではない。次の攻撃がくる前に、それで眠らせるつもりだった。

　可能ならば、の話だが。

「ひかるちゃん、正気に戻って！」

　火球を構えたまま、そう叫んだとき。

　パシン、と音がして、火球が消えた。ひかるも同じ。さっきまでの姿が噓うそのように、一瞬でもとの人間の姿に戻っていた。




「おー、見つかったのか。探したぜ、まったく」




　吞のん気きな笑顔で手を振りながら────恭きよう介すけがやってきた。あらゆる超常現象を見ることができず、その視界に入った途端、すべてをかき消してしまう魔眼の持ち主が。

「って、お、おい!?　なんだよそこ、水だらけじゃないか!?」





◇　17時55分…………黒くろ塚づか恭きよう介すけ　◇






　ひとりでひかるの行方を追っていた恭きよう介すけは、バイトの時間が近づいていたこともあり、新世界方面にやってきた。ふと大きな爆発音を耳にしたので、そちらに向かってみたら……二人を発見したのだ。

　結ゆ衣いとひかるの間のアスファルトには穴が空いており、大量の水が噴き出している。道路下の配水管が破裂しているのだろう。

　そんな状態なのに、二人ともきょとんとした顔で恭きよう介すけを見ていた。

「え、えっと、こんなときはどうすりゃいいんだ？　とりあえず警察か……？」

　恭きよう介すけがスマートフォンを取り出したところで、

「お兄ちゃん！」

　ひかるが胸元に飛び込んできた。

「お兄ちゃん！　ひかる、またいつの間にか悪魔に意識を乗っ取られて、気がつけば、ここにいて……なんだか怖くって……自分が、自分じゃないみたいで……！」

　よくわからないが怯おびえているようだ。ここはいつもの調子で返すに限る。

「安心しろ。この俺がいる限り、悪魔の暴走なんか許さない。もう心配するな」

　恭きよう介すけはひかるの頭を優しく撫なでた。隣の結ゆ衣いがぽつりとつぶやく。

「そっか……恭きよう介すけの魔眼の前まえだと、ひかるちゃんも悪魔化しない。だから一緒にいると落ち着くって言ってたのね……」

「お？　なんだ隠れオタ。今日はやけに乗り気じゃ────」

　そこまで言ったとき。

　数人の黒スーツたちが駆けつけてきた。

「探しましたよ、お嬢！」

　あ、あいつら宇う城しろ組ぐみのヤクザ……？　や、やば……。

　恭きよう介すけ同様、今の爆発音を聞いてやってきたらしい。恭きよう介すけにしがみついていたひかるは、その手を離して逃げ出そうとしたのだが。

　ヤクザたちに素早く捕まってしまった。

「やだやだ！　離して！」

「組長の命令です。おとなしく来てください」

　暴れまわるひかるだが、数人がかりの大人に押さえつけられては、手も足も出ない。

「ちょっと待って！　あんたたち、ひかるちゃんを連れてってどうする気!?」

　結ゆ衣いは勇敢にも、ヤクザに食ってかかった。恭きよう介すけも便乗する。

「そ、そうだな……あ、あの、ここはひとつ、穏便に、穏便に……」

　萎縮しながら声をかけた。当然ながら通じない。

「これはうちの組の問題じゃ。ガキどもは黙っとれ」

　続いてやってきた黒塗りのセダンが、急ブレーキをかけて脇に停車する。ひかるはそちらに連れて行かれる。

「い、いやだよ！　ひかる帰りたくない！　だって帰ったら……！」

「まったく、三日も家を留守にして……組長からは厳しく説教してもらいますからね」

「やだやだやだやだ！　助けてお兄ちゃん！　助けてよ！　助け────」

　その悲痛な叫びは、後部座席に放り込まれたことで遮断される。そして宇う城しろ組ぐみのセダンは、耳みみ障ざわりなエンジン音を立てて走り去っていった。

　わずか数秒。その短い時間で、ひかるは呆あつ気けなく宇う城しろ組ぐみに連れ去られてしまった。

「まずいわ……あいつらのバックにはシェンルンがいる。でもヤクザ相手にどうすれば……」

　結ゆ衣いのそんな独り言も、恭きよう介すけの耳には届いていない。

「なにもできなかった……ひかるはあんなに泣き叫んでたのに、俺はなにもできなかった……」

　その現実が両足を縫い止め、その場から動けなくする。呆ぼう然ぜんと虚こ空くうに視線を投げる。

　そんな恭きよう介すけの様子を見て、結ゆ衣いは気遣うように肩を叩たたいた。

「相手はヤクザなのよ。一般人のあんたが首を突っ込める問題じゃないわ」

「ひかるは俺に、『助けて』って言ったんだぞ……それでも俺は、動けなかった。いや、ヤクザが怖いから、動こうともしなかったんだ……！」

「……あんたが気にやむ必要ないわよ。ひかるちゃんのことは、あたしが然しかるべき機関に連絡しておくから」

　肩に置かれた結ゆ衣いの手を振り払う。そして顔を覆った。

　かつての自分は、助けを求めている人を見かけても、行動を起こせない子供だった。それが嫌だったから、どんな状況でも人助けをするアニメの主人公に憧れた。彼らになりきっているときは、自分もそれができると思っていた。しかし。

「……所詮は自己満足だったんだな。状況によって助ける、助けないを選ぶ主人公が、どこにいるんだよ……」

「だからそれが普通なんだってば。これはアニメじゃなくて、現実の問題なの。あとはあたしに任せて、あんたはさっさとバイトに」

「わかってるんだよ！」大声で遮った。「これはアニメじゃなくて、現実の問題。そんなことはわかってる！　だからって、現実では行動しなくてもいいなんて理屈には、ならないはずなんだ！　俺が憧れたアニメの主人公は、どんな状況だろうと、相手が誰だろうと、『助けて』と言われたら必ず行動を起こしていた！　だから俺も…………！」

　そこまで言ってうつむいた。目から溢あふれた涙を見られたくなかったからだ。

「だから俺も、そんな人間になりたいって…………思ったはずなんだ」

　しかし現実の自分は、アニメの主人公ではない普通の一般人。ヤクザは怖いし、連中を前にすると、どうしても足がすくんでしまう。

　それでも恭きよう介すけは──泣いている子供の「助けて」を無視できる男には、なりたくなかった。

　厨二病をこじらせた痛い男だと馬鹿にされても構わない。たとえ相手がヤクザだろうと、誰かが助けを求めているのなら、臆さず立ち向かえる男になりたい。

　改めてそう、決意した。

　情けなくて泣いていた涙を拭う。恐怖で震える右手で、ゆっくりメガネを押し上げる。そして無理やり口もとに、不敵な笑みを作る。

　それは勇気を振り絞るための、崇高な魔術とさえ呼べる通過儀礼イニシエーシヨン。

　主人公スイッチ────オン。





◇　18時10分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






　スマートフォンをひかるに預けたままの結ゆ衣いは、ちょうど近くの串カツ松まつ原ばらに駆け込んだ。

「ごめん八や重え花かさん、電話貸して！」

　カウンターの内側から、八や重え花かがぴょこんと顔を出す。

「なんや、いきなり？　あ、そや、結ゆ衣いちゃん。恭きよう介すけくん知らん？　もう開店時間は過ぎてんのに、まだ来てないねん」

「そのバカ恭きよう介すけはね……ひとりで宇う城しろ組ぐみの事務所に殴り込みに行っちゃったのよ！」

「はあ？　なんや恭きよう介すけくん、アニメの次は任にん俠きよう映画にハマったんかいな」

「……あいつは去り際に言っていたわ。三日も家出していたひかるちゃんは、お父さんから厳しい折せつ檻かんを受けるかもしれない。だからこの俺が直じか談だん判ぱんしてきてやるって。ひかるちゃんの父親は宇う城しろ組ぐみの組長なのに、その胸ぐらを摑つかんで、父親のあんたにも家出の原因があるんじゃないのかって逆に説教してきてやるって！　ほんと、どうしようもない大馬鹿よ！」

　もちろん結ゆ衣いは必死に止めた。それでも恭きよう介すけは聞かなかった。そして単身、ヤクザの事務所に向かってしまったのだ。

　一般人の恭きよう介すけは知る由よしもないが、これはただの家出騒動ではない。宇う城しろ組ぐみのバックにはシェンルンもいるし、ひかるは自分で制御できない悪魔を身に宿している危険な状態なのだ。

「結ゆ衣いちゃん、ちょっと落ち着きーや。わけがわからんで」

「あたしだって、わけわからないわよ！　いいから早く電話貸して！」

「わかった、わかった。えっと、スマホどこ置いたかな……」

　八や重え花かがそれを探し始める。そのわずかな時間もじれったい。所在なさげにうろうろしていると、店の引き戸がガラリと開いた。

「松まつ原ばらよ。メシを食いにきてやったぞ」

　入ってきたのは銀髪の美青年、紫し乃の笛ぶえ理り人ひとだった。八や重え花かがじろりと睨にらむ。

「なんやねん。またツケで食うつもりなら、帰ってや」

「ふっ、愚か者め。さっき凄すご腕うでの芸人から割引券をもらったので、今日はきちんと……」

　言い終わる前に、結ゆ衣いが飛びついた。

「ちょうどいいわ紫し乃の笛ぶえさん、あんたのスマホ貸して！」

　紫し乃の笛ぶえ理り人ひとの正体は、悪魔ベリト。式しき部ぶ庁ちようの要監視対象者に指定されており、定期的に連絡を入れる義務が課せられている。だからそのスマートフォンには、式部庁の番号も入っているのだ。

　怪け訝げんな顔をする紫し乃の笛ぶえからそれをもぎ取ると、結ゆ衣いはさっそく式部庁に連絡を入れた。そして日につ本ぽん橋ばしの連続爆破事件を担当している比ひ嘉がに繫つないでもらう。

「もしもし比ひ嘉がさん!?　大事な話があるの！」

　結ゆ衣いはできるだけ端的に報告した。

　連続爆破事件の犯人が宇う城しろ組ぐみ組長の娘、ひかるであること。どういうわけか、ひかるは悪魔を身に宿しており、意識が侵食されつつある危険な状態にあること。そして宇う城しろ組ぐみに連行されたひかるを追って、恭きよう介すけがその事務所に向かったこと。

「その恭きよう介すけって奴は魔術師じゃなくて、ただのバカな一般人なの！　どんな目にあうかわからないし、早く助けに行ってあげて！」

　すると比ひ嘉がは。

『情報提供ご苦労。これからうちの霊能者たちを集めて、緊急会議を開くとする。ヤクザ組織が関わっているなら、警察との協力体制も作らねばな』

「ちょ、ちょっと待って！　恭きよう介すけは今、ヤクザの事務所に向かってるのよ!?　そんな悠長なことしてないで、早く……」

『ヤクザ組織の対応は警察の仕事だ。我々だけで踏み込むわけにはいかん。一応警察には、近くを巡回中の警官に連絡をとってもらうよう要請はしておく』

「そんな回りくどいことをしてる場合じゃないんだってば！　なんなら、あたしが……！」

『勝手な行動は許さん。我々の踏み込み準備が整うまで、おとなしくしていろ』

「そんなの待ってられないわよ！　こうしている間にも恭きよう介すけは……！」

『その黒くろ塚づか恭きよう介すけという少年は、ただの高校生なんだろう？　ヤクザも手荒な真ま似ねはしないはずだ。そんなことより問題は、お前が犯人に繫つながる情報をどうやって得たのか、ということだ。私は昼間に言ったはずだぞ。西洋魔術結社のお前たちは、もうこの件に関わるなと』

「もういい！」

　結ゆ衣いは一方的に通話を切った。

　恭きよう介すけが単身ヤクザの事務所に向かったというのに、事務的なことしか言わない。おまけに『そんなことより』と言った。式部庁は一般人の危機よりも、縄張りを気にしているのだ。

「……そうよ。一般人の恭きよう介すけでさえ行ったのよ。あたしは、なにをやってるの……」

　隣で結ゆ衣いと式部庁のやりとりを聞いていた紫し乃の笛ぶえが、ぽつりと口を開いた。

「今の話を聞く限り、ひかるという少女は、ヤクザの事務所に連れて行かれたわけではないだろう。だからそこに向かった黒くろ塚づか恭きよう介すけはきっと、無駄足を踏むことになる」

「ひかるちゃんが、事務所にいない……？　なんであんたに、そんなことがわかるのよ!?」

「まあ聞け。その少女は、自分に宿した悪魔を制御できていないと言ったな。つまり、自分で追い出すことができず、つねに憑ひよう依いされている状態だ。それならシェンルンの目的も見えてきた。奴は俺の魔導書を使い、その少女に憑ひよう依いした悪魔と主従契約を結ぶつもりだろう」

「……主従契約？」

　結ゆ衣いが習得しているソロモンの魔術は、いわば対等契約。術者の魔力と引き換えに、一時的に悪魔を身に宿して力を借りるだけにすぎない。しかし主従契約となると……。

「文字通り、悪魔を完全に支配下に置いて、あらゆる命令を実行させることが可能な契約だ。その少女に宿る悪魔に、おとなしくしておけと命じることも、不眠不休でマンガ制作のアシスタントを命じることも…………殺人や破壊工作を命じることも可能だな」

「ちょっと待って。それって、ひかるちゃんの体ごとってことよね」

「もちろんだ。俺のように肉体ごとこちらの世界にやってくる悪魔は非常に稀まれで、人間ごときにできるのは、その精神体を呼び出すことのみ。精神体は人間に憑ひよう依いしていないと存在できんので、悪魔と主従契約を結ぶ術も、憑ひよう依い状態を前提にしている。おそらくシェンルンがやろうとしている術は、使し魂こん阿あ尾び奢しや法ほう。悪魔を憑ひよう依いさせた幼子を、意のままに操る禁術だ」

「なんですって……そんなことができるの……？」

「できる。悪魔であり、天才錬金術師でもある、俺の魔導書があればな」

　紫し乃の笛ぶえはきっぱりと断言した。

「……それじゃ、ひかるちゃんは、シェンルンの操り人形になるってことじゃない！」

「だからそう言っている。そしてその術を行なうためには、あたりに遮蔽物がない、なるべく広い場所が必要だ。魔導書と少女が手に入ったいま、事務所のような屋内には行かんだろう」

　シェンルンはひかるの身に宿る悪魔と主従契約を結んで、ひかるの体ごと意のままに操ろうとしている。もしそれが事実なら、見過ごすことはできない。ひかるが悪魔に憑ひよう依いされているのなら、きちんとその悪魔を祓はらってやるべきなのだ。

「遮蔽物のない広い場所っていったら……どこかのビルの屋上とか？　とにかく急がないと！」

　駆け出そうとした結ゆ衣いを、紫し乃の笛ぶえが呼び止める。

「待て。どこに行く気だ？」

「だから、まずは宇う城しろ組ぐみの事務所に向かった恭きよう介すけを回収して、そのあとひかるちゃんの救出に行くのよ！　シェンルンがひかるちゃんに禁術を使う前に、止めなきゃ！」

「式部庁からは、もう関わるなと言われたのではなかったのか？」

「………………」

　確かに言われた。これ以上関わるなら、報酬はないものと思え、と。

　それは困る。緋ひ良ら坂さか家の借金を返すあてがなくなる。そもそも結ゆ衣いは、多額の報酬が入ると聞いたから、今回の事件に首を突っ込んだのだ。そうでなければ、引き受けなかった。平凡な生活に憧れる結ゆ衣いは、魔術師でいることにも興味はないのだから。

　だけど────。

「……恭きよう介すけは、ひかるちゃんが厳しい折せつ檻かんを受けると思って、ヤクザの事務所に向かったわ。それもたったひとりでよ。いくらアニメの主人公に憧れてるからって、そんなことをする人はほかにいない。あいつは本物の正義感をもってるのよ。一般人の彼でさえ行動を起こしているのに、あたしも動かなくてどうするのよ……」

「ほう。たとえその結果、式部庁からの報酬がゼロになったとしてもか？」

　紫し乃の笛ぶえの言葉に、結ゆ衣いはしっかりと頷うなずいた。




「銀色の婚礼団のモットーは、見返りだけを求めない！　大事なことはその先にある！　あたしはそこに所属する魔術師、緋ひ良ら坂さか結ゆ衣いなのよッ！」




　バン！

　紫し乃の笛ぶえがテーブルを強く叩たたいて立ち上がった。

「乗った。金は二の次と考えるその姿勢、大変結構。俺も行くとしよう」

　結ゆ衣いは少しだけ笑った。悪魔ベリトが一緒なら、とても心強い。

　ずっと黙って聞いていた八や重え花かが、おもむろに口を開いた。

「なんや、ようわからん話やけど、とりあえず恭きよう介すけくんのことは、ウチに任しとき」

「助かるわ。よろしくね、八や重え花かさん！」

「それよりも、そのひかるって子の居場所はわかるん？」

「わからないけど……手当たり次第に探すだけよ！」

「ふーん。ところで結ゆ衣いちゃん。気になってたんやけど、自分のスマホどうしたん？　ここに電話を借りにきたってことは、なくしたんか？」

「あ……！」

　結ゆ衣いのスマートフォンはひかるに持たせたままだった。だったらパソコンから、位置情報を調べられるかもしれない。

「八や重え花かさん、お願いがあるんだけど……」





◇　19時10分…………ミーナ　◇






　ミーナは新世界より南に下った堺さかい筋すじ沿いの駐車場で、ひとりぼんやりとしていた。

　──だいたい俺らが本気で、お前みたいな色物アイドルのファンになると思ってたわけ？　マジでウケるわ──

　──歌もキモすぎるねん。あんなん聞きに行く奴なんて、おるわけないやろ──

　茶髪たちに罵られた言葉だ。それを振り払うためにも、さっきまで愛車のスクーターで街を流していたのだが、やはり無駄だった。彼らの無慈悲な言葉は、ミーナの耳にずっと残響となってこびりついていた。

「本当にやりたい路線を認めてくれるファンができたと思ったのにな……」

　ぽつりとつぶやいたとき、スマートフォンにメッセージが届いた。エルからだった。

『おーい、ミーナちゃん、どこにいるのー？　そろそろフェス始まっちゃうよー？　陣じん内ないさんも早く来いって怒ってるよー？』

　返信もせず、静かにポーチに戻した。メッセージはこれで二十件目。リハーサルもすっぽかしたので着信も無数にあったが、すべて無視していた。

　もちろん行かなければならないことはわかっている。しかし茶髪たちが言ったとおり、誰も自分たちなんて求めていない。きっと客席だってガラガラなのだ。客が誰もいない前で例のブリブリ路線の曲を歌うなんて、今のミーナの精神状態ではできそうになかった。

　あかん、気弱な町まち子こに戻ってしまってる。でも私は……。

「うおおおおおおお！　どこだ、ひかるうううううう!?」

　絶叫しながら堺さかい筋すじを爆走してくる男がいた。恭きよう介すけだ。

　……なにやってるんやろ。

　ミーナが首を傾かしげていると、それに気づいた恭きよう介すけが目の前で立ち止まった。手を両膝について、肩で息をしながら言ってくる。

「はあはあ……ちょうどよかった。このあたりに宇う城しろ組ぐみの事務所があるはずなんだけど、場所がよくわからなくて……日につ本ぽん橋ばしで地下アイドルやってるあんたなら、聞いたことないか？」

　なんでヤクザの事務所なんかに……。

　と思ったミーナだが、わざわざ聞かなかった。正しくは、聞く元気がなかったのだ。だから端的に、「知らない」とだけ答えた。

「そっか……まあ、そりゃそうだよな」

　ため息をついた恭きよう介すけは、続いて「あれ？」と不思議そうに首をひねった。

「そういや、あのミニライブで告知していたフェスって、今夜じゃなかったっけ？　こんなところにいていいのか？」

「ああ、それな……どうしようか迷ってる」

「おいおい、行かないって選択肢もあるのかよ。あんたのファンも待ってるぞ」

　ファンが待っている。その言葉は今のミーナにとって、痛烈に響く鈍器だ。

「……誰も待ってないもん」

　三十人はいた茶髪たちがファンになってくれたと思った。でも違った。あんなキモい歌、誰も聞きたくないと言われた。日につ本ぽん橋ばし公園のミニライブでも大暴れしてしまった。あれで従来のファンも離れていっただろう。それに茶髪たちも、「行くな」と脅して回っているらしい。

　……私は本当にアホや。ピンク・ダイヤモンドをファンでいっぱいにしたかったのに、自分の浅はかな行動が、それを遠ざけてしまったんやもん……。

「そもそも、私みたいな根暗女が、アイドルをやるってこと自体、間違ってたんかもな……」

　ぽつりとつぶやいた。

「根暗？　ははっ、噓うそつけ。そんな奴がミニライブでヤンキー集団と大乱闘するかよ」

　恭きよう介すけはその弱気なアイドルが、クラスメートの湊みなと町まち子こだということを知らない。だから笑っていられるのだ。なんだか腹が立ったミーナは、もう本当のことを言ってやろうかと思った。

「あのな、黒くろ塚づかくん。めっちゃ驚くと思うけど、じつは私……」

　そこで気の抜けるメロディーが鳴り響いた。異能バトルアニメ『蒼そう穹きゆうのソルフェージュ』の主題歌だ。恭きよう介すけのスマートフォンの着信音らしい。

　恭きよう介すけは「ちょっと悪い」と言って、電話に出た。

「もしもし？　ああ、店長。すいません、勝手にバイトをすっぽかして……え？　なんでそれを知ってるんですか……はい。え、ロイヤルハイツ日につ本ぽん橋ばしの屋上？」

　どんなバイトをしているのか知らないミーナは、出前かなにかだと思った。

「────はい、すいません。バイトには遅れて行きますんで」

　そう言って、電話を切った。ミーナに向き直る。

「それじゃ、俺行くわ。ロイヤルハイツ日につ本ぽん橋ばしか……土地勘のない俺でもわかるかな」

　独り言を言いながら駆け出そうとした恭きよう介すけだったが。

　途中でふと、立ち止まって振り返る。

「ああ、そうそう。さっきあんた、フェスには誰も待ってないって言ったけどな、それならそれで、いいじゃん。好きなようにできるんだから。あのミニライブの最後にやった曲が、本当にやりたい路線なんだろ？」

「え、それはそうやけど……」

「好きなことなら、胸を張ってやればいいんだよ。それにフェスなんだから、ほかのアイドルを目当てに来てる客だっているだろ。そいつらを全員、自分のファンに取り込んじゃえよ」

　恭きよう介すけは簡単に言うが、それは無理なのだ。

「……そんなん、今までずっとやってきたもん。でも、ファンはほとんど増えへんかった。この前のフェスも、その前のフェスも。私が本当にやりたい曲をやったら、みんな逃げていくんやもん……」

「でも今回は違うかもしれないぞ。前がダメだったからって、次も同じ結果になるとは限らないんだ。俺の夢む創そう魔術だって同じだぜ」

「……えっと、手品のことやんな？」

「だから夢む創そう魔術だっての。てか俺、あんたに見せたことあったっけ？」

「あ、いや、その……」

　それを見たのは学校。町まち子この姿でいるときだった。恭きよう介すけは気にせず続ける。

「まあ、いいや。夢む創そう魔術のなかには、かなり難しい術式もあってな。天才魔術師の俺でさえ失敗することがある。でも前に失敗したからって、次も失敗するとは限らない。続けていれば、いつか必ず結果は出るんだよ」

「あ……」




　──続けていれば、いつか必ず結果が出る──




　それはかつて、自分をスカウトしてくれたプロデューサー、竹たけ隈くまに言われた言葉だった。

「はは、忘れてたわ……私がめっちゃ好きな言葉やのに……」

　頷うなずいた恭きよう介すけが、ぽんと肩を叩たたく。そして力強く言った。

「さあ、行け。ミーナ・チョコレート・ジハード。ファンが誰もいないステージで、まだ見ぬファンを獲得しにな！　それが……お前の夢なんだろう!?」

　その演技がかった口調は、少しおかしかった。そして、そのとおりだった。

　……そうやんか。私はなにをうじうじしてるんや。やりたい路線を罵られたところで、それがどうした。ファンが減ったなら、また集めたらいいだけやん。そのためのステージやのに、立たないっていう選択肢はないやんか……。

　それにエルだって待っている。あの子は、こんな自分と一緒に戦ってくれる仲間なのだ。

　ミーナの表情に、みるみる生気が戻っていく。

　それを見た恭きよう介すけはにっこり笑うと、今度こそ立ち去ろうとした。

「待って、黒くろ塚づかくん」呼び止める。「ロイヤルハイツ日につ本ぽん橋ばしなら、ピンク・ダイヤモンドの近くやから知ってるで────超特急で行きたくない？」

　にっこりと笑って、愛車のスクーターのシートをばんばん叩たたいた。




「おおおおおおお!?　おいおいおいおい、事故るって！　てかこれ、原付だろ!?」

「大丈夫！　私の運転テクを信じて！」

　ミーナはスクーターの後ろに恭きよう介すけを乗せて、街を爆走していた。車の隙間を縫い、通行人をギリギリでかわし、きわどい角度でコーナーを曲がる。
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「お、お前、本当にめちゃくちゃなアイドルだな!?　うわああああああっ！」

「ふふっ」

　ミーナはつい笑みがこぼれる。

　かつての自分は想像できだろうか。ただの根暗女だった自分が、アイドルとしてステージに立っていること。クラスメートの男の子をバイクの後ろに乗せて、夜の街を走っていること。

　すべてのきっかけは、竹たけ隈くまがスカウトしてくれたからだ。そこから自分の人生は大きく変わった。恭きよう介すけはその竹たけ隈くまと同じ言葉で励ましてくれた。自分の夢を後押ししてくれた。

　だから竹たけ隈くまとダブって見える。いつか彼にもステージを見てもらいたい。本当にやりたいことをやって輝いている自分を見せてあげたい。そのためにも今は、やるべきことをやるのだ。

「私はミーナ────怠たい惰だで薄汚れた終末世界で、罪というケロイドを剝がしにかかる暴力性血みどろ堕天使！　ミーナ・チョコレート・ジハードや！」

　夜の闇を切り裂いて疾走する、少し変わった地下アイドル。その笑顔は、どのネオンよりも輝いていた。





◇　19時20分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






「ここね……」

　結ゆ衣いは紫し乃の笛ぶえと二人で、十四階建ての高層マンションを見上げていた。

　その屋上だと、周囲に遮蔽物はない。ひかるに憑ひよう依いした悪魔と主従契約を結ぶ使し魂こん阿あ尾び奢しや法ほうの儀式をするには、もってこいの場所だった。

　一応、ここに来る前に、父の宗そう平へいにも電話で事情を説明しておいた。

『……わかった。あとで必ず行くから無理するな』

　と頼もしい声で言ってくれたものの、後ろから借金取りの声が小さく聞こえてきたのが残念でならない。

「松まつ原ばらが言うには、この屋上に貴様のスマホの反応があるということだったな」

　紫し乃の笛ぶえが屋上を見上げたまま言った。

「ええ。きっとそこにシェンルンもいるわ。もう一度聞くけど、あなたは本当にひかるちゃんに憑ひよう依いしている悪魔を祓はらうことができるのよね？」

「くどいぞ。実体のまま人間界に来てしまった俺と違い、その少女に入り込んでいる愚者は、所詮ただの精神体。そんな輩やから、この俺が無理やり引きずり出してくれるわ。ただし何度も言うように、それには少女の額に触れて、俺がその愚者と交信することが条件だ」

　紫し乃の笛ぶえと違い、実体をもたない悪魔は、人間に憑ひよう依いしないとこの世界に留まることができない。だから憑ひよう依いされている人間から引き剝がせば、自動的に悪魔が棲せい息そくする次元に帰る。ソロモンの魔術と同じ理屈だった。結ゆ衣いは自らの意志で身に宿した悪魔を引き剝がせるが、魔術師ではないひかるには、それができない。だから第三者の手を借りなければならないのだ。

「……オーケーよ。あたしがシェンルンを引きつけるから、あなたはひかるちゃんをお願い」

　結ゆ衣いが一歩踏み出そうとしたところで、紫し乃の笛ぶえのスマートフォンに電話がかかってきた。

　それに出た紫し乃の笛ぶえは、電話の相手と少し言葉を交わしたあと、結ゆ衣いに差し出してきた。

「電話を代われ、だそうだ」

　訝いぶかしく思いながらも、結ゆ衣いはスマートフォンを受け取って、耳に当てた。

　電話の相手は低い声で言う。

『私だ』

「ええと……キツネ、でいいのよね」

『いかにも。情報屋のキツネだ。黒くろ塚づか恭きよう介すけがそちらに向かっているらしい。援護してやれ』

「え、なんで恭きよう介すけが……？」

『どうせお前の実力では、シェンルン相手に手も足も出ないのだ。黒くろ塚づか恭きよう介すけがいれば、少しは戦況も変わってくるだろう。今回の情報料は、タダでいい』

　結ゆ衣いは深いため息をついた。

「……あんたが手を回したのね、この女め狐ぎつね。それに前から言おうと思ってたんだけど、なんで普通に喋しやべらないわけ？」

　するとキツネは、ケラケラと笑って、声のトーンを変えた。

『だってなぁ、関西弁やと人情味に溢あふれてまうから、金を搾しぼりとられへんやんか』





◇　19時23分…………松まつ原ばら八や重え花か　◇






「そんなわけで、恭きよう介すけくんのこと、よろしく頼むで。大事なバイトなんやし」

　情報屋のキツネ──松まつ原ばら八や重え花かは、電話を切った。

　女め狐ぎつねか。それは言い得て妙やな。

　大おお阪さか府ふ松まつ原ばら市しには、昭和初期になるまで、たくさんの妖よう狐こが住んでいたという記録がある。驚くことに、彼らは本籍地や住民票まで交付されていたという。

　その末まつ裔えいの妖よう狐こ、松まつ原ばら八や重え花かはノートパソコンを閉じると、うっすら笑った。

　恭きよう介すけくんは厨二病やけど、なかなかの正義感の持ち主や。そういう子は好きやで。

　串カツ屋のドアが開かれて、今日初めての正式な客が入ってきた。

「いらっしゃーい。何名様ですか？」





◇　19時25分…………手て代しろ木ぎ寿とし也や　◇






　手て代しろ木ぎは堺さかい筋すじから一本東にある大通り、松屋まつちや町まち筋すじを歩いていた。

　そのあたりは花火の専門店がいくつも軒を連ねており、季節を問わずに花火を購入できるのだ。現在、手て代しろ木ぎが探しているのは、できるだけ大きな花火だった。

　いつか打ち上げ花火のような、大きな笑いを生み出す。

　そう決意したあと、ゲン担かつぎに花火を打ち上げてみようと思ったのだが、なかなかいいものが見つからない。

「芸人としての再スタートを切るんやから、あんまりショボい花火を買うのもなぁ……」

　何軒か回っていると、昔ながらの玩具店の前で、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの外国人女性を目撃した。

「これは殴おう打だ用ようの武器ですか？」

「はは、お姉ちゃんみたいな外国の子は知らんか。これは、けん玉って言ってな」

　……あれは今朝にヤマダ電機で話しかけてきた、変な外国人やんか。

　通り過ぎようとした手て代しろ木ぎだったが、「あっ！」と声をあげた。彼女を指差して言う。

「あ、あんたが背負ってるそれ────!?」

　金髪の女性は、きょとんとして首を傾かしげた。

「わたくしの魔砲身がなにか？」

　彼女が背負っているものは、長さ一メートル強、直径二十センチ近くの──。

「それは打ち上げ花火用の大筒や！　あんたほんまに何者やねん!?」

「花火、というものがなにかわかりませんが、何者かはお答えしましょう」

　金髪の女性はそこで言葉を区切ると、うやうやしく首を垂れた。

「わたくしは聖騎士ステファニア。異世界転生者です」





◇　19時25分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






　結ゆ衣いは紫し乃の笛ぶえと一緒に、エレベーターで高層マンションの最上階まで行き、その先の階段を二段飛ばしで駆け上がる。勢いそのままに、屋上に繫つながるドアを蹴破った。

　一気に吹き付けてくる強風。あたりに遮蔽物がないそこには、吸い込まれそうな夜空が広がっていた。晴れているのに星は見えない漆黒の闇だ。その下にあるのは、ネオンが煌こう々こうと輝く日につ本ぽん橋ばし一帯の夜景。まるで天地がひっくり返ったかのような印象だった。

　広い屋上の奥に────ひかるがいた。梵ぼん字じで構成された東洋魔法陣の中心に座っており、額には黄色い霊符が貼り付けられている。

「あのときの魔術師と、ベリトさんか。よくここがわかったな」

　その傍かたわらにいるシェンルンが言った。左手には紫し乃の笛ぶえの同人誌──魔導書を手にしている。

　ほかにいるのは、白装束を着た初老の男のみ。宇う城しろ組ぐみの組員はいない。

　紫し乃の笛ぶえが結ゆ衣いに、小声で囁ささやく。

「あの少女の額に貼ってある霊符は、鎮心不動符という。対象を無心にして、動けなくするものだ。やはりシェンルンは、少女の了承を得ないまま禁術を行使するつもりだな」

「……あの白装束の男は？」

「おそらく少女の父親だろう。少女に憑ひよう依いした悪魔と主従契約を結ぶには、練度の高い魔導書と、器に縁の深い人間の魂が必要。あの格好から見て、すでに死を覚悟しているようだ」

「それって、ひかるちゃんのお父さんは、娘から悪魔を追い出したいどころか、憑ひよう依いされている今の状態を望んでいるってこと……？」

　結ゆ衣いは一歩前に出て、シェンルンを睨にらみつけた。

「あんた、一体なにをしようとしてるわけ？」

「だいたいの事情はわかっているのではないかな？　今のひかるは、凶悪な悪魔を身に宿している危険な状態だ。そのせいで彼女は意識が侵食されつつあり、たまに暴走を引き起こしてしまう。それを防ぐためには、私が彼女に宿る悪魔と主従関係を結ぶ必要があるのだ。そうすれば、その悪魔に沈黙を命じることができるからな」

「……あんたほどの符術師なら、ひかるちゃんに憑ひよう依いした悪魔を祓はらうことだってできるはず。どうしてそれをしないで、主従契約なんてことを企たくらんでるの？」

　それには白装束の男──宇う城しろ組長が答えた。

「ひかるはもともと、いつ死ぬかわからん病弱な体質やったんや。そこに悪魔が憑ひよう依いしたおかげで、健康な体を取り戻した。でもそれを祓はらってしまえば、また元の病状に戻ってしまう」

「……それで悪魔を祓はらわず、ひかるちゃんにも暴走させない方法を探した結果が、その悪魔とシェンルンに主従契約を結ばせることってわけ？」

「そうや。そのためには、ワシの命を差し出す必要があるってことも聞いてる。たぶんひかるは納得してくれへんから、こうやって霊符とやらを貼って黙らせてるんや」

「当たり前でしょ。そんなの、ひかるちゃんが納得するわけないじゃない」

「わかっとる。でもな、ひかるは病弱な体が嫌で、悪魔の降霊術なんてことをしてしまった。この子は、そんなことをしてまで元気になりたかったんや。だったら、たとえ体に悪魔を宿した今の状態でも、健康でいられるほうが……」

「そんなこと言ってんじゃないわよ！」

　結ゆ衣いは大声を張り上げた。

「確かに病弱な体に戻るくらいなら、半分悪魔の状態でも元気でいられるほうがいいって思うかもしれないわ。でも、それが父親の犠牲のもとに成り立つっていうなら、話は別よ！　たとえ病弱だろうと、父親と一緒に生活できるほうがいいに決まってるじゃない！　ひかるちゃんは片親なんでしょ!?　ちゃんと二人で話し合ったわけ!?」

「…………話し合ってないな」

「父親なんて、いっつもそうよ……勝手にひとりで決めて、勝手なことをする。女の子はパパと一緒に暮らせるなら、それだけでいいのに……」

　まるで自分のことのように、胸が痛くなった。結ゆ衣いも父と一緒に暮らしたいから、わざわざ大阪まで来て、母と三人で暮らそうと説得しているところなのだ。

「……ねえ、ひかるちゃんときちんと話し合って。お父さんの死を引き換えにしてでも健康になりたいなんて、あの子が言うはずないわ」

「それでもワシは……ひかるに元気になってもらいたいんや」

　頑かたくなに主張する宇う城しろ組長の言葉を、シェンルンが引き継いだ。

「自分はどうなってもいいから、病気の子供を助けたい。宇う城しろさんは断腸の思いで、そう決断したのだ。だったら私もそれを尊重するまで。宇う城しろさんの覚悟に水を差さないでもらいたい」

「ひかるちゃんは言ってたのよ……お父さんと遊びに行きたかったって。それなのに、勝手に死のうとするなんて、あんまりよ……！　ねえ、そうでしょ、ひかるちゃん!?」

　魔法陣に座らされているひかるは、両目こそ開いているものの、視界にはなにも入っていない。結ゆ衣いの声さえ届いていない様子だった。

「少女の額に鎮心不動符が貼ってある以上、口を開くこともできんぞ」

　紫し乃の笛ぶえが言った。

「だったらそれを剝がして、ひかるちゃん自身に言わせてやるわ！」

　結ゆ衣いが駆かけ出すと同時。

「彼女を救う方法はこれしかないのだ。邪魔をするなら容赦はしない……雷帝！」

　シェンルンが雷を伴った三枚の霊符を放ってきた。

　結ゆ衣いは悪魔セーレの力を身に降ろすと、高速で三メートル横に移動して回避。寸分の間もなく、右手に火球を生成する。

「序列六十四番、地獄の公爵フラウロス！　我に宿りて力を示せッ！」

　詠唱しながら投げつける。シェンルンが飛ばした次の霊符で相そう殺さいされた。

「我が名は、序列二十八番の悪魔ベリト！　世界よ、その名を認識するがいい！」

　紫し乃の笛ぶえが自らの本名を叫び、自己の存在を確立させる。シャツのボタンが弾はじけ飛び、悪魔化が始まった。肉体が銀毛に覆われていき、首から上も馬のそれになる。

　馬の顔でにやりと笑った紫し乃の笛ぶえは、五指を残す手に赤黒い輝きの棍こんを生み出した。

「頑固な貴様には、強烈なお仕置きが必要だな！」

　それを見たシェンルンが、新たな霊符を取り出す。その数は十枚。すべての霊符に雷を宿らせた。悪魔化した紫し乃の笛ぶえをどれだけ危険視しているのかが窺うかがえる。

　二人がかりで、一気に畳み掛けてやるわ！

　結ゆ衣いも火球を生成したところで────パシン、と音がした。

　右手に作り出した火球がかき消される。雷をまとわせていたシェンルンの霊符もただの紙切れとなり、悪魔化していた紫し乃の笛ぶえは、人間の姿に戻っていた。

　これって、まさか……!?





◇　19時30分…………黒くろ塚づか恭きよう介すけ　◇






「あれ？　結ゆ衣いに紫し乃の笛ぶえ先生、それからオタクの中国人までいるじゃないか」

　ミーナと別れてロイヤルハイツ日につ本ぽん橋ばしの屋上にやってきた恭きよう介すけだが、状況はさっぱり飲み込めなかった。

　八や重え花かに教えてもらったとおり、確かにそこにはひかるがいた。彼女は東洋風の魔方陣の上に座らされており、額には汚い紙が貼られている。その隣には、見覚えのない白装束姿の初老男性が立っていた。

　……えっと、これって、どういう状況？

「タイミング悪いのよ！　押し切れていたかもしれないのに！」

　結ゆ衣いは苛いら立だっている様子だったが、その理由もさっぱりわからない。

「魔眼の使い手、恐るべき魔術師の黒くろ塚づか恭きよう介すけか……よく来てくれた。頼もしいぞ」

　紫し乃の笛ぶえが片手をあげて近づく。その腕を結ゆ衣いが摑つかむ。

「ちょっとちょっと！　あいつは魔術師じゃないんだって！　確かに魔眼はあるけど……」

「貴様は知らないのか？　黒くろ塚づか恭きよう介すけは『ネオ・ワルプルギス』とかいう魔術結社に属する、天才魔術師なのだぞ。魔眼のほかにも、強力な魔術を有しているに違いない」

「ひょっとしてあんた……本気であいつの言葉を信じてる？」

「信じるもなにも、奴がそう言っていたのだから、間違いないだろう。とにかく、これはチャンスだ。シェンルンは、かつて妖怪退治を生なり業わいとしていた伝説的な退魔師。まともに戦ったところで、我々も勝っていたかどうかわからん。しかし全員の魔術が封じられたことで対等になった。いや、俺と貴様、そして黒くろ塚づか恭きよう介すけがいる状況では、こちらが圧倒的に有利だ」

「だから恭きよう介すけは頭数に……！」

　ああ、なるほどね。

　黙って二人のやりとりを聞いていた恭きよう介すけは、満足げに頷うなずいた。

「慌てて来たっていうのに、なにやってんだか……了解了解。俺も参加するよ」

「ちょ、ちょっと恭きよう介すけ、これはただの厨二ごっこじゃないのよ!?」

　うろたえる結ゆ衣いに、笑顔を向ける。

「わかってるって。ただの厨二ごっこじゃなくて、ガチの異能バトルだって言いたいんだろ。ここからはちゃんと設定に入るからさ。まったく俺抜きで楽しそうなことしやがって……」

「ああもう！　なんて言ったらわかってもらえるの!?」

　結ゆ衣いの叫びを無視した恭きよう介すけは、シェンルンに向かって堂々と歩いていった。

「よう、中国の道士さん。天才魔術師の俺が来たからには、あんたの『野望』もここまでだ。さあ……踊ってみせてくれよ。あんたを『冥府』へと誘いざなう『死の舞ワ踏ル曲ツ』をな！」

「くっ、またキミか……厄介な男が現れたものだ」

　シェンルンが額の汗を拭って身構えた。

「知ってのとおり、俺の魔眼の前では、あらゆる魔術が行使できない。でも俺だけは例外だ。また痛い目にあいたくなければ、おとなしく『組織』に投降するんだな」

「組織……式しき部ぶ庁ちようのことかな？　悪いが、それはできない。少なくとも、ひかるの悪魔と主従契約を結ぶまではな」

「ちっ、そんなことを企たくらんでやがったか。お前、さてはすでに、ひかるの魂を抜いたな？」

　恭きよう介すけは魔法陣の上に座っているひかるを一いち瞥べつした。額に汚い紙を貼り付けたまま、気の抜けたように呆ぼう然ぜんとしている。ひかるも一緒になって厨二ごっこをしているんだと思った。

「……魂を抜いた？　なんのこと……」

　シェンルンは眉間にしわを寄せて、ひかるを見た。続けて結ゆ衣いがぽつりと漏らす。

「え、鎮心不動符の効果が持続している……？　あれも魔術なのに、なんで……？」

　しばらくひかるを見つめていたシェンルンだったが、やがて小さく笑った。

「……ふふ、なるほど、そういうことだったのか。キミはとんだ天才魔術師だな」

　恭きよう介すけはわざとらしく後ずさりして言う。

「なにが、おかしいんだ？」

「ふふふ……いや、見事に騙だまされたよ。キミの視界に入っている空間は、神秘否定の波動エネルギー値が限界近くまで上昇するだけだったのか。それで魔術が打ち消されるのだな」

「？？？？？」

「さらに言うなら、神秘否定の波動エネルギー値が上昇するのは、キミがひと目見ただけでそれは超常現象だとわかる対象のみ。つまりキミは、気のせいで済んでしまうコンマ数秒だけ、実際に超常現象を見ているのだよ」

「えっと……ごめん、その設定はよくわからないから、乗ってやれない。別のにしてくれ」

　恭きよう介すけは気恥ずかしそうに、頭をぽりぽりと搔かいた。シェンルンは構わずに続ける。




「ようするにキミの魔眼は、それは明らかに超常現象だから存在するはずがない、と反応するものでないと打ち消せない。その証拠が、ひかるに貼った鎮心不動符だ」




「あのさ、厨二ごっこをするなら、ちゃんと相手にもわかる設定にしてくれないと……」

　シェンルンは懐ふところから一枚の霊符を取り出すと、それを自分の腰に貼りつけた。そして恭きよう介すけに向き直って────凄すさまじいスピードで駆けた。

「え……っ？」

　あっという間に胸元へ飛び込み、強烈な当て身を浴びせる。

　恭きよう介すけはなにが起きたのかもわからず、その場に倒れ伏せて、気を失った。





◇　19時33分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






「恭きよう介すけ！」

　駆け寄ろうとした結ゆ衣いだが、シェンルンに手で制される。これでは助けにも行けない。

　……まさか恭きよう介すけの魔眼に、あんな弱点があったなんて。

　魔眼、『アストラル・ジャッジメント』。それはあらゆる超常現象を否定して、打ち消すものだと思っていた。しかし例外があったのだ。

　超常現象に見えないものは対象外となる────。

　さきほど自分が右手に生成した火球は、誰が見ても超常現象。シェンルンが雷をまとわせた霊符もそうだ。悪魔化していた紫し乃の笛ぶえは言うまでもない。

　しかしひかるは、額に紙を貼られているだけ。一見しただけでは、その呪力でおとなしくさせられているなんて誰も思わない。だから恭きよう介すけの魔眼でも打ち消せない。

　シェンルンが恭きよう介すけを気絶させたときに使った霊符もそうだ。自分の腰に貼ったそれは、瞬発力を高める霊符。目で追えないほどの高速移動ではないため、恭きよう介すけの魔眼も超常現象だと判定しなかった。結果、それを打ち消すことができずに、当て身を浴びてしまったのだ。

「……恭きよう介すけは魔術師でもない一般人なのよ。それなのに攻撃するなんて」

「一般人？　バカ言え。事実上はそうかもしれんが、私は魔眼をもつこの男を、魔術師と同等か、それ以上の恐るべき存在だと考える。だからこそ全力であたらねばならない」

　シェンルンは足元で気絶している恭きよう介すけから、メガネを奪った。それを握りつぶす。

「見なければ発動しない魔眼なら、メガネも潰せばいい。彼が近眼で助かったよ。さて、残るはキミたちだが……」

「むう、振り出しに戻ったというわけか。気をつけろ、緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い」

　紫し乃の笛ぶえが身構える。結ゆ衣いはシェンルンに対して、静かに口を開いた。

「……あんたが恭きよう介すけをどれだけ危険視していたのかは、よくわかったわ」

「当然だと思うが。キミはこの男の魔眼を、過小評価しすぎている。彼は魔術師の天敵だぞ」

「ええ、よくわかったわ。あんたがひかるちゃんの傍を離れるぐらい、恭きよう介すけを危険視していたってことをね」

　はっとしたシェンルンが、ひかるを見る。

　恭きよう介すけの傍そばまで移動してしまったシェンルンより、結ゆ衣いのほうが距離は近い。そして結ゆ衣いはすでに火球を生成したあと。恭きよう介すけが意識を失っている今、魔術の使用も可能だ。

「父親を犠牲にした健康なんて、ひかるちゃんは望んでいない！　本人に聞いてみるわよ！」

　シェンルンが攻撃用の霊符を取り出すより早く、結ゆ衣いはひかるに向かって火球を飛ばした。威力は最小限に抑えてある。それがひかるの額、鎮心不動符に直撃した。

　霊符が灰に返る。同時にひかるも我に返る。

「……あ」

　正気を取り戻したひかるが、隣で心配そうに見つめる父に顔を向けた。

「ひかるちゃん！　お父さんを説得して！　あなたを病弱な体に戻さないため、あなたに宿る悪魔とシェンルンの主従契約を完了させるために、自分の命を捨てようとしてるのよ！　あなたはそんなこと、望んでるの!?」

　結ゆ衣いの叫びを受けたひかるは、ゆっくりと首を左右に振った。

「パパ……ひかるのために死ぬなんて、やだ」

「で、でもな、ワシが魂を捧ささげんと、お前はまた、寝たきりの体に」

「たとえひかるが、また寝たきりに戻っても、パパと一緒にいたいよ。死んでほしくないよ」

「…………っ」

　宇う城しろ組長は言葉に詰まった。ひかるは涙を流しながら訴える。

「ひかるは絶対、元気になってみせるから。そしたらパパと一緒に、遊園地に行くの。それから、ピクニックにも行きたいな。ひかるが一生懸命お弁当を作るから、ちゃんと食べてくれないとやだよ？　夏になったら海に行って、夜はパパと一緒に、大きな花火を見てみたい」

　泣き顔でにっこり笑うと、静かに告げた。

「それがひかるの────夢なの」

「夢か……」

　宇う城しろ組長はがっくり崩れ落ちると、愛まな娘むすめをそっと抱きしめた。自分も涙を流しながら。

「そやな……親なら、娘の夢を叶かなえてあげんとな」

「宇う城しろさん……」

　小さくつぶいたシェンルンに、宇う城しろ組長が振り返る。

「……すまんけど、やっぱりひかるの悪魔と契約する儀式とやらは、中止にしてほしい。この子のなかの悪魔を……祓はらってやってくれへんか」

「しかし、娘さんに宿る悪魔を祓はらってしまえば、またいつ死ぬかわからない寝たきりの状態に戻ってしまいます。それでも……いいんですか？」

「構わん。もう一回、ワシが世界中を飛び回って、医者を探してくる。娘の病気を治せる医者が見つかるまで、地の果てまででも探し回ったる」

「……そんな医者が見つかる可能性は限りなく低いですが、本当にいいのですね？」

　念を押すシェンルンに、宇う城しろ組長はしっかりと頷うなずいた。

「ああ。全財産を使ってでも、いや、借金してでも、絶対に見つけ出してみせる。この子が、ワシの一番の宝物なんや」

「パパ……」

　ひかるは嬉うれしそうに父親をぎゅっと抱き締めた。宇う城しろ組長もその頭を優しく撫なでる。

「勝手なことをして……悪かったな、ひかる」

　しばらく黙って見つめていたシェンルンだったが──やがて両目を伏せた。

「…………わかりました」

　重い言葉で、そうつぶやく。

「悪魔祓ばらいの儀式に切り替えます。医者を探す件については、私も全力で協力しましょう」

　意外とあっさり了承したことに、結ゆ衣いは少し面めん喰くらう。

「……もっと反対するかと思ってたけど」

　それに答えたのは、隣の紫し乃の笛ぶえだった。

「そもそも奴は、魔術秘匿の義務を破ってまで人を助けようとする心霊医だ。特に患者が子供の場合、融通が効かなくなって、荒っぽい手段に出ることもままあるがな」

「……シェンルンはシェンルンなりに、本気でひかるちゃんの心配していたってこと？」

「うむ。それは一応友人の俺が保証する。いけ好かない男だがな」

　強引な面はあったけど、病気の子供を助けたかった気持ちは本物……そう考えると、どこかほっとする結ゆ衣いだった。

　シェンルンはひかるの額に新たな霊符を貼り直した。それは憑ひよう依いした悪魔を祓はらう破邪の札だと、紫し乃の笛ぶえが教えてくれた。

「我、勅あり。此この符命に准じて、神威かむいを一振し、凶魔を打ち消さんとする……」

　そして清浄な呪文を唱え始めたときだった。

「うううう……うああああああ！」

　突如、ひかるが苦く悶もんの声をあげ始めた。

「お、おい、どうしたんや、ひかる!?」

　宇う城しろ組長が差し伸ばした手を、ひかるが振り払う。その両目は真紅に染まっていた。

　まさか、このタイミングで……暴走!?

　ひかるの黒髪がみるみる白髪に変化する。そして額から二本のツノが突き出した。夕方に見た悪魔の姿。また悪魔が表層に出てきて、意識が乗っ取られてしまったのだ。

「くっ、一切の鬼神、符命によりて、灰と成せ！　急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　シェンルンは悪魔祓ばらいを続けるが───効果はない。ひかるは額に貼られた破邪の札を自ら破り捨ててしまった。

「ば、バカな……!?　まさか私の破邪法でも祓はらえないほど、高位の……ッ!?」

　悪魔化したひかるは、手の甲でシェンルンを弾はじき飛とばした。シェンルンは屋上の端まで転がっていく。その細腕からは考えられない力だった。

　シェンルンの術が通じない。ひかるに憑ひよう依いした悪魔を祓はらえない。

　しかし、それを追い出す方法なら、もうひとつだけある。

「紫し乃の笛ぶえさん！」

「わかっている！」

　実体をもつ悪魔そのものの紫し乃の笛ぶえなら、人間に宿る悪魔の精神体と交信することで、その身から引き剝がすことができるのだ。

　紫し乃の笛ぶえはひかるに向かって駆けた。交信のため、ひかるの額に手を伸ばそうとする。

　だが────。

「なっ!?」

　紫し乃の笛ぶえは足を止めた。上空から無数のレーザーのようなものが降り注いできたからだ。

　ひかるは右手を空に掲げている。その遥はるか上空に青色の球体が生成されている。無数のレーザーはそこから降り注いでいた。

「ひ、ひかる、これもお前がやってんのか……？」

「近づいたら危ないわ！」

　結ゆ衣いは叫ぶ宇う城しろ組長を連れて、降り注ぐレーザーから逃げ回る。

　その正体は水だった。常識外れの水圧で放たれるそれらは、屋上に無数の小さな穴を穿うがっていく。文字通りのレーザーの雨。その殺傷力は一目瞭然だった。

「むう、これでは迂う闊かつに近づけん……！　眠らせるぞ、緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い！」

「了解よ！」

　結ゆ衣いは悪魔フラウロスの力を借りて、右手に火球を生成。それをひかるに向けて放つ。それはあっさりと、レーザーの雨によって防がれた。

　一発で駄目なら、二発、三発、四発、五発、六発────そのすべてが防がれる。連続して火球を飛ばしている間、再び悪魔化した紫し乃の笛ぶえが、右手に赤黒い棍こんを生成し、ひかるの背後から飛びかかった。

　しかし。

　降り注ぐレーザーの雨が、中空でひとつにまとまる。渦巻く水の砲弾となる。それが背後の紫し乃の笛ぶえに叩たたきつけられた。その水圧はすさまじく、紫し乃の笛ぶえは大きく後方へ吹き飛んだ。

「紫し乃の笛ぶえさん!?」

　駆け寄った結ゆ衣いが抱き起こす。紫し乃の笛ぶえは悪魔化が解除され、もとの人間の姿に戻っていた。

「くっ、こ、この魔力、奴はかなりの上級悪魔だぞ。おそらく俺よりも、序列が高い……！」

　それは紫し乃の笛ぶえがまともにぶつかったところで、歯が立たないことを示していた。

「そ、そんな……え、ちょっと待って紫し乃の笛ぶえさん、その腕……」

　紫し乃の笛ぶえの左腕は、だらんと垂れ下がっていた。

「ああ、今の攻撃をかばった左腕が折れたらしい。右手だったら、マンガが描けなくなっていたところだ」

　冗談を口にしているが、その表情には、苦く悶もんと焦燥の色が見て取れた。

　そして無慈悲にも、中断していたレーザーの雨が再開される。もはや結ゆ衣いたちは、宇う城しろ組長を連れて逃げ回ることしかできない。このままでは、ひかるから悪魔を祓はらうどころか、先にこちらの体力が尽きて、やられてしまう。

　結ゆ衣いは逃げ回りながら、大声で呼びかけた。

「お願いひかるちゃん！　正気に戻って！　攻撃をやめて！」

「悪魔化している人間に言ったところで、意識は戻らないぞ……！」

「だったら、どうすればいいの!?　どうやって近づけばいいのよ!?」

　紫し乃の笛ぶえは答えない。誰もどうすればいいのか、わからないのだ。

　右手を掲げていたひかるは、左手も同様に掲げた。上空からレーザーの雨を生み出していた青い球体が、さらに一回り大きくなる。

「ま、まずい！　あのサイズの球体から一気にレーザーを放たれたら、逃げ場すらなくなってしまうぞ……！」

「な、なんですって……!?」

　青い球体が強く輝く。屋上全体を射程内に捉えたレーザーの雨が降り注ごうとしている。

　絶体絶命。誰しもの頭にその二文字が浮かんだ、まさにそのときだった。




　──………………ドーン……！




　日につ本ぽん橋ばしの夜空に、季節外れの打ち上げ花火が上がった。

　その轟ごう音おんに、全員の動きが一瞬止まる。全員が夜空に目を奪われる。

「わあ……」

　最初につぶやいたのは────ひかるだった。

　白髪で、ツノの生えた頭で、それでも両目に宿る光だけは人間のそれで。漆黒の夜空に咲いた大輪の花火を、うっとりと眺めていた。

「……すごく綺き麗れい。ねえパパ、見た？　ひかるの夢、ひとつだけ叶かなったよ……！」

「ひ、ひかる……正気に戻ったんか!?」

　宇う城しろ組長が言うように、確かに正気を取り戻している。ひかるは未いまだに悪魔の姿だが、確固たる自我を保っている。そしてレーザーの雨も止やんでいた。

　どうしてこんな春の暮れに花火が打ち上がったのかは、その場の誰にもわからない。

　ただ、やるべきことは、その最大のチャンスを逃さないこと。

「むううううううううん！」

　紫し乃の笛ぶえが駆ける。折れていない右手で、今度こそひかるの額を、がっちりと摑つかんだ。





◇　19時40分…………手て代しろ木ぎ寿とし也や　◇






「おおー、見事に打ち上がったなぁ」

　日につ本ぽん橋ばし公園で伏せていた手て代しろ木ぎは、打ち上げた大筒の花火を見て、感嘆の息を漏らした。

「なるほど……こちらの世界の魔砲身は、幻想的な光を放つのですね。とても美しいです」

　手て代しろ木ぎと違い、普通に立っているステファニアは、腕を組んで満足そうに頷うなずく。

　……あの女の子も、どこかで見ててくれたらいいなあ。

　そう思った手て代しろ木ぎは、大輪の花火が散ったあとも、ずっと夜空を眺めていた。





◇　19時40分…………緋ひ良ら坂さか結ゆ衣い　◇






　結ゆ衣いが見守るなか、紫し乃の笛ぶえはひかるの額を摑つかんだまま、なかの悪魔と交信を始めていた。

「なるほど……少女に憑ひよう依いしていたのは貴様か、ザレオス！　俺より少し序列が高い悪魔だといって、図に乗るなよ。たかが精神体ごとき、無理やり引っこ抜いてくれる……！」

　ひかるはきょとんとしているが、その意識は保たれている。悪魔の支配下にはない。

　そして────ひかるの体から、青白い稲妻をまとわせた、どす黒い気の塊が出現した。

　同時にひかるの姿が、完全に人間のそれに戻る。黒い気の正体は、ひかるに宿っていた悪魔ザレオスの精神体だ。

　その黒い気はひかるから飛び出したものの、まだ完全に離れようとはしない。一部がひかるの体と繫つながったままになっている。

「おのれ、しぶとい……！　ザレオスよ、さっさと出てきたらどうだ!?　なに、断るだと!?　あ、ま、待てザレオス!?　貴様の性癖を暴露するぞ！」

　紫し乃の笛ぶえが叫ぶ。ひかるの身から飛び出していた悪魔ザレオスの精神体が、少しずつ彼女のなかに戻り始めている。交信がうまくいっていないのだ。

「うううう……な、なにこれ……なにかが、ひかるのなかに……入ってくるよぉ……！」

　ひかるが苦く悶もんの声をあげる。宇う城しろ組長はうろたえたまま、苦しむ娘をただしっかりと抱きしめることしかできない。結ゆ衣いもひかるから飛び出している黒い気体めがけて火球を放ってみたが、相手はただの精神体。やはり通じることはなく、火球は透過するだけだった。

「宇う城しろさん……お話があります」

　さきほどひかるに吹き飛ばされたシェンルンが、腹部を押さえたまま話しかけた。そんな彼が提案したのは。

「使し魂こん阿あ尾び奢しや法ほうを実行するしかありません」

「なっ!?」結ゆ衣いは思わず声をあげた。「なに言ってるの!?　それはさっきやらないって言ったばかりじゃない!?」

「やらずに済むなら、それに越したことはない！　しかしひかるが降霊させた悪魔は、予想をはるかに超えた高位の悪魔だった。あのベリトさんよりもだ！　私に祓はらうことはできないし、ベリトさんでも追い出すことが不可能な以上、彼女を救う道はそれしかない……！」

　使し魂こん阿あ尾び奢しや法ほう。人間に憑ひよう依いした悪魔と主従契約を結び、あらゆる命令を実行させる禁術。主従契約を結べば、ひかるに憑ひよう依いしている悪魔に沈黙を命じることもできる。

「でもそれは、ひかるちゃんのお父さんの魂が必要なんでしょ!?　そんなのだめよ！」

「だったらどうしろと言うのだ!?　あれほどの悪魔を祓はらえる魔術師は、おそらくいないぞ！　探している余裕もない！　悪魔の侵食は、かなり深刻なところまできているのだから！」

　そのとき──。

「ううん……なんだよ、うるさいなぁ」

　視界の端で──。

「もしかして、まだ遊んでるのか？」

　最強の魔眼の持ち主が──起き上がった。

　明らかな超常現象に見えるものを消し去ってしまう魔眼。ひかるの身に少しずつ戻っていく黒い気は、悪魔の姿を象かたどっており、青白い稲妻をまとっている。

　魔眼が超常現象だと認識するには、十分なものだった。

「そ、そうか！　彼の魔眼なら、あるいは……！」

　つぶやくシェンルンを尻目に、結ゆ衣いは万感の思いを込めて叫んだ。

「恭きよう介すけ！　あんたの魔眼が必要なの！　ひかるちゃんを苦しめる悪魔を消し去って！」

　それは紫し乃の笛ぶえと違って、実体をもたない精神体。人間に憑ひよう依いしていないと存在できない脆もろいもの。魔眼の前では、きっと瞬時に打ち消される。結ゆ衣いはそう確信していた。

「んん？　ひかるを苦しめる……悪魔？」

　恭きよう介すけは目をごしごしとこすっている。

　悪魔ザレオスの精神体は、まだ消えたりしない。恭きよう介すけの視界に入っているのにも拘かかわらず。

「そうか、メガネだわ……！　しっかり目視しないと、魔眼の力は発動しないんだ……！」

　期待したのも束つかの間ま。もっとも悔いているのは、シェンルンだった。

「わ、私のせいだ……私が彼のメガネを潰してしまったばかりに……！」

　それは魔眼の最大の弱点────の、はずだった。

「ふふふ……そういう設定か。オーケー、了解だ。俺のメガネを潰した、だって？」

　恭きよう介すけは傍そばに落ちていた壊れたメガネを手に取った。

「これを潰しておくとは、いい着眼点だぜ。でもな、忘れてるだろ。俺が天才魔術師だってことをな」

「…………？」

　シェンルンが眉をひそめる。結ゆ衣いも同様に恭きよう介すけを見た。苦く悶もんの声をあげているひかるも、その額を摑つかんでいる紫し乃の笛ぶえも、心配そうに娘の肩を抱いている宇う城しろ組長も。

「全員よく見ておけ。これが俺の…………夢む創そう魔術だ！」

　恭きよう介すけが壊れたメガネをくるりと回すと────壊れていないメガネに変化した。

「な、なにをしたのだ!?」「う、うそ!?」「ククク、まさかの再生魔術とはな！」

　シェンルン、結ゆ衣い、紫し乃の笛ぶえが、それぞれ驚嘆の声をあげた。

　恭きよう介すけは新品同然のメガネを手にしたまま、やけに演技がかった口調で言った。




「俺は異能に憧れている。でももし、それが誰かを苦しめるものだったなら！　俺はその存在を全力で否定してやる！　この魔眼『アストラル・ジャッジメント』でなぁッ！」




　そしてメガネをかけた。

　魔眼の力が発動する。ひかるを覆っていた悪魔ザレオスの精神体は、彼女の身に戻ることもできず────一瞬で消し飛んだ。
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　　　エピローグ







「ははっ、壊れたメガネを復元するなんて、やっぱりそいつ、魔術師じゃねーか」

　銀色の婚礼団の事務所で、ラッパー桐きり崎さきが鍋に水を注ぎながら言った。コンロの火にかけたあと、流し台の下からインスタントラーメンの袋を取り出す。

　ソファーに座っている結ゆ衣いは、紅茶をひと口飲んでから言った。

「予備のメガネと交換しただけよ。いつも変な手品道具を持ち歩いている恭きよう介すけなら、スペアを持っていても不思議じゃないわ。むしろ手品道具より、そっちを持ち歩くほうが普通よね」

　……でもまあ、あの早業は、もはや魔術の領域って言えるけど。

「じゃあ、恭きよう介すけって奴の魔眼は、ちゃんとひかるちゃんに宿っていた悪魔の精神体を消し飛ばしたんだな。あれ？　ちょっと思ったんだけどよ。その悪魔の精神体ってどうなったんだ？」

　結ゆ衣いは考えながら言った。

「人間に憑ひよう依いしないと存在できない精神体は、外に出されたら悪魔が棲せい息そくする次元に戻るしかない。恭きよう介すけの魔眼は存在を否定するだけだから、ザレオスの精神体も一瞬で送り返されたってことになるわ。たぶん」

「なんだよ、歯切れ悪いな。ラーメン作ってやらねーぞ」

「いらない」

　なにしろあんな魔眼を見たのは初めてなので、結ゆ衣いも推測で話すしかないのだ。

「しっかし、シェンルンも無茶するよな。ひかるちゃんを助けるためとはいえ、その父親の命を犠牲にする禁術を使おうとしたんだから。怖ぇ心霊医だぜ」

　怖い心霊医か……。

　確かにそういう一面はある。シェンルンはなにを犠牲にしてでも、子供の命を最優先にする魔術師だったのだ。




　屋上での戦いのあと、父の宗そう平へいが連れてきた式しき部ぶ庁ちようの役人によって、シェンルンとひかるは重要参考人として取り調べを受けることになった。それから数日後、宗そう平へいがこんなことを話してくれた。

「式部庁の比ひ嘉がさんから聞いたんやけどな。シェンルンは捨て子やったらしいわ。黒孩子ヘイハイツっていうんかな。一人っ子政策に反して生まれてきた子供で、戸籍もないまま、生まれてすぐに売られたらしい。だから親の顔は見たことないんやってさ」

「そう……あ、でもあいつ自身が魔術師なんだから、両親のどっちかは魔術師のはずでしょ？　魔術師ならどこかの魔術結社に所属してるはずだし、探せば……」

「見つからんかったんやと。まあ子供を売るような親が名乗り出るわけもないしな。そもそも両親は魔術師ですらないのかもしれん」

　本来魔術師の家系で、どこかの世代で魔術の継承が途絶えてしまったあとも、その素質だけは血とともに受け継がれていく。世代を重ねていくにつれ、魔術の素質は少しずつ薄れていくのだが、たまに爆発的に才能を覚醒させる者もいるのだ。ひかるのように。

「とにかくシェンルンには、魔術の才能があった。それを見み出いだしたのが、中国の魔術結社や。そこに引き取られて魔術を習得したシェンルンは、やがて妖怪退治専門の退魔師になる。でもしばらくして、心霊医としての活動にシフトチェンジしたらしい」

　その理由は、退魔師よりも心霊医のほうが、多くの子供を助けられるからだそうだ。

「捨て子の黒孩子ヘイハイツは、戸籍がないから満足な医療サービスを受けられへん。シェンルンは自分と同じ境遇の子供が病気で死んでいく様子を、嫌というほど見て育ったんやろな」

　おそらくそれが、彼の行動原理。シェンルンは、正規の医者が治せない子供を見殺しにすることができなかったのだ。だからなにがあろうと、絶対に病気の子供を救おうとした。たとえ魔術秘匿のルールに抵触しようとも、その結果、処罰を受けることになろうとも。

　そして、ひかるが父親を失うことになるとしてもだ。娘のために命を捨てる覚悟を決めた宇う城しろ組長と同じく、シェンルンも病気で苦しむひかるを、なんとか助けたかったのだ。やり方はともかく、その気持ちに偽りはなかった。

　そんなシェンルンは、魔術秘匿の義務に抵触していた心霊医の活動が見直され、処罰を受けることになった。それでも後悔はしていないらしい。人を殺あやめたわけではないので、そこまで大きな処罰はないという話だが──結ゆ衣いは複雑な気持ちだった。




「……誰かの力になりたかった魔術師が処罰されるなんて、やっぱりおかしいわ。シェンルンはシェンルンなりに、誰かの助けになろうと必死だったのに」

「ん？　なにか言ったか？」

　できあがったインスタントラーメンを鍋ごと運ぶ桐きり崎さきが、そう言ったとき。

「お邪魔しまーっす！」

　玄関のドアを開けて飛び込んできたのは────すっかり元気なひかるだった。

「うおわ!?」

　それに驚いた桐きり崎さきが、持っていた鍋を傾けてしまう。慌ててコンロに置いたものの、熱湯が指にかかって、熱さのあまり飛び上がった。

「あっちいいいい!?　だ、誰だこのイルな（キレキレの）ガキは!?」

「あれ、言ってなかったっけ？　彼女も今日から銀色の婚礼団の所属になったのよ」

　ひかるは水道で指を冷やそうとする桐きり崎さきの傍そばに近づくと、

「えへへ、ごめんね、おじさん」

「おいコラ、俺はおじさんって歳としじゃ……お、おお？」

　蛇口をひねっていないのに、水が流れ出てきた。

　ひかるが指揮棒を振るように人差し指を動かすと、それに呼応して蛇口から出る水も自在に向きを変える。それで中空に水流のハートマークを作ってみせた。

「はは、びっくりしたやろ、桐きり崎さきくん」

　遅れてやってきた父の宗そう平へいが、改めてひかるを紹介した。

「ワシらの新しい仲間、宇う城しろひかるちゃんや。水を操ってるのは、悪魔ザレオスの力やで」

　桐きり崎さきは観察するようにひかるを見る。

「こいつがひかるちゃんかよ。結ゆ衣いと同じ、ソロモンの魔術を習得したってわけか？」

「ううん。ちょっと違うんだけど……きっかけは、恭きよう介すけの魔眼────だと思う」

　曖昧な表現になってしまうのは、結ゆ衣いも、式しき部ぶ庁ちようでさえも、よくわかっていないからだ。

　悪魔の精神体は、もう一度ひかるのなかに戻ろうとしているところ、恭きよう介すけの魔眼で一瞬のうちに消し飛ばされた。そのせいで、ひかるのなかに悪魔の一部分がわずかに残る形になってしまったのだ。そこに悪魔の意思のようなものはなく、あるのはただ、力の残ざん骸がいのみ。それを聞いたときの結ゆ衣いは、まるでちぎった粘土だと思った。

　その力の残骸は現在、ひかるが先天的にもっていた膨大な魔力に取り込まれている。もはやそれは、悪魔との部分的な同化、あるいは吸収と同義だった。これによってひかるは、ソロモンの魔術と違って詠唱の必要もなく、吸収した悪魔ザレオスの力をいつでも自在に操れるようになってしまった。

　そしてもうひとつ、大きな恩恵もあった。

　悪魔の精神体を追い出したから、元の病弱な体に戻ると思っていたのだが、そうはならなかったのだ。ひかるの病気は、コントロールしきれない膨大な魔力が原因。悪魔の力を吸収したことで、それを制御できるようになったらしい。思いがけない結果だったが、これにはひかるの父親はもちろん、シェンルンもとても喜んでいた。

「じゃあ、その恭きよう介すけって奴に感謝だな。全部そいつの魔眼がきっかけなんだろ？」

「たぶんね」

「たぶんじゃないもん！　だってお兄ちゃんは凄すご腕うでの異端審問……」

　ひかるはそこまで言って、自分の口を両手で塞いだ。

「凄すご腕うでの、なんて言ったの？」

　結ゆ衣いが尋ねても、ひかるは慌てて首をぶんぶんと左右に振る。

「な、なんでもない！　これ内緒なんだった……」

「？」

「まあ、とにかくや」宗そう平へいが両手を叩たたいた。「ひかるちゃんも無事やったことし、憑ひよう依い状態で起こした連続爆破事件も罪に問われんかったことやし、いいこと尽くしってわけやな」

「いいこと尽くしか……ねえ、ひかるちゃん。ここに所属することになったことも、よかったと思う？」

「うん。嬉うれしいよ」

　部分的にだが悪魔ザレオスの力を吸収してしまったひかるは、魔術師でもあり悪魔でもあるという扱いになり、紫し乃の笛ぶえのような要監視対象者と認定された。そして式部庁は、その監視役として、銀色の婚礼団を指名してきたのだ。

　──西洋魔術師のお前たちなら、悪魔の扱いにも慣れているだろう。また事件を起こさないように、しっかり監視しておけ──

　式部庁の比ひ嘉がから皮肉混じりにそう言われた。きっと連中は、どう扱っていいかわからない厄介な存在を押しつけたかっただけだろう。それでも結ゆ衣いは満足だった。

「あたしも嬉うれしいわ。ひかるちゃんがいてくれたほうが、ここも楽しくなりそうだし」

「お？　なんや、結ゆ衣い。お前、魔術師稼か業ぎようなんて興味ないって言ってなかったか？」

　宗そう平へいが言う。

　結ゆ衣いが大阪にやってきたのは、父に魔術師稼か業ぎようを辞めてもらうように説得するためだった。

　そしてまともな職について借金を返してもらい、母を残してきた東京に戻って、家族三人で平凡な暮らしを送ること。それが結ゆ衣いの夢なのだ。

　だけど────。

「……また式部庁から依頼があるかもしれないし、パパと桐きり崎さきさんは役に立たないし。今度こそ報酬を全額もらうためにも、もう少しだけ魔術師稼か業ぎようを続けるわ」

　それに長い間、離れ離れで暮らしていた父と、もう少し大阪で二人暮らしを続けるのも悪くない……なんてことは、口が裂けても言えないのだった。

「役に立たへんって失礼やな。パパはちゃんと生活費だって稼いでるんやから」

「ガラクタの転売と…………オカルト雑誌の原稿執筆だっけ？」

　頷うなずいた宗そう平へいは、鞄かばんから数枚の紙を手渡してきた。

「どれどれ……『日につ本ぽん橋ばしには夢が溢あふれている。悪魔や妖怪も集まり、魔導書となった同人誌を巡って、先日も魔術師たちが争奪戦を……』って、こんなの載せていいわけないじゃない！」

「うーん、やっぱそうか。面白いと思うんやけどなぁ」

　宗そう平へいは照れたように頭を搔かく。その姿はどうしても憎めず、つい笑ってしまう結ゆ衣いだった。




　　　　　　　　　　　　◇




「……これは、なかなかの記事やな」

　ミーナは日につ本ぽん橋ばしのコンビニで、音楽雑誌の立ち読みをしていた。日につ本ぽん橋ばしの地下アイドル特集が組まれており、開いているページには、でかでかとこんな見出しがあった。

『変態アイドルユニット、〝らぶキュン☆すいーつ〟の厚顔無恥なステージを徹底解剖！』

　記事の内容は、「こんなものはアイドルではない」だの、「チケット代を無駄にしたくなければ行かないことを勧める」だの、言いたい放題。例のフェスにやってきた正統派アイドル好きのライターが書いたものだ。

　まあ、いいけどね。おかげでほかのアイドルより、ページも多く割かれてるし。

　あのフェスの日。客席はガラガラかと思っていたが、そうではなかった。決して多いとは言えないが、それでもいつも以上の客が集まっていた。

　その全員が、口々に叫んだ。ミニライブで不良集団をぶちのめしながら歌っていた曲が聞きたい、『らぶキュン☆すいーつ』ならではの、ぶっ飛んだステージが見たい、と。ＳＮＳで拡散した乱闘の情報を見てやってきた客たちだった。

　さらにプロデューサーの陣じん内ないも、こう言ってくれた。

「客の要望に応えるのがアイドルの務め。俺は以前、そう言ったな。まあ……気に入らんが、求められているのがあの路線なら、止める理由はない。ただし、やりすぎるなよ？」

　そしてギリギリのタイミングで、セットリストを変更してくれたのだ。音楽雑誌のライターが取材に来ているにも拘かかわらず。

　こうしてミーナとエルは、自分たちが本当にやりたい路線で勝負に出た。いつもならほとんどの客が帰ってしまうのだが、その日は誰も帰らなかった。みんな拳を掲げて、大いに盛り上がってくれた。モッシュあり、ダイブあり、サークルありといった、とてもアイドルのライブとは思えないような空気になったが、それでも客はみんな、楽しんでくれた。

　例のライターは途中で見るのをやめてしまったが、それでもミーナは満足だった。自分たちの歌を聞いて、ステージを見て、お客さんが喜んでくれるならそれだけでいい。そして彼らは次のライブにも絶対に行くと言ってくれた。

　……続けていれば、いつか必ず結果が出る。そのとおりになりつつあるで、竹たけ隈くまさん。

　くじけそうになっていた自分を勇気付けてくれたのは、もうひとりいる。

　──さあ、行け。ミーナ・チョコレート・ジハード。ファンが誰もいないステージで、まだ見ぬファンを獲得しにな！　それが……お前の夢なんだろう!?──

　恭きよう介すけだ。

　変な手品をする厨二病だけど、どこか妙にかっこよくて、教室でひとりＢＬ同人誌を読んでいた自分にも話しかけてくれる、隣の席の男の子。

　先日、日につ本ぽん橋ばしの街頭でチラシ配りをしていると、彼に会った。この間はなんで宇う城しろ組ぐみの事務所に行こうとしていたのか尋ねると、家出していた組長の娘が厳しい説教を受けそうだったから、それを庇かばうため、なんて言ってくる。

　笑ってしまった。そんな理由で、ヤクザの事務所に単身乗り込もうとする高校生なんて、きっと彼以外にはいない。ただのアニメ好きな厨二くんじゃなかったのだ。

　そこでミーナは気づいてしまった。

　彼がちょっぴり、気になる存在になっていることを。

　だからつい、こんなことを言ってしまった。

「あのな、黒くろ塚づかくん。私のことは…………町まち子こって呼んでいいよ」

　それは彼風に言うなら、精一杯の種明かし。地下アイドル、ミーナ・チョコレート・ジハードの正体は、あなたの隣の席にいる湊みなと町まち子こです。暗にそう伝えたつもりだった。

　しかし恭きよう介すけは。

「なんだ、あんたの本名も町まち子こなのかよ。ははっ、湊みなとさんと同じ名前じゃん」

　そして教室で話しかけてくるときは、やっぱり「湊みなとさん」のまま。まったく気づいていなかった。明朗快活なミーナと、根暗で地味な町まち子こは、どうしても結びつかないらしい。

　……まあいいや。この気持ちは、もう少しだけとっておこう。もっともっと有名なアイドルになって、絶対に黒くろ塚づかくんをびっくりさせたるから。

　ふと、コンビニ内のイートインに座っている二人の男女の会話が聞こえてきた。

「マスターはなぜ急に、お笑いのインディーズライブとやらに興味をもたれたのですか？」

「この告知チラシを見るがいい。出演者一覧に、手て代しろ木ぎ寿とし也やという名前があるだろう。こいつは恐るべき才能をもった芸人でな。ククク……なんでやアンペア」

「なんですか、それは？　我が神聖グランロイド王国にも、似たような呪文がありますが……」

「そのとおり。なんでやアンペアとは、悪魔でさえ爆笑に導く究極の呪文だ。奴は俺と同じ、大いなる夢を追いし者。俺の大事な友人だ。このライブでもきっと、その爆笑ネタを披露してくれるに違いない。さあ行くぞ、ステファニア。爆笑する準備は……できているな？」

「もちろんでございます」

　その腕にギプスをはめた銀髪の男と、金髪の女は、コンビニを飛び出していった。

「大いなる夢を追いし者か……あ、私もそろそろ行かんと！」

　ミーナは立ち読みしていた雑誌を戻して、自分もコンビニを出た。




【撲殺、撲殺、出会い厨！　撲殺、撲殺、出会い厨！】

　ピンク・ダイヤモンドのステージで拳を振り上げながら歌うミーナ。狂乱のエアギターを披露するエル。フロアにいるファンの数は約四十人で、以前よりもずっと増えた。そしてみんなが純粋にライブを楽しんでくれている。

　自分をスカウトしてくれた竹たけ隈くまは言った。本当にやりたいことをやっているときが、人間は一番輝いて見えるのだと。そして今のミーナとエルは、ほかのアイドルに負けず劣らず、宝石のように輝いている。

　間奏に入ったところで、袖にいる陣じん内ないを見た。陣じん内ないは険しい顔をしながらも、親指で客席のほうを指し示す。

　頷うなずいたミーナは、「いっくよーッッッ！」と絶叫した。

　そしてその地下アイドルは、今日も客席に向かって大きく飛ぶ。自分たちの輝きを少しでもみんなに分け与えるために。

　だってそれが、私の夢やもん────！




　　　　　　　　　　　　◇




　街は相変わらず平和。大阪に引っ越すことが決まったときは、もしかしたら大冒険が待ってるんじゃね？　なんて思ったけど、やはりなにも起こらない。謎の連続爆破事件もいつしか、ぱたりと途絶えてしまった。

「ふっ、さてはこの街に、俺という天才魔術師がいることに気づいたな。『組織』め……」

　恭きよう介すけはひとり妄想を膨らませながら、アニメイトビルを出た。次はスーパーポテトか、ボークスにでも行こうと思っていると。

「あ、お兄ちゃんだ！」

　人混みをかき分けながら、ひかるが駆けつけてきた。その後ろには、結ゆ衣いもいる。

「なんか、このあたりでよく会うよな。隠れオタ」

「だからオタクじゃないって言ってるでしょ」

　突撃するように抱きついてきたひかるが、嬉うれしそうに言う。

「聞いてお兄ちゃん！　ひかるね、この前パパに遊園地に連れて行ってもらったの！　お土産もあるから、今度おうちまで持っていくね！」

「おう。楽しみに待ってるぞ」

　ひかるは後ろの結ゆ衣いを一いち瞥べつすると、小声で囁ささやいてきた。

「それからね、ひかるも魔術師になったんだよ。誰にも教えたらだめって言われてるけど、お兄ちゃんにだけは言っておくね」

「ほほう。お前もその境地に達したか。今度先輩として『妖魅』との戦い方を教えてやろう」

「うん。周りの人にも、お兄ちゃんが異端審問官だってことは内緒にしてるから」

　ひかるは口にチャックする仕草をした。結ゆ衣いが首をひねる。

「なんの話？」

　いたずらっぽく笑うだけで返したひかるは、傍そばのアニメイトに駆け込んでいった。

　恭きよう介すけはその背を見送って、ぽつりとつぶやく。

「なんだか、ずいぶん元気になったな。前はたまに、ぼーっとすることがあったのに」

「ふふっ、じつはひかるちゃんを助けたのは、あんただって言ったら、どうする？」

　結ゆ衣いが笑顔で見つめてくる。恭きよう介すけはクールにメガネを押し上げた。

「俺はなにもしてないさ。ひかるが自分で、自分の闇を振り払ったんだよ」

「変なところで謙虚だし……でも、あんたのおかげで、あたしが少しだけ変われたのは事実なの。宇う城しろ組ぐみの事務所にひとりで向かったときのあんたは、本当に主人公っぽかったわよ」

　え、マジで？

　恭きよう介すけは嬉うれしい。憧れの主人公に一歩近づけたと思ったから。

「やっぱり俺には、主人公の器があるんだよなー。そっかー、そんなにかっこよかったかー」

「…………ちょっとだけね」

　結ゆ衣いのそんなつぶやきは、日につ本ぽん橋ばしを歩く人々の雑踏でよく聞こえなかった。

　この街を訪れる人々は、それぞれの欲望を満たすために、今日もいろんな店を回る。先日まで世間を騒がせていた連続爆破事件も、そのうち全員が忘れてしまうに違いない。

「しっかし、本当にこの街って平和だな。どこかで異能バトルとか起きないかなぁ……」

　ため息混じりに言いながら、大きく伸びをする。隣の結ゆ衣いは、意味深に笑っていた。

「ねえ」そして静かに口を開く。「前から聞きたかったんだけど、なんで手品が好きなの？」

「だから手品じゃなくて、夢む創そう魔術だって言ってんだろ」

「わかったってば。で、なんでそれが好きなの？」

　くっ、こいつ、全然納得してないだろ……。

　そう思った恭きよう介すけは、ふうと息を吐いて空を見上げた。

　……超常現象には夢がある。だけど残念ながら、俺はそれを見たことがない。だから自分でそんな夢を創るんだ。こうやってな。

　ジャケットの袖を少し引いて、右手を上に掲げる。

「よーく見てろよ。五秒後に不思議なことが起こるぞ。三、二、一……ゼロ」

　するとジャケットの袖口から、小さなシャボン玉がいくつも吹き出した。虹色の輝きを放つそれらは、割れることもなく、どんどん空にのぼっていく。

「…………夢を創る魔術か。あははっ、そんなのばっかりだったら、確かに素敵よね」

　結ゆ衣いがシャボン玉を見上げて笑う。あたりの人々も全員、感嘆の息を漏らして空を眺める。




　日につ本ぽん橋ばしの街は、今日も虹色に輝く無数の夢で彩いろどられていた。


終わり












　　　あとがき




　こんにちは、真ま代しろ屋や秀ひで晃あきです。

　本編は楽しんでいただけたでしょうか。デビュー作の『韻いんが織おり成なす召しよう喚かん魔ま法ほう』の終了後、ずっと異世界ものを書いてきたわけですが、久々に現代ものです。

　しかも大阪のオタク街、日本橋を舞台にした群像劇。大阪市内で生まれ育った僕にとっては、あまりにも行き慣れているサイコーの街です。これはテンション上がりましたよ！

　秋葉原にもよく行くようになってから思ったんですが、日本橋って秋葉原と似ているようでどっか違うんですよね。たとえば以前、日本橋の街頭でこんな光景を見たことがあります。




メイドさん「お仕事はなにされてるんですかぁ？」

通行人「平たく言えば住職です。南無」




　言いながら合掌する自称住職の人。日本橋のすぐ隣は寺町なので、お坊さんがいても不思議じゃありません。それから最近は減ってきましたが、カップ酒を片手に六甲おろしを歌いながら歩いているオジサンがいたり、近くの公園でネタ合わせをしている若手漫才師がいたり。そういや数年前までは、リヤカーで自費出版の本を売り歩いていたオジサンもいましたね。

　とにかく日本橋って、ただのオタク街じゃないんですよ。大阪特有の混沌さがあるオタク街と言いますか、50円でジュースを買える自販機があるところなんか、もう愛らしくて（見たことがないって人は、探してみましょう。ヒントは駐車場だ！）。




　本作はカオスな日本橋、そこに集まる変わった人々、さらに悪魔や魔術師の魔術バトルといった、僕の好きな要素を詰めまくったカオスな内容となっています。あとがきを立ち読みしている方は、いますぐレジへ……あ、棚に戻さないで！　ちょっぴり熱い展開もありますから！

　ではここで、いつもの謝辞を。「大阪人のマシロヤなら、少しぐらい大阪をいじっても問題なさそうだし、これでいこう」とあっさり本企画をオーケーしてくださった担当編集者の平ひら井い様、阿あ南なん様。大阪って本当にいいところなので、ぜひ今度は大阪で飲みましょう。

　それからイラストのkarory様。まだ挿絵は確認できていないのですが、ホームページはよく拝見させていただいております。karory様の素晴らしいイラストで本作に命が吹き込まれることを楽しみにしております！

　そしてなにより、「大阪が舞台のラノベ？　なんだそりゃ」と思いつつも手に取ってくださった読者の皆様に最大の感謝を。

　では、またお会いできることを祈って。お付き合いくださり、ありがとうございました！

　……って、まだ続くんかい！

　と大阪人らしく、自分でツッコミを入れてみます。今回のあとがきは都合上、急きゆう遽きよ４ページになったのでした。

　うーん、どうしよう。あ、ちょっと制作裏話に関することを書きますね。

　僕はジャンルを問わず音楽が大好きでして。去年の夏、とある野外のロックフェスに行ったんです。野外フェスって送迎のシャトルバスから降りても、会場までずいぶん距離があるんですよね。炎天下の道を歩きながら、目的のバンドが観られることを楽しみにしていると、隣を歩いていた学生時代の後輩がこう言ったわけです。

「ここで異世界転生しちゃったら、キレるでしょ？」

　確かにキレる。重いクーラーボックスを持って汗だくになりながら歩いているのに、目当てのバンドを見ることなく異世界に飛ばされたら、そりゃあキレる。

　そこでふと思いついたのが、パンクロックを題材にしたアイデアです。それを担当氏に提出したら、

「これって、『韻いんが織おり成なす召しよう喚かん魔ま法ほう』とかぶってるように思うけど、気のせいか？」

　ということで撃沈。その後、本作の企画が通ったわけですが、せっかく現代が舞台なんだから、やっぱり音楽ネタも入れたいと思い、何発かブチ込みました。作中で触れているヒップホップも、ビジュアル系バンドも、地下アイドルも僕の大好物です。初稿では今以上にラッパーキャラがくどくて、結構怒られてしまいましたが。

　そうそう、地下アイドルといえば、先日『ぜんぶ君のせいだ。』のステージを初めて生で見たんですよ。内容はかなりパンクで、普段アイドルの楽曲を聞かない友人でさえどハマりして、Ｔシャツを買ってしまったほどです。そのＴシャツには、地面に立てた包丁に向かって、ぬいぐるみが落ちていく絵がプリントされています。もう、めちゃくちゃパンクですよね!?

　ちなみに作中に登場するアイドルユニットのモデルは、別にいます。アイドルファンの方なら、なんとなくわかりますよね？




　とか書いている間に、ページが埋まりそうです。

　本当はもっと作中にも、西成界隈や天王寺界隈など、大阪のいろんな街を登場させたかったんですが、プロットの都合上、今回は日本橋と新世界が舞台の中心となりました。少しでもその空気感が表現できていたらなー、と思います。

　本作のテーマは夢です。少しでも皆様の心に残って、いい夢が見られることを祈りつつ。

　ではでは、今度こそ最後までお読みくださって、本当にありがとうございました！





現在、部屋に流れている曲……『Nemo』～by Nightwish～

九月五日　真ま代しろ屋や秀ひで晃あき
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真ま代しろ屋や秀ひで晃あき

「大阪の日本橋には、チョーうまいカツ丼が食える店があるよ」と聞いてから通い続け、気がつけば６キロも太っていた大阪人。その結果、「お前って、ピザデブだな」と言われてしまう。カツ丼を食べすぎた体型がピザって、もうわけがわからない。
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イラスト／karory

三重県出身千葉育ち東京在住のイラストレーター。気づくと夏が終わってしまっていた……のではなくて、季節ってなんだっけという生活をしています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「真代屋秀晃先生」係

「karory先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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誰だれでもなれる!ラノベ主しゅ人じん公こう




～オマエそれ大おお阪さかでも同おなじこと言いえんの?～








真ま代しろ屋や秀ひで晃あき
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※2017年10月7日発行の電撃文庫『誰でもなれる!ラノベ主人公 ～オマエそれ大阪でも同じこと言えんの?～』初版に基づき制作
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